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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

宗教学 
Religion 全学科 26BAHU1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 島田 一道  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち合

わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

この講義の目標は宗教を知るということである。世界には数多くの宗教が存在し、その形態もさまざま

である。日本においてもこれまでいくつもの宗教が誕生して、他国からも伝わってきている。まずはそ

れらを概観していく。そして、日本人はこれまで宗教とどのように関係してきたのか、それを歴史や文

化の中からうかがっていく。 
そして、現代に生きる我々がこれからどう宗教と向き合っていくのかを探っていきたい。 

到達目標 

(1) 世界三大宗教（特に仏教）を知り、その内容を説明することができる。  

(2) 日本における宗教の歴史を説明することができる。  

(3) 浄土真宗や親鸞のことを説明することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 宗教とは何か 
宗教ついてどんなイメ

ージがあるか考えてく

る。 
2 時間 

現代の日本人が感

じている宗教観に

ついてまとめる。 
2 時間 

2 キリスト教 
配布資料を読み込み、キ

リスト教について調べ

てくる。 
2 時間 

キリスト教の概要

についてまとめ

る。 
2 時間 

3 イスラム教 
配布資料を読み込み、イ

スラム教について調べ

てくる。 
2 時間 

イスラム教の概要

いついてまとめ

る。 
2 時間 

4 釈尊の生涯と仏教の誕生 
教科書（講義時に指示）

を読み込み、釈尊につい

て調べてくる。 
2 時間 釈尊の生涯につい

てまとめる。 2 時間 

5 仏教 その１ 
教科書（講義時に指示）

を読み込み、仏教につい

て調べてくる。 
2 時間 仏教の概要につい

てまとめる。 2 時間 

6 仏教 その２ 
教科書（講義時に指示）

を読み込み、仏教につい

て調べてくる。 
2 時間 仏教の概要につい

てまとめる。 2 時間 

7 仏教の伝播（インド→中国→
日本） 

教科書（講義時に指示）

を読み込み、仏教につい

て調べてくる。 
2 時間 

仏教がどのように

して、日本に伝わ

ってきたかをまと

める。 

2 時間 

8 日本宗教史 その１（古代～） 
配布資料を読み込み、日

本宗教史（古代～）につ

いて調べてくる。 
2 時間 

日本宗教史（古代

～）についてまと

める。 
2 時間 

9 日本宗教史 その２（中世～） 
配布資料を読み込み、日

本宗教史（中世～）につ

いて調べてくる。 
2 時間 日本宗教史（中世

～）をまとめる。 2 時間 

10 日本宗教史 その３（近世～） 
配布資料を読み込み、日

本宗教史（近世～）につ

いて調べてくる。 
2 時間 日本宗教史（近世

～）をまとめる。 2 時間 

11 親鸞の生涯と浄土真宗の誕生 

その１ 

教科書（講義時に指示）

を読み込み、親鸞の生涯

（前半）について調べて

くる。 

2 時間 親鸞の生涯につい

てまとめる。 2 時間 
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12 親鸞の生涯と浄土真宗の誕生 

その２ 

教科書（講義時に指示）

を読み込み、親鸞の生涯

（後半）について調べて

くる。 

2 時間 浄土真宗の誕生に

ついてまとめる。 2 時間 

13 浄土真宗 その１ 
教科書（講義時に指示）

を読み込み、浄土真宗に

ついて調べてくる。 
2 時間 浄土真宗の概要に

ついてまとめる。 2 時間 

14 浄土真宗 その２ 
教科書（講義時に指示）

を読み込み、浄土真宗に

ついて調べてくる。 
2 時間 浄土真宗の概要に

ついてまとめる。 2 時間 

15 まとめ 過去１４回の講義内容

を振り返ってくる。 2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験において、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

『高校生からの仏教入門－釈尊から親鸞聖人へ－』小池秀章 著 本願寺出版社 2009
年 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

皆さんにとって「宗教」とはどんなイメージですか。そして、生きていく中で「宗教」

を必要だと感じますか。 
様々な宗教を知ることを通してこれらの問いを共に考えていきましょう。 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 世界三大宗教

（特に仏教）を知

り、その内容を説明

することができる。 

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

がなく、基本

を説明するこ

とができる。 

多少間違える

が、最低限の

基本は説明で

きる。 

説明できない。 

定期試験 
（知識・理解） 35% 

(2) 日本における宗

教の歴史を説明す

ることができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

がなく、基本

を説明するこ

とができる。 

多少間違える

が、最低限の

基本は説明で

きる。 

説明できない。 

定期試験 
（知識・理解） 35% 

(3) 浄土真宗や親鸞

のことを説明する

ことができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

がなく、基本

を説明するこ

とができる。 

多少間違える

が、最低限の

基本は説明で

きる。 

説明できない。 

定期試験 
（知識・理解） 30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生活と芸術 
Life and Art 全学科 26BAHU1002 １年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 椿 千栄子  

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

「生活と芸術」とは、“生活に密着した芸術”であり、“生活に役立つ芸術”、“生活を豊かにする為の芸術”
であるとも言える。ここでは、日本の伝承遊びである折り紙を中心とした造形作品、絵手紙、カード制

作をする中で、生活の中に芸術を取り入れるセンスと方法、技術を身につける。世界でたった一つの自

分の作品を制作する喜びと達成感を味わう。 

到達目標 

(1) 身近に「芸術」を取り入れて生活を豊かにするための感性を養うことができる。  

(2) 自分や周囲の人の生活に彩りを与え豊かにするための「感性を磨く意欲」を高める事ができる。  

(3) 生活の中で「使う、飾る、プレゼントする」目的で作品を描き、制作する事ができる。  

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
オリエンテーション 

－生活と芸術とは－ 

 授業について 

シラバスを読み、授業

内容をイメージする 2 時間 
「生活と芸術」の関

係について、自分の

考えをまとめる 
2 時間 

2 折り紙の基礎① 

 

事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

3 折り紙の基礎② 

 

事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

4 折り紙での季節の造形① 

 

事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

5 折り紙での季節の造形② 

 

事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

6 折り紙での季節の造形③ 

 

事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

7 折り紙での季節の造形④ 

 

事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

8 色紙制作① 
事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 
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9 色紙制作② 

 

事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

10 カード制作① 
事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

11 カード制作② 
事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

12 絵手紙① 
事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

13 絵手紙② 
事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

14 壁面制作① 
事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

15 壁面制作② 
事前に配布したプリン

ト資料を読んでくる 2 時間 ワークシートに基づ

き振り返る 2 時間 

成 績 評 価 作品（40%）、授業への取り組み（60%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：なし 
（プリントを随時配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 身近に「芸術」を取

り入れて生活を豊か

にするための感性を

養うことができる。  

生 活 の 中 の

「芸術」を理

解し、生活を

豊かにするた

めの感性を養

うことができ

る能力が十分

にある。 

生 活 の 中 の

「芸術」を理

解し、生活を

豊かにするた

めの感性を養

うことができ

る 能 力 が あ

る。 

生 活 の 中 の

「芸術」を概

ね理解し、生

活を豊かにす

るための感性

を養うことが

できる能力が

ある。 

生 活 の 中 の

「芸術」を理

解できず、生

活を豊かにす

るための感性

を養うことが

できる能力が

ない。 

作品 
（知識・理解・技

能・判断力・作品

の完成度）  

10% 

生 活 の 中 の

「芸術」を理

解し、生活を

豊かにするた

めの感性を養

うことができ

る能力が十分

にある。 

生 活 の 中 の

「芸術」を理

解し、生活を

豊かにするた

めの感性を養

うことができ

る 能 力 が あ

る。 

生 活 の 中 の

「芸術」を概

ね理解し、生

活を豊かにす

るための感性

を養うことが

できる能力が

ある。 

生 活 の 中 の

「芸術」を理

解できず、生

活を豊かにす

るための感性

を養うことが

できる能力が

ない。 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度） 10% 

(2) 自分や周囲の人の

生活に彩りを与え豊

かにするための「感性

を磨く意欲」を高める

事ができる。  

生 活 の 中 に

｢芸術｣を取り

入れるための

感性を磨く意

欲が十分にあ

る。 

生 活 の 中 に

｢芸術｣を取り

入れるための

感性を磨く意

欲がある。 

不十分ではあ

るが生活の中

に｢芸術｣を取

り入れるため

の感性を磨く

意欲がある。 

生 活 の 中 に

｢芸術｣を取り

入れることが

できる感性を

磨く意欲がな

い。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態度）  50% 

(3) 生活の中で「使う、

飾る、プレゼントす

る」目的で作品を描

き、制作する事ができ

る。  

実際に使用し

たり、飾った

り、誰にでも

プレゼントで

きるような作

品を制作する

こ と が で き

る。 

実際に使用し

たり、飾った

り、知人であ

ればプレゼン

トできるよう

な作品を制作

することがで

きる。 

人にプレゼン

トはできない

かもしれない

が、飾ったり、

使用できる作

品を制作する

こ と は で き

る。 

実際に使用し

たり、飾った

り、人にプレ

ゼントできる

ような作品を

制作すること

ができない。 

作品 
（知識・技能・創

造性・表現力・作

品の完成度）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

余暇生活論 
Study on Leisure Life 全学科 26BAHU1003 １年次 前期 

講義・演習・実技・
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  
実務家 

教員 

講義 2 選択 正長 清志 
 

 
ディプロマ・
ポリシー 
との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること
ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち
合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 

○ 

概 要 
人間と社会のあり方を余暇生活というプラットホームから見つめ、学習者一人ひとりが、これからの豊
かなライフスタイルを創造していくことをねらいとして、余暇生活の概要、余暇生活のデザインを創造
していく。 

到達目標 

(1) 余暇生活、余暇活動についての基本を説明することができる。  

(2) 各自が余暇生活を振り返り、自らの余暇生活を他者に説明できる。  

(3) 余暇生活に関わる身近な問題について、自分の考えや意見を述べることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 授業ガイダンス自らのライフスタイルを振り返る 
ライフスタイ

ルをふり返る 
2 時間 

余暇時間の活

動を考察する 
2 時間 

2 少子高齢社会における余暇生活について 
戦後日本の産
業構造を確認

する 
2 時間 

高齢者の余暇
時間の活用を

考察する 
2 時間 

3 余暇生活とレクリエーション① 
レクリエーシ
ョン活動の種

類を考察する 
2 時間 

余暇時間にで
きるレク活動

を調べる 
2 時間 

4 余暇生活とレクリエーション② 
幼児に対応で

きる活動を報
告する 

2 時間 
講義を離れて
実践する 

2 時間 

5 余暇生活とレクリエーション③ 
高齢者に対応

できる活動を
報告する 

2 時間 
講義を離れて
実践する 

2 時間 

6 余暇生活能力の向上に必要なこと① 
ライフステー
ジから余暇生
活を考察する 

2 時間 
自分の一日の
達成感を感じ
られたか 

2 時間 

7 余暇生活能力の向上に必要なこと② 
身体能力が向
上できる運動
を考察する 

2 時間 
誰もが参加で
きるかどうか
考察する 

2 時間 

8 余暇生活能力の向上に必要なこと③ 
机上で活動可
能な余暇活動

を報告する 
2 時間 

余暇時間に実
践する 

2 時間 

9 自らのライフスタイルを振り返る報告会 
日々の生活に
取り入れたこ

とを報告する 
2 時間 

報告で生かせ
ることを実践

する 
2 時間 

10 
余暇生活を創造する①個人・グループ作
業テーマ「豊かな学生生活を送るため
に」 

意見が表現で

きるように準
備する 

2 時間 
これまでの学

生生活をふり
返る 

2 時間 

11 
余暇生活を創造する②個人・グループ作
業参考文献・先行研究の調査 

先行研究を調
べておく 

2 時間 
余暇生活が創

造できるかふ
り返る 

2 時間 

12 
余暇生活を創造する③個人・グループ作
業これまでの情報・調査収集のまとめ 

これまでの余

暇生活の工夫
を報告する 

2 時間 

ライフスタイ
ルに変化が表
れていること

が認識できる 

2 時間 

13 今後の創造的な余暇生活をめざして 
これからも創
造ができるこ

とを確認する 
2 時間 

みなさんの報
告から取り入

2 時間 
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れることを確

認する 

14 
授業の感想・振り返りプレゼンテー
ション① 

これまでの報
告を参考に自

分の発表の準
備をしておく 

2 時間 

先行研究や参
考文献が報告

できるように
準備しておく 

2 時間 

15 
授業の感想・振り返りプレゼンテー
ション② 総括 

ライフスタイ
ルに生かせる
発表の準備を

しておく 

2 時間 

生涯学習や地
の関連科目と
の連携を理解

する 

2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート〔余暇活動の基本〕（40%）、課題・レポート〔余暇活動の思考・判
断・表現〕（40%）、毎回の授業の感想・振り返りとプレゼンテーション（20%）  

課題（試験・レポート
等）に対する 

フィードバックの方法 

 課題・レポート結果は、ルーブリック評価にあわせて評価します。さらに、課題
についての振り返りと、フィードバックは課題レポート提出後に解説します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

 参考文献を提示するとともに、適宜資料を配付していきます。 

配付した資料を各自のファイルに整理し、課題を振り返り、課題レポート提出に

備えてください。 

【持 参 物】 記録用ファイル 

 ※他大学のオープン教材を使用することがあります。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

入学してきた学生のみなさんが、豊かな余暇生活（学生生活）を送っていくため 
さらに、充実した人生のプログラムを開発しながら、自らの創造的な余暇生活を
創造していきましょう。博多キャンパス初等教育学専攻の学生は必修です。その
ため、教育法規に関する講義も取り入れていきますので、受講する学生のみなさ
んは、興味や関心をよく考えて受講してください。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 
(1) 余暇生活、余暇
活動についての基本
を説明することがで
きる。  

ほぼ完璧に  
説明できて
いる。 

大きな間違
いがなく、
基本を説明
できる。 

間違いはい
くつかある
が最低限の
基本を説明
できてい
る。  

説明できて
いない。 

課題・レポート 
（知識・理解）  40% 

(2) 各自が余暇生
活、余暇活動を振り
返り、自らの余暇生
活を他者に説明でき
る。  

ほぼ完璧に  
説明できて
いる。 

大きな間違
いがなく、
説明できて
いる。 

間違いはい
くつかある
が最低限の
説明ができ
ている。 

説明できて
いない。 

課題・レポート 
（関心・意欲・
思考力・判断
力・表現力）  

40% 

(3) 余暇生活、余暇
活動に関わる身近な
問題について、自分
の考えや意見をプレ
ゼンテーションする
ことができる。  

ほぼ完璧に
自分の考え
や意見を述
べている。 

大きな間違
いがなく、
自分の考え
を述べてい
る。 

間違いはい
くつかある
が最低限の
自分の考え
を述べてい
る。 

自分の考え
を述べてい
ない。 

毎回の授業の感
想・振り返り、
毎回の授業課題 
（関心・意欲・
思考力・判断
力・表現力・プ
レゼンテーショ
ン）  

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

比較文化概説 
Introduction to Comparative 

Culture 

全学科 
（一般学生対象） 26BAHU1004 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 林 伸一  

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
日本の文化や風習を知り、外国の文化や習慣との違いを認識するとともに、異なる文化の存在への関心

と理解を深める。どりらの文化が優れているかということではなく、違いを認め合うことが必要。 

到達目標 
(1)自文化、他文化について、共通点と相違点を説明することができる。 

(2)周りにいる人の異なるバックグラウンドを理解し、価値観の違いを認め合うことができる。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学において、大型ディスプレイまたは大型スクリーンによる視聴覚授業用の機器を準備し、

パワーポイントによる映像と文字情報を活用した授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 Introduction 、「異文化理解とは

何か」「比較文化の視点」 Day 2の資料を読む。 2 時間 Day 1の振り返り。 2 時間 

2 「色の文化差とは」 Day 3の資料を読む。 2 時間 Day 2の振り返り。 2 時間 

3 「お風呂文化の違い」 Day 4の資料を読む。  2 時間 Day 3の振り返り。 2 時間 

4 「縦書き文化と横書き文化」 Day 5の資料を読む。  2 時間 Day 4の振り返り。 2 時間 

5 「省略する文化と明示する文

化」行動様式 Day 6の資料を読む。 2 時間 Day 5の振り返り。 2 時間 

6 「違いに気づく－順勝手と逆

勝手－」 Day 7の資料を読む。  2 時間 Day 6 の振り返

り。 2 時間 

7 「異文化の認識－非言語コミ

ュニケーション」 Day 8の資料を読む。  2 時間 Day 7の振り返り。 2 時間 

8 「差別を考える」  Day 9の資料を読む。  2 時間 Day 8の振り返り。 2 時間 

9 「世界の価値観」  Day 10 の資料を読む。 2 時間 Day 9 の振り返

り。 2 時間 

10 「異文化トレーニング」 Day 11 の資料を読む。 2 時間 Day 10の振り返り。 2 時間 

11 「異文化受容」 Day 12 の資料を読む。  2 時間 Day 11の振り返り。 2 時間 

12 「自分を知る」 Day 13 の資料を読む。 2 時間 Day 12 の振り返

り。 2 時間 

13 「非言語コミュニケーション」 Day 14 の資料を読む。  2 時間 Day 13の振り返り。 2 時間 

14 「アサーティブコミュニケー

ション」 Day 15 の資料を読む。  2 時間 Day 14の振り返り。 2 時間 

15 「多文化共生社会の実現に向

けて」 Day 1-15 の資料を読む。 2 時間 
Day 1-15 の振り

返り、最終レポー

トに備える。  
2 時間 

成 績 評 価 
課題・レポート（50%）、ペアワーク・グループワーク・リレー朗読（50%）  
原則として 3 回以上の無断欠席は認めない。レポートのペナルティが発生する。 
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課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

ポートフォリオと振り返りシート、レポートの下書きにはコメントを書いて返却 

テキストおよび 

参 考 文 献 

資料は配布します。【参考文献】「縦書き文化と横書き文化－順勝手と逆勝手の方向性」

「絵本を見て考える間関係論―ヤングケアラーの問題」「ウクライナ民話の紹介―

日本の昔話との比較」「核のタブーとアーサー・ビナード作品」ほか 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

クラスメートとの協同学習（ペアワーク）に積極的に取り組む態度を求めます。 
内容・予定は変更する場合があります。楽しい授業を心がけたいと思いますので、

学生の皆さんのご協力をお願いします。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 自文化、他文化つ

いて説明することが

できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。  

説明できて

いない。 

課題・レポート 
（知識・理解）  50% 

(2) 周りにいる人の異

なるバックグラウン

ドを理解し、価値観の

違いを認め合うこと

ができる。  

周りにいる

人を理解し、

自身の価値

観を探求で

きる。  

ある程度、周

りにいる人

を理解し、自

身の価値観

を探求でき

る。  

ある程度周

りにいる人

を理解し、あ

る程度自身

の価値観を

探求できる。  

周りにいる

人を理解し

ようとせず、

自身の価値

観も探求で

きない。 

ペアワーク・グル

ープワーク・リレ

ー朗読 

（関心・意欲・態

度・技能・表現力） 

50% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年次 期別 

日本国憲法 
The Constitution of Japan 全学科 26BASO1001 ２年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

講義 2 選択 古澤 裕二 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとるこ

とができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持

ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

日本国憲法の基本原理や具体的な条文の解釈だけではなく、憲法に関連するような法規や

国内外の様々な社会問題等を取り上げ、現在の我が国における憲法はどうあるべきか、そ

の望ましいあり方について考えを深めていきます。憲法に対する自分なりの見解をもつこ

とによって、これまで以上に社会参画する力を身に付けることを目指します。 

到達目標 

（1）日本国憲法の構成や基本原理、具体的な条文の内容等について説明できる。 

（2）日本国憲法はどうあるべきか、望ましいあり方について提案できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャ

ンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠

隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 日本国憲法の概要      概要把握  2 時間 本時の学習

内容を復習 
2 時間 

2 第一章「天皇」 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習  

内容を復習 
2 時間 

3 第二章「戦争の放棄」①     最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

4 第二章「戦争の放棄」② 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習  

内容を復習 
2 時間 

5 第三章「国民の権利と義務」① 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

6 第三章「国民の権利と義務」② 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

7 第三章「国民の権利と義務」③ 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

8 第四章「国会」① 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

9 第四章「国会」② 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

10 第五章「内閣」 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

11 第六章「司法」 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

12 第七章「財政」① 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 
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13 第七章「財政」② 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

14 第八章「地方自治」 最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

15 前文、第九章「改正」、第十章

「最高法規」、第十一章「補足」 
最近の社会ニ

ュースを収集 2 時間 本時の学習 

内容を復習 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50％）、授業の取り組み（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

課題に対する模範解答や考え方を提示する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：授業で参考資料を提示・配付                   
参考文献：第１回授業にて紹介 
『百田尚樹の日本国憲法』百田尚樹著（祥伝社新書） 
『超訳 日本国憲法』池上彰著（新潮新書） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

日本国憲法の公布以来、これまで何度も憲法改正の議論があったものの、実際に

は一度も改正されないまま今日を迎えています。そこで、憲法に関連するような法

規や国内外の様々な問題等を学ぶことを通じて、現在の我が国における憲法はどう

あるべきか、自分なりの「憲法改正私案」を考えてみましょう。きっと、憲法解釈

だけではわからない憲法の問題点や自分たちがおかれている社会情勢についても認

識が深まることと思います。当然、「これが正解だ！」と言えるものはありませ

ん。正解ではなく自分なりの納得解を追究していきましょう。 

幼稚園教諭二種、小学校教諭二種：「必修」 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)日本国憲法

の構成や基本原

理、具体的な条

文の内容等につ

い て 説 明 で き

る。 

授業で理解し

た内容を十分

記述できる。 

授業で理解し

た内容を概ね

記述できる。 

授業で理解し

た内容を最低

限記述でき

る。 

授業で理解し

た内容を記述

できない。 
授業の取り組

み 
 
（知識・理解） 

25% 

憲法の構成や

基本原理、具

体的な条文の

内容等につい

て、十分説明

できる。 

憲法の構成や

基本原理、具

体的な条文の

内容等につい

て、概ね説明

できる。 

憲法の構成や

基本原理、具

体的な条文の

内容等につい

て、最低限説

明できる。 

憲法の構成や

基本原理、具

体的な条文の

内容等につい

て説明できな

い。 

定期試験 
 
（知識・理解） 

25% 

(2) 日本国憲法

はどうあるべき

か、望ましいあ

り方について提

案できる。 

授業で考えが

深まったこと

を十分記述で

きる。 

授業で考えが

深まったこと

を概ね記述で

きる。 

授業で考えが

深まったこと

を最低限記述

できる。 

授業で考えが

深まったこと

を記述できな

い。 

授業の取り組

み 
 
（思考・判断） 

25% 

憲法の望まし

いあり方につ

いて、根拠に

基づき十分提

案できる。 

憲法の望まし

いあり方につ

いて、根拠に

基づき概ね提

案できる。 

憲法の望まし

いあり方につ

いて、根拠に

基づき最低限

提案できる。 

憲法の望まし

いあり方につ

いて、提案で

きない。 

定期試験 
 
（思考・判断） 

25% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

現代社会問題 
Issues in Modern Society 全学科 26BASO1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 今川 晋平  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
子どもや保護者はみな、それぞれの「時代性」を背負って生きている。現代の子どもたちは、どのよう

な問題を抱えているのでしょうか？そして、それぞれの課題の子どもの姿を捉えながら、現代の子ども

の問題について考える。 

到達目標 

(1) 時代背景に合わせた子どもの問題の変化について説明できる。  

(2) 子どもに関わる問題について具体的に述べることができる。  

(3) マスコミ（新聞、テレビ等）のニュース報道に興味が湧き自分の意見を持って協議する。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパ
スに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を
行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション 配布資料を読んで

おく 2 時間 課題を探す 2 時間 

2 子どもを育む現代社会文化 配布資料を読んで

おく  2 時間 課題を探す 2 時間 

3 子どもの脳の発達とスマホの影響 配布資料を読んで

おく  2 時間 課題を探す 2 時間 

4 人と人をつなぐｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ課題① 配布資料を読んで

おく  2 時間 課題をまとめる 2 時間 

5 人と人をつなぐｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ課題② 配布資料を読んで

おく  2 時間 課題をまとめる 2 時間 

6 他者との価値観の違い 配布資料を読んで

おく  2 時間 課題をまとめる 2 時間 

7 子どもの依存症（スマホ） 配布資料を読んで

おく 2 時間 課題をまとめる 2 時間 

8 子どもの依存症（人間関係） 配布資料を読んで

おく  2 時間 課題をまとめる 2 時間 

9 児童虐待 配布資料を読んで

おく  2 時間 課題をまとめる 2 時間 

10 学校に行けない子ども、行かない

子ども 
配布資料を読んで

おく 2 時間 課題をまとめる 2 時間 

11 特別な支援の必要な子どもと保護

者たち 
配布資料を読んで

おく 2 時間 課題をまとめる 2 時間 

12 特別養子縁組と赤ちゃんポスト 配布資料を読んで

おく 2 時間 課題をまとめる 2 時間 

13 未成年の出産 配布資料を読んで

おく  2 時間 発表準備 2 時間 

14 女性の社会進出と保育ニーズ 配布資料を読んで

おく 2 時間 振り返りシート

の記入 2 時間 

15 自己理解とは 配布資料を読んで

おく 2 時間 課題レポート 2 時間 

※授業内容を一部変更する場合があります。 
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成 績 評 価 
定期試験（40%）、課題・レポート（15%）、授業への取り組み（30%）、発表・グ

ループワーク（15%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

試験やレポートは、ルーブリック評価での結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
授業時にプリント配布  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

社会人に求められる教養、技能、品格を授業の中で身につける人生で最後の時間

です。自覚して頑張りましょう。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 時代背景に合

わせた子どもの問

題の変化について

説明できる。  

子どもの問

題の変化を

的確に説明

できる。 

子どもの問

題の変化に

ついて大体

のことを説

明できる。 

時代背景に

合わせた子

どもの問題

の変化を間

違いはある

が説明でき

る。  

時代背景に

合わせた子

どもの問題

の変化を説

明できてい

ない。 

定期試験 
（知識・思考

力・表現力）  
40% 

(2) 子どもに関わ

る問題について具

体的に述べること

ができる  

子どもに関

わる問題に

ついて的確

に認識し、ほ

ぼ完璧に自

分の考えを

述べている。 

子どもに関

わる問題に

ついて大体

のことを認

識し、自分の

考えを述べ

ている。 

子どもに関

わる問題に

ついて認識

の間違いは

あるが、最低

限の自分の

考えを述べ

ている。  

子どもに関

わる問題に

ついて認識

できておら

ず、自分の考

えを述べて

いない。 

課題・レポート 
（知識・思考

力・判断力・表

現力）  

30% 

(3) マスコミ（新

聞、テレビ等）のニ

ュース報道に興味

が湧き自分の意見

を持って協議する  

的確な問題

意識を持っ

て協議して

いる。 

問題意識を

持ち、協議し

ている。 

間違いはい

くつかある

が、協議に参

加している。 

身近な問題

に触れよう

とせず、協議

していない。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

思考力・表現

力）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

行動科学 

Behavioral Science 
全学科 26BASO1004 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 田原 浩章 
 
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。専門的職業人の

資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大

学士の学位を授与する 

〇 

概 要 

心理学がどのような学問であるかを紹介し、認知心理学、学習心理学、発達心理学、社会心

理学、臨床心理学といった各領域の基礎的な内容を概説する。授業は、パワーポイント資料

や動画などを通して解説する。また、各授業中に講義内容について考えたことについて記入

する授業課題を課す。 

到達目標 

(1) 行動科学・心理学がどのような学問であるかを理解し、基礎的な知識を有している。 

(2) 心理学の知識に基づいて、自分や他者の行動を説明することができる。 

(3) 心理学の知識を糸口として自己や社会等から課題を見いだし、取り組むことができる。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
オリエンテーション 

行動科学で何故心理学？ 
— ― 心理学の中で学んでみ

たい内容をまとめる。 2 時間 

2 感覚・知覚 
人間独自の感覚や知覚の

機能ついて調べる。 2 時間 知覚と感覚の違いにつ

いてまとめる。 2 時間 

3 記憶 
人間の記憶の機能につい

て調べる。 2 時間 
短期記憶・長期記憶の

過程の違いについてま

とめる。 
2 時間 

4 学習 

人間や動物の学習するメ

カニズムについて調べ

る。 
2 時間 

オペラント／レスポン

デント条件付けの違い

についてまとめる。 
2 時間 

5 動機づけ 
人の行動と動機づけの関

係について調べる。 2 時間 動機づけの各理論と概

要をまとめる。 2 時間 

6 社会心理学 

集団規範や集団心理につ

いてイメージするものを

書き出す。 
2 時間 

集団心理の理論に基づ

き身近な現象を考察す

る。 
2 時間 

7 発達 

人の発達過程の中で興味

のある時期について調べ

る。 
2 時間 

人の心身の発達の過程

について概要をまとめ

る。 
2 時間 

8 
前半のまとめと 

心理学史 

心理学や行動科学の歴史

について調べる。 2 時間 
心理学の中で何が行動

科学に当たるのかをま

とめる。 
2 時間 

9 知能 
知能とは何かについて調

べる。 2 時間 
知能の定義の歴史的変

遷や代表理論をまとめ

る。 
2 時間 

10 パーソナリティ 
パーソナリティや性格と

は何かについて調べる。 2 時間 
パーソナリティに関す

る代表理論や検査法に

ついてまとめる。 
2 時間 

11 感情 

感情を構成する要素や付

随する生理的反応につい

て調べる。 
2 時間 

感情が社会生活にもた

らす意味についてまと

める。 
2 時間 
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12 発達障害 
発達障害とは何かについ

て調べる。 2 時間 特に興味のある発達障

害についてまとめる。 2 時間 

13 ストレス  
ストレスとは何かについ

て自分の考えを調べる。 2 時間 
代表的なストレス理論

とその概要についてま

とめる。 
2 時間 

14 心理療法 
心理療法や心理治療つい

て調べる。 2 時間 
各種心理療法なかから

興味のある領域をまと

める。 
2 時間 

15 まとめ 
これまでの配布資料を読

み返し、復習する。 2 時間 
心理学に関して特に興

味を持ったテーマをま

とめる。 
2 時間 

成 績 評 価 
毎回の授業課題（関心・意欲・態度）30%、 

定期試験：知識問題（知識・理解）35%、 

定期試験：記述問題（思考力・判断力・表現力）35%  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

授業課題への回答は必要に応じてフィードバックを行う。  

定期試験と授業課題はルーブリック評価に基づき結果を示す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：資料を配布する  

参考書：鹿取廣人 (編他)（2020）心理学 第 5 版補訂版 東京大学出版会 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

各授業の終わりの課題・コメントに、次の授業の最初にコメント返しを行いま

す。また、定期試験では、授業課題に関連した記述問題についても出題する予定

です。日頃から、心理学に関連する該当のテーマについてアンテナを立て、考え

ておくことをおすすめします。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 行動科学・心理

学がどのような学

問であるかを理解

し、基礎的な知識を

有している。 

心理学の各領

域の基礎用語

を十分に説明

することがで

きる。 

心理学の各領

域の基礎用語

を概ね説明す

ることができ

る。 

心理学の各領

域の基礎用語

について最低

限の内容を説

明することが

できる。 

心理学の各領域の

基礎用語を説明す

ることができな

い。 

定期試験 
知識問題 
（知識・理

解） 

35% 

(2) 心理学の知識に

基づいて、自分や他

者の行動を説明す

ることができる。  

毎 時 の 内 容

と、自分や他

者の行動との

関 連 の 見 出

し、説明した

上で自分の考

えを述べるこ

とができる。 

毎 時 の 内 容

と、自分や他

者の行動との

関 連 を 見 出

し、説明する

こ と が で き

る。 

毎 時 の 内 容

と、自分や他

者の行動との

関連の見出し

が不十分であ

る。 

毎時の内容を通し

て、自分や他者の

行動を説明できな

い。 
定期試験 
記述問題 

（思考力・判断

力・表現力） 

35% 

(3)心理学の知識を

糸口として自己や

社会等から課題を

見いだし、取り組む

ことができる。 

自己や社会に

おけるこころ

の働きについ

て、心理学的

視点に立って

考えることが

でき、表現し

たうえで実際

に取る組むこ

とができる。 

自己や社会に

おけるこころ

の働きについ

て、心理学的

視点に立って

考えることが

でき、表現す

ることができ

る。 

自己や社会に

おけるこころ

の働きについ

て、心理学的

視点に立って

考えることが

できるが、表

現が不十分で

ある。 

自己や社会におけ

るこころの働きに

ついて、心理学的

視点に立って考え

ることができな

い。 

毎回の授業

課題（関

心・意欲・

態度） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

物理学 
Physics 全学科 26BANA2002 ２年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 吉村 洋輔  

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 物理学の基礎的・基本的事項を理解し、科学的なものの見方・考え方を養う。 

到達目標 

(1) 力の表し方 合力、分力の求め方２力のつり合いの関係と作用反作用の関係との違いが理解できる。  
(2) 重さ（Ｎ）と質量（㎏）の定義付けが正しく理解でき、重さは測定する場所によって異なり、質量は

絶対不変の量であることが理解できる。  
(3) 静止摩擦力について、最大静止摩擦力は垂直抗力に比例することが理解できる。圧力、浮力が正しく

理解できる。  
(4) 剛体のつり合いについて正しく理解できる。  
(5) 速度、加速度の概念を理解し、相対速度、等加速度直線運動について理解できる。落体の運動を等加

速度直線運動と結び付けてグラフを活用して、分析する。慣性力、遠心力について理解する。  
(6) 仕事と仕事率、仕事量と力学的エネルギーについて理解する。  
(7) 熱とエネルギー 熱の本性、セルシウス℃と絶対温度について理解する。仕事による熱の発生と熱の

仕事当量について理解する。  
(8) 比熱と熱容量について理解し、熱量計算ができるようにする。  
(9) 気体の熱的性質について 気体の圧力、ボイルの法則、シャルルの法則、ボイル・シャルルの法則に

ついて理解し、熱と仕事、断熱変化について理解する。  
(10) 波の伝わり方、波の速さ、波長、振動数、周期について理解する。横波、縦波の伝わり方について

理解する。ドップラー効果について理解する。  
(11) 電流と電気抵抗について、電気回路、オームの法則、電気抵抗、電圧降下、電流と仕事ジュールの

法則、電力と電力量について理解する。  
(12) 物理学の基礎・基本的事項について、問題形式の課題を提出し、知識・理解、思考力、判断力の再

確認をする。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 力の合成と分解 力の表し方、合力、分力

の求め方。 2 時間 
２力のつりあいと作用反

作用の違いが説明でき

る。 
2 時間 

2 重さと質量 
重さは測定する場所によ

って異なり質量は不変の

量であるがわかる。 
2 時間 重さと質量の関係が正し

く理解できる。 2 時間 

3 いろいろな力 静止摩擦力、圧力、浮力

が正しく図示できる。 2 時間 静止摩擦力、圧力、浮力

が正しく理解できる。 2 時間 

4 剛体のつりあい 
大きさのある物体につい

て、力のモーメントが理

解できる。 
2 時間 

力のモーメントのつりあ

いを使って大きさのある

物体のつりあいを求める

ことができる。 

2 時間 

5 速度と加速度 速度と加速度の概念が正

しく理解できる。  2 時間 

等速度運動、等加速度運

動についてグラフに表

し、グラフから速度、加

速度、移動距離を求める

ことができる。 

2 時間 
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6 落体の運動 
真上に投げた物体、水平

に投げた物体の運動が正

しく解説できる。  
2 時間 

等加速度直線運動の４つ

の公式を使って落体の運

動を解説できる。  
2 時間 

7 慣性力 

電車内で天井からつるし

た物体にはたらく力を正

しく図示でき、みかけの

力慣性力を正しく説明で

きる。 

2 時間 
慣性力＝－質量×加速度 

を電車の運動、等速円運

動において説明できる。 
2 時間 

8 仕事と仕事率 
仕事と仕事率を正しく理

解できる。仕事の原理が

わかる。 
2 時間 ジュール、ワット単位次

元についても理解する。 2 時間 

9 仕事量と力学的エネルギー 
運動エネルギー、位置エ

ネルギー。力学的エネル

ギーについて理解する。 
2 時間 

保存力だけがはたらく場

合力学的エネルギーは保

存されることを使って、

真上に投げた物体の運

動、水平に投げた物体の

運動を解説できる。 

2 時間 

10 熱とエネルギー 

熱の本性について正しく

理解し、様々な熱現象を

原子、分子の概念を用い

て説明できる。 

2 時間 

セルシウス度、絶対温度、

熱の仕事当量について理

解を深める。また熱量計

算ができる。 

2 時間 

11 気体の熱的性質 

気体の圧力、ボイルの法

則、シャルルの法則、ボ

イルシャルルの法則を正

しく理解する。 

2 時間 
気体の内部エネルギー、

熱力学の第一法則断熱変

化について理解する。 
2 時間 

12 波の伝わり方 波の伝わり方を媒質の概

念から説明できる。  2 時間 
横波、縦波、ドップラー

効果について理解を深め

る。 
2 時間 

13 電気と電圧、電流と電子 
電流回路、抵抗、電圧降

下、抵抗率、オームの法

則を理解する。 
2 時間 

抵抗を直列、並列接続し

た回路で抵抗を流れる電

流を求める。 
2 時間 

14 電気エネルギー  
ジュールの法則、電力、

電力量、電力の単位を理

解する。 
2 時間 

電気器具を消費した時間

から消費電力を求めるこ

とができる。 
2 時間 

15 問題演習 問題演習課題プリント  2 時間 プリントの問題が確実に

解けるようにする。 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

ルーブリック評価をフィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
作成プリントを使用 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
日常生活でよく出会う物理事象を取り上げ、おもしろく興味ある授業にする。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 力の表し方 合力、分力

の求め方２力のつり合いの

関係と作用反作用の関係と

の違いが理解できる。  

ベクトル作図

を使ってほぼ

完璧に  説

明できる 

大きな間違い

がなく基礎・基

本的事項は理

解できている 

いくつかの間

違いはあるが、

最低限の基本

は理解できて

いる。 

理解できてい

ない。 
定期試験 9% 

(2) 重さ（Ｎ）と質量（㎏）

の定義付けが正しく理解で

き、重さは測定する場所に

よって異なり、質量は絶対

不変の量であることが理解

できる。  

ほぼ完璧に理

解できている。 
大きな間違い

はなく基礎・基

本的事項は理

解できている 

いくつかの間

違いはあるが、

最低限の基本

は理解できて

いる。 

理解できてい

ない。 

定期試験 5% 

(3) 静止摩擦力について、最

大静止摩擦力は垂直抗力に

比例することが理解でき

る。圧力、浮力が正しく理解

できる。  

力のベクトル

作図を使って

説明でき、ほぼ

完璧に理解で

きている。 

大きな間違い

はなく基本的

事項は理解で

きている。 

いくつかの間

違いはあるが、

最低限の基本

は理解できて

いる。 

理解できてい

ない。 

定期試験 9% 

(4) 剛体のつり合いについ

て正しく理解できる。  
ほぼ完璧に理

解できている。

応用力もみに

つけている。 

大きな間違い

はなく基本的

事項は理解で

きている。 

間違いはある

が最低限の基

本事項は理解

できている。 

理解できてい

ない。 
定期試験 6% 

(5) 速度、加速度の概念を理

解し、相対速度、等加速度直

線運動について理解でき

る。落体の運動を等加速度

直線運動と結び付けてグラ

フを活用して、分析する。慣

性力、遠心力について理解

する。  

基礎・基本的事

項がほぼ完璧

に理解できて

おり、思考力応

用力も身につ

けている。 

大きな間違い

はなく基本的

事項は理解で

きている。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 9% 

(6) 仕事と仕事率、仕事量と

力学的エネルギーについて

理解する。  

基礎・基本的事

項がほぼ完璧

に理解できて

おり、思考力応

用力も身につ

いている。 

基礎・基本的事

項が大きな間

違いがなく、ほ

ぼ理解してい

る。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 8% 

(7) 熱とエネルギー 熱の本

性、セルシウス℃と絶対温度

について理解する。仕事に

よる熱の発生と熱の仕事当

量について理解する。  

基礎・基本的事

項がほぼ完璧

に理解できて

おり、応用力も

身についてい

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 5% 

(8) 比熱と熱容量について

理解し、熱量計算ができる

ようにする。  

基礎・基本的事

項がほぼ完璧

に理解できて

おり、応用力も

身についてい

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 7% 

(9) 気体の熱的性質につい

て 気体の圧力、ボイルの

法則、シャルルの法則、ボイ

ル・シャルルの法則につい

て理解し、熱と仕事、断熱変

化について理解する。  

基礎・基本的事

項がほぼ完璧

に理解できて

おり、思考力応

用力も身につ

けている。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 6% 
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(10) 波の伝わり方、波の速

さ、波長、振動数、周期につ

いて理解する。横波、縦波の

伝わり方について理解す

る。ドップラー効果につい

て理解する。  

基礎・基本的事

項がほぼ完璧

に理解できて

おり、思考力応

用力も身につ

けている。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 6% 

(11) 電流と電気抵抗につい

て、電気回路、オームの法

則、電気抵抗、電圧降下、電

流と仕事ジュールの法則、

電力と電力量について理解

する。  

基礎・基本的事

項がほぼ完璧

に理解できて

おり、思考力応

用力も身につ

けている。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 10% 

(12) 物理学の基礎・基本的

事項について、問題形式の

課題を提出し、知識・理解、

思考力、判断力の再確認を

する。  

基礎・基本的事

項がほぼ完璧

に理解できて

おり、思考力応

用力も身につ

けている。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 
課題・ 

レポート 20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生物学 
Biology 全学科 26BANA2003 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 安藤 稔朗  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

生物学への興味と関心が遠ざかった学生や、高校で生物を履修してこなかった学生も考慮に入れながら、

生物学の基礎的・基本的事項について学習し、生物学的思考力を養う。  
生物学の基礎となる理論、現象について学習する。 

到達目標 

(1) 生物分野において、科学的なものの見方、考え方を培うための内容について、具体的な資料を活用し

ながら説明できる。  
(2) 生物学で取り扱う教材の特性や着眼点などについて、レポートにまとめ説明できる。  

(3) テキストの生物教材をとおして、自然現象の解明の仕方を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション テキスト 1～5 ペー

ジを読んでおく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

2 生物学のあゆみ 用意したプリント

を読んでおく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

3 生命とは何か 
－生命とその特徴－ 

用意したプリント

を読んでおく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

4 生命の基本単位 
－細胞－ 

テキスト6～11ペー

ジを調べておく 2 時間 単細胞生物と多細

胞生物をまとめる 2 時間 

5 植物の構成と機能 用意したプリント

を読んでおく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

6 植物の成長 テキスト 12～13P
を調べておく 2 時間 植物の成長につい

て特色を整理する 2 時間 

7 環境と植物 用意したプリント

を読んでおく 2 時間 環境と植物のかか

わりをまとめる 2 時間 

8 動物の働き 
－生理作用－ 

用意したプリント

を読んでおく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

9 動物の行動  テキスト 20～25P
を調べておく 2 時間 授業を振り返り、内

容を復習する 2 時間 

10 生殖と発生 テキスト 14～16P
を調べておく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

11 遺伝 用意したプリント

を読んでおく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

12 生物の多様性と進化 用意したプリント

を読んでおく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

13 生物の生活と生産 テキスト 26～30P
を調べておく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

14 生物界のつりあいと自然環境

保全 
テキスト 31～32P
を調べておく 2 時間 授業を振り返り、内

容をまとめる 2 時間 

15 地球環境と生命 テキスト 33～34P
を調べておく 2 時間 授業を振り返り、要

点をまとめる 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（30%）、課題・レポート（30%）、教材作成（40%）  
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課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。レポートや試

験は、ル－ブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：安藤稔朗「生物学」山口短期大学  
資料・プリント：その都度配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

講義で学び取る学習から、講義を契機に自分の頭で思考する学習への転換をはか

ることが肝要である。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 生物分野におい

て、科学的なものの見

方、考え方を培うため

の内容について、具体

的な資料を活用しな

がら説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

内容を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 30% 

(2) 生物学で取り扱う

教材の特性や着眼点

などについて、レポー

トにまとめ説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。  

説明できて

いない。 
課題・レポート 
（関心・意欲） 30% 

(3) テキストの生物教

材をとおして、自然現

象の解明の仕方を説

明できる。  

ほぼ完璧に

授業を工夫

できる。 

大きな問違

いがなく、

授業を工夫

できる。  

間違いはい

くつかある

が、授業を

工 夫 で き

る。  

工夫できて

いない。 
教材作成 
（思考力・判断

力・表現力）  
40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

データサイエンス入門 
Introduction to Data Science 全学科 25BANA1001 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 横山 修  

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

数理・データサイエンス・AI は、私たちの日常生活や社会の諸問題を解決する有力なツールである。この

講義では、数理・データサイエンス・AI がどのような領域でどのように利活用されているのかを現場での

事例を挙げて説明する。また、数理・データサイエンス・AI の利活用に当たり、留意すべき事項について

も解説する。さらに、データを適切に処理・分析する力を養うため、実データを用いた演習を行う。 

到達目標 

(1) 数理・データサイエンス・AI が社会にもたらした変化およびデータ・AI の利活用の最新動向につい

て説明できる。  
(2) 社会で利活用されているデータやその活用法およびデータ・AI の活用領域について説明することが

できる。  
(3) データ・AI の利活用により現場においてどのような価値が生み出されているか、また、その際に利

用されている技術について事例を挙げて説明できる。  
(4) 数理・データサイエンス・AI の利活用に当たり留意すべき事項（ELSI、データ倫理、情報セキュリ

ティ等）を説明できる。  
(5) データを適切に処理・分析し、データが持つ意味を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパ

スに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を

行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
オリエンテーション ―数理・デー

タサイエンス・AI が社会にもたらし

た変化― 

AI の定義について

調べる 2 時間 
AI により社会で

起きている変化

をまとめる 
2 時間 

2 社会で利活用されているデータとそ

の活用法および活用領域 

調査データ、実験

データ等、データ

の種類について調

べる 

2 時間 

データの種類お

よびデータ処理

の流れをまとめ

る 

2 時間 

3 データ・AI の利活用のための技術 

予測、グルーピン

グ等、データ解析

の方法について調

べる 

2 時間 
データ解析にお

ける AI の活用方

法をまとめる 
2 時間 

4 現場におけるデータ・AI 利活用の事

例紹介 
データ駆動型社会

について調べる 2 時間 
データ解析によ

る意思決定方法

をまとめる 
2 時間 

5 データ・AI 利活用の最新動向 

デジタルトランス

フォーメーション

(DX)について調べ

る 

2 時間 
AI によるビジネ

スモデルの変革

をまとめる 
2 時間 

6 情報セキュリティ、データ・AI 利活

用における法と倫理 

仮名加工情報・匿

名加工情報につい

て調べる 
2 時間 

データを扱う際

の留意事項をま

とめる 
2 時間 

7 データを読む① ―量的データと質

的データ、データの分布と代表値― 
代表値の種類につ

いて調べる 2 時間 代表値の長所・短

所をまとめる 2 時間 

8 データを読む②  
―データのばらつき― 

データのばらつき

を測る尺度につい

て調べる 
2 時間 

分散・標準偏差を

導出する方法を

まとめる 
2 時間 
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9 
データを読む③  
―誤差、打ち切り、脱落を含むデー

タの取り扱い― 

誤差の種類につい

て調べる 2 時間 
打ち切り誤差・脱

落誤差の具体例

をまとめる 
2 時間 

10 データを読む④  
―データの相関― 

2 変数の関係を読

み解く方法につい

て調べる① 
2 時間 

相関係数を導出

する方法をまと

める 
2 時間 

11 データを読む⑤  
―クロス集計― 

2 変数の関係を読

み解く方法につい

て調べる② 
2 時間 

クロス集計表・散

布図を作成する

方法をまとめる 
2 時間 

12 データを読む⑥  
―母集団と標本― 

母集団と標本の関

係について調べる 2 時間 標本を抽出する

方法をまとめる 2 時間 

13 データを説明する  
―データのグラフ・チャート化― 

グラフの種類につ

いて調べる 2 時間 グラフの長所・短

所をまとめる 2 時間 

14 データを扱う①  
―データ解析ツールの使用方法― 

資料整理のための

関数の種類につい

て調べる 
2 時間 

実データを用い

て資料を整理す

る 
2 時間 

15 データを扱う②  
―データの可視化― 

データの可視化に

ついて調べる 2 時間 
実データを用い

て資料を可視化

する 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

ルーブリック評価に基づき結果を示す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
小学校教諭二種免許状、幼稚園教諭二種免許状：必修、情報メディア学科：卒業必修 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 数理・データサイエン

ス・AI が社会にもたらした

変化およびデータ・AI の利

活用の最新動向について説

明できる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、説
明できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
説明はでき
る。 

説明できて
いない。 

課題・レポート 
（知識・理解・思
考力・判断力）  

20% 

(2) 社会で利活用されている

データやその活用法および

データ・AI の活用領域につい

て説明することができる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、説
明できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
説明はでき
る。 

説明できて
いない。 

課題・レポート 
（知識・理解・思
考力・判断力） 

10% 

(3) データ・AI の利活用に

より現場においてどのよう

な価値が生み出されている

か、また、その際に利用され

ている技術について事例を

挙げて説明できる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、説
明できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
説明はでき
る。 

説明できて
いない。 

課題・レポート 
（知識・理解・思
考力・判断力） 

10% 

(4) 数理・データサイエン

ス・AI の利活用に当たり留

意すべき事項（ELSI、デー

タ倫理、情報セキュリティ

等）を説明できる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、説
明できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
説明はでき
る。 

説明できて
いない。 

課題・レポート 
（知識・理解・思
考力・判断力） 

10% 
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(5) データを適切に処理・分

析し、データが持つ意味を

説明できる。 

ほぼ完璧に、
データ処理・
分析ができ、
データが持
つ意味を説
明できる。 

大きな間違
いがなく、デ
ータ処理・分
析ができ、デ
ータが持つ
意味を説明
できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
データ処理・
分析ができ、
データが持
つ意味を説
明できる。 

データの処
理・分析がで
きない。 

授業への取り組み 
（知識・理解・技
能・思考力・判断
力） 

20% 

課題・レポート 
（知識・理解・思
考力・判断力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

学問と人間の探求 
Study on Academics and 

Human Beings 
全学科 26BAGE1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業  

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 加藤浩久  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとるこ

とができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持

ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
新入生が大学生活に円滑に適応し、学友とともに有意義な学生生活を送れることを目的とする。本学

の理念と方針、学生生活の心得、大学での学びへの理解を深めるとともに、これからの人生を見据えた

学生生活のあり方を学生自ら考える時間とする。 

到達目標 

(1) 大学での学びの意義を理解し、自らの将来と関連付けながら、主体的に学ぶことができる。  

(2) 大学生としての基本的なアカデミック・スキルが身に付いている。  
(3) 異なる考え方や知識を持つ人々と積極的にコミュニケーションを図り、自らの知識や考え方を広げ

ることができる。  

回 授業内容 予習内容 
予習 

時間 
復習内容 

復習 

時間 

1 オリエンテーション シラバスを読み、科目

の内容を把握する 1 時間 
授業内容を振り返

り、レポートにまと

める 
2 時間 

2 本学を知る ～建学の精神～ 学生便覧の該当箇所

を読む 2 時間 
授業内容を振り返

り、レポートにまと

める 
2 時間 

3 本学を知る ～３つのポリシ

ー～ 
学生便覧の該当箇所

を読む 2 時間 
授業内容を振り返

り、レポートにまと

める 
2 時間 

4 志願理由を再考する 
志願理由と３つのポ

リシーとの関係につ

いて考える 
2 時間 

授業内容を振り返

り、レポートにまと

める 
2 時間 

5 大学での学びとキャリアデザ

インについて考える 
大学での学びの意義

を考え、まとめる 2 時間 
これからの自分の人

生設計を、年表にま

とめる 
2 時間 

6 自国の歴史について紹介する 
外国人に紹介するこ

とを想定して、自国の

歴史をまとめる 
2 時間 

他者の歴史観を把握

しレポートにまとめ

る 
2 時間 

7 日本の国の正しい位置につい

て考える 
日本の政治・経済等に

関する情報を集める 2 時間 
国際競争力の順位か

ら現在の位置につい

てまとめる 
2 時間 

8 スティーブ・ジョブズとビル・

ゲイツの業績について考える 
二人の人物について

調べる 2 時間 集団討議の結果をま

とめる 2 時間 

9 
スティーブ・ジョブズの言葉

から、彼の理念について考え

る 

スティーブ・ジョブズ

の語録を検証する 2 時間 
授業内容を振り返

り、レポートにまと

める 
2 時間 

10 憲法の特性について考える 憲法の基本的特性に

ついて考える 2 時間 集団討議の結果をま

とめる 2 時間 

11 スポーツの存在意義について

考える 
スポーツの歴史につ

いて調べる 2 時間 
スポーツと歴史との

関係についてまとめ

る 
2 時間 
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12 子どもの発見の意義について

考える 
子供と大人の違いに

ついて調べる 2 時間 
これからの学業への

生かし方について考

える 
2 時間 

13 梅原猛の思想に触れる 
日本人の自然と生活

との関係について調

べる 
2 時間 集団討議の結果をま

とめる 2 時間 

14 佐伯胖の考えに触れる 学ぶことの意味につ

いて考える 2 時間 集団討議の結果をま

とめる 2 時間 

15 まとめ 授業全体を振り返る 2 時間 授業内容を振り返

り、考えをまとめる 2 時間 

成 績 評 価 
課題・レポート（30%）、授業への取り組み（40%）、グループワーク・グループ討

議（30%）  
課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で個人あるいは全体に対してフィ

ードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
必要に応じてプリント配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

 学ぶことの意義を自覚することは大変重要である。そのことなしに、主体的な学

びは生まれることはない。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 大学での学びの意

義を理解し、自らの将

来と関連付けながら、

主体的に学ぶことがで

きる。  

大学での学

びと自らの

将来を十分

に 関 連 付

け、主体的

に学ぶこと

ができる。 

大学での学

びと自らの

将来をある

程度関連付

け、主体的

に学ぶこと

ができる。 

最低限では

あるが、主

体的な学び

の姿勢が見

られる。 

主体的な学

びの姿勢が

見 ら れ な

い。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  

40% 

(2) 大学生としての基

本的なアカデミック・

スキルが身に付いてい

る。  

ほぼ完璧に

アカデミッ

ク・スキル

が身に付い

ている。 

大きな間違

いもなく、

アカデミッ

ク・スキル

が身に付い

ている。 

最低限のア

カ デ ミ ッ

ク・スキル

は身に付い

ている。 

アカデミッ

ク・スキル

が身に付い

ていない。 

課題・レポー

ト 
（思考力・判

断力・表現力） 

30% 

(3) 異なる考え方や知

識を持つ人々と積極的

にコミュニケーション

を図り、自らの知識や

考え方を広げることが

できる。  

積極的にコ

ミュニケー

ションを図

り、自らの

知識や考え

を大きく発

展させるこ

と が で き

る。  

コミュニケ

ーションを

図り、自ら

の知識や考

え方をある

程度広げる

ことができ

る。 

最低限のコ

ミュニケー

ションは図

ることがで

きる。 

コミュニケ

ーションを

図ることが

できない。 

グループワー

ク・グループ

討議 
（態度・思考

力・表現力・協

働性）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国際交流 
International Activities 全学科 26BAGE2002 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 河辺 哲也  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 文化的背景の異なる人々との交流を通じて、様々な文化・風習・考え方に触れ、異文化への理解を深め

る。また、実際の体験に基づき異文化理解を深めることを目的とする。 

到達目標 

(1) 外国事情や異文化に興味・関心を持ち、意欲的に学ぶことができる。  

(2) 異なる文化を持つ人々とコミュニケーションを図るための態度と能力を身に付けている。  

(3) 複眼的な視点で異文化を捉え、異文化に理解を示すことができる。  

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション 
私と国際交流 1（まとめる） 

国際交流ときい

て思い浮かぶこ

とを調べる 
2 時間  

自分の人生に

おける国際交

流をまとめる 
2 時間  

2 私と国際交流 2（共有する） 
国際交流活動を

広げる方法を考

える 
2 時間  

グループ活動

の結果をまと

める 
2 時間  

3 私の国際交流体験記 1 
（日常生活） 

日常生活におけ

る常識と非常識

を考える 
2 時間  体験記を聴い

た感想文 2 時間  

4 私の国際交流体験記 2 
（食文化） 

自国の食文化の

特徴をまとめる 2 時間  海外の食文化

を調べる 2 時間  

5 私の国際交流体験記 3 
（コミュニケーション） 

日常使うジェス

チャーを考える 2 時間  様々な言語に

ついて調べる 2 時間  

6 私の国際交流体験記 4 
（価値観） 

自身の価値観を

考える 2 時間  体験記を聴い

た感想文 2 時間  

7 海外の生活文化や習慣を知る 1 
国際交流員の出

身国について調

べる 
2 時間  国際交流員の

話の感想文 2 時間  

8 海外の生活文化や習慣を知る 2 
国際交流員の出

身国について調

べる 
2 時間  国際交流員の

話の感想文 2 時間  

9 海外の生活文化や習慣を知る 3 
国際交流員の出

身国について調

べる 
2 時間  国際交流員の

話の感想文 2 時間  

10 海外の生活文化や習慣を知る 4 
国際交流員の出

身国について調

べる 
2 時間  国際交流員の

話の感想文 2 時間  

11 海外の生活文化や習慣を知る 5 
国際交流員の出

身国について調

べる 
2 時間  国際交流員の

話の感想文 2 時間  

12 国際交流活動について調べよう 1 
国際交流活動に

関するテーマ設

定 
2 時間  

各自のテーマ

で調べる内容

を考える 
2 時間  

13 国際交流活動について調べよう 2 設定したテーマ

に沿って調べる 2 時間  テーマに沿っ

て調べる 2 時間  
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14 海外で活躍する人々 海外で活躍する

人々を調べる 2 時間  講義で聞いた

話の感想文 2 時間  

15 まとめ 全授業内容を振

り返る 2 時間  今後の展望を

まとめる 2 時間  

成 績 評 価 課題・レポート（30%）、授業への取り組み（70%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で全体に対してフィードバックす

る。 

テキストおよび 
参 考 文 献 適宜プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

海外を訪れ、異文化を体験するということは、何事にも代え難い経験であり、その

後の人生の大きな糧となります。これをきっかけに皆さんが海外の文化に関心をも

ち、海外を視野に活躍する人材となることを期待しています。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 外国事情や異文化

に興味・関心を持ち、

意欲的に学ぶことが

できる。 

外国文化へ高

い興味・関心を

示し、意欲的に

学ぶ姿勢が見

られる。 

外国文化へ興

味・関心を持

ち、学ぶ姿勢も

十分見られる。 

外国文化への

興味・関心は低

いが、最低限の

学ぶ姿勢は見

られる。 

外国文化への

興味・関心が低

く、学ぶ姿勢が

見られない。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  

50% 

(2) 異なる文化を持つ

人々とコミュニケー

ションを図るための

態度と能力を身に付

けている。 

完璧に身に付

いている。 
十分に身に付

いている。 
最低限である

が身に付いて

いる。 

身に付いてい

ない。 
授業への取

り組み 
（態度・表

現力・協働

性）  

20% 

(3) 複眼的な視点で異

文化を捉え、異文化に

理解を示すことがで

きる。 

自身の世界観

およびこれと

異なる世界観

の見方から異

文化を観察し、

異文化経験を

解釈できる。  

自身の世界観

およびこれと

異なる世界観

の見方から異

文化を観察す

ることができ

る。 

自分の世界観

を中心に異文

化を見ている

が、異文化を理

解しようとす

る姿勢は見受

けられる。 

自分の世界観

のみを通して

異文化を見て

おり、異文化へ

の理解・も低

い。 

課題・レポ

ート 
（思考力・

判断力・表

現力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

言葉とコミュニケーション 
Language and Communication 全学科 25BAGE1004 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 小河原 香代子  

ディプロマ

ポリシー

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとるこ

とができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持

ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 

○ 

概 要 
英語でコミュニケーションを図る際に大切なことは何だろうか？英語と日本語の言語文化の違いをポラ

イトネス（人間関係を円滑にするための表現）に焦点を当て、会話を円滑に続けられる能力を身につけ

るためのストラテジー（方略）について学ぶ。  

到達目標 

(1) 英語と日本語の言語表現のストラテジーの違いについて説明できる。 

(2) 英語コミュニケーション方略について主体的に考え、場面や状況に応じて実践することができる。 

(3) 言語文化の違いについての気付き、考え方を述べることができる。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
イントロダクション 

Chapter 1 自己紹介・ス

モールトーク 
  

Chapter 1：テキスト

の内容、英語表現を

復習する。音読練習

する。 

2時間 

2 
Chapter 2 オフィスの案

内 

Chapter 2: テキスト

を読んで内容を理解

する。わからない単

語は調べておく。 

Exercises をする。 

2時間 

Chapter 2: テキスト

の内容、英語表現を

復習する。音読練習

する。 

2時間 

3 
Chapter 1、 2の復習 

ポライトネスについて 

Chapter 1、2：練習

問題のやっていない

箇所 
2時間 

Chapter 1、2: テキス

トにある表現を復習

する。音読練習す

る。 

2時間 

4 
Chapter 3 電話表現１

（基本表現・メモの取り

方） 

Chapter 3: テキスト

を読んで内容を理解

する。わからない単

語は調べておく。 

Exercises をする。 

2時間 

Chapter 3: テキスト

の内容、英語表現を

復習する。音読練習

する。 

2時間 

5 
Chapter 4 電話表現２

（予定を決める・予定変更

をする）  
Chapter  4: 同上 2時間 Chapter  4: 同上 2時間 

6 
Chapter 5 簡単なスピー

チ・プレゼンテーション１ 

スピーチの構成 
Chapter  5: 同上 2時間 Chapter  5: 同上 2時間 

7 
Chapter 6 ビジターの来

日・旅程の確認 Chapter  6: 同上 2時間 Chapter  6: 同上 2時間 

8 
Chapter 7 観光のアドバ

イス Chapter  7: 同上 2時間 

Chapter  7: 同上 

プレゼンテーション

の準備 
2時間 

9 
Chapter 7 プレゼンテー

ション 

Chapter  7: 

プレゼンテーション

の準備 
2時間 

Chapter  7: 

プレゼンテーション

の振り返り 
2時間 
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10 
Chapter 10 会議１（賛成

の仕方・司会の表現） 

Chapter 10: テキスト

を読んで内容を理解

する。わからない単

語は調べておく。 
Exercises をする。 

2時間 

Chapter 10:  テキスト

の内容、英語表現を

復習する。音読練習

する。 

2時間 

11 
Chapter 11 会議２（反対

の仕方・司会の表現） Chapter 11: 同上 2時間 Chapter 11: 同上 2時間 

12 Chapter 12 苦情への対応 Chapter 12: 同上 2時間 Chapter 12: 同上 2時間 

13 Chapter 13 謝罪 Chapter 13: 同上 2時間 Chapter 13: 同上 2時間 

14 Chapter 14 様々な挨拶 Chapter 14: 同上 2時間 Chapter 14: 同上 2時間 

15 復習 
今までの振り返り。質問

な ど が な い か 復 習 す

る。 
2時間 期末試験の学習 2時間 

成 績 評 価 
定期試験（50%）、小テスト（20%）毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題

（30%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートを評価し、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
Politeness in Business Context―ポライトネスを考えるビジネス英語 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

実際にペアワークやグループワークでコミュニケーションを取りながら行うアクティ

ブラーニング型の授業です。互いに学び合う、積極的な授業参加を望みます。予習、

復習が必要です。話し言葉と書き言葉の違いや、フォーマルな表現とカジュアルな表

現の違いを理解し、状況に応じた発話様式を学びます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 英語と日本語の

言語表現のストラテ

ジーの違いについて

説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

なく、基本的

概念を説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

的概念を説明

できる。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・思考

力・判断力・表現力） 

30% 

(2) 英語コミュニケ

ーション方略につい

て主体的に考え、場

面や状況に応じて実

践することができ

る。 

課題を正しく

認識し、ほぼ

完璧に場面や

状況に応じた

表現を実践す

ることができ

る。 

課題に対する

認識に誤りや

大きな論理的

問題もなく、

場面や状況に

応じた表現を

実践すること

ができる。 

課題に対する

認識に間違い

がいくつかあ

るが、場面や

状況に応じた

表現を最低限

実践すること

ができる。 

課題に対する

認識に間違い

があり、場面

や状況に応じ

た表現ができ

ていない。 

定期試験 
（知識・理解・思考

力・判断力・表現力） 

小テスト 

（知識・理解・思考

力・判断力・表現力） 

40% 

(3) 言語文化の違い

についての気付き、

考え方を述べること

ができる。 

言語文化の違

いについて理

解し、自分の

気付き、考え

方を明確に述

べている。 

言語文化の違

いについて、

認識に誤りや

大きな論理的

問題もなく、

最低限の自分

の気付き、考

え方を述べて

いる。 

言語文化の違

いについて、

認識に間違い

がいくつかあ

るが、最低限

の自分の気付

き、考え方を

述べている。 

言語文化の違

いについて、

認識に間違い

があり、自分

の考えを述べ

ていない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

言葉とコミュニケーション 

Language and Communication 

全学科 

（留学生対象） 
26BAGE2005 ２年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担当教員 

講義 2 選択 林 伸一 

ディプロマ

ポ リ シ ー 

に示されて

いる 

学習成果

と の 関 係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 

○ 

概 要 
国際社会で生きる会話力、コミュニケーション能力を身につける。  

日本企業で働く際の立ち振る舞いなどの特色を理解する。  

日本語能力試験や BJT ビジネス日本語テスト等の資格を取得する。  

到達目標 

(1) 企業内での立ち振る舞いを理解し、適切な会話・コミュニケーションができる。 

(2) ビジネス文書などから必要な情報を得ることができる。 

(3) 日本語能力試験 N2 レベル以上・BJT ビジネス日本語テスト 400 点以上に到達する。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
（課題） 

復習 
時間 

1 
オリエンテーション 

BJT ビジネス日本語検定について 
 2 時間  2 時間 

2 8 読み取りのスキル② 語彙 2 時間 P50～52 2 時間 

3 
同上 

タスク 
P53～55 2 時間 

タスクを復習す

る 
2 時間 

4 9 読み取りのスキル③ 語彙 2 時間 P56～58 2 時間 

5 
同上 

タスク 
P59～61 2 時間 

タスクを復習す

る 
2 時間 

6 10 書くスキル① 語彙 2 時間 P62～64 2 時間 

7 
同上 

タスク 
P65～67 2 時間 

タスクを復習す

る 
2 時間 

8 11 書くスキル② 語彙 2 時間 P68～70 2 時間 
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9 
同上 

タスク 
P71～73 2 時間 

タスクを復習す

る 
2 時間 

10 12 交渉のスキル① 語彙 2 時間 P74～76 2 時間 

11 
同上 

ロールプレイ 
P77～79 2 時間 

ロールプレイを

復習する 
2 時間 

12 13 交渉のスキル② 語彙 2 時間 P80～82 2 時間 

13 
同上 

シミュレーション 
P83～85 2 時間 

シミュレーショ

ンを復習する 
2 時間 

14 14 交渉のスキル③ 語彙 2 時間 P86～88 2 時間 

15 
同上 

ロールプレイ＆ディスカッション 
P89～91 2 時間 

ロールプレイ＆

ディスカッショ

ンを復習する 

2 時間 

 

成 績 評 価 定期試験（55％）課題（30％）学習態度・意欲（15％） 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

課題は添削し、返却時に個別・全体に向けてフィードバックを行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：それ、知りたかった！カイシャの日本語～マンガで学ぶ ビジネススキ

ル＆ボキャブラリー～難易度別語彙表付き 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

BJT ビジネス日本語テストは日本で働く際に役立ちます。400 点以上を目指して頑張

りましょう。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 企業内での立ち振

る舞いを理解し、適切な

会話・コミュニケーショ

ンができる。 

ほぼ完璧にで

きる。 

大きな間違い

がなく、でき

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限はでき

る。  

コミュニケー

ションが成立

しない。 定期試験 

（知識・理解） 
20% 

ほぼ完璧にで

きる。 

大きな間違い

がなく、でき

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限はでき

る。  

コミュニケー

シが成立しな

い。 

課題・学習意

欲・態度 

（態度・表現

力・判断力）  

25% 

(2) ビジネス文書など

から必要な情報を得る

ことができる。 

ほぼ完璧にで

きる。 

大まかな情報

が取れる。 

最低限の基本

的な情報は取

れる。 

情報が取れな

い。 
定期試験 

（知識・理解） 
25% 

ほぼ完璧にで

きる。 

大まかな情報

が取れる。 

最低限の基本

的な情報は取

れる。 

情報が取れな

い。 課題 

（態度・表現

力・判断力）  

20% 

(3) 日本語能力試験 N2

レベル以上・BJT ビジネ

ス日本語テスト 400点以

上に到達する。 

N2 レベル以

上、BJT400 点

以上。 

N2 レベル相

当・BJT400 点

相当 

N3 レベル相

当。 

N3 レベルに到

達 し て い な

い。 定期試験 

（知識・理解） 
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

英語会話 
English Conversation 全学科 26BAFL1001 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 Inkster Ryan  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

(概要)様々な状況における実用的な英語会話能力を養成する。正確な発音や文法よりも、コミュニケーシ

ョン能力の養成を重視する。読む・書く作業も若干含む。 
(目標) 自己紹介、人物や服装の描写ができる、事物の比較ができる、好みについて表現できる、能力に

ついて述べられる、自由時間の使い方・好き嫌いについて表現できる、道順を教えたり理解したりでき

る、過去の出来事について話せる、指示を与えたり、規則について話したり、助言を与えたりできる。 

到達目標 

(1) 英会話に役に立つ語彙や文法を学ぶ。  

(2) 英語を聞く力を養う。  

(3) さまざまなトピックで英会話を練習する。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 (Assessment & Placement)   
英会話レベル判定 中高英語内容の復習 2 時間  中高英語内容の復習 2 時間  

2 Japanese Sports and clubs  
（スポーツ） Pg. 5 読む   2 時間  Pg.6 読む   2 時間  

3 Japanese Sports and clubs  
(スポーツ) Pg. 7 読む   2 時間  Pg8-9 読む   2 時間  

4 Japanese Music (音楽) Pg 11 読む   2 時間  Pg12 読む   2 時間  

5 Japanese Music (音楽) Pg. 13 読む   2 時間  Pg. 14-15 読む  2 時間  

6 Japanese Food (食べ物) Pg. 17 読む   2 時間  Pg. 18 読む   2 時間  

7 Japanese Food (食べ物) Pg. 19 読む   2 時間  Pg 20-21 読む  2 時間  

8 Japanese Holidays (祝日)  Pg 29 読む   2 時間  Pg. 30 読む   2 時間  

9 Japanese Holidays (祝日) Pg 31 読む   2 時間  Pg. 32-33 読む  2 時間  

10 Japanese Games Pg. 35 読む   2 時間  Pg. 36 読む   2 時間  

11 Japanese Games Pg. 37 読む   2 時間  Pg. 38-39 読む  2 時間  

12 Famous Cities (観光)  Pg. 41 読む  2 時間  Pg. 42 読む   2 時間  

13 Famous Places (観光) Pg. 43 読む   2 時間  Pg. 44-45 読む  2 時間  

14 REVIEW (復習) コミュニケーション

サマリー 学習  2 時間  コミュニケーション

サマリー 学習  2 時間  

15 REVIEW (復習) コミュニケーション

サマリー 学習  2 時間  コミュニケーション

サマリー 学習  2 時間  

TEST(復習)  

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 (Assessment & Placement)   
英会話レベル判定 中高英語内容の復習 2 時間  中高英語内容の復習 2 時間  
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17 Japanese Sports and clubs  
（スポーツ） Pg. 5 読む   2 時間  Pg.6 読む   2 時間  

18 Japanese Sports and clubs  
(スポーツ) Pg. 7 読む   2 時間  Pg8-9 読む   2 時間  

19 Japanese Music (音楽) Pg 11 読む   2 時間  Pg12 読む   2 時間  

20 Japanese Music (音楽) Pg. 13 読む   2 時間  Pg. 14-15 読む  2 時間  

21 Japanese Food (食べ物) Pg. 17 読む   2 時間  Pg. 18 読む   2 時間  

22 Japanese Food (食べ物) Pg. 19 読む   2 時間  Pg 20-21 読む  2 時間  

23 Japanese Holidays (祝日)  Pg 29 読む   2 時間  Pg. 30 読む   2 時間  

24 Japanese Holidays (祝日) Pg 31 読む   2 時間  Pg. 32-33 読む  2 時間  

25 Japanese Games Pg. 35 読む   2 時間  Pg. 36 読む   2 時間  

26 Japanese Games Pg. 37 読む   2 時間  Pg. 38-39 読む  2 時間  

27 Famous Cities (観光)  Pg. 41 読む  2 時間  Pg. 42 読む   2 時間  

28 Famous Places (観光) Pg. 43 読む   2 時間  Pg. 44-45 読む  2 時間  

29 REVIEW (復習) コミュニケーション

サマリー 学習  2 時間  コミュニケーション

サマリー 学習  2 時間  

30 REVIEW (復習) コミュニケーション

サマリー 学習  2 時間  コミュニケーション

サマリー 学習  2 時間  

TEST(復習)  

成 績 評 価 その他（100%）  

課題(試験・レポート等)

に対する 

フィードバックの方法 

マンツーマンインタビュー 

テキストおよび 

参 考 文 献 
Explain It: Talking about Japanese Culture in English.  
Robert Long. Perceptia Press, Nagoya. ISBN: 9784939130793 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
ネイティブ講師による基礎的な日常会話（コミュニケーション）授業 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 英会話に役に立つ

語彙や文法を学ぶ  
ほぼ完璧に学

ぶことができ

る。 

あまり問題な

くできる。 
少しは問題が

あるが、最低限

はできる。 

語彙や文法を

学ぶことがで

きない。 

その他 
34% 

(2) 英語を聞く力を養う ほぼ完璧に学

ぶことができ

る 

あまり問題な

くできる。 
少しは問題が

あるが、最低限

はできる。 

聞く力を養う

ことができな

い。 

その他 
33% 

(3) さまざまなトピック

で英会話を練習する  
ほぼ完璧に学

ぶことができ

る 

あまり問題な

くできる。 
少しは問題が

あるが、最低限

はできる。 

英会話ができ

ない。 
その他 

33% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ハングル 
Korean Language 全学科 26BAFL1002 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 朴 賢珠  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
ハングルの文字や基礎文法を学びながら日韓の文化について考えるようになる。また韓国語

を通して異文化コミュニケーションを図る授業になる。 

到達目標 

(1) ハングル文字の書き方や読み方を学び、単語や表現の読み書きができる。  

(2) 韓国語を通して日韓の文化理解を深める。  

(3) ハングルの基本的な文法を学び、応用できる。  

(4) 学習した単語や表現を使って簡単な韓国語会話ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 ハングルの仕組み① 

文字の組み合わせパターン 

テキスト 2～3ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 2～3ペ

ージを復習す

る。 

2 時間 

2 ハングルの仕組み② 

基本母音 

テキスト 4～5ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 4～5ペ

ージを復習す

る。 

2 時間 

3 ハングルの仕組み③ 

基本子音 

テキスト 6～7ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 6～7ペ

ージを復習す

る。 

2 時間 

4 ハングルの仕組み④ 

濃音 

テキスト 8～10 ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 8～10

ページを復習す

る。 

2 時間 

5 ハングルの仕組み⑤ 

複合母音 

テキスト 13～14 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 13～14

ページを復習す

る。 

2 時間 

6 ハングルの仕組み⑥ 

パッチム（1） 

テキスト 15～17 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 15～17

ページを復習す

る。 

2 時間 

7 ハングルの仕組み⑦ 

パッチム（2） 

テキスト 15～17 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 15～17

ページを復習す

る。 

2 時間 

8 日本語のハングル表記 
テキスト 18～20 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 18～20

ページを復習す

る。 

2 時間 

9 ハングルの仕組みのまとめ 
テキスト 19～20 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 19～20

ページを復習す

る。 

2 時間 

10 中間テスト 
テスト範囲を勉強し

ておく。 
2 時間 テスト範囲をま

とめる。 
2 時間 
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11 視聴覚教育・映画観賞① 

－前半－ 

テーマに沿って事前

調査をしておく 
2 時間 

テーマに沿って

事前調査をす

る。 

2 時間 

12 視聴覚教育・映画観賞② 

－後半－ 

テーマに沿って事前

調査をしておく 
2 時間 

テーマに沿って

事前調査をす

る。 

2 時間 

13 「名詞＋です」文の作り方 
テキスト 36～37 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 36～37

ページを復習す

る。 

2 時間 

14 「名詞＋ですか」文の作り方 
テキスト 38～39 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 38～39

ページを復習す

る。 

2 時間 

15 まとめ 
テキスト 23～42 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 23～42

ページを復習す

る。 

2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 

時間 
復習内容 

復習 

時間 

16 前期の復習①  

１回目 

テキスト 4～21 ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 前期の復習① －

１回目－ 
2 時間 

17 前期の復習②  

２回目 

テキスト 23～42 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 前期の復習② －

２回目－ 
2 時間 

18 動詞・形容詞の丁寧形① 

「です/ます形」 

テキスト 46～47 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 
動詞・形容詞の

丁寧形① －で

す/ます形－ 

2 時間 

19 動詞・形容詞の丁寧形② 

「ですか/ますか形」 

テキスト 54～57 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 
動詞・形容詞の

丁寧形② －です

か/ますか形－ 

2 時間 

20 視聴覚教育 
テーマに沿って事前

調査をしておく。 2 時間 視聴覚教育 2 時間 

21 助詞のまとめ 
テキスト 48～49 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 助詞のまとめ 2 時間 

22 中間テスト 
テスト範囲を勉強し

ておく 2 時間 中間テスト 2 時間 

23 指示代名詞を使った表現 
テキスト 58～59 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 指示代名詞を使

った表現 
2 時間 

24 人称代名詞を使った表現 
テキスト 60～61 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 人称代名詞を使

った表現 
2 時間 

25 「イダ」否定形 
テキスト 62～63 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 「イダ」否定形 2 時間 

26 動詞・形容詞の前置否定形 
テキスト 66～69 ペ

ージを読んでおく。 2 時間  動詞・形容詞の

前置否定形 
2 時間 

27 動詞・形容詞の後置否定形 
テキスト 66～69 ペ

ージを読んでおく。 2 時間  動詞・形容詞の

後置否定形 
2 時間 

28 否定形のまとめ 
テキスト 70～71 ペ

ージを読んでおく。 2 時間  否定形のまとめ 2 時間 

29 尊敬形 
テキスト 72～77 ペ

ージを読んでおく。 2 時間  尊敬形 2 時間 

30 まとめ 

テキスト 46～77 ペ

ージを読んでおく。

2時間 

2 時間  まとめ 2 時間 
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成 績 評 価 
定期試験（25%）、課題・レポート（35%）、授業への取り組み（25%）、発表・プレゼ

ンテーション（15%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

試験や課題及びレポートは、チェックして次の授業時に渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
朴 賢珠 他「サランヘヨ！ハングル－初級から中級へ－」白帝社、2015 年 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
ハングルを学びながら日韓の文化理解をしましょう。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) ハングル文字の書き

方や読み方を学び、単語

や表現の読み書きができ

る。 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、読

み書きがで

きる 

最低限の読

み書きがで

きる 

読み書きが

できない。 定期試験 
（関心・意欲・

知識）  
10% 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、読

み書きがで

きる 

最低限の読

み書きがで

きる 

読み書きが

できない。 課題・レポート 
（関心・意欲・

知識）  
10% 

(2) 韓国語を通して日韓

の文化理解を深める。 
発表や発言

など積極的

に参加する 

発表や発言

などに積極

的ではない

が参加する 

発表や発言

など部分的

に参加する 

発表や発言

などに参加

しない 
課題・レポート 
（意欲・理解・

表現力）  
10% 

発表や発言

など積極的

に参加する 

発表や発言

などに積極

的ではない

が参加する 

発表や発言

など部分的

に参加する 

発表や発言

などに参加

しない 

授業への取り

組み 
（意欲・理解・

思考力） 

10% 

(3) ハングルの基本的な

文法を学び、応用できる。 
ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、応

用できる 

最低限の文

法の応用が

できる 

文法の応用

ができない。 定期試験 
（知識・理解・

表現力）  
15% 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、応

用できる 

最低限の文

法の応用が

できる 

文法の応用

ができない。 課題・レポート

課題・レポート 
（意欲・理解・

表現力） 

15% 

(4) 学習した単語や表現

を使って簡単な韓国語会

話ができる。 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、韓

国語会話が

できる 

最低限の会

話ができる 
簡単な韓国

語会話がで

きない。 

授業への取り

組み 
（意欲・理解・

思考力）  

15% 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、韓

国語会話が

できる 

最低限の会

話ができる 
簡単な韓国

語会話がで

きない。 

発表・プレゼン

テーション（知

識・理解・表現

力） 

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

日本語（留学生対象） 
Japanese Language 全学科 26BAFL1003 １年次 通年 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 林 伸一  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

基本的な日常会話力、コミュニケーション能力を身につける。 
日本語の特色を理解する。 
日本語能力試験等の資格を取得する。 
日本の生活習慣・ものの考え方・風習・文化の違いを知ることによって、自国と日本の関係への理解を

深め、国際社会を生きる力を培う。 

到達目標 

(1) 基本文型を理解し、留学生活を支える基礎的な日常会話ができる。  

(2) カタカナ・ひらがな・教育漢字をマスターし、平易な文章の読み書きができる。  

(3) 敬語・オノマトペ・慣用句など、日本語の特色を知り、会話の中で使うことができる。  

(4) N１～N３の日本語能力試験の資格取得を目標とする。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション、学習

のすすめ方 
  

「テキスト日常会話

１課の和訳暗誦」「自

己紹介文」 

2 時間 

2 日常会話の基礎①－自己紹

介、挨拶、基本会話 

「日常会話 1 課和

訳」「自己紹介」「目

的別の自己紹介文下

書」         

2 時間 

「会話１課暗誦」「自

己紹介文清書」「日常

生活基本語①を覚え

る」       

2 時間 

3 日常会話の基礎②－日常生

活の基本語彙 

「会話２課」「基本語 

①のテスト」  
2 時間 「会話２課」「基本語

①誤答再学習」 
2 時間 

4 日本語の文字－ひらかな、

カタカナ、漢字、 

「50 音図」「会話３

課」「基本語②」  
2 時間 

「50音図再学習プリ

ント「会話３課」「基

本語②」   

2 時間 

5 日本語の発音・イントネー

ション 

「会話４課」「基本語

③」「漢字 1026 字へ

の挑戦テスト①」 

2 時間 「会話４課」「基本語

③」「漢字再問題①」  
2 時間 

6 日常会話の基本単語①－発

音練習― 

「会話５課」「基本語

④」「漢字②」 
2 時間 「会話５課」「基本語

④」「漢字②」 
2 時間 

7 日本語能力試験への対応の

仕方① 

「会話６課」「基本語

⑤」「漢字③」「日本

語能力試験２級練習

問題」     

2 時間 

「会話６課」「基本語

⑤」「漢字③」「日本

語能力試験２級復習

①」        

2 時間 

8 日常会話の基本文形①－５

Ｗ１Ｈ 

「会話７課」「基本語

⑥」「漢字④」「日本

語能力試験②」  

2 時間 
「会話７課」「基本語

⑥」「漢字④」「日本

語能力試験②」  

2 時間 

9 日常会話の基本文形②－動

詞の活用－ 

「会話８課」「基本語

⑦「漢字⑤」「日本語

能力試験③」  

2 時間 
「会話８課」「基本語

⑦「漢字⑤」「日本語

能力試験③」  

2 時間 

10 日常会話の基本文形③－過

去、現在、未来－ 

「会話９課」「基本語

⑧」「漢字⑥」「日本

語能力試験④」  

2 時間 
「会話９課」「基本語

⑧」「漢字⑥」「日本

語能力試験④」  

2 時間 
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11 日常会話の基本文形④－希

望、意思・推量の言い方－ 

「会話 10 課」「基本

語⑨」「漢字⑦」「日

本語能力試験⑤」  

2 時間 
「会話 10 課」「基本

語⑨」「漢字⑦」「日

本語能力試験⑤」  

2 時間 

12 日常会話の基本文形⑤－否

定、疑問 

「会話 11 課」「基本

語⑩」「漢字⑧」「日

本語能力試験⑥」  

2 時間 
「会話 11 課」「基本

語⑩」「漢字⑧」「日

本語能力試験⑥」  

2 時間 

13 
日常会話の基本文形⑥－使

役・可能・受身・自発、経

験 

「会話 12 課」「基本

語⑪」「漢字⑨」「日

本語能力試験⑦」  

2 時間 
「会話 12 課」「基本

語⑪」「漢字⑨」「日

本語能力試験⑦」  

2 時間 

14 日本語の特色①－補助用

語・複合語－ 

「会話 13 課」「基本

語⑫」「漢字⑩」「日

本語能力試験⑧」  

2 時間 
「会話 13 課」「基本

語⑫」「漢字⑩」「日

本語能力試験⑧」  

2 時間 

15 日本語の特色②－敬語－ 

「会話 14 課」「基本

語⑬」「漢字⑪」「日

本語能力試験⑨」  

2 時間 
「会話 14 課」「基本

語⑬」「漢字⑪」「日

本語能力試験⑨」  

2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

16 学習のすすめ方、前期の学

習の復習 

「会話 15 課」「基本

語⑭」「漢字⑫」「日

本語能力試験⑩」  

 
「会話 15 課」「基本

語⑭」「漢字⑫」「日

本語能力試験⑩」  

2 時間 

17 日本語能力試験への対応②

－語彙・文字－ 

「会話 16 課」「基本

語⑮」「漢字⑬」「日

本語能力試験⑪」  

2 時間 
「会話 16 課」「基本

語⑮」「漢字⑬」「日

本語能力試験⑪」  

2 時間 

18 日本語能力試験への対応③

－聴解－ 

「会話 17 課」「基本

語⑯」「漢字⑭」「日

本語能力試験⑫」  

2 時間 
「会話 17 課」「基本

語⑯」「漢字⑭」「日

本語能力試験⑫」  

2 時間 

19 日本語能力試験への対応④

－文法－ 

「会話 18 課」「基本

語⑰」「漢字⑮」「日

本語能力試験⑬」  

2 時間 
「会話 18 課」「基本

語⑰」「漢字⑮」「日

本語能力試験⑬」  

2 時間 

20 日本語能力試験への対応⑤

－読解－ 

「会話 19 課」「基本

語⑱」「漢字⑯」「日

本語能力試験⑭」  

2 時間 
「会話 19 課」「基本

語⑱」「漢字⑯」「日

本語能力試験⑭」  

2 時間 

21 日本語の特色③－慣用語、

ことわざ－ 

「会話 20 課」「基本

語⑲」「漢字⑰」「日

本語能力試験⑮」  

2 時間 
「会話 20 課」「基本

語⑲」「漢字⑰」「日

本語能力試験⑮」  

2 時間 

22 日本語の特色④－部首・同

音異義語－ 

「会話 21 課」「基本

語⑳」「漢字⑱」「日

本語能力試験⑯」  

2 時間 
「会話 21 課」「基本

語⑳」「漢字⑱」「日

本語能力試験⑯」  

2 時間 

23 日本語の特色⑤－オノマト

ペ・ことわざ・慣用句－ 

「会話 22 課」「漢字

⑲」「日本語能力試験

⑰」      

2 時間 
「会話 22 課」「漢字

⑲」「日本語能力試験

⑰」      

2 時間 

24 日本語の特色⑥－方言と共

通語－  

「会話 23 課」「漢字

⑳」「日本語能力試験

⑱」      

2 時間 
「会話 23 課」「漢字

⑳」「日本語能力試験

⑱」      

2 時間 

25 日本語教科書①－概観・音

読－ 

「会話 24 課」「漢字

㉑」「日本語能力試験

⑲」      

2 時間 
「会話 24 課」「漢字

㉑」「日本語能力試験

⑲」      

2 時間 

26 日本語教科書②－輪読－  

「会話 25 課」「漢字

㉒」「日本語能力試験

⑳」      

2 時間 
「会話 25 課」「漢字

㉒」「日本語能力試験

⑳」      

2 時間 

27 日本語教科書③－発表－ 

「漢字㉓」「教科書音

読」「日本語能力試験

㉑」      

2 時間 
「漢字㉓」「教科書音

読」「日本語能力試験

㉑」      

2 時間 

28 日本語によるスピーチ①－

スピーチ原稿作成－ 

「漢字㉔」「教科書音

読・練習」「日本語能

力試験㉒」   

2 時間 
「漢字㉔」「教科書視

写」「日本語能力試験

㉒」      

2 時間 

29 日本語によるスピーチ②－

発表－ 

「漢字㉕」「スピーチ

原稿下書」「日本語能

力試験㉓」   

2 時間 
「漢字㉕」「スピーチ

原稿暗誦」「日本語能

力試験㉓」   

2 時間 
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30 日本語によるスピーチ③－

発表－ 

「スピーチ練習」

（「日本語能力試験

㉔」   

2 時間 
「スピーチ原稿清

書」「日本語能力試験

㉔」  

2 時間  

成 績 評 価 定期試験、発表・プレゼンテーション(70%)、小テスト（30%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

毎回の授業の小テストを自己採点し、結果を記録表に記録。誤答を再試験する。

ルーブリック評価に基づいて、再指導・再テストを行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：テキスト・プリントをその都度配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

日本での生活を充実したものにするためには、日本語の習得がなにより大事で

す。日常会話力を身につける中で、日本の文化や風習、日本人の国民性などへの

理解を深め、国際交流を楽しんでほしいと願っています。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 基本文型を用い

て、留学生活を支える

基礎的な日常会話が

できる。  

ほぼ問題なく  
できる。 

よく聞き取る

ことができ、

話すこともほ

ぼできる。 

何とか必要最

低限の会話は

できる。  

必要な日常会

話 が で き な

い。 
定期試験 
（判断力）  30% 

(2) カタカナ・ひらが

な・漢字をマスター

し、平易な文章の読み

書きができる。  

ほぼ問題なく

できる。 
間違いはある

が ほ ぼ で き

る。 

何とか必要最

低限の基本的

なことはでき

る。 

平易な文章の

取の読み書き

も難しい。 
小テスト 
（知識・理解）  30% 

(3) 敬語・オノマト

ペ・慣用句など、日本

語の特色を知り、会話

の中で使うことがで

きる。  

意 味 を 理 解

し、積極的に

会話の中で使

うことができ

る。 

基本的なこと

は理解できる

が、使いこな

すことはでき

ない。  

聞き取ること

はできるが、

使うことはで

きない。 

会話の中で使

うことはでき

ない。 定期試験 
（知識・理解）  20% 

(4) N１～N3 の日本語

能力試験の資格を取

得する。  

日本語能力試

験 N１に合格

している。 

日本語能力試

験 N2 に合格

している。 

日本語能力試

験 N3 ベルに

は到達してい

る。 

3 級レベルに

も到達してい

ない。 定期試験 
（知識・理解）  20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

健康科学 
Health Science 全学科 26BAHP1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 1 必修 佐伯 里英子  

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有すとともに、専門的職業人の資質と能力を持ち

合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
身体の構造と諸機能について学び、運動、睡眠、食などの健康行動が健康や今後の生き方に及ぼす影響

について理解を深める。また、いのちや生と性の健康について若者や若者を取り巻く現状を知り、自らの

生き方を問いつつ生きていくことの大切さを知る。   

到達目標 

(1) 身体の構造や諸機能について理解する。 

(2) 運動、睡眠、食などの健康行動が、健康に及ぼす影響を理解する。 
(3) 生と性の健康について若者が置かれている現状や行動の実際を知り、自らの生き方を問うことができ

る。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパ

スに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を

行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
健康科学を学ぶ意義    

健康とは 
健康に関する身近な

情報の収集  
2 時間 

健康について学ぶ

意義をまとめる。 
2 時間 

2 睡眠と健康 
睡眠のセルフモニタ

リング 
2 時間 

自分の睡眠の現状

と課題を確認 
2 時間 

3 
食べ物と栄養       

時間栄養学と体内時計 
食事のセルフモニタ

リング 
2 時間 

体内時計と健康に

ついて整理 
2 時間 

4 排便と生活習慣 
排便のセルフモニタ

リング 
2 時間 

自分の排便習慣を

整える。 
2 時間 

5 悩みとストレス 交流分析 自分のストレス確認 2 時間 
ストレスとの付き

合い方を考える。 
2 時間 

6 多様な性 ジェンダーについて 2 時間 

全ての人が多様な

性を生きる現状

を、身近な人に伝

える。 

2 時間 

7 生殖の性・性感染症 
体の生殖機能につい

て 
2 時間 

人にとって生殖の

機能、意味を確認 
2 時間 

8 からだの権利と同意・合意 性の権利について 2 時間 
性の権利、同意を

大切に過ごす。 
2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート 70％   授業態度 30％ 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

事前学習で行わせる課題については，授業中に実施状況を確認し，授業の中で活

用する．毎時振り返りレポートを課す 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキストの購入は必要ない 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
健康で幸せな人生を送るために何が重要か、深く考えてほしい。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 身体の構造や諸機能

について理解する。 
ほぼ完璧に

理解してい

る。 

ほぼ理解で

きている。 
理解できて

いないとこ

ろが多い。 

理解できて

いない。 
レポート 

（知識・理解） 30% 

(2) 運動、睡眠、食など

の健康行動が、健康に

及ぼす影響を説明で

きる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いなく説明

できる。 

最低限の基

本を説明で

きる。 

説明できて

いない。 
レポート 

（知識・理解） 30% 

(3) 生と性の健康につい

て若者が置かれてい

る現状や行動の実際

を知り、自らの生き方

を問うことができる。 

生と性の健

康と自分の

生き方を関

連付けて、詳

しく説明で

きる。 

生と性の健

康と自分の

生き方を関

連付けて、概

ね説明でき

る。 

生と性の健

康と、自分の

生き方につ

いて説明で

きる。 

生と性の健

康を自分の

生き方と関

連づけるこ

とができな

い。 

レポート 
（知識・理解） 40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

スポーツ教育 
Sport Education 全学科 26BAHP1002 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

実技 1 必修 三輪 治彦  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識をもち、誠実にコミュニケーションをとること

ができる社会人としてふさわしい人間性を有するとともに、専門的職業人の資質と能力をも

ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

スポーツというと、自分が何かの運動種目を行うイメージが中心だが、スポーツには「するスポーツ」

だけでなく「みる」「つたえる」「つくる」と新たな視点が考えられ、生涯を通じてスポーツに参加でき

る幅が広くなっている。そこで本授業では、仲間と協力してスポーツに取り組むことで、生涯に渡って

スポーツに参加できる意識を高め、誰もが楽しめるスポーツの基本的な知識や考え方等を修得する。 

到達目標 

(1) 自ら積極的にスポーツを楽しむことができる。  

(2) 誰もが生涯にわたりスポーツを楽しむことのできる知識や考え方を修得する。  

(3) 誰もがスポーツを楽しめる方法（自分の想いやカタチ）が表現できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション どんな授業かをイ

メージする。 1 時間 授業のスポーツ

について調べる。 2 時間 

2 ボッチャ①（基本内容等を確認して、

ゲームで体験） 
ボッチャを調べ

る。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

3 ボッチャ②（試合で勝てる方法を考

え、練習・体験） 
チームで戦術を考

える。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

4 ボッチャ③（誰もが出来る方法を考

え、練習・体験） 
誰もが楽しめる方

法を考える。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

5 ボッチャ④（山口短期大学杯：オリジ

ナルな大会を開催） 
ボッチャの授業を

振り返る。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

6 グラウンドゴルフ①（基本内容等を

確認して、ゲームで体験） 
グラウンドゴルフ

を調べる。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

7 グラウンドゴルフ②（試合で勝てる

方法を考え、練習・体験） 
チームで戦術を考

える。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

8 グラウンドゴルフ③（誰もが出来る

方法を考え、練習・体験） 
誰もが楽しめる方

法を考える。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

9 グラウンドゴルフ④（山口短期大学

杯：オリジナルな大会を開催） 
グラウンドゴルフ

を振り返る。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

10 ふうせんバレー①（基本内容等を確

認して、ゲームで体験） 
ふうせんバレーを

調べる。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

11 ふうせんバレー②（試合で勝てる方

法を考え、練習・体験） 
チームで戦術を考

える。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

12 ふうせんバレー③（誰もが出来る方

法を考え、練習・体験） 
誰もが楽しめる方

法を考える。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 
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13 ふうせんバレー④（山口短期大学杯：

オリジナルな大会を開催） 
ふうせんバレーを

振り返る。 2 時間 学習内容の復習。 2 時間 

14 まとめ（これまでの学習の成果を実

技で表現する） 
前期の学習内容を

整理する。。 2 時間 整理した内容を

振り返る。 2 時間 

15 まとめ（これまでの学習の成果をレ

ポートにまとめる） 
前期の学習内容を

整理する。 2 時間 整理した内容を

振り返る。 2 時間 

成 績 評 価 授業への取り組み（40%）、毎回の授業の振り返り（20%）、期末の実技・レポート（40%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

基本的には実技であるため、活動中（授業の終わりや種目の終わり毎）に振り返りの

時間を設け、フィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
必要があれば、適宜プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

まずは自らがスポーツを楽しみ、一手間加えることで、誰もが生涯にわたってスポ

ーツを楽しめる方法等を考え・実感してほしい。 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 自ら積極的にスポ

ーツを楽しむことが

できる。  

自らの技量

に応じてス

ポーツを楽

しむことが

できる 

自らの技量

に応じてあ

る程度スポ

ーツを楽し

むことがで

きる 

自らの技量

に応じて最

低限スポー

ツを楽しむ

ことができ

る  

自らの技量

に応じてス

ポーツを楽

しむことが

できない 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思

考力・創造性）  
40% 

(2) 誰もが生涯にわた

りスポーツを楽しむ

ことのできる知識や

考え方を修得する。  

ほぼ完璧に

修得してい

る 

大きな間違

いがなく修

得している 

最低限のこ

とは修得し

ている 

修得してい

ない 毎回の授業の振

り返り 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力） 

20% 

(3) 誰もがスポーツを

楽しめる方法（自分の

想いやカタチ）が表現

できる。  

ほぼ完璧に

修得してい

る 

大きな間違

いがなく修

得している 

最低限のこ

とは修得し

ている 

修得してい

ない 
授業でのパフォ

ーマンスや期末

の実技やレポー

ト 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  

40% 
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専門教育科目 

 

 

 

 

 

 



 
 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国語（書写を含む。） 
Japanese Language 

(including Calligraphy) 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1001 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒業 

認定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 河辺 哲也 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校国語科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
１ 小学校の教壇実践の対象となる教科「国語」の〔知識及び技能〕を整理・把握する。  
２ 学習指導要領国語の「書写に関する事項」を基に書写指導の実際を学習する。  
３ 上代から近代に至るまでの「日本文学史」を、代表的な作品をたどりながら概観する。 

到達目標 

(1) 小学校国語教科書で記載されている国語的術語の説明ができる。  

(2) 小学校で取り上げられている楷書・行書が硬筆・毛筆などの様々な道具で書写できる。  

(3) 上代から近代までの文学史を時代背景と主たる作品で概観を語ることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 「国語」の学習の意味と内容 
これまでの学習を

振り返る。 2 時間 ワークシートに授

業後の感想を書く 2 時間  

2 国語科の目標 －３つの内容と

構成－ 

学習指導要領の目

標を読む 2 時間  学力観の推移を整

理する 2 時間  

3 国語科の〔知識及び技能〕の

概観 

学習指導要領の内

容を読む 2 時間  ワークシートに基

づき整理する 2 時間  

4 国語の音韻に関する事項 
資料を基に音韻の

特色を考える 2 時間  ワークシートに基

づき整理する 2 時間  

5 文字に関する事項 ①漢字と仮

名 

仮名の発明の歴史

を調べる 2 時間  万葉仮名の特色を

まとめる 2 時間  

6 文字に関する事項 ②漢字の成

り立ち 

六書について調べ

る 2 時間  六書を基に漢字の

例を調べる 2 時間  

7 文字に関する事項 ③漢字の部

首・熟語 

二字熟語の特色を

調べる 2 時間  部首熟語について

例示する 2 時間  

8 表記に関する事項 
漢字仮名交じりの

問題点を考える。 2 時間 表記上の問題点を

まとめる 2 時間  

9 文及び文章の構成に関する事

項 

文節相互の関係に

ついて調べる 2 時間  単文複文重文につ

いて整理する 2 時間  
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10 言葉遣いに関する事項 
敬語の種類につい

て調べる 2 時間  これからの敬語に

ついて考える 2 時間  

11 語句に関する事項 ①語彙の種

類 

資料を基に語句の

分類を調べる 2 時間  慣用句の例を基に

特徴をまとめる 2 時間  

12 語句に関する事項 ②語彙の学

習 

資料を基に言葉の

由来を調べる 2 時間  美しい言葉和語に

ついてまとめる 2 時間  

13 言葉の働きや特徴に関する事

項 

言葉の働きの二面

性について調べる 2 時間  多義語対義語等の

用語を整理する 2 時間  

14 方言に関する学習  
教科書の方言の取

り上げ方を調べる 2 時間  方言の発声に関す

る考えをまとめる 2 時間  

15 言語文化に関する事項 
資料の例文を音読

する 2 時間  
音読を重視する効

果についてまとめ

る 
2 時間  

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 「書写」学習の意義と内容 
資料に沿って意義

を考える。 2 時間  ワークシートに基

づき整理する。 2 時間  

17 硬筆による書写（低学年） 
手本に基づき「試

書」する。 2 時間  学習の要点を基に

書く。 2 時間  

18 フエルトペンによる書写（中

学年） 

「字形」を念頭に

「試書」する。 2 時間  テキストの手本で

練習する。 2 時間  

19 毛筆による書写 ①楷書・漢字

（中学年） 

毛筆の書写の注意

点を調べる。 2 時間  「止め」と「払

い」を復習する。 2 時間  

20 毛筆による書写 ②楷書・仮名

（中学年） 

資料を基に運筆に

ついて調べる。 2 時間  手本以外の字の練

習をする。 2 時間  

21 毛筆による書写 ③漢字と仮名

（高学年） 

学習指導要領の運

筆の要点を掴む。 2 時間  之雨天に基づき再

度書いてみる。 2 時間  

22 毛筆による書写 ④行書（高学

年） 

楷書と行書の違い

を考える。 2 時間  行書を段階別に書

いてみる。 2 時間  

23 筆ペンによる書写 ①平仮名 
資料を基に筆ペン

に慣れる。 2 時間  「いろは歌」を楷

書・行書で書く。 2 時間  

24 筆ペンによる書写 ②日常の書

式 

資料により地名を

書いてみる。 2 時間  葉書の様式に沿っ

て練習する。 2 時間  

25 筆ペンによる書写 ③連綿 
資料を基に「連

綿」を知る。 2 時間  テキストに基づき

「連綿」で書く。 2 時間  

26 「日本文学史」上代の文学 
資料を基に「上

代」を概観する。 2 時間  上代の作品を読

む。 2 時間  

27 「日本文学史」中古の文学 
資料を基に「中

古」を概観する。 2 時間  中古の作品を読

む。 2 時間  

28 「日本文学史」中世の文学 
資料を基に「中

世」を概観する。 2 時間  中世の作品を読

む。 2 時間  

29 「日本文学史」近世の文学 
資料を基に「近

世」を概観する。 2 時間  近世の作品を読

む。 2 時間  

30 「日本文学史」近代の文学 
資料を基に「近

代」を概観する。 2 時間  近代の作品を読

む。 2 時間  
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成 績 評 価 定期試験（50%）、課題・レポート（20%）、作品（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

① 授業後提出された感想カードやレポートにコメントを書き、次時に返却する。

その際幾つかのものは全体に紹介する。 

② 書写の作品を提出させ、添削・評価をし、次時に返却する。 

③ 文学史は、毎時間レポートさせ、最後に総括的なレポートを書かせて提出させ

る。それにコメントと評価を示し、後日返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

演習用テキスト「国語（前期）」「国語（後期）」（和田征文編著）  
文部科学省「小学校学習指導要領解説・国語編」  
秋山 虔・三好 行雄「新日本文学史」文英堂  
「国語便覧」浜島書店・教研出版・東京書籍 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

１ ２年次生での学習の基になる授業・教員採用試験必出の授業 

２ 書写の実地指導・日本の古典への読書指導を可能にする授業「必修」  
小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 小学校国語教科書

で記載されている国

語的術語の説明がで

きる。 

具体例を使っ

てわかるよう

に説明できる。 

術語の意味を

間違いなく説

明できる。 

国語科の中で

の働きと関わ

りなく語とし

ての意味が言

える。 

各術語の説明

が適切にでき

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  
50% 

(2) 小学校で取り上げ

られている楷書・行書

が硬筆・毛筆などの

様々な道具で書写で

きる。 

それぞれの道

具の特徴を生

かした書写が

できる。 

トメ・ハネ・ハ

ライ等を手本

に沿って書く

ことができる。 

筆の特徴や各

字の運筆に関

係なく手本通

りに書ける。 

毎時間の作品

がきちんと提

出できない。 

作品 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

30% 

(3) 上代から近代まで

の文学史を時代背景

と主たる作品で概観

を語ることができる。 

各時代の時代

的な特徴と作

品との関係を

語ることがで

きる。 

各時代の特徴、

代表的な文学

作品の説明が

できる。 

各時代を代表

する作品の概

略や特徴の説

明ができる。 

時代の特徴へ

の意識なく作

品の説明をす

る。 

課題・レポ

ート 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国語表現学 
Expression in Japanese 

Language 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2002 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 中村 浩 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校国語科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
「音声言語」と「文字言語」による表現方法について、小学校における実践を念頭に置いた教材の開発

とその指導法について実践的に学習する。  
併せて、国語科の今日的な課題を意識した国語科の授業者としての素養と指導力を醸成する。 

到達目標 
(1) 教材文の特性と学習のねらいに沿って、それぞれに適した音読・朗読・群読をすることができる。  
(2) 題材の設定・情報の収集・内容の検討・構成の検討・考えの形成・記述・推敲・共有の各段階におけ

る留意点を実作に生かすことができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
Ⅰ「音声言語」による表現方法  

「小学校学習指導要領・国語」におけ

る「表現」の指導 

学習指導案の「表

現」に関わる内容

を読む 
2 時間  

テキストの「まえ

がき」とからめて

本授業の意図を

考える 

2 時間  

2 「音読」の意義 
資料にある音読の

「解説」を読む 2 時間 授業を振り返り、

意義を整理する 2 時間 

3 音読による授業づくり 
音読と朗読の違い

を考えておく 2 時間 音読を重視する

訳を整理する 2 時間 

4 「発音チェック」と詩の音読 
資料に沿って発音

の予習をする 2 時間 詩の音読に挑戦

する 2 時間 

5 一斉音読・役割音読、群読 
音読の授業の流れ

を考えておく 2 時間  実例に基づき学

習指導案を創る 2 時間  

6 朗読「声を読もう・声で描こう」 
資料を読み、音読

の練習をする 2 時間 
「日本語一音一

音法」の感想を書

く 
2 時間  

7 朗読・読み方を考えよう 
資料中の詩の読み

方を考える 2 時間 
他の班の朗読に

ついて感想を書

く 
2 時間 

8 朗読・相手に聞かせる工夫  
資料中の散文の読

み方を考える 2 時間 
授業で取り組ん

だ朗読を繰り返

す 
2 時間 

9 Ⅱ 「文字言語」による表現方法  

句読点の打ち方・原稿用紙の使い方 

資料中の句読点の

打ち方を考える 2 時間  原稿用紙の書き

方の例題をする 2 時間 
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10 新聞コラムや先輩の作品による「随

想」の実際と創作上のヒント 

３つの例の感想を

書いておく 2 時間 「ネタとテーマ」

観点で整理する 2 時間  

11 書き出しの効用と実作 ―「書き出し

は読者への誘惑である」― 

資料に沿って考え

をメモする 2 時間 自分の書き出し

例を数点書く 2 時間  

12 実作へのアプローチ ①「テーマとネ

タ」（主題・取材）を考える。 

「テーマとネタ」

を考える 2 時間  自分の作品につ

いて準備する 2 時間  

13 実作へのアプローチ ②「文章の構

成」（構想）を考える。 

例を参考に「構成」

について考える 2 時間 自分の作品の下

書きを考える 2 時間  

14 実作へのアプローチ ③「説明と描写

の効果」（叙述・推敲）を考える。 

例文を比較し考え

をメモする 2 時間 自分の作品の下

書きを考える 2 時間  

15 「随想」への挑戦 ―「今の自分」を

「外部視点」をもって書く。― 

例示された「随想」

の感想を書く 2 時間 自分の随想を清

書する。 2 時間  

成 績 評 価 作品（25%）、授業への取り組み（50%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業

課題（25%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

① 授業のねらいに沿った活動（音読・朗読、話し合い等）からの意見や感想につい

て、それぞれコメントし、次時に返却する。 

② 授業中の書く活動や感想の提出に対してコメントする。提出された随想を評価

し、後日返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

上條 晴夫 編著「音読・朗読・群読の授業づくり」学事出版 
家本 芳郎 編・脚色「群読・ふたり読み」高文研 
「美しい日本語のしらべ」東京出版 
和田 征文 監修・山口県中学校国語教育研究会「中学校国語表現ノート」新学社 
その他授業の内容に合わせて紹介したもの 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

国語教室づくりへのヒント、「随想」を書き上げる経験を得る授業 
小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 教材文の特性

と学習のねらいに

沿って、それぞれ

の音読・朗読・群読

をすることができ

る。 

教材文の特性

を理解した音

声言語による

確かな読みが

できる。 

仲間の意識や

場面に合わせ

た声を出した

読みができる。 

教材や場面の

特性に関係な

く指示に従っ

た音読・朗読が

できる。 

意識的に声を

出す活動が不

十分である。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

25% 

教材文の特性

を理解した音

声言語による

確かな読みが

できる。 

仲間の意識や

場面に合わせ

た声を出した

読みができる。 

教材や場面の

特性に関係な

く指示に従っ

た音読・朗読が

できる。  

意識的に声を

出す活動が不

十分である。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

25% 

(2) 題材の設定・

情報の収集・内容

の検討・構成の検

討・考えの形成・記

述・推敲・共有の各

段階における留意

点を実作に生かす

ことができる。 

作文の各過程

の主旨が例文

と共に理解で

き、創作に生か

せる。 

授業で個別に

取り上げる各

過程の要点が

理解でき、創作

に生かそうと

する。  

授業で個別に

取り上げる例

示の主旨は理

解できる。 

作文について

の苦手意識か

ら脱皮できな

い。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

25% 

作文の各過程

の主旨が例文

と共に理解で

き、創作に生か

せる。 

授業で個別に

取り上げる各

過程の要点が

理解でき、創作

に生かそうと

する。  

授業で個別に

取り上げる例

示の主旨は理

解できる。 

作文について

の苦手意識か

ら脱皮できな

い。 

作品 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  25% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

社会 
Social Studies 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1003 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 加藤 浩久 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校社会科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。   

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 学んだことをこれからの生活に生かし、さらに深く学び続けたいという意欲

をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身に付け、実践的な指導力を有

している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子ど

もの特性を理解し知識を深めている。 ○ 

(4)教育実習、学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5)様々な教育課題について意欲的に学び、自分の考えをさらに高めることがで

きる。 〇 

(6)他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いのよさを学ぼうとしなが

ら、グループやペア片有働に積極的に参加することができる。 〇 

概 要 
社会科全般についての基礎的な知識を身につけるとともに、社会的な見方や考え方ができ

るようになり、よりよき市民・国民としての自覚をもつことができるようになる。併せて、

社会科教師として使命感・責任感をもって教壇に立つ心構えを醸成する。 

到達目標 

(1) 小学校社会科の目標を構造的にとらえ、「社会生活」「国土」「歴史」等について具体的

な資料活用しながら、その内容をわかりやすく説明できる。  
(2) 社会的事象の意味について、多面的・多角的に考察することができる。  

(3) 社会的事象に関心をもち、積極的に調査し、資料を整え、説得力ある発表ができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 社会科の目標と構造 社会科の目

標の確認 2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

2 指導案から考える社会科の構

造 

自分が受け

てた授業の

想起 
2 時間 作成方法の

確認 2 時間 

3 地理的な見方・考え方から考

える社会科の構造 

地理的な見

方・考え方

の確認 
2 時間 

見方・考え

方の振り返

り 
2 時間 

4 歴史的な見方・考え方から考

える社会科の構造 

歴史的な見

方・考え方

の確認 
2 時間 

見方・考え

方の振り返

り 
2 時間 

5 現代社会に対する見方・考え

方から考える社会科の構造 

現代社会の

見方・考え

方の確認 
2 時間 

見方・考え

方の振り返

り 
2 時間 

6 第６学年の社会科 
現代の日本と世界 

日本の現代

史の俯瞰 2 時間 
第二次世界

大戦の処理

の振り返り 
2 時間 

7 第６学年の社会科 
近代の日本と世界 

日本の近代

史の俯瞰 2 時間 帝国主義の

振り返り 2 時間 

8 第６学年の社会科 
近世の日本と世界 

日本の近世

史の俯瞰 2 時間 町人の活躍

の振り返り 2 時間 
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9 第６学年の社会科 
中世の日本と世界 

日本の中世

史の俯瞰 2 時間 産業の発達

の振り返り  
2 時間 

10 第６学年の社会科 
古代の日本と世界 

日本の古代

史の俯瞰 2 時間 律令制度の

振り返り 2 時間 

11 第６学年の社会科 
古代以前の日本と世界 

日本の原始

時代の俯瞰 2 時間 
国家成立ま

での振り返

り 
2 時間 

12 第６学年の社会科 
日本国憲法 

日本国憲法

の俯瞰 2 時間 
日本国憲法

の三大原則

の振り返り 
2 時間 

13 第５学年の社会科 
日本の国土 

日本地図の

俯瞰 2 時間 
地理的な見

方・考え方

の振り返り 
2 時間 

14 第５学年の社会科 
日本の食糧生産 

日本の農業

の俯瞰 2 時間 
日本の農業

の特色の振

り返り 
2 時間 

15 第５学年の社会科 
日本の工業生産 

日本の工業

の俯瞰 2 時間 
日本の工業

の特色の振

り返り 
2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

16 第５学年の社会科 
日本の第３次産業 

日本の第３

次産業の俯

瞰 
2 時間 

情報化を中

心とした振

り返り 
2 時間 

17 第５学年の社会科     

環境問題        

日本社会が

直面してい

る環境問題

の俯瞰 

2 時間 
生活との関

連に注目し

た振り返り 
2 時間 

18 第４学年の社会科    
自分が住む県の大観 

自分の出身

県の大観 2 時間 
地理的な見

方・考え方

の振り返り 
2 時間 

19 第４学年の社会科      
住みよさに注目した考察 

住みよさに

注目した出

身県の考察 
2 時間 

地理的な見

方・考え方

の振り返り 
2 時間 

20 第４学年の社会科     

防災に注目した考察       

防災に注目

した出身県

の考察 
2 時間 

地理的な見

方・考え方

の振り返り 
2 時間 

21 第４学年の社会科     

郷土の伝統、文化、先人 

伝統・文化

に注目した

出身県の考

察 

2 時間 
地理的な見

方・考え方

の振り返り 
2 時間 

22 第４学年の社会科      
地域の特色  

特色に注目

した出身県

の考察 
2 時間 

地理的な見

方・考え方

の振り返り 
2 時間 

23 第３学年の社会科     

市町村規模の地域      

自分の出身

市町村の大

観 
2 時間 

地理的な見

方・考え方

の振り返り 
2 時間 

24 第３学年の社会科      
市町村における生活  

産業に注目

した出身県

考察 
2 時間 

地理的な見

方・考え方

の振り返り 
2 時間 

25 社会科における指導と評価  
これまで作

成した指導

案の確認 
2 時間 評価の観点

の振り返り 2 時間 

26 総合的な学習の時間と社会科      
社会科と総

合学習の共

通点の確認 
2 時間 共通点の振

り返り 2 時間 

27 特別の教科道徳と社会科 
社会科と道

徳科の共通

点の確認 
2 時間 共通点の振

り返り 2 時間 
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28 特別活動と社会科  
社会科と特

別活動の共

通点の確認 
2 時間 共通点の振

り返り 2 時間 

29 主体的、対話的で深い学びと

社会科Ⅰ 

作成した学

習過程の主

体的、対話

的、深い学

びの三つの

観点からの

見し 

2 時間 
深い学びに

必要な要件

の振り返り 
2 時間 

30 主体的、対話的で深い学びと

社会科Ⅱ 

作成した学

習過程の主

体的、対話

的、深い学

びの三つの

観点からの

見し 

2 時間 
深い学びに

必要な要件

の振り返り 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（40%）、課題・レポート（10%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：小学校社会科用教科書「新しい社会（３～６年）」東京書籍  

参考文献：文部科学省「小学校学習指導要領解説 社会編」東洋館出版社  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

社会科好きの子どもを一人でも多く育てるために、社会科の授業づくりを創意工

夫する科目  
小学校教諭二種免許状：選択必修科目 

 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 小学校社会科の目

標 を 構 造 的 に と ら

え、社会的事象の考

察を中心とした授業

構想を説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
授業への取

り 組 み 
（関心・意

欲・態度・

知 識 ・ 理

解）  

50% 

(2) 社会的事象の意味

について、多面的・

多角的に考察するこ

とができる。  

様々な角度

から考察で

きる。 

いくつかの

角度から考

察できる。 

１つ以上考

察できる。 
考察できな

い。 
定 期 試 験 
（知識・理

解 ・ 思 考

力 ・ 判 断

力 ・ 表 現

力）  

40% 

(3) 社会的事象に関心

をもち、積極的に調

査し、資料を整え、

説得力ある発表がで

きる。  

ほぼ完璧に

発 表 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を踏ま

えて発表で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を発

表できる。 

発表できな

い。 
課題・レポ

ー ト 
（思考力・

判断力・表

現力）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

算数 
Arithmetic 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26EPTS1004 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 西 田  稔 ○ 

実務家教員 

の詳細 
小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

算数科の各領域６学年にわたるそれぞれの指導内容、系統、関係等について学び、算数を指導するための基礎

的な知識を習得する。また、学習内容に合わせた課題に取り組むことを通して、数学的な見方･考え方の重要

性や指導者として把握が必要な数学的な背景について理解を深め、今後の実践的な学習や算数科指導の在り

方等の学習に生きて働く力を養う。 

到達目標 

(1) 算数科で扱う内容について、教師として必要な基礎知識を獲得し説明することができる。  

(2) 学習内容に付随した算数の問題解決や問題作成、教材作成に主体的に取組むことができる。  

(3) 演習や宿題で提示した課題を的確に解くことができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション・数と

四則演算 

数と四則演算につい

て調べ分かったこと

をまとめる 
2 時間 数の分類、演算の可能性

のまとめをする。         
2 時間  

2 数(整数)概念の形成 整数概念について調

べ考えをまとめる。   
2 時間  数概念に関する提示課

題への回答。        
2 時間  

3 命数法と記数法 
命数法、記数法につい

て調べ分かったこと

をまとめる。 
2 時間  各国の命数法、記数法の

特徴について整理する。   
2 時間  

4 十進数、非十進数 
十進数以外の記数法

の仕組みについて調

べる。  
2 時間  練習課題を通してｎ進

数への理解を深める。    
2 時間  

5 加法の意味と計算 
学習指導要領解説の加

法の意味と計算につい

て調べる。 
2 時間  加法の定義及び用いられ

る場、演算法を整理する。  
2 時間  

6 減法の意味と計算 
学習指導要領解説の減

法の意味と計算につい

て調べる。  
2 時間  減法の定義及び用いられ

る場、演算法を整理する。  
2 時間  

7 乗法の意味と計算 
学習指導要領解説の乗

法の意味と計算につい

て調べる。  
2 時間  乗法の定義及び用いられ

る場、演算法を整理する。  
2 時間  
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8 除法の意味と計算 
学習指導要領解説の除

法の意味と計算につい

て調べる。 
2 時間  除法の定義及び用いられ

る場、演算法を整理する。  
2 時間  

9 整数の性質 
学習指導要領解説の整

数の性質について調べ

る。 
2 時間  整数の諸性質をもとにし

た定義、定理を整理する。 
2 時間  

10 概数、概算 
学習指導要領解説の概

数・概算について調べ

る。 
2 時間  概数、概算についてまと

め、演習課題を解く。    
2 時間  

11 小数の意味と計算 
学習指導要領解説の小

数の意味と計算につい

て調べる。 
2 時間  小数の意味、標記の仕組

み、演算法を整理する。   
2 時間  

12 分数の意味と加法、減法 
学習指導要領解説の分

数の意味と加法減法に

ついて調べる。 
2 時間  

分数の意味、標記の仕組

み、加減算について整理

する。 
2 時間  

13 分数の乗法、除法 
学習指導要領解説の分

数の乗法と除法につい

て調べる。 
2 時間  分数の乗法、除法の意

味、演算法を整理する。    
2 時間  

14 量概念の形成と測定 
学習指導要領解説の量

概念の形成と測定につ

いて調べる。 
2 時間  

量の類型、比較方法、度

量衡の歴史について整

理する。 
2 時間  

15 長さ、重さ、時間、容積、

角度 

学習指導要領解説の量

の種類や測定単位につ

いて調べる。 
2 時間  量の種類や測定や単位

との関連等を整理する。   
2 時間  

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

16 平面図形、平面図形の性質 
学習指導要領解説の平

面図形について調べ

る。 
2 時間  定義・性質一覧表を作成し、

整理する。課題プリント。 2 時間  

17 立体図形、立体図形の性質

及び展開図 

学習指導要領解説の立

体図形について調べ

る。 
2 時間  定義・性質一覧表を作成し、

整理する。課題プリント。 2 時間  

18 図形の合同 
学習指導要領解説の図

形の合同について調べ

る。 
2 時間  合同の証明に関する課題

プリントをやる。     
2 時間  

19 図形の対称、拡大、縮小 
学習指導要領解説の図

形の拡大縮小について

調べる。 
2 時間  拡大、縮小に関する課題

プリントをやる。      
2 時間  

20 円と正多角形 
学習指導要領解説の円

と正多角形について調

べる。 
2 時間  円と正多角形に関する課

題プリントをやる。    
2 時間  

21 平面図形の面積 
学習指導要領解説の平

面図形の面積について

調べる。 
2 時間  平面図形の面積に関する

課題プリントをやる。   
2 時間  

22 円周と円の面積 学習指導要領解説の円

について調べる。 2 時間  演習と縁の面積に関する

課題プリントをやる。   
2 時間  

23 立体の体積 
学習指導要領解説の立

体の体積について調べ

る。 
2 時間  立体の体積や容積に関す

る課題プリントをやる。  
2 時間  

24 平均、単位量、速さ 
学習指導要領解説の平

均、単位、速さについて

調べる。 
2 時間  平均、単位、速さに関する

課題プリントをやる。    
2 時間  

25 割合とグラフ、比 学習指導要領解説の割

合について調べる。 2 時間  割合、グラフ、比に関する

課題プリントをやる。  2 時間  

26 比例、反比例 
学習指導要領解説の比

例、反比例について調

べる。 
2 時間  比例、反比例に関する課題

プリントをやる。 2 時間  
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27 量の単位とメートル法 
学習指導要領解説の単

位に関することについ

て調べる。 
2 時間  単位の換算に関する課題

プリントをやる。     
2 時間  

28 計算法則と演算の工夫 
学習指導要領解説の計

算法則や演算の工夫に

ついて調べる。 
2 時間  計算法則や法則利用に関

する課題プリントをやる。 
2 時間  

29 資料の整理とグラフ 
学習指導要領解説の資

料の整理に関わること

を読んでおく。 
2 時間  柱状グラフ等に関する課

題プリントをやる。    
2 時間  

30 場合の数 
学習指導要領解説の場

合の数について調べ

る。 
2 時間  場合の数や確率に関する

課題プリントをやる。   
2 時間  

成 績 評 価 
定期試験（40%）、課題・レポート（30%）、授業への取り組み（15%）、発表・プレゼ

ンテーション（15%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業内容の整理メモや課題プリントへのコメント記入や採点を行い、必要に応じて再

提出を求めたり発展的な課題を課したりすることにより、理解定着と達成感、成就感

の醸成を図る。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：講義資料はその都度、プリント類は必要に応じて配付する。 
文部科学省「小学校指導要領解説 算数編」  小学校算数教科書 各学年 啓林舘 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

小学校 6 年間の算数科学習内容の重要事項を領域・系統に沿って体系的に学習し、

算数の有用性や数学的な考え方のよさを見出しましょう。 

小学校教諭二種免許:選択必修科目 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 算数科で扱う内容

について、教師として

必要な基礎知識を獲

得し説明することが

できる。  

ほぼ完璧に

説明するこ

とができる 

大きな間違

いがなく内

容に関する

基礎知識の

説明ができ

る。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎知識

の説明がで

きる。 

基礎知識が

身について

おらず、説明

ができない。 
定期試験 
（知識・理解・技能・

思考力・判断力）  
40% 

(2) 学習内容に付随し

た算数の問題解決や

問題作成、教材作成に

主体的に取組むこと

ができる。  

主体的に取

り組み、ほぼ

完璧に成し

遂げること

ができる。 

主体的に取

り組み、大き

な間違いを

せずに成し

遂げること

ができる。  

主体性に課

題はあるが

ほぼ成し遂

げることが

できる。 

主体的に取

り組めず、ほ

とんど成し

遂げること

ができない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現力）  
15% 

主体的に取

り組み、ほぼ

完璧に成し

遂げること

ができる。 

主体的に取

り組み、大き

な間違いを

せずに成し

遂げること

ができる。  

主体性に課

題はあるが

ほぼ成し遂

げることが

できる。 

主体的に取

り組めず、ほ

とんど成し

遂げること

ができない。 

発表・プレゼンテーション 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現力）  
15% 

(3) 演習や宿題で提示

した課題を的確に解

くことができる。  

ほぼ完璧な

解決ができ

る。 

単純ミスは

あるが、大き

な間違いを

せずに解決

できる。 

いくつかの

間違いはあ

るが、ほぼ的

確に解決で

きる。 

間違いが多

く、ほとんど

的確な解決

ができてい

ない。 

課題・レポート 
（技能・思考力・判断

力・表現力・問題解決

力）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

理科 
Science 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1005 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 西田 稔 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことを通して、自然の事物や現

象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を育成する小学校理科教育について学び、学校現

場で役立つ教育実践力を身につける。 

到達目標 

(1) 小学校理科教育の各学年の目標や学習内容を理解し、説明することができる。  

(2) こどもの発達・自然認識の仕方を理解し、具体的に説明することができる。  

(3) 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度の育成技術を身につけ、説明することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 教科「理科」について理科の目標

と内容 

学習指導要領理科

編の理科の目標を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、理

科の目標と内容を

まとめる。 

2 時間  

2 「理科」でつけるべき学力につい

て 

学習指導要領理科

編の学力について

調べる。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、理

科でつけるべき学

力についてまとめ

る。 

2 時間  

3 第 3 学年の理科の目標及び「風と

ゴムの力の働き」 

３年理科教科書の

「風とゴムの力の

はたらき」を読ん

でおく。 

2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「風

とゴムの力のはた

らき」についてま

とめる。 

2 時間  

4 第 3 学年の理科「光と音の性質」 
３年理科教科書の

「光と音の性質」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「光

と音の性質」につ

いてまとめる。 

2 時間  

5 第 3 学年の理科「磁石の性質」 
３年理科教科書の

「磁石の性質」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「磁

石の性質」につい

てまとめる。 

2 時間  
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6 第 3 学年の理科「電気の通り道」 
３年理科教科書の

「電気の通り道」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「電

気の通り道」につ

いてまとめる。 

2 時間  

7 第 3 学年の理科「身の回りの生物 
植物」 

３年理科教科書の

「身の回りの生物 

植物」を読んでお

く。 

2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「身

の回りの生物  植
物」についてまと

める。 

2 時間  

8 第４学年の理科の目標及び「空気

と水の性質」 

４年理科教科書の

「空気と水の性

質」を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「空

気と水の性質」に

ついてまとめる。 

2 時間  

9 第４学年の理科「月と星」 
４年理科教科書の

「月と星」を読ん

でおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「月

と星」についてま

とめる。 

2 時間  

10 第 4 学年の理科「月と星 観察の

仕方」 

４年理科教科書の

「観察の仕方」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「月

と星  観察の仕

方」についてまと

める。 

2 時間  

11 第 4 学年の理科「電流のはたらき」 
４年理科教科書の

「電流のはたら

き」を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「電

流のはたらき」に

ついてまとめる。 

2 時間  

12 第 4 学年の理科「ものづくり」 
４年理科教科書の

「ものづくり」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「も

のづくり」につい

てまとめる。 

2 時間  

13 第 4 学年の理科「もののあたたま

りかた」 

３年理科教科書の

「もののあたたま

りかた」を読んで

おく。 

2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「者

の温まり方」につ

いてまとめる。 

2 時間  

14 第 4 学年の理科「人の体のつくり

とはたらき」 

４年理科教科書の

「人の体のつくり

とはたらき」を読

んでおく。 

2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「人

の体とはたらき」

についてまとめ

る。 

2 時間  

15 第 4 学年の理科「季節と生物」 
４年理科教科書の

「季節と生物」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「季

節と生物」につい

てまとめる。 

2 時間  

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 第５学年の理科の目標及び「物の

溶け方」 

５年理科教科書の

「物の溶け方」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「物

の溶け方」につい

てまとめる。 

2 時間  

17 第 5 学年の理科「振り子の運動」 
５年理科教科書の

「振り子の運動」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「振

り子の運動」につ

いてまとめる。 

2 時間  

18 第 5 学年の理科「電流がつくる磁

力」 

５年理科教科書の

「電流がつくる磁

力」を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「電

流が作る磁力」に

ついてまとめる。 

2 時間  
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19 第 5 学年の理科「植物の発芽、成

長、結実」 

５年理科教科書の

「植物の発芽、成

長、結実」を読んで

おく。 

2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「植

物の発芽、成長、結

実」についてまと

める。 

2 時間  

20 第 5 学年の理科「動物の誕生 魚」 
５年理科教科書の

「魚の誕生」を読

んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「動

物の誕生 魚」に

ついてまとめる。 

2 時間  

21 第 5 学年の理科「動物の誕生 人」 
５年理科教科書の

「人の誕生」を読

んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「動

物の誕生 人」に

ついてまとめる。 

2 時間  

22 第 5 学年の理科「流れる水の働き」 
５年理科教科書の

「流れる水の働

き」を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「流

れる水の働き」に

ついてまとめる。 

2 時間  

23 第 5 学年の理科「天気の変化」 
５年理科教科書の

「天気の変化」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「天

気の変化」につい

てまとめる。 

2 時間  

24 第 6 学年の理科の目標及び「燃焼

の仕組み」 

６年理科教科書の

「燃焼の仕組み」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「燃

焼の仕組み」につ

いてまとめる。 

2 時間  

25 第 6 学年の理科「水溶液の性質」 
６年理科教科書の

「水溶液の性質」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「水

溶液の性質」につ

いてまとめる。 

2 時間  

26 第 6 学年の理科「人の体のつくり

とはたらき」 

６年理科教科書の

「人の体のつくり

とはたらき」を読

んでおく。 

2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき「人

の体の作りと働

き」についてまと

める。 

2 時間  

27 第 6 学年の理科「生物と環境」 
６年理科教科書の

「生物と環境」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「生

物の環境」につい

てまとめる。 

2 時間  

28 第 6 学年の理科「てこの規則性」 
６年理科教科書の

「てこの規則性」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「て

この規則性」につ

いてまとめる。 

2 時間  

29 第 6 学年の理科「土地のつくりと

変化」 

６年理科教科書の

「土地のつくりと

変化」を読んでお

く。 

2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「土

地のつくりと変

化」についてまと

める。 

2 時間  

30 第 6 学年の理科「月と太陽」 
６年理科教科書の

「月と太陽」を読

んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、「月

と太陽」について

まとめる。 

2 時間  

成 績 評 価 定期試験（30%）、課題・レポート（50%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授

業課題（20%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業後実施する振り返りを確認するとともに、毎回講義用学習シートをチェックし

て次の授業時に返却する。レポートや定期試験はルーブリック評価の結果を渡す。 

59



テキストおよび 
参 考 文 献 

講義資料はその都度配布する 
小学校理科教科書 3 年、4 年、5 年、6 年 
文部科学省「小学校学習指導要解説  理科編」 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

理科好きな子どもを育てる楽しい理科教育の実践と理科授業におけるアクティブラ

ーニングについて学習します。 
小学校教諭二種免許状：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 小学校理科教育

の各学年の目標や学

習内容を理解し、説明

することができる。 

目標や内容

を理解して

おり、ほぼ完

璧な説明が

できる。 

目標や内容

は理解して

いるが、完璧

な説明はで

きない。 

目標や内容

の理解に問

題点がある

が、説明が何

とかできる。 

目標や内容

を理解して

おらず、説明

もできない。 

課題・レポート 
（知識・理解） 15% 

目標や内容

を理解して

おり、ほぼ完

璧な説明が

できる。 

目標や内容

は理解して

いるが、完璧

な説明はで

きない。 

目標や内容

の理解に問

題点がある

が、説明が何

とかできる。 

目標や内容

を理解して

おらず、説明

もできない。 

定期試験 
（知識・理解） 15% 

(2) こどもの発達・自

然認識の仕方を理解

し、具体的に説明する

ことができる。 

こどもの発

達・自然認識

の仕方を理

解しており、

ほぼ完璧な

説明ができ

る。 

こどもの発

達・自然認識

の仕方を理

解している

が、完璧な説

明はできな

い。  

理解は十分

とはいえな

いが、説明が

何とかでき

る。 

理解してお

らず、説明も

できない。 
課題・レポート 
（知識・理解） 15% 

こどもの発

達・自然認識

の仕方を理

解しており、

ほぼ完璧な

説明ができ

る。 

こどもの発

達・自然認識

の仕方を理

解している

が、完璧な説

明はできな

い。  

理解は十分

とはいえな

いが、説明が

何とかでき

る。 

理解してお

らず、説明も

できない。 
定期試験 
（知識・理解） 15% 

(3) 自然を愛する心

情や主体的に問題解

決しようとする態度

の育成技術を身につ

け、説明することがで

きる。 

心情や態度

の育成技術

を身につけ、

ほぼ完璧に

説明できる。 

身にはつけ

ているが、完

璧な説明が

できない。 

十分とは、言

えないが、何

とか説明は

できる。 

身について

ないため、説

明もできな

い。 

課題・レポート 
（思考力・判断力・技能） 20% 

心情や態度

の育成技術

を身につけ、

ほぼ完璧に

説明できる。 

身にはつけ

ているが、完

璧な説明が

できない。 

十分とは、言

えないが、何

とか説明は

できる。 

身について

ないため、説

明もできな

い。 

毎回の授業の感想・振

り返り、毎回の授業課題 

（関心・意欲・態度） 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生活 
Life Environments 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2006 ２年次 通年 

講義・演習・実

技・実習・実験 単位数 卒 業 
認 定 担 当 教 員  実務家 

教員 

演習 2 選択 川上 認 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

小学校１、２年生対象の総合的な教科である生活科の特設的な意義を知り、その目標や内容の理解を深

める。  
「直接的な活動や体験重視」の教科であり、３学年以上の「理科や社会科の基礎」を培うという特質的

性格を究明していく。 

到達目標 

(1) 小学校低学年に新設された趣旨や意義を理解し説明できる  

(2) 生活科の 4 つの目標と 9 つの内容とその扱い方が分かり、指導できるようになる  

(3) 指導計画作成上の留意点を把握し、模擬年間・単元計画や指導案が作成できるようになる  

(4) 生活科の特質を理解し、望ましい学習指導・評価の在り方を説明できる  

授業内容 
と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 生活科設置の背景と趣旨 生活科の誕生の歴

史を読む 2 時間 理由をまとめる  2 時間 

2 生活科の目標 目標の全体構成を

読む 2時間 改訂点をまとめ

る 2 時間 

3 生活科の内容１～３ 内容構成を図示す

る 2 時間 内容をまとめる  2 時間 

4 生活科の内容４～６  内容の階層性を図

示する 2 時間 内容をまとめる  2 時間 

5 生活科の内容７～９ 学習対象を読み取

る 2 時間 内容構成図を書

く 2 時間 

6 自然との触れ合い計画立案  自然の教材をさが

す   2 時間 計画案を検討す

る 2 時間 

7 春の遠足実習 実施上の配慮を書

く   2 時間 報告書を書く   2 時間 

8 栽培活動（１）畑づくり 春野菜の種類を調

べる  2 時間 植栽方法を書く  2 時間 

9 栽培活動（２）野菜の植栽 植付の仕方を調べ

る   2 時間 自己評価表を書

く 2 時間 

10 飼育活動（１）メダカの飼育方

法 
メダカの特徴を調

べる  2 時間 注意点をメモす

る 2 時間 

11 飼育活動（２）飼育の実際 メダカ新聞をつく

る   2 時間 感想文を書く   2 時間 
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12 交流授業の計画（対）～小学校

参観 
訪問時の挨拶を書

く   2 時間 日程表を作る   2 時間 

13 交流授業の実践  指導案を読んでお

く   2 時間 令状を書く    2 時間 

14 遊び教材づくり（例）空気鉄砲 子供の遊びを調べ

る   2 時間 関連教材を調べ

る 2 時間 

15 遊びの実際 指導上の留意点を

調べる 2 時間 相互評価する   2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習時

間 

16 生活科の全体計画・年間計画 指導の特質を読み

とる 2 時間 模擬計画を作る  2 時間 

17 生活科の単元計画の作成 単元計画を読む 2 時間 計画を修正する  2 時間 

18 指導案の作成（１）作成上の留

意点 指導案事例を読む 2 時間 案を作成する   2 時間 

19 指導案の作成 （２）指導案の

作成 指導案の作成   2 時間 案を修正する   2 時間 

20 生活科の評価の基本 配布プリントを読

む   2 時間 自己評価してみ

る 2 時間 

21 評価基準と評価規準 テキスト 3P を読

む   2 時間 違いをまとめる  2 時間 

22 自然との触れ合い体験計画 注意点を調べる    2 時間 準備物を整える  2 時間 

23 秋の野山の散策 例）右田ケ岳 持ち物等を整える 2 時間 感想文を書く   2 時間 

24 栽培活動の実際（１）秋植えの

野菜 
秋野菜の種類を調

べる  2 時間 野菜の絵を描く  2 時間 

25 栽培活動の実際（２）秋の収穫

体験 
収穫物の活用を書

く   2 時間 自己評価する   2 時間 

26 交流活動の計画 
（対）小学校 計画書を作製する 2 時間 形式を調べる   2 時間 

27 交流活動の実際 訪問マナーをメモ

する  2 時間 相互評価する   2 時間 

28 自然物を使った遊び 
（例）糸電話等 

糸電話につて調べ

る   2 時間 遊びを絵にする  2 時間 

29 季節的行事の計画  伝統行事を調べる 2 時間 発表材料を作る  2 時間 

30 季節的行事の実際 
（例）もちつき 

餅つきについて調

べる  2 時間 正月行事を調べ

る 1 時間 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（25%）、課題・レポート（25%）、指導案（10%）、教材作成（15%）、授業

への取り組み（15%）、発表・プレゼンテーション（10%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

・過去の活動体験時に作成した累積成果物等によりフィードバックする 

テキストおよび 
参 考 文 献 

文部科学省「小学校学習指導要領解説 生活編」（4 版） 東洋館出版 

山口短期大学授業用テキスト「生活」 山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

体験活動を重視した教科なので、大学キャンパスより外に学習の場を設けることも

あり、広く実践的に社会や自然に働きかける活動をします。  
小学校教諭二種免許状：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 小学校低学年に新

設された趣旨や意義

を理解し説明できる  

ほぼ確実に新

設された趣旨

や意義を理解

し説明できる 

十分に新設さ

れた趣旨や意

義を理解し説

明できる 

おおむね  
新設された趣

旨や意義を理

解し説明でき

る 

まったく新設

された趣旨や

意義を理解し

説明できない 

定期試験 
（理解）  10% 

ほぼ確実に新

設された趣旨

や意義を理解

し説明できる 

十分に新設さ

れた趣旨や意

義を理解し説

明できる 

おおむね  
新設された趣

旨や意義を理

解し説明でき

る 

まったく新設

された趣旨や

意義を理解し

説明できない 

課題・レポート 
（知識）  10% 

(2) 生活科の 4 つの目

標と9つの内容とその

扱い方が分かり、解で

きるようになる  

ほぼ確実に生

活科の目標と

内容を記述で

きる 

十分に生活科

の目標と内容

を記述できる 

おおむね生活

科の目標と内

容を記述でき

る 

まったく生活

科の目標と内

容を記述でき

ない 

定期試験 
（理解）  15% 

ほぼ確実に生

活科の目標と

内容を記述で

きる 

十分に生活科

の目標と内容

を記述できる 

おおむね生活

科の目標と内

容を記述でき

る 

まったく生活

科の目標と内

容を記述でき

ない 

課題・レポート 
（知識）  15% 

(3) 指導計画作成上の

留意点を把握し、模擬

年間・単元計画や指導

案が作成できるよう

になる  

ほぼ確実に指

導計画や指導

案が作成でき

る 

十分に指導計

画や指導案が

作成できる 

おおむね指導

計画や指導案

が作成できる 

まったく指導

計画や指導案

が作成できな

い 

指導案 
（技能）  10% 

ほぼ確実に指

導計画や指導

案が作成でき

る 

十分に指導計

画や指導案が

作成できる 

おおむね指導

計画や指導案

が作成できる 

まったく指導

計画や指導案

が作成できな

い 

発表・プレゼン

テーション 
（表現力）  

10% 

(4) 生活科の特質を理

解し、望ましい学習指

導・評価の在り方を説

明できる  

ほぼ確実に学

習指導・評価

の在り方を説

明できる 

十分に学習指

導・評価の在

り方を説明で

きる 

おおむね学習

指導・評価の

在り方を説明

できる 

まったく学習

指導・評価の

在り方を説明

できない 

教材作成 
（意欲）  15% 

ほぼ確実に学

習指導・評価

の在り方を説

明できる 

十分に学習指

導・評価の在

り方を説明で

きる 

おおむね学習

指導・評価の

在り方を説明

できる 

まったく学習

指導・評価の

在り方を説明

できない 

授業への取り

組み 
（関心）  

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

音楽 
Music 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1007 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 清水 有美 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校音楽科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。   

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。  

概 要 

小学校の教員として児童の音楽的感性と表現力を育てていくためには、教員自身の音楽的

な知識と基礎能力が必要である。そのために、ここでは音楽理論と歌唱の基礎、リズム奏の

基礎・基本を習得し、音楽的感性と音楽的技能を養う。  
グループ演習をとおしてアンサンブルをする技能を習得する。 

到達目標 

(1) 基本的な音楽理論（楽典）の習得ができる。  

(2) 器楽演奏や歌唱の基本を学び、その基礎力の体得ができる。  

(3) 音楽における基礎能力の感性を助長し、技能を向上させることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 講義の全体目標及び概要説明  「概要説明」テキスト

P1 を読んでおく 2 時間  理解して自分の考

えをまとめる。 2 時間  

2 音の長さ・音符と休符について 「音の長さ」テキスト

P27 を読んでおく  2 時間  プリントパート 1
でまとめる  2 時間  

3 音の高さ・音名と階名 「音の高さ」テキスト

P28 を読んでおく  2 時間  プリントパート 2
でまとめる  2 時間  

4 音の強さ・音の色・味わいの

考察 
「音の強さ・音の色」テ

キスト P30 を読む 2 時間  プリントパート 3
でまとめる  2 時間  

5 音楽用語と各種記号の意味す

るところ 
「音楽用語と各種記号」

教科書 P242,243 を読む 2 時間  用語を暗記する 2 時間  

6 リズムと速度、リズムと拍子

について 
「リズムと速度」教科書 
P244,245 を読んでおく 2 時間  プリントパート 2

でまとめる  2 時間  

7 ソルフェージュ・聴音 「ソルフェージュ」テキ

スト P7 を読んでおく  2 時間  添削指導の復習  

練習  2 時間  

8 リズムの変化、反復、終止感 「リズムの変化」テキス

ト P31,32 を読んでおく 2 時間  プリントパート 6
でまとめる  2 時間  

9 曲想、アンサンブル ―グル

ープ演習― 

「曲想、アンサンブル」

教科書 P2 を読んでおく  
グループで練習する 

2 時間  プリントパート 7
でまとめる  2 時間  

10 指揮の仕方、指揮者の役割 
「指揮の仕方」テキスト

P34、教科書 P 141 を読

んでおく  
2 時間  プリントパート 5

でまとめ、会得する 
2 時間  
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11 ハ長調の音階とイ短調の音階 「音階」テキスト P33 を

読んでおく 2 時間  プリントパート

3,4 でまとめる  2 時間  

12 アンサンブルと指揮者の務め 

「アンサンブル」教科書

P 143 を読んでおく 
自分の割り当てを練習

しておく  

2 時間  実習、演習し会得

する  2 時間  

13 音楽の歴史の概要をつかむ 「音楽の歴史」テキスト

P4,5 を読んでおく  2 時間  記憶、暗記し、まと

める   2 時間  

14 形式美・鑑賞教材のとらまえ方 「鑑賞教材」テキスト

P34,35,36 を熟読する  2 時間  内容をまとめる  2 時間  

15 移調・転調、楽典総論 「楽典総論」テキスト

P37,38 を読んでおく 2 時間  プリントパートまとめ 
1 から 3 でまとめる 2 時間  

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 ハ長調の主要三和音Ⅰ・Ⅳ・

Ⅴの和音 
「ハ長調主要三和音」

テキスト P14 を読む 2 時間  実際に演習する 2 時間  

17 コードネームについて 「コードネーム」テキ

スト P14 を読んでおく 
2 時間  振り返りシートに

よりまとめる  2 時間  

18 ヘ長調の主要三和音Ⅰ・Ⅳ・

Ⅴの和音 
「ヘ長調主要三和音」

テキスト P16 を読む  2 時間  鍵盤で会得する 2 時間  

19 ト長調の主要三和音Ⅰ・Ⅳ・

Ⅴの和音 
「ト長調主要三和音」

テキスト P17 を読む  2 時間  鍵盤で会得する 2 時間  

20 メジャーコード・マイナーコード 「コード」テキスト

P16 を読む  2 時間  検眼で実習する 2 時間  

21 イ短調の主要三和音Ⅰ・Ⅳ・

Ⅴの和音 
「イ短調主要三和音」

テキスト P14 を読む  2 時間  実際に演習する 2 時間  

22 セブンのコード 
C7.F7.G7.D7.E7  

「セブンのコード」テ

キスト P14 を読む  2 時間  鍵盤で会得する 2 時間  

23 コードによる平易な伴奏  
「コードによる伴奏」

テキスト P18 を読み鍵

盤奏をしておく 
2 時間  練習し会得する 2 時間  

24 ハ長調→ト長調、ハ長調→へ

長調への移調奏 
「移調奏」教科書 P139
の鍵盤奏をしておく 2 時間  練習し会得する 2 時間  

25 旋律を歌い、コードによる伴

奏をつける 
「伴奏をつける」テキ

スト P25,26 を読む  2 時間  練習し会得する 2 時間  

26 コードのみの伴奏で旋律を歌う 「コードのみの伴奏」

テキスト P29 を読む  2 時間  練習し会得する 2 時間  

27 弾き歌いを人前で発表する 「弾き歌い」テキスト

P30 の鍵盤奏をする 2 時間  他人のを聞いて自

分へ取り込む  2 時間  

28 和音の教え方 アクティブラ

ーニング 
「和音・AL」テキスト

P19 を読み、考える  2 時間  自分の考えをまと

める 2 時間  

29 グループによるＡＬの成果発表  前時のまとめをしておく  2 時間  発表シートをまと

める 2 時間  

30 コードを使って即興演奏に挑戦 自由課題に取り組む 2 時間  演習・実践あるのみ 2 時間  

成 績 評 価 定期試験（60%）、その他（40%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

プリント 10 パートの習得及び繰り返しの実技検定やレッスンをとおし、課題を段

階的にクリアさせる。やる気を引き出し技能の習得を目指させる。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

初等科音楽教育法・小学校教員養成課程用（音楽之友社） 
小学校学習指導要領 第６節 音楽 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

義務教育で学んだ音楽知識を体系化し、さらに楽典を総括的に学びましょう。 
演習の楽しさを体験し、将来の活動に生かせる素地をつくりましょう。 
能力にあった器楽伴奏法を習得し、楽しく児童をリードする力を養いましょう。 
小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 基本的な音楽理論

（楽典）の習得がで

きる。  

音楽の三要素 
（旋律・リズ

ム・和音）を記

号化した楽典

を全体的にほ

ぼ完璧に理解

し 活 用 で き

る。 

理論として理

解でき、活用

の段階で実用

できる程度に

習得できる。 

ほ ぼ 理 解 で

き、実用実践

の段階で混乱

せずに活用で

きる理論が習

得できる。 

合理性に富む

楽典理論が理

解習得できて

いない。  定期試験 
(知識・理解) 50% 

(2) 器楽演奏や歌唱の

基本を学び、その基礎

力の体得ができる。 

鍵盤楽器を中

心として、弾

き歌いの技量

など、ほぼ完

璧に出来る  

器楽と歌唱の

別々でなら、

ほぼ完璧に表

現できる。  

基本的、基礎

的な演奏力が

ほぼ身に着い

ている。 

基礎的、基 本
的技量が全く

身 に 着 か な

い。 

その他 
(技能・表現力) 30% 

(3) 音楽における基礎

能力の感性を助長

し、技能を向上させ

ることができる。  

自らの力で自

らの感性を磨

く 練 習 が で

き、技能の向

上に努めるこ

とができる。 

楽譜等の指示

に従ってほぼ

完璧に表現で

き、感性を助

長させること

ができる。  

楽譜等の指示

に従ってほぼ

正確に表現で

きるが、感性

を助長させる

までには至ら

ない。  

楽譜等の指示

に従って正確

に表現できな

い。技能の向

上がみられな

い  

定期試験 
(知識・理解) 10% 

自らの力で自

らの感性を磨

く 練 習 が で

き、技能の向

上に努めるこ

とができる。 

楽譜等の指示

に従ってほぼ

完璧に表現で

き、感性を助

長させること

ができる。  

楽譜等の指示

に従ってほぼ

正確に表現で

きるが、感性

を助長させる

までには至ら

ない。  

楽譜等の指示

に従って正確

に表現できな

い。技能の向

上がみられな

い  

その他 
(技能・表現力) 10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

声楽 
Vocal Music 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1008 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 必修 宮本 千穂  
 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

との関係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 初等科音楽教育における歌唱共通教材の音楽的歌唱方法の基本を習得し、現場で必要な伴奏法を学

ぶとともにピアノでの弾き歌いができる。 

到達目標 

(1) 歌唱共通教材 24 曲の内容を理解し、歌うことができる。 

(2) コードや和音を修得し、伴奏に活用できる。 

(3) 歌唱共通教材の曲をピアノで弾き歌いが演奏できる。 

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 歌唱演習 

１学年共通教材より 

テキスト 136～
142 を譜読みして

おく 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

2 歌唱演習  

２学年共通教材より 

テキスト 144～
150 を譜読みして

おく 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

3 歌唱演習  

３学年共通教材より 

テキスト 152～
158 を譜読みして

おく 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

4 歌唱演習 

４学年共通教材より 

テキスト 160～
168 を譜読みして

おく 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

5 歌唱演習 

５学年共通教材より 

テキスト 170～
180 を譜読みして

おく 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

6 歌唱演習 

６学年共通教材より 

テキスト 182～
188 を譜読みして

おく 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

7 簡単な声楽アンサンブル 
指定された楽譜を

譜読みする。 2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

8 ピアノによる伴奏法 ① 

授業の中で決めた

合唱曲を譜読みし

ておく  
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 
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9 ピアノによる伴奏法 ② 

授業の中で決めた

合唱曲を譜読みし

ておく  
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

10 ピアノによる伴奏法 ③ 

授業の中で決めた

合唱曲を譜読みし

ておく  
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

11 ピアノによる弾き歌い ① 

指定した曲の譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

12 ピアノによる弾き歌い ② 

指定した曲を譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

13 ピアノによる弾き歌い ③ 

指定した曲を譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

14 ピアノによる弾き歌い ④ 

指定した曲を譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

15 ピアノによる弾き歌い ⑤ 

指定した曲を譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50％）授業への取り組み(50％) 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

毎回の授業の曲を復習する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 初等科音楽研究会 編「最新 初等科音楽教育法」音楽之友社 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 歌唱共通教材 24
曲の内容を理解し、歌

うことができる。 

ほぼ完璧に、

歌うことが

できる。 

大きな間違

いがなく、歌

うことがで

きる。 

最低限で、歌

うことがで

きる。 

習得してい

ない。 授業への取り組み 
（関心・意欲・態

度） 
15% 

(2) コードや和音を修

得し伴奏に活用でき

る。 

ほぼ完璧に、

活用できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を活用で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基本を活

用できる。 

活用できて

いない。 授業での取り組み 
（技能・意欲・態

度） 
15% 

(3) 歌唱共通教材の曲

をピアノで弾き歌い

が演奏できる。 

ほぼ完璧に、

弾き歌いが

演奏できる。 

大きな間違

いがなく、弾

き歌いが演

奏できる。 

最低限で、弾

き歌いが演

奏できる。 

弾き歌いが

できていな

い。 
定期試験 
（技能・表現力・作

品の完成度） 
50% 

ほぼ完璧に、

弾き歌いが

演奏できる。 

大きな間違

いがなく、弾

き歌いが演

奏できる。 

最低限で、弾

き歌いが演

奏できる。 

弾き歌いが

できていな

い。 授業での取り組み 
（関心・意欲） 20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

器楽Ⅰ 
Instrumental Music I 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1009 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 必修 宮本 奈奈・宮本 千穂  

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
初等科音楽教育に必要なピアノ演奏技術の修得を目指す。  
それぞれのピアノ演奏技術の向上を目指す。  
個人レッスンの形態で演習する。 

到達目標 
(1) ピアノ演奏技術の基礎を習得できる。  

(2) 正しい楽譜の読み方を学べる。  

(3) 学んだことを応用し、表情豊かに演奏できる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 ピアノの扱い方 演奏の方法 演

奏楽曲の説明  

テキストを読んで

おく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

2 ピアノ演奏① バイエル 15 番  
バイエル 15 番を

譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

3 ピアノ演奏② バイエル 15 番  
バイエル 15 番を

譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

4 ピアノ演奏③ バイエル 28 番 
バイエル 28 番を

譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

5 ピアノ演奏④ バイエル 28 番 
バイエル 28 番を

譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

6 ピアノ演奏⑤ バイエル 48 番 
バイエル 48 番を

譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

7 ピアノ演奏⑥ バイエル 48 番  
バイエル 48 番を

譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

8 ピアノ演奏⑦ バイエル 51 番 
バイエル 51 番を

譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

9 ピアノ演奏⑧ バイエル 51 番  
バイエル 51 番を

譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

10 音階について① ハ長調、ニ長

調、へ長調 
譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

11 音階について② ト長調、イ短調 譜読みしておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

12 「ﾌﾞﾙｸﾞﾐｭｰﾗｰ 25 の練習曲」以上

の教材より選択 -１週目-  

課題曲の練習をし

ておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

13 「ﾌﾞﾙｸﾞﾐｭｰﾗｰ 25 の練習曲」以上

の教材より選択 -2 週目- 

課題曲の練習をし

ておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  
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14 「ﾌﾞﾙｸﾞﾐｭｰﾗｰ 25 の練習曲」以上

の教材より選択 -3 週目- 

課題曲の練習をし

ておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

15  「ﾌﾞﾙｸﾞﾐｭｰﾗｰ 25 の練習曲」以

上の教材より選択 -4 週目- 

課題曲の練習をし

ておく 2 時間  授業を振り返り習

った曲を復習する 2 時間  

成 績 評 価 定期試験（66%）、授業への取り組み（34%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

日々の練習の成果を復習練習でフィードバックし、実技試験の場で発表する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

「バイエル教則本」全音出版社 
「ブルグミューラー25 の練習曲」全音出版  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 評価 
比率 

(1) ピアノ演奏技術

の基礎を習得でき

る。  

ほぼ完璧に習

得している。 
大きな間違い

がなく、基礎

を習得してい

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を習得し

ている。 

習得できてい

ない。 定期試験 

（ 関心・ 意欲・ 態

度）  

18% 

ほぼ完璧に習

得している。 
大きな間違い

がなく、基礎

を習得してい

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を習得し

ている。 

習得できてい

ない。 授業への取り組み 

（知識・技能）  
17% 

(2) 正しい楽譜の読

み方を学べる。 
ほぼ完璧に学

んでいる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 学 ん で い

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を学んで

いる。 

学 べ て い な

い。 定期試験 

（ 関心・ 意欲・ 態

度）  

30% 

(3)  学んだことを

応用し、表情豊かに

演奏できる。 

ほぼ完璧に演

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 演 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を演奏で

きる。 

演奏できてい

ない。 定期試験 

（ 関心・ 意欲・ 態

度）  

18% 

ほぼ完璧に演

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 演 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を演奏で

きる。 

演奏できてい

ない。 授業への取り組み 

（知識・技能）  
17% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

器楽Ⅱ 
Instrumental Music Ⅱ 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2010 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 安部 浩信  
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 器楽合奏法は初等音楽教育に必要な様々な楽器の知識を習得し、合奏方法とその指導法を学ぶ。  
また、歌唱教材のピアノ伴奏法を習得する。 

到達目標 

(1) リコーダーの基礎奏法を習得し、各学年の対象曲が演奏できる。  

(2) 様々な合奏楽器の特徴を知り、適切な奏法を習得する。  

(3) 様々な合奏楽器を使って合奏ができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 リコーダー演習法 ―１週目― 
リコーダーの運指

を教科書を見なが

ら練習しておく 
2 時間 授業で練習した音

階と曲を練習する 2 時間 

2 リコーダー演習法 ―２週目― ♯、♭の指使いを予習

しておく 2 時間 授業で練習した音

階と曲を練習する 2 時間 

3 リコーダー演習法 ―３週目― 指定された曲を練

習しておく 2 時間 授業で練習した音

階と曲を練習する 2 時間 

4 合奏楽器の特徴と扱い方  
―１週目― 

合奏曲で使用する

打楽器、鍵盤楽器の

練習をしておく 
2 時間 授業で練習した楽

器の練習をする 2 時間 

5 合奏楽器の特徴と扱い方  
―２週目― 

合奏曲で使用する

打楽器、鍵盤楽器の

練習をしておく 
2 時間 授業で練習した楽

器の練習をする 2 時間 

6 合奏① ―１、２、３年生対象曲

１週目― 

合奏曲で使用する

打楽器、鍵盤楽器の

練習をしておく 
2 時間 授業で練習した楽

器の練習をする 2 時間 

7 合奏② ―１、２、３年生対象曲

２週目― 

合奏曲で使用する

打楽器、鍵盤楽器の

練習をしておく 
2 時間 授業で練習した楽

器の練習をする 2 時間 

8 合奏③ ―１、２、３年生対象曲

３週目― 

合奏曲で使用する

打楽器、鍵盤楽器の

練習をしておく 
2 時間 授業で練習した楽

器の練習をする 2 時間 

9 合奏（創作）①  
―４、５、６年生対象曲１週目― 

合奏曲のリズムを

工夫しておく 2 時間 授業で創作したリ

ズムを練習する 2 時間 

10 合奏（創作）②  
―４、５、６年生対象曲２週目― 

創作したリズムを

発展させておく 2 時間 授業で創作したリ

ズムを練習する 2 時間 
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11 
合奏（創作）③  
―４、５、６年生対象曲３週目―
（発表会） 

創作リズムの練習

をしておく 2 時間 合奏曲の仕上げ練

習をする 2 時間 

12 ピアノ伴奏法① ―歌唱教材伴奏

法１、２年  
指定された曲を練

習しておく 2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

13 ピアノ伴奏法② ―歌唱教材伴奏

法３、４年  
指定された曲を練

習しておく 2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

14 ピアノ伴奏法③ ―歌唱教材伴奏

法５、６年  指定された曲を練

習しておく 2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

15 ピアノ伴奏法④  まとめ 指定された曲を練

習しておく 2 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（51%）、授業への取り組み（49%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

毎回授業の終わりに出来ているか個別に確認をする。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

泉 靖彦 他「初等科 音楽教育法」音楽之友社 
小学校学習指導要領 第６節 音楽 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 初等科音楽教育の実践的指導法を学びます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) リコーダーの基礎

奏法を習得し、各学年

の対象曲が演奏でき

る。  

ほぼ完璧に演

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 演 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を演奏で

きる。 

演奏できてい

ない。  定期試験 
（知識・理解）  18% 

ほぼ完璧に演

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 演 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を演奏で

きる。 

演奏できてい

ない。  授業への取り

組み 
（技能）  

17% 

(2) 様々な合奏楽器の

特徴を知り、適切な奏

法を習得する。  

ほぼ完璧に習

得している。  
大きな間違い

がなく、基礎

を習得してい

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を習得し

ている。 

習得できてい

ない。  定期試験 
（技能）  18% 

ほぼ完璧に習

得している。  
大きな間違い

がなく、基礎

を習得してい

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を習得し

ている。 

習得できてい

ない。  授業への取り

組み 
（関心・理解）  

17% 

(3) 様々な合奏楽器を

使って合奏ができる。 
ほぼ完璧に合

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 合 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を合奏で

きる。 

合奏ができて

いない。 授業への取り

組み 
（知識・技能）  

15% 

ほぼ完璧に合

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 合 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を合奏で

きる。 

合奏ができて

いない。 定期試験 
（作品の完成

度）  
15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

図画工作 
Arts and Handicrafts 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1011 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 佐古 淳子 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校美術科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
図画工作における領域の中で、絵画・デザインを主におこなう。工作は教材研究に、鑑賞は美術史に託し

ながら相互に行っていく。絵画ではデッサン・水彩画を、デザインはポスターを作製する。採用試験対策

のため、持ち込み不可の試験を行う。色彩関係について知識を得られるような内容にする。 

到達目標 

(1) 水彩画、ポスター の制作の手順や画材、用具、色彩について説明する事ができる。  

(2) 水彩画、ポスターの特質を知り、意欲的に取材し、画面構成力を高める事ができる。  

(3) 透明水彩、ポスターカラーの扱いに熟達し、表現したい内容を描く事ができる。  

(4) お互いの作品を鑑賞して考えを説明し合い、高め合うことができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習時

間 

1 オリエンテーション・人物ク

ロッキー  

テキスト P.3～P.7
から鉛筆画の概要を

つかむ。 
 2 時間 

授業を振り返り、

人物クロッキーの

自己評価をする。 
 2 時間 

2 鉛筆デッサン・ものの見方 

－手・器と視点－  

テキスト P.11、P.8、

P.9 の演習 1）,2）を予

習し透視図法と陰影

の つ け 方 を 理 解 す

る。 

 2 時間 

授業を振り返り、

２つのデッサンの

完成度を高め、自 j
子評価をして次時

提出する。 

 2 時間 

3 
鉛筆デッサン 

－人物の顔－  

配置とトレース 

テキスト P.10 を読

んで実践し人物の顔

についての理解を深

める。 

2 時間  
授業を振り返り、デ

ッサンの途中段階

の自己評価をする。 
 2 時間 

4 
鉛筆デッサン 

－人物の顔－ 

陰影の技法 

P.6~P.10 を振り返り

人物の顔の陰影につ

いて理解を深める。 
2 時間 

授業を振り返り、

制作の自己評価お 
よび見直しをす

る。 

2 時間  

5 鉛筆デッサン 

－人物の顔の仕上げ－  

顔の凹凸を理解し、

起伏に沿った陰影の

つけ方を追究、制作

を進める。 

2 時間  
デッサンの完成度

を高め、自己評価を

して次時提出する。 
 2 時間 
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6 水彩画の制作 
－モチーフの選択・レイアウト－  

テキスト P.11～P.18
からアングル、画面

構成の理解を深め

る。 

2 時間 
授業を振り返り、

制作の見直し、自

己評価をする。 
 2 時間 

7 下描き① 

－構図決定（鉛筆）－   

身近なモチーフを探

し組み合わせを試し

ておく。プリントを

確認する。 

2 時間 

授業を振り返り、

制作の自己評価、

および手直しをす

る。 

 2 時間 

8 下描き② 

－細部描画（鉛筆）－ 

テキスト P.13~P.18
からモチーフの隣

接、前後関係、上下

遠近を確認する。 

2 時間  

授業を振り返り空

間の描き方につい

て理論的にまとめ

る。 

 2 時間 

9 着彩① 

－薄塗り－ 

テキスト P.19～P.21
を読み透明水彩の重

色の効果を理解す

る。 

2 時間 
透明水彩と不透明

水彩の違いについ

てまとめる。 
 2 時間 

10 
着彩② 

－画面全体を見ながら色を重ねていく

－ 

テキスト P.20~P.21
の重色の効果に関連

して水彩の技法を理

解しておく。 

2 時間 

重色の効果に関連

して点描やドライ

ブラッシュ、ハッ

チング、ぼかし、

洗い出しなどを復

習しておく。 

 2 時間 

11 着彩③ 

－色を重ねて深みを出す－ 

陰影や遠近の考察と

ともに暖色や寒色の

効果について考え

る。（色価について） 

2 時間 
授業を振り返り、

制作の自己評価を

する。 
 2 時間 

12 評価・講評  

これまでの学習の観

点からお互いの批評

ができるように考え

ておく 

2 時間 

授業を振り返り、鑑

賞内容や言葉の表

現が適切だったか

感想をまとめる。  

 2 時間 

13 演習グラデーション① 

－色について－ 

テキスト P.24～P.27
を読んで色の学習に

ついて理解してお

く。 

2 時間 
授業を振り返り、

疑問点などをまと

める。 
 2 時間 

14 演習グラデーション② 
－ポスターカラーの使い方－ 

明度変化と色相変化

の構想をまとめてお

く。 
2 時間  

授業を振り返り、

課題の制作状況の

補足をする。 
 2 時間 

15 演習グラデーション③ 
色の学習の用語につ

いて説明できるよう

にしておく。 
2 時間 

修正箇所を見直

し、課題の完成度

を高め、提出する。 
 2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習時

間 

16 ポスターについて 

テキスト P.22,P.23, 
P.30 を読んでポス

ターについて理解を

深める。 

2 時間  

授業を振り返り、

自分の主題、構想、

資料収集に取り掛

かる。 

2 時間  

17 レタリング 

－ゴシック体と明朝体①－ 

テキスト P.28、P.29
を読んで演習１）、2）
を予習する。 

2 時間  
授業を振り返り、予

習した内容を見直

す。 
2 時間  

18 レタリング 

－ゴシック体と明朝体②－ 

演習シートによって

技術の向上を図る。 2 時間 
授業を振り返り、演

習シートを完成さ

せ、次時提出する。 
2 時間  

19 資料収集・構想・アイデアス

ケッチ 

構想シートに数種

類、構想を描く。 2 時間  授業を振り返り、構

想を何度も見直す。 2 時間  
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20 下描き① 

－構図決定－ 

コピー・レタリング

の考案 2 時間  
授業を振り返り、構

想を何度も推敲す

る。 
2 時間  

21 下描き② 

－レタリングのトレースや細部－ 

制作状況の遅れを補

足 2 時間  制作状況の補足を

し進捗を次時報告 2 時間  

22 着彩① 

－モダンテクニックについて－ 

テキスト P.31 を読

んで吹き流し、スパ

ッタリング、デカル

コマニーなどを知

る。 

2 時間 制作状況の補足を
し進捗を次時報告  2 時間 

23 着彩② 
制作状況の遅れを補

足  2 時間 制作状況の補足を
し進捗を次時報告  2 時間 

24 着彩③ 
制作状況の補足をす

る。 2 時間 制作状況の補足を
し進捗を次時報告  2 時間 

25 着彩④ 
制作状況の補足をす

る。 2 時間 制作状況の補足を
し進捗を次時報告  2 時間 

26 着彩⑤ 
制作状況の補足をす

る。 2 時間 制作状況の補足を
し進捗を次時報告  2 時間 

27 着彩⑥ 
制作状況の補足をす

る。 2 時間 授業を振り返り、

自己評価をする。  2 時間 

28 評価・講評 

制作状況の補足をす

る。完成度をより高

め鑑賞の考えを深め

講評に備える。 

2 時間 

お互いに鑑賞しあ

い意見交換をした

内容を作品の完成

に生かし、次時提

出する。 

2 時間  

29 美術史・東西比較 

事前に配布している

美術史年表を予習し

ておく。 
2 時間 

授業を振り返り、鑑

賞内容や作品名作

者名をまとめて次

時提出。 

 2 時間 

30 美術史まとめ  

美術資料集の内容、

作品、作者、世界遺

産などについて知識

を深める。 

2 時間 授業を振り返り、

自己評価をする。  2 時間 

成 績 評 価 定期試験（5%）、課題・レポート（10%）、作品（40%）、授業への取り組み（40%）、

発表・プレゼンテーション（5%）  

課題(試験・レポート等)
に対する 

フィードバックの方法 

学生は授業の振り返りシートに課題に対する疑問や感想、自己評価を記入し連絡ボ

ックスに入れる。それに対して次時までにコメントを記入し返却する。  
課題の評価は作品完成時に口頭で、試験の評価は点数（100 点中～80 点：優、79～
70 点：良、69～60 点：可、60 点未満：不可）で知らせる。正解とともに返却する。

場合によっては個人的に呼び出して指導することもある。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト『図画工作』 山口短期大学 佐古淳子 
小学校学習指導要領 第７節 図画工作 
中学校学習指導要領 第６節 美術 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

制作が主となる活動です。小学校の学習が次に何に繋がっていくのかを理解するた

めに概ね中学校課程に準ずる内容になっています。皆さんの個性を重視しながら、

創意・工夫や完成させる意欲が高まるような関わり方を模索していきます。 

小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 水彩画、ポスタ

ー  の制作の手順や

画材、用具、色彩に

ついて説明する事が

できる。  

ほ ぼ完 璧に

基 本を 説明

できる。 

大 き な間 違

いがなく、基

本 を 説明 で

きる。 

間 違 いは い

く つ かあ る

が、最低限の

基 本 を説 明

できる。 

説 明 でき て

いない。 定期試験 

（知識・理解・思考

力・判断力・問題解

決力）  

5% 

ほ ぼ完 璧に

基 本を 説明

できる。 

大 き な間 違

いがなく、基

本 を 説明 で

きる。 

間 違 いは い

く つ かあ る

が、最低限の

基 本 を説 明

できる。 

説 明 でき て

いない。 課題・レポート 

（関心・意欲・理解・

思考力）  

5% 

(2) 水彩画、ポスタ

ーの特質を知り、意

欲的に取材し、画面

構成力を高める事が

できる。  

ほ ぼ完 璧に

正 しく 理解

して、自分の

考 え で 制

作・助言がで

きる。 

大 き な手 違

い が なく 理

解して、自分

の 考 えで 制

作・助言がで

きる。 

理 解 不足 の

た め 手違 い

は あ るが 自

分 な りに 制

作・助言がで

きる。 

理解を怠り、

自 分 の考 え

で 制 作で き

ていない。ま

た 制 作し な

い。 

作品 

（意欲・思考力・表

現力・創造性・問題

解決力）  

20% 

ほ ぼ完 璧に

正 しく 理解

して、自分の

考 え で 制

作・助言がで

きる。 

大 き な手 違

い が なく 理

解して、自分

の 考 えで 制

作・助言がで

きる。 

理 解 不足 の

た め 手違 い

は あ るが 自

分 な りに 制

作・助言がで

きる。 

理解を怠り、

自 分 の考 え

で 制 作で き

ていない。ま

た 制 作し な

い。 

授業への取り組み 

（意欲・理解・思考

力・判断力・創造性）  
20% 

(3) 透明水彩、ポス

ターカラーの扱いに

熟達し、表現したい

内容を描く事ができ

る。  

ほ ぼ完 璧に

技 法の 特性

を 理解 して

表 現で き完

成 する こと

ができる。 

大 き な手 違

い が なく 技

法 の 特性 を

理 解 して 表

現でき、完成

す る こと が

できる。 

技 法 の特 性

の 理 解不 足

の た め手 違

いはあるが、

自 分 なり の

表 現 がで き

る。 

技 法 の特 性

の 理 解を 怠

り、自分なり

の 表 現も で

きていない。

ま た 制作 し

ない。 

作品 

（意欲・技能・表現

力・問題解決力・作品

の完成度）  

20% 

ほ ぼ完 璧に

技 法の 特性

を 理解 して

表 現で き完

成 する こと

ができる。 

大 き な手 違

い が なく 技

法 の 特性 を

理 解 して 表

現でき、完成

す る こと が

できる。 

技 法 の特 性

の 理 解不 足

の た め手 違

いはあるが、

自 分 なり の

表 現 がで き

る。 

技 法 の特 性

の 理 解を 怠

り、自分なり

の 表 現も で

きていない。

ま た 制作 し

ない。 

授業への取り組み 

（意欲・判断力・表

現力・創造性・問題

解決力）  

20% 

(4) お互いの作品を

鑑賞して考えを説明

し合い、高め合うこ

とができる。  

ほ ぼ適 切に

作 品の よさ

や 作者 の心

情、自分の考

え を説 明で

きる。 

大 き な間 違

いがなく、作

品 の よさ や

自 分 の考 え

を 説 明で き

る。 

不 適 切な 表

現 は いく つ

かあるが、自

分 の 考え を

説明できる。 

説 明 でき て

いない。 
課題・レポート 

（関心・知識・思考

力・創造性）  
5% 

ほ ぼ適 切に

作 品の よさ

や 作者 の心

情、自分の考

え を説 明で

きる。 

大 き な間 違

いがなく、作

品 の よさ や

自 分 の考 え

を 説 明で き

る。 

不 適 切な 表

現 は いく つ

かあるが、自

分 の 考え を

説明できる。 

説 明 でき て

いない。 発表・プレゼンテー

ション 

（思考力・判断力・表

現力・協働性・問題解

決力）  

5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

工芸 
Craft 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1012 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 西村 直記  
 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

粘土と木を主材料として制作過程を理解しながらその技法を身につける。前期では、付け加えながら造形する粘

土を使用し、粘土の性質を理解しながらデザイン感覚を養う。土地柄、大道は萩焼きの粘土が産出する場所でも

あるので、その特性を活かして萩焼きの制作をおこなう。後期では、削って造形する木を使用し、木の特性を理

解しながら前期で扱った粘土との違いを学ぶ。実際に木材を使って鍋敷きやペーパーナイフを制作し、電動糸の

こ盤などの工具の使用方法や木材の加工方法を学習する。 

到達目標 

(1) 粘土と木の素材の違いを認識し、技法及び道具の基本的な知識を身につけることができる。  

(2) 課題の内容を理解し、使いやすいデザインを考案することができる。  

(3) 素材の違いを考慮しながら、各自の制作意図を反映した作品を創造することができる  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 授業の概要についての説明と心

構え   ― ― 授業の概要と心構え

をまとめる。 2 時間 

2 概要及び焼物用粘土の取扱いに

ついて 

本時の内容に該当す

る資料の項目を読

む。 
2 時間 

焼物用粘土の取り扱

いについて振り返

り、まとめる。 
2 時間 

3 粗練りと菊練りの練り方 前時に指定した資料

の項目を読む。 2 時間 粗練りと菊練りの注

意事項をまとめる。 2 時間 

4 土鈴の制作 土鈴のデザインを考

える。 2 時間 土鈴を作る時の注意

事項をまとめる。 2 時間 

5 玉づくりの制作方法と制作 玉づくりの器のデザ

インを考える。 2 時間 
玉づくりで器を作る

時の注意事項をまと

める。 
2 時間 

6 玉づくりの底削り方法 底削りに該当する資

料の項目を読む。 2 時間 底削りの注意事項を

まとめる。 2 時間 

7 板づくりの制作方法と制作 板づくりの器のデザ

インを考える。 2 時間 
たたら板を使用する

板づくりの注意事項

をまとめる。 
2 時間 

8 板づくりの制作 板づくりに該当する

資料の項目を読む。 2 時間 
板づくりのパーツの

組み立ての注意事項

をまとめる。 
2 時間 
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9 板づくりの底削り方法 
板づくりの底削りに

該当する資料の項目

を読む。 
2 時間 

板づくりならではの

底削りの注意事項を

まとめる。 
2 時間 

10 ひもづくりの制作方法と制作 ひもづくりの器のデ

ザインを考える。 2 時間 
ひもづくりで器を作

る時の注意事項をま

とめる。 
2 時間 

11 ひもづくりの制作（１）成形 
ひもづくりに該当す

る資料の項目を読

む。 
2 時間 

自らのデザインに近

づけるための注意事

項をまとめる。 
2 時間 

12 ひもづくりの制作（２）仕上げ 
自らのデザインを形

にするための制作方

法を考える。 
2 時間 

大きな器を作る時の

注意事項をまとめ

る。 
2 時間 

13 ひもづくりの底削りの方法 
ひもづくりの底削り

に該当する資料の項

目を読む。 
2 時間 

ひもづくりならでは

の底削りの注意事項

をまとめる。 
2 時間 

14 施釉 
釉薬を掛けて仕上げ

た状態の器のデザイ

ンを考える。 
2 時間 釉薬を掛ける時の注

意事項をまとめる。 2 時間 

15 鑑賞・評価 
焼成の方法に該当す

る資料の項目を読

む。 
2 時間 

陶芸の作業を振り返

り、注意事項をまと

める。 
2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

16 概要及び木工について 資料の木工編を読

む。 2 時間 
概要と木工について

の説明を振り返り、

まとめる。 
2 時間 

17 鍋敷き作品のデザインを決定 鍋敷きのデザインを

考える。 2 時間 
木材の製材方法とそれ

ぞれの適性と長所・短

所をまとめる。 
2 時間 

18 ペーパーナイフのデザインを決

定 
ペーパーナイフのデ

ザインを考える。 2 時間 
木の種類とそれぞれ

の適性と長所・短所

をまとめる。 
2 時間 

19 糸のこ盤の使用方法 
糸のこ盤の使用方法

に該当する資料の項

目を読む。 
2 時間 

糸のこ盤の使用にあ

たっての注意事項を

まとめる。 
2 時間 

20 切削手順と方法 
自らのデザインを形

にするための切削方

法を考える。 
2 時間 

切削の方法と手順に

ついての注意事項を

まとめる。 
2 時間 

21 彫刻刀による切削方法 
彫刻刀の使用に該当

する資料の項目を読

む。 
2 時間 

彫刻刀の種類と使用

に関する注意事項を

まとめる。 
2 時間 

22 鍋敷きの切削（１）荒彫り 
浮き彫り（レリーフ）

をイメージしてデザ

インを考える。 
2 時間 

本時の作業を振り返

り、作業の問題点を

まとめる。 
2 時間 

23 鍋敷きの切削（２）中彫り 
荒彫りから仕上げ彫

りに該当する資料の

項目を読む。 
2 時間 

本時の作業を振り返

り、作業の問題点を

まとめる。 
2 時間 

24 鍋敷きの切削（３）仕上げ彫り 
立体的なデザインを考

え、本時の作業の進行

方法を考える。 
2 時間 

本時の作業を振り返

り、作業の問題点を

まとめる。 
2 時間 

25 ペーパーナイフの切削（荒・中彫

り） 

ペーパーナイフを立

体的にイメージして

本時の作業を考え

る。 

2 時間 
本時の作業を振り返

り、作業の問題点を

まとめる。 
2 時間 

26 ペーパーナイフの切削（仕上げ彫

り） 

作品の完成状態をイ

メージして、本時の

作業を考える。 
2 時間 

彫刻刀の切削作業全

般を振り返り、注意

事項をまとめる。 
2 時間 

27 サンドペーパーによる研き作業 
作品の完成状態をイ

メージして、本時の

作業を考える。 
2 時間 

サンドペーパーの使

用に関する注意事項

をまとめる。 
2 時間 
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28 絵の具による着色 色付けのデザインを

考える。 2 時間 絵の具の適性と長

所・短所をまとめる。 2 時間 

29 仕上げ（水性ウレタン・ワックス） 
水性ウレタン・ワッ

クスに該当する資料

の項目を読む。 
2 時間 

水性ウレタン・ワッ

クスの注意事項をま

とめる。 
2 時間 

30 鑑賞・評価 
工芸の授業全般を振

り返り、疑問点・質問

事項をまとめる。 
2 時間 

工芸の授業全般の注

意事項をまとめて、

定期試験に備える。 
2 時間 

成 績 評 価 レポート（知識・理解・判断力）（10%） 
作品（関心・意欲・態度・技能・発想・表現力）（90%）  

課題(試験・レポート等) 
に対する 

フィードバックの方法 
作品の評価・改善方法及びレポートについては授業の中で随時指導する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

「工芸」山口短期大学 
小学校学習指導要領 第７節 図画工作 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

毎回の授業への取り組みとやる気が作品の良し悪しに関わってきます。 
小学校教諭二種免許状：必修 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 粘土と木の素材の

違いを認識し、技法及

び道具の基本的な知

識を身につけること

ができる。  

粘土と木の素

材の特性を理

解し、技法及

び道具の基本

的な知識が十

分に身につい

ている。 

粘土と木の素

材の特性を理

解し、技法及

び道具の基本

的な知識が概

ね身について

いる。 

粘土と木の素

材の特性を概

ね理解し、技

法及び道具の

使用方法は理

解している。 

粘土と木の素

材の特性を理

解できず、技

法及び道具の

使用方法も理

解 し て い な

い。  

レポート 
（知識・理解・判

断力） 
10% 

(2) 課題の内容を理解

し、使いやすいデザイ

ンを考案することが

できる。  

課題の内容を

理解し、使い

やすいデザイ

ンを考案する

ことができて

いる。 

課題の内容を

概ね理解し、

自分なりのデ

ザインを考案

することがで

きている。 

課題の内容を

概ね理解し、

一般的なデザ

インであれば

考案すること

ができる。 

課題の内容を

理解できず、

一般的なデザ

インを考案す

ることができ

てない。  

作品 
（関心・意欲・態

度・発想・表現

力） 

45% 

(3) 素材の違いを考慮

しながら、各自の製作

意図を反映した作品

を創造することがで

きる  

素材の違いを

理解し、自ら

の制作意図の

とおりの作品

を創造するこ

とができてい

る。 

素材の違いを

理解し、自ら

の制作意図の

とおりの作品

を概ね制作す

ることができ

ている。 

素材の違いを

概ね理解し、

自らの制作意

図に近い作品

を制作するこ

とができてい

る。  

素材の違いを

理解できず、

作品を制作す

ることができ

ていない。 

作品 
（関心・意欲・態

度・技能・表現

力） 

45% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

体育Ⅰ 
 Physical EducationⅠ 

児童教育学科 
初等教育学専攻 24EPTS2013 １年次 通年 

講義・演習・実

技・実習・実験 単位数 卒 業 
認 定 担 当 教 員  実務家 

教員 

演習 2 必修 濵本 昌明 ○ 

実務家教員 
の詳細 

小学校教員、特に体育科を中心とした実務経験を生し、楽しい体育を目指した実践的な授業

を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

小学校教諭免許修得にふさわしい力を身に付けることを主眼に授業を行う。主に、小学校の体育科教

育において学習指導要領に示されている学習内容の指導ができるということが中心である。 
子どもの教育に必要な教員としての資質能力を身に付けることができるように授業を進めていく。その

ために、「体育の見方・考え方」、「運動の系統的指導」、「楽しい体育の実践」、「豊かなスポーツラ

イフの実現」という言葉をキーワードにして行う。 

到達目標 

(1) 全学年に渡ってできるだけ多くの運動領域の内容を経験し、基本的な知識及び技能を習得する。  

(2) 運動種目に応じた系統的指導のあり方を理解し、段階的な指導方法を習得する。  

(3) 「楽しい体育」の考え方を理解し、各運動領域における要点を押さえた指導方法を習得する。 

(4) 指導案の作成に慣れ、指導案に基づいて実際に模擬授業を行うことができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
オリエンテーション －前期授業の

概要と見通しについて－学習指導要

領をどう捉えるか 

   ―  ― 
「体育の基本的

な考え方」の資料

を読み返す 
2 時間 

2 全学年：体つくりの運動遊び 
（なわとび・リズムなわとび） 

縄跳びの練習 2 時間 縄跳びの練習 2 時間 

3 中・高学年：体つくりの運動遊び 
（短なわ・長なわを使って） 

体つくりの運動遊

び指導の資料を読

む 
2 時間 

短なわ・長なわを

使った運動の振

り返り 
2 時間 

4 全学年：運動遊びと体つくり運動 
（多様な動きを作る運動） 

運動遊びと体つく

り運動の資料を読

む 
2 時間 

多様な動きを作

る運動の振り返

り  
2 時間 

5 高学年：陸上運動 
「ハードル走Ⅰ」 

「ハードル走Ⅰ」

の資料を読む 2 時間 
「ハードル走Ⅰ」

の授業の振り返

り  
2 時間 

6 高学年：陸上運動 
「ハードル走Ⅱ」 

「ハードル走Ⅱ」

の資料を読む 2 時間 
「ハードル走Ⅱ」

の授業の振り返

り  
2 時間 

7 中学年・高学年：器械運動 
「マット運動」 

「マット運動」の

資料を読む 2 時間 「マット運動」の

授業の振り返り 2 時間 
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8 中学年・高学年：器械運動 
「跳び箱運動Ⅰ」 

「跳び箱運動Ⅰ」

の資料を読む 2 時間 
「跳び箱運動Ⅰ」

の授業の振り返

り 
2 時間 

9 中学年・高学年：器械運動 
「跳び箱運動Ⅱ」 

「跳び箱運動Ⅱ」

の資料を読む 2 時間 
「跳び箱運動Ⅱ」

の授業の振り返

り 
2 時間 

10 全学年：水遊びと水泳運動 
（資料研究） 

水遊びと水泳運動

の資料を読む 2 時間 
水遊びと水泳運

動の授業の振り

返り 
2 時間 

11 ワークショップ：体育科指導案の作

り方 

指導案作りの資料

を読む 2 時間 指導案作成 2 時間 

12 演習：指導案の推敲と準備 指導案作成 2 時間 指導案の推敲 2 時間 

13 演習：模擬授業Ａと振り返り 指導案作成 2 時間 指導案作りの振

り返り 2 時間 

14 演習：模擬授業Ｂと振り返り 指導案作成 2 時間 指導案作りの振

り返り 2 時間 

15 前期授業のまとめ 
レポート作成 

ﾚﾎﾟｰﾄへの対応資料

を読んでおく 2 時間 ﾚﾎﾟｰﾄの振り返り 2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 

オリエンテーション－後期授業の概

要と見通しについて－ 
低・中学年：ゲーム 
「ならびっこゲーム、キックベース

ボール」 

指導資料を読む 2 時間 低・中学年のゲー

ムの振り返り 2 時間 

17 高学年：ボール運動 
「ソフトボール」 

「ソフトボール」

の資料を読む 2 時間 ソフトボールの

授業の振り返り 2 時間 

18 全学年：器械運動 
「鉄棒Ⅰ」（逆上がり） 

「鉄棒Ⅰ」の資料

を読む 2 時間 
「鉄棒Ⅰ」逆上が

りの授業の振り

返り 
2 時間 

19 全学年：器械運動 
「鉄棒Ⅱ」 

「鉄棒Ⅱ」の資料

を読む 2 時間 「鉄棒Ⅱ」の授業

の振り返り 2 時間 

20 高学年：陸上運動 
「走り幅跳び、走り高跳び」 

「走り幅跳び、走

り高跳び」の資料

を読む 
2 時間 

「走り幅跳び、走

り高跳び」の授業

の振り返り  
2 時間 

21 中学年：ゲーム 
「ソフトバレーボール」 

「ソフトバレーボ

ール」の資料を読

む 
2 時間 

「ソフトバレー

ボール」授業の振

り返り 
2 時間 

22 高学年：ボール運動 
「サッカーⅠ」 

「サッカーⅠ」の

資料を読む 2 時間 「サッカーⅠ」の

授業の振り返り 2 時間 

23 高学年：ボール運動 
「サッカーⅡ」 

「サッカーⅡ」の

資料を読む 2 時間 「サッカーⅡ」の

授業の振り返り 2 時間 

24 高学年：陸上運動 
「持久走Ⅰ」 

「持久走Ⅰ」の資

料を読む 2 時間 「持久走Ⅰ」の授

業の振り返り  2 時間 
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25 高学年：陸上運動 
「持久走Ⅱ」 

「持久走Ⅱ」の資

料を読む 2 時間 「持久走Ⅱ」の授

業の振り返り  2 時間 

26 高学年：陸上運動 
「短きょり走、リレーⅠ」 

「短きょり走、リ

レーⅠ」の資料を

読む 
2 時間 

「短きょり走、リ

レーⅠ」の授業の

振り返り 
2 時間 

27 高学年：陸上運動 
「短きょり走、リレーⅡ」 

「短きょり走、リ

レーⅡ」の資料を

読む 
2 時間 

「短きょり走、リ

レーⅡ」の授業の

振り返り 
2 時間 

28 中学年：ゲーム 
「ポートボール」 

「ポートボール」

の資料を読む 2 時間 
「ポートボール」

の授業の振り返

り 
2 時間 

29 高学年：ボール運動 
「バスケットボール」 

「バスケットボー

ル」の資料を読む 2 時間 
「バスケットボ

ール」の授業の振

り返り 
2 時間 

30 高学年：保健 
後期授業のまとめ  保健の資料を読む 2 時間 

後期授業のまと

めと定期試験の

勉強 
2 時間 

成 績 評 価 授業への取り組み（40%）、グループワーク・グループ討議（20%）、指導案（10%）

課題・レポート（30%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

各授業でレポートをした場合は、翌週にコメントを付けて返却する。また授業の検

討会や意見交換会では授業内でフィードバックをする。（形成的評価） 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 体育編（平成 29 年 7 月文部科学省）』  
授業中に適時資料を配付する。  

メ ッ セ ー ジ 
        な ど 

実践と理論（身体を動かして実践しながら、考えるということ）を大切に、みんな

で学び合える環境をつくりましょう。  
小学校教諭二種状：必修科目  
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 全学年に渡って

できるだけ多くの運

動領域の内容を経験

し、基本的な知識及

び技能を習得する。 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

授業への取組 
（関心・意欲・

理解・技能・表

現力）  

10％ 

ほぼ完璧に

表 現 で き

る。 

大きな間違

いがなく表

現できてい

る。 

最低限のこ

とは表現で

きている。 

ほとんど表

現できてい

ない。 

グループワー

ク 
（関心・意欲・

理解・技能・思

考力・表現力・

協働性）  

10％ 

(2) 運動種目に応じ

た系統的指導のあり

方を理解し、段階的

な指導方法を習得す

る。 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

授業への取組 
（関心・意欲・

理解・技能・思

考力）  

10％ 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

課題レポート 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力・創

造性） 

15％ 

ほぼ完璧に

表 現 で き

る。 

大きな間違

いがなく表

現できてい

る。 

最低限のこ

とは表現で

きている。 

ほとんど表

現できてい

ない。 

グループワー

ク 
（関心・意欲・

理解・技能・思

考力・表現力・

協働性）  

10％ 

(3) 「楽しい体育」の

考え方を理解し、各

運動領域における要

点を押さえた指導方

法を習得する。 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

授業への取組 

（関心・意欲・

理解・技能・思

考力） 

10％ 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 
 

課題レポート 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力・創

造性） 

15％ 

(4) 指導案の作成に

慣れ、指導案に基づ

いて実際に模擬授業

を行うことができ

る。 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

授業への取組 
（知識・理解・

判断力・創造

性・協働性） 

10％ 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

指導案 
（理解・技能・

思考力・判断

力・表現力）  

10％ 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

体育Ⅱ 
Physical Education Ⅱ 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2014 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1 選択 濵本 昌明 ○ 

実務家教員 
の詳細 

小学校教員、特に体育科を中心とした実務経験を生し、楽しい体育を目指した実践的な授業を

行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

「体育科」において、目標や内容とともに子どもの実態に合わせた教材選択が大切である。本授業では、

様々な教材を選択することや運動やスポーツの文化的視野を広げることを目標にする。主な内容は、フ

ライングディスクを教材とした運動やスポーツの体験、体づくり運動や陸上運動などにおける教具づく

りとする。また、保健の授業や障碍者スポーツについても実践報告を通して授業づくりをする上での着

眼点を学ぶ。 

到達目標 

(1) フライングディスクを使用した運動・スポーツの教材価値を理解し、実践できる。 

(2) 体育科の運動理解や意欲につながる教具づくりができ、改善点や工夫点を述べることができる。  

(3) 保健の授業の１つの指導案が作成でき、提案・検討できる。 

(4) 障害者スポーツの実践報告から、障害者にとってのスポーツの意義を理解し、大切を説明できる。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 オリエンテーション －授業の

概要について－     ―  ― 授業の振り返り 

と今後の見通し 2時間 

2 
フライングディスクを使った

運動・スポーツの歴史と実践 
（ディスタンス・TRC） 

フライングディ

スクの資料を読

んでおく  
2 時間 授業の要点をま

とめる  2時間 

3 アルティメットのルールと実

践 
アルティメット

の資料を読む  2 時間 授業の要点をま

とめる  2時間 

4 アルティメットの実践 
（攻めと守り）と教材価値 

前時を振り返り

資料を読む  2 時間 授業の要点をま

とめる  2時間 

5 教材の選択と教具づくりの計

画 
教材教具の資料

を読んでおく  2 時間 授業の要点をま

とめる 2時間 

6 材料あつめと教具製作 
材料を収集し、

事前資料を読ん

でおく 
2 時間 授業の要点をま

とめる 2時間 
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7 教具を使用した活動の計画 教具の活用の資

料を読んでおく 2 時間 計画の完成と実

践の練習  2時間 

8 教具を使った実践①② 実践計画の資料

を読んでおく  2 時間 授業の要点をま

とめる 2時間 

9 教具を使った実践③④ 実践計画の資料

を読んでおく  2 時間 授業の要点をま

とめる 2時間 

10 障害者スポーツついて（大本の

実践報告書から学ぶ）① 
障碍者スポーツ

の資料を読む  2 時間 授業の要点をま

とめる 2時間 

11 障害者スポーツついて（大本の

実践報告書から学ぶ）② 
障碍者スポーツ

の資料を読む  2 時間 授業づくりの構

想をする  2時間 

12 
保健の授業づくり－「子どもが

動き出す授業づくり」から授業

案の作成① 

保健の授業づく

りの資料を読む 2 時間 授業づくりの計

画を見直す 2時間 

13 
保健の授業づくり－「子どもが

動き出す授業づくり」から授業

案を作成② 

保健の授業づく

りの資料を読む 2 時間 授業づくりの計

画を見直す   2時間 

14 
保健の授業づくり－「子どもが

動き出す授業づくり」から発表

① 

保健の授業づく

りの資料を読む 2 時間 課題レポート  2時間 

15 
保健の授業づくり－「子どもが

動き出す授業づくり」から発表

② 

保健の授業づく

りの資料を読む 2 時間 課題レポート  2時間 

成 績 評 価 
授業への取り組み（30%）、教材作成（15%）、指導案（15%）グループワーク・グル

ープ討議（30%）、 課題・レポート（10%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

レポートはファイルにとじて提出してもらい、次の時間に返却し復習に使用します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校学習指導要領 第９節 体育 
資料は随時配布 

メ ッ セ ー ジ 

     など 

学びたいことを出し合って、教具づくりや提案、検討会が協力しながらできるように

取り組みましょう 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)フライングディス

クを使用した運動・ス

ポーツの教材価値を

理解し、実践できる。 

教 材価 値を

理解し、数多

く 実践 でき

る 

大 き な間 違

い が なく 理

解でき、実践

できる 

最 低 限の こ

と は 説明 で

き、実践でき

る 

教 材 価値 を

理解できず、

実 践 でき な

い 

授業への取り組

み 
（関心・意欲、技

能、・協同性）  

30% 

(2)体育科の運動理解

や意欲につながる教

具づくりができ、改善

点や工夫点を述べる

ことができる。 

教 具づ くり

ができ、数多

く 改善 や工

夫 点を 述べ

る こと がで

きる 

教 具 づく り

が あ る程 度

でき、改善や

工 夫 点を 述

べ る こと が

できる 

最 低 限度 の

教 具 づく り

ができる 

教 具 づく り

ができない 
教材作成 
（理解・思考力・

創造力）  
15% 

教 具づ くり

ができ、数多

く 改善 や工

夫 点を 述べ

る こと がで

きる 

教 具 づく り

が あ る程 度

でき、改善や

工 夫 点を 述

べ る こと が

できる 

最 低 限度 の

教 具 づく り

ができる 

教 具 づく り

ができない グ ル ー プ ワ ー

ク・グループ討議 
（思考力・判断

力・表現力） 

15％ 

(3) 保健の授業の１

つの指導案が作成で

き、提案・検討できる。 

指 導案 の作

成と提案・検

討ができる 

大 き な間 違

い が なく 指

導 案 の作 成

と提案・検討

ができる 

最 低 限の 指

導 案 の作 成

と提案・検討

ができる 

指 導 案の 作

成ができず、

検 討 でき な

い 

指導案 
（知識・理解・思

考力、創造性） 
15% 

指 導案 の作

成と提案・検

討ができる 

大 き な間 違

い が なく 指

導 案 の作 成

と提案・検討

ができる 

最 低 限の 指

導 案 の作 成

と提案・検討

ができる 

指 導 案の 作

成ができず、

検 討 でき な

い 

グ ル ー プ ワ ー

ク・グループ討議 
（思考力・判断

力・表現力） 

15％ 

(4) 障害者スポーツ

実践報告から学び、教

具の意味を理解し工

夫点が説明できる。  

教 具の 意味

を理解し、多

く の工 夫点

が 説明 でき

る 

大 き な間 違

いがなく、教

具 の 意味 を

理解し、工夫

点 が 説明 で

きる 

最 低 限度 の

教 具 の意 味

を理解し、工

夫 点 が説 明

できる 

説 明 でき な

い 
課題・レポート 
（知識・理解・思

考力）  
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

リズム運動 
Rhythmical Movement 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1015 1 年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 単位数 卒 業 
認 定 担 当 教 員  実務家 

教員 

演習 1 必修 田村 千代子  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

新学習指導要領の内容を踏まえ、各学年の運動発達段階に応じた表現運動の指導について理

解する。なかでも世界のフォークダンスを中心に、曲調を捉え特徴的な踊りを学びながらそ

れぞれの国の文化を理解する。また、表現の楽しさを追求するとともに、ペア学習、グルー

プ学習などの学習方法やその有効性を学びながら、基本的な指導法を修得する。 

到達目標 

（1）歴史や文化・風習を理解しながら、世界のフォークダンスを踊り、基本動作を習得す

る。 
（2）個人練習からグループ練習、そして発表までの授業づくりの流れを理解し、構成でき

る。 
（3）模擬授業を通して、表現運動の基本的な指導法について、学習者、指導者の立場から

意見を述べることができる。 

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
学習指導要領におけるフォー

クダンスの位置づけ 
     ― 2 時間 学習指導要領のダ

ンスの領域を読む 2 時間 

2 
学校フォークダンスを踊る。 

（低学年 1） 

資料（低学年１）

を読みステップを

練習する。 
2 時間 ジェンカ・春駒の

練習 2 時間 

3 
学校フォークダンスを踊る。 

（低学年 2） 

資料（低学年２）

を読みステップを

練習する。 
2 時間 キンダーポルカの

練習 2 時間 

4 
学校フォークダンスを踊る。 

（低学年 3） 

資料（低学年３）

を読みステップを

練習する。 
2 時間 タタロチカの練習 2 時間 

5 
学校フォークダンスを踊る。 

（高学年 1） 

資料（高学年１）

を読みステップを

練習する。 
2 時間 マイム・マイムの

練習 2 時間 

6 
学校フォークダンスを踊る。 

（高学年 2） 

資料（高学年２）

を読みステップを

練習する。 
2 時間 コロブチカの練習 2 時間 

7 
学校フォークダンスを踊る。 

（高学年 3） 

資料（高年３）を

読みステップを練

習する。 
2 時間 ダフタフス・スコ

ールの練習 2 時間 

8 指導案づくり（1） 指導案の作成方法 2 時間 指導案の校正 2 時間 

9 指導案づくり（2） 
指導案の作成と練

習 2 時間 指導案の確認 2 時間 
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10 模擬授業 
欧州国の風土・風

習や歴史を調べ

る。 
2 時間 授業の反省 2 時間 

11 世界のフォークダンスを踊

る。（一人踊り） 

資料を読み踊り方

を確認する。 2 時間 踊りの特徴をまと

める。 2 時間 

12 世界のフォークダンスを踊

る。（パートナーと一緒に） 

資料を読み踊り方

を確認する。 2 時間 踊りの特徴をまと

める。 2 時間 

13 世界のフォークダンスを踊

る。（セットを組んで） 

資料を読み踊り方

を確認する。 2 時間 踊りの特徴をまと

める。 2 時間 

14 発表会の計画 
役割やプログラム

の決定をする。 2 時間 役割の確認と準備

物の用意をする。 2 時間 

15 フォークダンスの発表会をす

る。 

学習してきた世界

各国の踊りを練習

する。 
2 時間 授業のまとめをレ

ポートに書く。 2 時間 

成 績 評 価 授業での取り組み 40％、模擬授業 30％、グループワーク・グループ討議 20％、 
課題・レポート 10％ 

課題（試験・レポーﾄ 
等）に対するフィード

バックの方法 
 

授業中に踊りについての良い点、改善点を伝えていく。踊りの発表と模擬授業では、

学生同士が互いに評価しフィードバックする。また教員からも同様に行う。課題レポ

ートは授業外で返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

小学校学習指導要領   

学習指導要領 体育編 

フォークダンス・スクール フォークダンス科 テキスト 公益社団法人 日本フォ

ークダンス連盟 

授業時に随時配布資料 

メ ッ セ ー ジ 
など 

小学校の現場で自信を持ってフォークダンスの指導が出来るようになりましょう。ま

た、踊りが生まれた地域の風土や歴史を学び、独特の踊り方を仲間と一緒に楽しみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

89



 

 

 

 

 
ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 評価 
比率 

（1）歴史や文化・風習

を理解しながら世界

のフォークダンスを

踊り、基本動作を習得

する。 

歴史や文化

について理

解し、基本動

作を習得し、

自分なりに

表現し踊る

ことができ

る。 

ほぼ基本動

作を習得し、

前に出て踊

ることがで

きる。 

多少の間違

いはあるが、

基本動作を

覚え、踊るこ

とができる。 

部分的には踊

れるが、全体を

通して踊るこ

とができない。 

 

授業への取り

組み（関心・意

欲・態度） 

 
 
 

40％ 

（2）個人練習からグ

ループ練習、そして発

表会までの授業づく

りの流れを理解し、構

成できる。 

クラス全体

での発表会

の構想がイ

メージでき、

提案できる。 

ペア学習、グ

ループ学習

の取り組み

方がわかり、

良い視点で

踊りを評価

できる。 

ペア学習の

取り組みが

わかり、自分

や他者の良

い点を評価

することが

できる。 

個人練習はで

きるが、ペア以

上の取り組み

ができない。自

分や他者の良

い点を見つけ

ることができ

ない。 

 
 
グループワーク・

グループ討議（意

欲・思考力・創造

性） 

 
 
 

20％ 

（3）模擬授業を行う

ことを通して、表現運

動の基本的な指導法

について学習者、指導

者の立場から意見を

述べることができる。 

動きや表現

が「わかる」

ための適切

な言葉や指

導方法を考

え、指導する

ことができ

る。 

指導者の向

きや位置が

わかり、指導

案を見ない

で、指導内容

を進めるこ

とができる。 

部分的な踊

りの指導案

を計画する

ことができ、

大まかに指

導すること

ができる。 

指導案の書き

方がわからず、

大まかな動き

の指導ができ

ない。 

 
模擬授業 
（知識・理解・
思考力・判断力 
表現力・協同性 
創造力） 

 
 
 

30％ 

動きや表現

が「わかる」

ための適切

な言葉や指

導方法を考

え、指導する

ことができ

る。 

指導者の向

きや位置が

わかり、指導

案を見ない

で、指導内容

を進めるこ

とができる。 

部分的な踊

りの指導案

を計画する

ことができ、

大まかに指

導すること

ができる。 

指導案の書き

方がわからず、

大まかな動き

の指導ができ

ない。 

 
 
課題・レポート 
（知識・理解・問

題解決力） 

 
 
 
10％ 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

家庭 
Home Economics 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1016 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 三時 貴久子 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。  

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。  

概 要 
小学校学習指導要領の「家庭」の目標および内容を理解する。教育実践に必要な知識と技術を習得する。

全領域の教材を扱い、指導案の作成を練習し、模擬授業を体験する。模擬授業への検討・反省を通して

教育実践への力を培いたい。 

到達目標 

(1) 小学校家庭科の内容・指導上の留意点を分かりやすく説明できる。  

(2) 実技指導に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。  

(3) 模擬授業を行い、改善点を協議することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 「家庭」の目指すもの 

指導要領解説（以下

解説）5～10P 家庭

の趣旨・要点を読む 
2 時間 家庭科の目指すもの

についてまとめる 2 時間 

2 家庭科の目標・内容 
解説 12～19P 家庭

の目標内容を読む 2 時間 家庭の目標と内容を

まとめる。  2 時間 

3 指導計画の作成・内容の取扱い 

解説 71～81P 指導

計画の作成・内容を

読む 
2 時間 

指導計画の作成上の

配慮事項や内容の取

扱いと配慮事項をま

とめる  

2 時間 

4 「家庭・家庭生活」の内容 

解説 20～31P「家

庭・家族生活」を読

む 
2 時間 家庭・家庭生活の内

容構成ををまとめる  2 時間 

5 「家族・家庭生活」の指導 

教科書「家族・家庭

生活」の該当ページ

を読む 
2 時間 

家庭・家庭生活に関

わる指導上の配慮事

項をまとめる 
2 時間 

6 食事の役割と調理の基礎 
解説 34～43P「食

生活」を読む 2 時間 
食事の役割と調理の

基礎に関する内容を

まとめる 
2 時間 
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7 
「食領域」の教材を使った調理

実習①  

・調理器具の取扱いとゆで方 

児童用教科書の該

当ページを読み、安

全上の留意点をま

とめる 

2 時間 実習で学んだ指導上

の留意点をまとめる 2 時間 

8 「食領域」の教材を使った調理

実習② ・ゆで野菜 

児童用教科書の「調

理実習」のページを

読む 
2 時間 

素材によるゆで方・

出来上がりの違いを

まとめる 
2 時間 

9 
「食領域」の教材を使った調理

実習③  

・ごはんとみそ汁  

児童用教科書の該

当ページを読んで

指導上の留意点を

まとめる 

2 時間 実習で学んだ指導上

の留意点をまとめる 2 時間 

10 栄養を考えた食事 
「食育」について解

説 43～48P を読む 2 時間 栄養の種類や働きに

ついてまとめる 2 時間 

11 「消費生活・環境」の構成 

「消費生活・環境」

について解説 64～
70P を読む 

2 時間 
消費生活・環境の内

容や構成についてま

とめる 
2 時間 

12 「物や金銭の使い方と買い物」

の指導  

「家庭での買い物」

に関する児童用教

科書の該当ページ

を読む 

2 時間 
買い物の仕組みや身

近な買い物の買い方

についてまとめる 
2 時間 

13 「環境に配慮した生活」の指導 

「環境と生活」につ

いて児童用教科書

の該当ページを読

む 

2 時間 
環境に配慮した生活

の実践化についてま

とめる 
2 時間 

14 家族・家庭生活についての課題

の設定 

解説 29～31P を読

み、課題の設定例を

考える 
2 時間 

家族・家庭生活の課

題設定の指導方法に

ついてまとめる 
2 時間 

15 「家庭」と他教科との関連 
解説 76～77P と児

童用教科書の関連

ページを読む 
2 時間 

「家庭」と他教科の

関連についてまとめ

る 
2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 「衣料域」の構成 
解説 49～57P「衣

生活」を読む 2 時間 「衣生活」の指導内

容についてまとめる 2 時間 

17 「衣料域」の実技演習① 

児童用教科書の該

当ページを読んで

安全上の留意点を

まとめる 

2 時間 安全上の留意点を再

度まとめる 2 時間 

18 「衣領域」の実技演習② 手縫い

の基礎 

「衣領域」について

児童用教科書の該

当ページを読む 
2 時間 授業で学んだ実践内

容を再度実践する 2 時間 

19 「布を用いた製作」材料と手順 

「布を用いた製作」

の児童用教科書の

該当ページを読む 
2 時間 材料と手順を分かり

やすくまとめる 2 時間 

20 「布を用いた製作」ミシンの基

礎  

児童用教科書の該

当ページを読み、ミ

シン操作の手順を

予習する 

2 時間 ミシン操作の手順を

まとめる 2 時間 

21 「布を用いた製作」袋の製作①  

児童用教科書の該

当ページを読み、製

作上の留意点をま

とめておく 

2 時間 
製作上で学んだ留意

点や安全上の留意点

をまとめる 
2 時間 
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22 「布を用いた製作」袋の製作②  

児童用教科の該当

ページを読み、作品

完成までの手順を

まとめる 

2 時間 
製作上で学んだ留意

点や安全上の留意点

をまとめる 
2 時間 

23 「住領域」の構成と内容 
解説 58～63P「住

生活」を読む 2 時間 住生活に関わる指導

事項をまとめる 2 時間 

24 「快適な住まい方」の指導 

「快適な住まい方」

の児童用教科書の

該当ページを読む 
2 時間 実践上の配慮事項に

ついてまとめる 2 時間 

25 「食領域」の教材を使った調理

実習④ いためる調理 

「いためる調理」の

児童用教科書の該

当ページを読む 
2 時間 

炒める調理の長所や

安全上の留意点をま

とめる 
2 時間 

26 「食領域」の教材を使った調理

実習⑤ じゃがいも料理  

「じゃがいも料理」

の児童用教科書の

該当ページを読む 
2 時間 茹でると炒めるの違

いをまとめる 2 時間 

27 指導案の作成の手順と演習 配付資料を読む 2 時間 模擬授業の準備をす

る 2 時間 

28 模擬授業の実践と改善点の討議 共通課題の指導案

を作成する 2 時間 
模擬授業で学んだこ

とと改善点をまとめ

る 
2 時間 

29 模擬授業の実践と改善点の討議 共通課題の指導案

を作成する 2 時間 
模擬授業で学んだこ

とと改善点をまとめ

る 
2 時間 

30 「食領域」と家族のだんらん 

「食領域と家族の

だんらん」の児童用

教科書の該当ペー

ジを読む 

2 時間 家庭科授業の意義と

重要性をまとめる 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（４０%）、課題・レポート（1０%）、作品（35%）、指導案（１０%）、授

業への取り組み（５%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

評価できる点や改善点を、口頭又は文書で指導する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

小学校家庭科教科書・「小学校学習指導要領解説 家庭編」文部科学省 
適宜、プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

小学校家庭科は、誰の実生活にも役立つ基本を学びます。 
小学校教諭二種免許：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 小学校家庭科の

内容・指導上の留意

点を説明できる。  

内容・指導上

の留意点をほ

ぼ完璧に説明

できる。 

内容・指導上

の留意点を大

きな間違いな

く、説明でき

る。 

内容・指導上

の留意点を最

低限説明でき

る。 

内容・指導上

の留意点を説

明できない。 定期試験 
（知識・理解）  20% 

内容・指導上

の留意点をほ

ぼ完璧に説明

できる。 

内容・指導上

の留意点を大

きな間違いな

く、説明でき

る。 

内容・指導上

の留意点を最

低限説明でき

る。 

内容・指導上

の留意点を説

明できない。 課題・レポート 
（知識・理解）  10% 

(2) 実技指導に関す

る基礎的な知識・技

能を身に付ける。  

基 礎 的 な 知

識・技能を十

分身に付けて

いる。 

基 礎 的 な 知

識・技能を身

に 付 け て い

る。 

基 礎 的 な 知

識・技能は最

低限身に付け

ている。  

基 礎 的 な 知

識・技能を十

分身に付けて

いない。 

定期試験 
（知識・理解）  20% 

実習に積極的

に参加し、基

礎的な知識・

技能を生かし

た作品を製作

できる。 

基 礎 的 な 知

識・技能を使

った作品を製

作できる。 

基 礎 的 な 知

識・技能は身

に付けている

が、作品製作

には個別指導

が 必 要 で あ

る。  

基 礎 的 な 知

識・技能を十

分身に付けて

おらず作品製

作 が で き な

い。 

作品 
（関心・意欲・態

度・技能・作品の

完成度）  

35% 

(3) 模擬授業を行

い、改善点を協議す

ることができる。  

家庭科の特性

を生かした模

擬授業の指導

案を書くこと

ができる。 

模擬授業の指

導案を書くこ

とができる。 

他者のアドバ

イスをもらえ

れば模擬授業

の指導案を書

くことができ

る。  

模擬授業の指

導案を書くこ

と が で き な

い。 

指導案 
（思考力・表現

力・問題解決力）  
10% 

模擬授業を行

い、授業後の

協議で改善点

を 提 案 で き

る。 

模擬授業を行

い、授業後の

協議に参加で

きる。 

模擬授業を行

い授業後の協

議への参加意

欲が不足して

いる。  

模擬授業を行

うことができ

ない。 
授業への取り組み 
（思考力・表現

力・問題解決力）  
5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

外国語 
Foreign Language（English） 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26EPTS1017 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 熊 谷  仁 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校英語科教員としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活に生かし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
小学校における外国語活動・外国語科の授業実践に必要な実践的な英語運用力と英語に関する背景的な

知識を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 授業実践に必要な聞く力を身に付けている。  

(1)-2) 授業実践に必要な話す力［やり取り・発表］を身に付けている。  

(1)-3) 授業実践に必要な読む力を身に付けている。  

(1)-4) 授業実践に必要な書く力を身に付けている。  

(2)-1) 英語に関する基本的な事柄（音声、語彙、文構造、文法、正書法等）について理解している。  

(2)-2) 第二言語習得に関する基本的な事柄について理解している。  

(2)-3) 児童文学（絵本、子供向けの歌や詩等）について理解している。  

(2)-4) 異文化理解に関する事柄について理解している。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 

オリエンテーション、シラバスを参照

し、評価方法などを確認する。小学校に

おける外国語活動・外国語科とはどのよ

うな内容か。外国語教育教科化の経緯と

目的・理念など、これまでの歴史的背景

も含めて学ぶ。 

“Let’s Try! 1” Unit1 
Hello!を読んでく

る。 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

2 

授業実践に必要な、聞く、話す、読む、

書く力とはどのようなものなのか。また

どのように身につけるのか、今後の授業

展開と見比べながら知る。 

“Let’s Try! 1” Unit 2 
How are you?を読

んでくる。 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

3 

英語に関する基本的な事柄（音声、語彙、

文構造、文法、正書法）の基本を知る。

また、今後の授業内容と照らし合わせな

がら、どの内容がどの学習内容に対応す

るのかの説明を聞き本講義を通じて基

本的な事柄をどのように身につけるか

イメージできるようになる。 

“Let’s Try! 1” Unit3 
How many?を読

んでくる。 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  
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4 
第二言語習得理論に触れながら、第二言

語の発達を学び、コミュニケーション（や

りとりによる学習）の大切さを知る。 

“Let’s Try! 1” Unit4 
I like blue を読ん

でくる。 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

5 

教材研究① Let’s Try! 1 大文字の指導、

文字の名称を正しく発音できるように

なる。文字には音があることを知る（フ

ォニックス）。 

“Let’s Try! 1” Unit6 
ALPHABET を読

んでくる。 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

6 
小学校における外国語指導助手とのティ

ーム・ティーチングについて理解する。

クラスルームイングリッシュを知る。 

“Let’s Try! 2” Unit1 
Hello, world!を読

んでくる 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

7 

外国語の授業で活用できる指導方法と

指導技術について学ぶ。児童の発達段階

と学習段階に合った望ましい指導につ

いて考える。 

“Let’s Try! 2” Unit3 
I like Mondays.を
読んでくる。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

8 
英語の歌・チャンツの必要性とその指導

について学ぶ。授業でどのような活動が

できるか考える。 

“Let’s Try! 2” Unit4 
What time is it?を
読んでくる。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

9 

教材や教具の選定・活用法を学ぶ。小学

校のクラスサイズ、また児童の発達段階

を踏まえた教材や教具を考える。 
教材研究② Let’s Try! 2 
既習事項や学習時期を考慮してどのよ

うな指導ができるか考える。 

“Let’s Try! 2” Unit5 
Do you have a 
pen?を読んでく

る。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

10 英語の絵本を使った指導とその目的を学

ぶ。異文化の指導と理解について知る。 

絵本を探して内

容を研究、授業に

持参する。 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

11 学習指導案の構成と作成について学び、

模擬授業の準備をする。 

Let’s Try! 1 のう

ち授業で取り上

げていない Unit
に目を通してく

る。 

2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。模

擬授業準備。 

2 時間  

12 外国語活動模擬授業①とふり返り 
模擬授業を行い、ピア評価し協議する。 模擬授業準備 2 時間  

模擬授業準備

とふり返り。文

法や表現を復

習する。 

2 時間  

13 外国語活動模擬授業①とふり返り 
模擬授業を行い、ピア評価し協議する。 模擬授業準備 2 時間  

模擬授業準備

とふり返り。文

法や表現を復

習する。 

2 時間  

14 外国語活動模擬授業②とふり返り 
模擬授業を行い、ピア評価し協議する。 模擬授業準備 2 時間  

模擬授業準備

とふり返り。文

法や表現を復

習する。 

2 時間  

15 
外国語活動模擬授業②とふり返り 
模擬授業を行い、ピア評価し協議する。 
学期の総復習。 

模擬授業準備 2 時間  

文法や表現を

復習する。模擬

授業と学期で

学んだことの

ふり返り。 

2 時間  

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 

既習事項のふり返りとシラバス・評価方

法・授業の進め方などを再確認する。

小・中・高の外国語教育における小学校

英語の役割について考える。 

Here We Go! 6 
Let’s Start 1 を読

んでくる。 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

17 発達心理学と学習者要因について学ぶ。 
Here We Go! 6 
Unit 1・This is me.
を読んでくる。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

18 シラバスとテキストの構成と内容につ

いて学ぶ。他国のテキストを知る。 

Here We Go! 6 
Unit 2・Welcome to 
Tapan.を読む。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  
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19 指導目標、年間指導計画の立て方を具体

例を参照するなどして学ぶ。 

Here We Go! 6 
Unit 3・What time 
do you get up? 
を読んでくる。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

20 ４技能習得の指導について学ぶ。文字指

導について知る。 

Here We Go! 6 
Unit 4・My summer 
vacation,を読む。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

21 
児童の学齢に合った望ましい活動につ

いて知る。条件や改善点、コミュニケー

ション・自己表現活動について学ぶ。 

Here We Go! 6 
Unit 5・We live  
to gather,を読む。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

22 
アクティブ・ラーニングと協働学習、学

級担任による単独授業やティーム・ティ

ーチングにおける留意点について学ぶ。 

Here We Go! 6 
Unit 6/・ want to go 
to Italy,を読む。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

23 評価のあり方、進め方について学ぶ。

様々な評価方法について知る。 

Here We Go! 6 
Unit 7・My Dream
を読んでくる。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

24 

授業づくりを学ぶ。事前準備、授業中、

ふり返りに必要なこと、また教材研究、

ALT や特別非常勤講師等の外部講師と

の打ち合わせの留意点を知る。 

Here We Go! 6 
Unit 8・My Best 
Memory,を読む。 

2 時間  
授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

25 外国語の授業に適した歌・チャンツ・ゲ

ーム、絵本指導を考える。 

Here We Go! 6 
Unit 9・を読んで

くる。 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

26 外国語の模擬授業で使用する Unit を決

め、各自で準備する 

Here We Go 6全

体の内容を確認

してくる 
2 時間  

授業内容の復

習。文法や表現

を復習する。模

擬授業の準備。 

2 時間  

27 外国語模擬授業①とふり返り 
模擬授業を行い、ピア評価し協議する。 模擬授業の準備。 2 時間  

模擬授業の準

備。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

28 外国語模擬授業①とふり返り 
模擬授業を行い、ピア評価し協議する。 模擬授業の準備。 2 時間  

模擬授業の準

備。文法や表現

を復習する。 
2 時間  

29 外国語模擬授業②とふり返り 
模擬授業を行い、ピア評価し協議する。 模擬授業の準備。 2 時間  

模擬授業の準

備。文法や表現

を復習する。 
2 時間 

30 
外国語模擬授業②とふり返り 
模擬授業を行い、ピア評価し協議する。 
学期・１年間の学習事項の総復習 

模擬授業の準備。 2 時間  

文法や表現を

復習する。既習

事項のふり返

り。 

2 時間  

成 績 評 価 小テスト(40%), 模擬授業 (30%), 指導案 (20%), 授業への取り組み (10%) 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

一人一人確認する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 外国語活動・外国語編（平成 29 年 7 月 文部

科学省）』開隆堂出版、Let’s Try! 1, Let’s Try! 2 （児童用）、Here We Go! 6（児童用）、『新

編 小学校英語教育法入門（樋口忠彦他）』研究社 ISBN 978-4-327-41098-8 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

外国語活動・外国語は、児童が学校で始めて英語に触れる大変重要な時間・時期です。みなさ

んが、言語の指導に留まらず、文化や積極性、価値観、など多くのことを伝える授業ができる

ようになるお手伝いをしたいと思っています。 
 
小学校教諭二種免許状：必修 

  

97



ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 授業実践に必要

な聞く力を身に付けて

いる。  

ほぼ完璧に身

に 付 け て い

る。 

大きな間違い

がなく、聞く

力を身に付け

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身 に付 けて

いない。 テスト 

（知識・理解・技

能） 

10% 

ほぼ完璧に身

に 付 け て い

る。 

大きな間違い

がなく、聞く

力を身に付け

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身 に付 けて

いない。 
授業への取り組

み 

（関心・意欲・態

度） 

5% 

(1)-2) 授業実践に必要

な話す力［やり取り・発

表］を身に付けている。  

ほぼ完璧に身

に 付 け て い

る。 

大きな間違い

がなく、話す

力を身に付け

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身 に付 けて

いない。 模擬授業 

（技能・表現力） 
10% 

ほぼ完璧に身

に 付 け て い

る。 

大きな間違い

がなく、話す

力を身に付け

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身 に付 けて

いない。 
授業への取り組

み 

（関心・意欲・態

度） 

5% 

(1)-3) 授業実践に必要

な読む力を身に付けて

いる。  

ほぼ完璧に身

に 付 け て い

る。 

大きな間違い

がなく、読む

力を身に付け

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身 に付 けて

いない。 模擬授業 
（技能） 10% 

(1)-4) 授業実践に必要

な書く力を身に付けて

いる。  

ほぼ完璧に身

に 付 け て い

る。 

大きな間違い

がなく、書く

力を身に付け

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身 に付 けて

いない。 模擬授業 

（技能） 10% 

(2)-1) 英語に関する基

本的な事柄（音声、語彙、

文構造、文法、正書法等）

について理解している。  

ほぼ完璧に理

解している。 
大きな間違い

がなく理解し

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理 解し てい

ない。 
テスト 
（知識・理解・技

能） 
10% 

ほぼ完璧に理

解している。 
大きな間違い

がなく理解し

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理 解し てい

ない。 指導案 

（知識・理解） 10% 

(2)-2) 第二言語習得に

関する基本的な事柄に

ついて理解している。  

ほぼ完璧に理

解している。 
大きな間違い

がなく理解し

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理 解し てい

ない。 
テスト 
（知識・理解・技

能） 
10% 

ほぼ完璧に理

解している。 
大きな間違い

がなく理解し

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理 解し てい

ない。 指導案 

（知識・理解） 10% 

(2)-3) 児童文学（絵本、

子供向けの歌や詩等）に

ついて理解している。  

ほぼ完璧に理

解している。 
大きな間違い

がなく理解し

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理 解し てい

ない。 
テスト 
（知識・理解・技

能） 
5% 

(2)-4) 異文化理解に関

する事柄について理解

している。  

ほぼ完璧に理

解している。 
大きな間違い

がなく理解し

ている。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理 解し てい

ない。 
テスト 
（知識・理解・技

能） 
5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義 
Special Lecture 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26EPSL1001 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 中村 浩・加藤 浩久 ○ 

実務家教員

の詳細 中学校教員としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
本講義では、今の自分に何ができるかを問い、自分自身を多角的に分析し自己理解を深めることを目的

とする。また、集団討論や小論文、面接を通して、将来の教育者としての基礎的な態度を養う。さらに、

他者と対話することを通して、自己を表現する技術を身につけていく。 

到達目標 

(1) 現在の教育課題について基礎的な知識を説明することができる  

(2) 課題や他者との対話を通して、自分の意見を述べることができる  

(3) 課題や他者との対話に対して、主体的に取り組むことができる  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 オリエンテーション（中村） —  本時の内容を振り

返る。 2 時間 

2 情報収集、情報整理について 
（中村） 資料を読む。 2 時間 時事問題を調べ

る。 2 時間 

3 教育に関する時事問題を紹介する

（加藤） 
発表資料を用意す

る。 2 時間 本時の内容を振り

返る。 2 時間 

4 集団討論(1) 教育課題全般につ

いて①（加藤） 
教育の現代的課題

について調べる。 2 時間 本時の内容を振り

返る。 2 時間 

5 集団討論(2)  教育課題全般につ

いて②（加藤） 
教育の現代的課題

について調べる。 2 時間 本時の内容を振り

返る。 2 時間 

6 小論文(1) 書き方を知る 
（中村） 

教育用語について

調べる。 2 時間 もう一度書く。 2 時間 

7 小論文(2) 試作する① 
（中村） 

教育用語について

調べる。 2 時間 もう一度書く。 2 時間 

8 小論文(3) 試作する② 
（中村） 

小論文のテーマを

考えておく。 2 時間 もう一度書く。 2 時間 

9 小論文(4) 試作する③ 
（中村） 

小論文のテーマを

考えておく。 2 時間 もう一度書く。 2 時間 

10 集団討論(3) 道徳・学級活動に

ついて（加藤） 
学習指導要領の関

連個所を読む。 2 時間 本時の内容を振り

返る。 2 時間 

11 集団討論(4) 教採で出題された

テーマ（加藤） 
過去問に取り組

む。 2 時間 本時の内容を振り

返る。 2 時間 

12 自己推薦書を書く(1)（加藤）   自分の良さについ

て考える。 2 時間 もう一度書く。 2 時間 
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13 自己推薦書を書く(2)（加藤） 自分の短所の克服

法を考えてくる。 2 時間 本時の内容を振り

返る。 2 時間 

14 講義・講師＝防府市教育委員会

（中村） 資料を読む。 2 時間 本時の内容を振り

返る。 2 時間 

15 本授業を振り返って（加藤） 授業内容を振り返

る。 2 時間 本時の内容を振り

返る。 2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（20%）、グループワーク・グループ討議（20%）、毎回の授業の感想・

振り返り、毎回の授業課題（60%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

計画書や振り返りレポートは、コメントを書いて返却する。提出物には、コメント

を書いて返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 主体的に学ぶ学生を求めています。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 現在の教育課題に

ついて基礎的な知識

を説明することがで

きる  

テーマにつ

いて、具体

例を挙げな

がら説明す

ることがで

きる。 

テーマにつ

いて、基礎

的な意味を

間違いなく

説明するこ

と が で き

る。 

テーマにつ

いて、基礎

的な意味を

何とか説明

することが

できる。 

テーマにつ

いて、説明

することが

できない。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（知識・理解） 

30% 

(2) 課題や他者との対

話を通して、自分の意

見を述べることがで

きる  

自分の意見

を十分に述

べることが

できる。 

自分の意見

を概ね述べ

ることがで

きる。 

自分の意見

を何とか述

べることが

できる。 

自分の意見

を述べるこ

とができな

い。 

課題・レポート 
（思考力・判断

力・表現力）  
20% 

相手の意見

を 受 け 止

め、自分の

意見を十分

に述べるこ

と が で き

る。 

相手の意見

を 受 け 止

め、自分の

意見を概ね

述べること

ができる。 

相手の意見

を 受 け 止

め、自分の

意見を何と

か述べるこ

と が で き

る。 

自分の意見

を述べるこ

とができな

い。 

グループワー

ク・グループ討

議 
（思考力・判断

力・表現力・協

働性）  

20% 

(3) 課題や他者との対

話に対して、主体的に

取り組むことができ

る  

主体的に取

り組むこと

ができる。 

概ね主体的

に取り組む

ことができ

る。 

最低限、課

題に主体的

に取り組む

ことができ

る。 

主体的に取

り組むこと

が で き な

い。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（関心・意欲・

態度）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

卒業研究 
Graduation Research 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPGR2001 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 中村 浩・加藤 浩久  

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
子どもの教育に関する研究課題を自ら見つけ、その課題を解決するための方法を決定する。調査した結

果をまとめ、検討する。さらに、今後の課題を見つけ出す。その成果を卒業研究発表会で、展示もしくは

舞台で発表する。最後に、報告集にまとめる。 

到達目標 

(1) 適切なテーマを決め、研究計画が作成できる。  

(2) 各自のテーマに沿った内容で、研究活動を深めていくことができる。  

(3) 研究の内容を、他者にわかるように発表することができる。  

(4) 各自が発表した内容を原稿として文章にまとめることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

授業内容  

令和６年度は、下記のようなテーマで研究が行われた 

① 若い先生向け―保護者の方々と良好な関係を築くために― 

② 集団登下校の在り方 

③ 安全教育について―大川小と池田小を題材に― 

④ 学校の統廃合―適正規模に注目して― 

研究室ごとに、個人が興味関心をもつ内容について研究を進めると共に、同じ研究室の仲 

間と意見交流をしながら質の向上に努めていく。発表は基本的にパワーポイントを使用した

口頭発表を行う。 

成 績 評 価 課題・レポート（20%）、授業への取り組み（50%）、発表・プレゼンテーション

（10%）、その他（20%） 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

研究活動の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。

レポートや発表は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 必要に応じて自分自身で選択、購入すること 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど ２年間で学んだことの集大成となるよう取り組んで欲しいと思います。 

 

101



ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 適切なテーマ

を決め、研究計画

が作成できる。  

何を明らかに

したいか、何を

表現したいか

という研究の

目的を明確に

し、研究方法を

適切に選択で

きる。研究計画

書に必要な内

容を記載でき

る。 

テーマを設

定し、研究計

画書に必要

な内容をほ

ぼ記載する

ことができ

る。 

テーマは設定し

たが、研究計画

書の記載には不

足している点が

認められる。 

テ ー マ が

設 定 で き

ず、研究計

画 書 の 提

出 の 提 出

がない。 

課題・レポ

ート 
（知識・理

解）  

20% 

(2) 各自のテーマ

に沿った内容で、

研究活動を深めて

いくことができ

る。  

意欲を持ち、自

ら考え、工夫

し、指導教員か

らの助言・指導

を受け入れて、

研究を深める

ことができる。 

ほぼ主体的

に研究活動

に取り組み、

指導や助言

を受け入れ

て研究を進

めることが

できる。 

研究活動に取り

組む意欲はみら

れるが、自分で

進めていこうと

する力に欠ける

ところがある。 

研 究 活 動

に 取 り 組

む 姿 勢 が

み ら れ な

い。 

授業への取

り組み 
（意欲・思

考力・表現

力・創造性・

協働性）  

50% 

(3) 研 究 の 内 容

を、他者にわかる

ように発表するこ

とができる。  

研究の成果を

他者にわかり

やすい方法で

完璧に表現す

ることができ

る。 

ほぼ、わかり

やすい方法

で表現する

ことができ

る。 

わかりやすく表

現するための工

夫がやや不足し

ている。 

研 究 の 成

果 を 発 表

会 で 発 表

し て い な

い。 

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（表現力）  

10% 

(4) 各自が発表し

た内容を原稿とし

て文章にまとめる

ことができる。  

研究の成果を

適切に文章に

まとめること

ができる。 

書式に従い、

ほぼ必要な

内容を文章

に記述する

ことができ

る。 

誤字、脱字があ

り、記述内容が

不明瞭であり、

指導教員からの

助言・指導を受

ければ、報告集

を提出できる。 

報 告 集 原

稿 提 出 な

し。 
課題・レポ

ート 
（思考力・

判断力・表

現力）  

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

現代教師論 
Teaching Modern Teachers 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPBE1001 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 中村 浩 ○ 

実務家教員 
の詳細 教育委員会指導主事としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
国民の大きな負託の中で営まれる学校教育の社会的意義を認識するとともに、その担い手としての教職

の意義・役割・職務内容、教育をとりまく現況や今日的課題などを明確に理解することを通して、教員

に求められる基礎的な資質能力を身に付け、教職をめざす者としての確固たる覚悟を培う。 

到達目標 

(1)-1) 学校教育の目的とその担い手である教職の存在意義を説明できる。  

(1)-2) 教職の制度上の身分、専門職としての教員免許制度を自分の問題として説明できる。  

(2)-1) 教職の勤務実態を調べ、他の職業と比較した職業的特殊性を説明できる。  
(2)-2) 学校の担う役割が複雑化・多様化する中で、いわゆる「チーム学校」という組織の一員としての在

り方を具体的にイメージできる。  
(3)-1) 専門職としての身分保障、職務遂行の義務を踏まえて、生涯にわたって「学び続ける教師」である

ための研修の全体像、権利と義務を具体的に説明できる。  
(3)-2) 求められる教師像について考察し、めざす教師像を述べることができる。  

(3)-3) 教育をとりまく今日的な諸課題を把握し、対応の仕方について具体的に述べることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション 

―現代教師論でなにを学ぶか― 

シラバスを通して、

現代教師論での学び

のイメージを持つ。 
2 時間  

授業を受けて自分

なりの教師論につ

いて考える 
2 時間  

2 
教員の身分① 

―法的な身分、資格、免許状・

免許更新制― 

法的な身分等につい

てテキストを読む 2 時間  法令問題等のプリ

ントで復習する。 2 時間  

3 
目指す教師像① 

―子どもたちにどう向き合うか

― 

子どもとの向き合う

例話についてテキス

トを読む。 
2 時間  

子どもに向き合う

ために自分に足り

ないものは何かま

とめる。 

2 時間  

4 
目指す教師像② 

―演習「わたしの出会った先

生」― 

テキスト 18 ページ

「好きだった先生嫌

いだった先生」につ

いて考えをまとめて

くる。 

2 時間  
仲間の意見を振り

返り自分の経験と

比べる。 
2 時間  
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5 目指す教師像③ 

―求められる教師像・教師力― 

採用試験を受ける県

の「求める教師像」を

調べる。 
2 時間  

「求める教師像」

に近づくための戦

略を整理する。 
2 時間  

6 目指す教師像④ 

―教師観の確立のために― 

教師像に関する例話

についてテキスト

165～180 ページま

で読む。 

2 時間  
どのような教師を

目指すか、考えを

整理する。 
2 時間  

7 
教師の職務① 

―勤務実態と教職の特殊性、教

員の多忙― 

「１日の教師の仕

事」について想像し、

メモしてくる。 
2 時間  

教師の多忙感につ

いて考えをまとめ

る。 
2 時間  

8 
教師の職務② 

―「チーム学校」の一員・組織

における役割― 

「チーム学校」につ

いてテキストを読

む。 
2 時間  

「チーム学校」に

ついて考えをまと

める。 
2 時間  

9 教育をとりまく現状と課題① 

―不易の課題と流行の課題― 

教育をとりまく問題

について考え、メモ

してくる。  
2 時間  

教育をとりまく多

くの問題について

分類し整理する。 
2 時間  

10 
教育をとりまく現状と課題② 

―演習「課題に対応する力」１

― 

テキスト 185～218
ページにある教育課

題を読む。  
2 時間  

自分が関心のある

課題について、発

表に向けた戦略を

考える。 

2 時間  

11 
教育をとりまく現状と課題③ 

―演習「課題に対応する力」２

― 

自分が関心のある課

題について、発表に

向けた戦略を考え

る。 

2 時間  

課題への対応につ

いて、書物やイン

ターネット等で調

べる。 

2 時間  

12 
教育をとりまく現状と課題④ 

―演習「課題に対応する力」３

― 

よりよい発表ができ

るように準備する。 2 時間  
発表会を通して不

足の部分や良さを

整理する。 
2 時間  

13 教員の身分② 

―教員の任免― 

教員の任免について

テキスト 91～105ペ

ージまで読む。 
2 時間  法令問題等のプリ

ントで復習する。 2 時間  

14 教員の身分③ 

―研修・服務― 

教員の研修・服務に

ついてテキスト 91
～ 105 ページを読

む。 

2 時間  法令問題等のプリ

ントで復習する。 2 時間  

15 まとめ 

―教師をめざして－ 

現代教師論を終える

にあたって、今思う

ことを書いてくる。 
2 時間  

自己評価をもと

に、今後の在り方

について、考えを

まとめる。 

2 時間  

成 績 評 価 定期試験（50%）、課題・レポート（50%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『現代の教師論  ミネルバ書房 佐久間亜紀・佐伯胖（編書） 』 
資料プリントはその都度配布 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

「教師とはなにか」という原点に立ち、教職を目指す上での皆さん自身の課題の解

明を中心に、「主体的で、対話的な、深い学び」を通して、自分の中にめざす教師

像を創りあげていってほしいと願っています。 
 
小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 学校教育の目

的とその担い手であ

る教職の存在意義を

説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解） 10% 

(1)-2) 教職の制度上

の身分、専門職として

の教員免許制度を自

分の問題として説明

できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 15% 

(2)-1) 教職の勤務実

態を調べ、他の職業と

比較した職業的特殊

性を説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解） 10% 

(2)-2) 学校の担う役

割が複雑化・多様化す

る中で、いわゆる「チ

ーム学校」という組織

の一員としての在り

方を具体的にイメー

ジできる。  

ほぼ完璧に

イメージで

きる。 

認識に大き

な間違いが

なく、具体的

にイメージ

できる。 

認識の間違

いはいくつ

かあるが、イ

メージでき

る。 

イメージが

できていな

い。 課題・レポート 
（関心・意欲・

態度・思考力・

表現力）  

10% 

(3)-1) 専門職として

の身分保障、職務遂行

の義務を踏まえて、生

涯にわたって「学び続

ける教師」であるため

の研修の全体像、権利

と義務を具体的に説

明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。 

説明できて

いない。 

定期試験 
（知識・理解） 15% 

(3)-2) 求められる教

師像について考察し、

めざす教師像を述べ

ることができる。  

ほぼ完璧に

自分の考え

を述べてい

る。 

大きな論理

的な問題も

なく、自分の

考えを述べ

ている。 

認識にいく

つか誤りが

あり、誤字・

脱字もある

が、最低限の

自分の考え

を述べてい

る。 

自分の考え

を述べてい

ない。 課題・レポート 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

20% 

(3)-3) 教育をとりま

く今日的な諸課題を

把握し、対応の仕方に

ついて具体的に述べ

ることができる。  

ほぼ完璧に

述べること

ができる。 

大きな間違

いがなく、具

体的に述べ

ることがで

きる。 

間違いはい

くつかある

が、具体的に

述べること

ができる。 

具体的に述

べることが

できていな

い。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

思考力・表現

力）  

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

学校教育の制度と経営 
School Education System and 

School Management 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26EPBE2002 ２年次 前期 

講義・演習 
・実技・実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 正長 清志  

実務家教員 
の詳細   

デ ィ プ ロ

マ ・ ポ リ シ

ーに示され

ている学習

成果との関

係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

・学校は、知識や技術の習得のみならず、友達や教員など同世代・異世代の多様な人々との出会いをと

おして、子ども達に豊かな成長を保障する場でもある。学校教育の制度と経営は教育実践と密接に関連

しており、これを深めていくにはさまざまな学問への広い知識も求められる。それは日本国憲法や教育

基本法、学校教育法など多数の法規や教育制度をとおして具体化されていくため、いわば教育の現場の

基盤を担っている。そこで、現代の教育制度に関するさまざまな課題を取り上げ、日々の学校教育の営

みと教育に関する法規などがどのように関わっているのかを理解することで、教員としての基礎知識を

習得するとともに、教育制度の現状を批判的に検討しながら、教育実習で経験した現状をいかに改善す

るかというデザイン力を身につけることも目的としている。こうして、教育実践に興味があるみなさん

と、教育実習をとおして実証的に取り組んできた体験をふり返りながら考察していく。また同時に、地

域にとって学校がどのような役割を果たしていく期待に沿えるような、学校と地域との連携および学校

安全への対応などに関わる事象から教育問題を視野に入れ講義をすすめる。 

到達目標 

(1) 教育行政や教育法規の動向から、教育制度に関する基本的な用語を中心に知識を深める。 
(2) 日々の学校教育の営みから教育に関する法規などと、どのように関わっているのかプレゼンテーションを

する。 
(3) 現在の教育制度に関する具体的な改善案を自らの学習からふり返り、適切な改善が考察できる。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 現代社会の課題が学校に及ぼす影響 
現在の教育に関す

る課題を調べる 
2 時間 

現代社会が教

育に求めてい

ることについ

て考察する 

2 時間 

2 子どもを取り巻く生活環境の変化と

これに応じた教育政策の動向 

経済の発展と並行

して考察する 2 時間 生活環境の変

化をまとめる 
2 時間 

3 日本の学校制度・教育制度をめぐる課

題、海外の教育政策と照し合せる 

学校施行規則第１

条を確認する 2 時間 学校制度の変

遷をまとめる 
2 時間 

4 教育行政と教育関連法規 
教育関連法規を調

べる 2 時間 

多様な児童生

徒に対応して

いる事象をま

とめる 

2 時間 

5 学校組織のマネジメント －学校評

価ガイドラインを基に－ 

組織のマネジメン

トについて調べる 2 時間 
地域と学校の

協働をまとめ

る 

2 時間 
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6 学級経営の基本・学級経営のあり方と

課題 

情報の共有化を考

察する 2 時間 早期の対応手

順をまとめる 
2 時間 

7 
教職員や学校外の関係者との協働と

今日的課題 －よりよい学校経営を目指

して－ 

地域住民参加のマ

ネジメントを考察

する 
2 時間 

教育・保健・福

祉の連携を理

解する 

2 時間 

8 地域学校協働活動の推進に関する社

会教育法の改正 

多職種協働を考察

する 2 時間 協働に至らな

い場合の検証 
2 時間 

9 地域学校協働活動とコミュニテ

ィ・スクール 

他の教育機関との連

携を学ぶ 2 時間 出席日数につい

て考察する 
2 時間 

10 コミュニティ・スクール（学校運営協

議会制度）の理念・役割 

補完する期間を確認

する 2 時間 学校長の権限を

知る 
2 時間 

11 
学校の管理下で発生する事故や自然

災害の実情、 学校安全のめざすべき

姿・学校安全の目標 

安全・安心・あった

かな環境を整備す

る 
2 時間 危機管理能力

の計測を学ぶ 
2 時間 

12 地域ぐるみの学校安全体制整備の実

践事例 
日常活動を見る 2 時間 安全な経路の

整備をする 
2 時間 

13 
学校保健安全法に基づく学校安全の

推進に関する計画、 学校安全計画及

び危機管理マニュアルの策定 

事象に対するマニ

ュアル化を見る 2 時間 
危機管理に備

えての安全確

保をまとめる 

2 時間 

14 
危機管理と安全教育の取り組み事例、

教育委員会とスクールカウンセラー

が協働した緊急支援の事例をもとに 

多業種連携コンサ

ルテーションを学

ぶ 
2 時間 平時の取り組

みを理解する 
2 時間 

15 「地域連携教育と学校安全」に関する

現代的課題への対応 

地域のだれもが主

人公 2 時間 学校のプラット

ホームを知る 
2 時間 

成 績 評 価 
課題・レポート〔知識・理解〕（40%）、毎回の授業の感想・振り返り〔関心・意欲・知

識・理解〕（40%）、プレゼンテーション（20%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

・履修上の注意事項として、テキストを持参し、配付した資料を各自のファイルに整

理し課題をふり返り、提出に備えてください。課題のフィードバックについては課題

レポート提出後に解説を行います。質問は授業内で対応します。 
・Google Classroom を活用し、授業、授業後の振り返り、予習・復習に役立てるこ

とがあります。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

【テキスト】文部科学省『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総則編』 
参考文献を提示するとともに、適宜資料を配付します。オープン教材等

を活用し、授業、授業後の振り返り、予習・復習に役立てます。 
【持参物   記録ファイル 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

学校は、知識や技術の習得のみならず、友達や教員など同世代・異世代の多様な人々

との出会いを通じて、子どもたちに豊かな成長を保障する場でもあるのです。ですか

ら、教育実践としての教育実習をとおして実践に取り組んできたことをふり返りなが

ら、積極的に自分の意見を発表しながら考察していきましょう。 
小学校教諭二種免許状：必修 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 教育行政や教育法

規の動向から、教育制

度に関する基本的な用

語を中心に知識を深め

る。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 課題・レポー

ト〔知識・理

解〕 
40% 

(2) 学校教育の営みか

ら地域との共存を考察

する。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

説明できて

いない。 
毎回の授業

の感想・振り

返り、授業課

題 

40% 

107



できる。 〔関心・意

欲・知識・理

解〕 
(3) 現在の教育制度に

関する具体的な改善案

を自らの学習からふり

返り、適切な改善案が

プレゼンテーションで

きる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 課題・レポー

ト〔思考力・

判断力・表現

力〕 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育原論 
Principles of Education 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPBE1003 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 中村 浩 ○ 

実務家教員 
の詳細 教育委員会指導主事としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

教育の基本的概念や教育の理念について学び、教育を成り立たせている諸要因とそれら相互の関係を理

解する。また、教育の歴史、思想や制度等を学び、これまでの教育及び学校の営みがどのように変遷し

てきたのかを理解し、学校を取り巻く今日的な教育課題について自分の考えや意見を述べることができ

る教師としての資質・能力を養う。 

到達目標 

(1)-1) 教育や教育原論とは何かを、パスカルの言葉等をもとに、説明できる。  

(1)-2) 現代の学校・園制度の発生や教育方法の先人たちについて、その特色の概要を説明できる。 

(2)-1) これまでの日本の教育の歴史や、現在の教育の基本的なスタンスについて、説明できる。 

(2)-2) 学校・園経営、生徒指導や学習指導や保育活動について、その概要や考え方の基本を説明できる。 

(2)-3) 教育評価、社会教育や家庭教育について、その概要や考え方の基本を説明できる。 

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
オリエンテーションで、これから

学んでいく方向性を理解する。「教

育原論とは何か」が明確になる。 

｢教育は、何のため

にあるのか｣の資

料を読む。 
2 時間  

教育原論の概要に

ついて、内容をま

とめる。 
2 時間  

2 パスカルや孔子の言葉をもとに

「教育とは何か」を考える。 
｢教育とは何か｣の

資料を読む。 2 時間  

カントや孔子の教

育に関する考えに

ついて、内容をま

とめる。 

2 時間  

3 

古代から現代までの教育の歴史を

「学校・園はどのようにしてでき

たのか」の視点で探ることで理解

する。 

教育の歴史(欧米)
の資料を読む。 2 時間  

欧米の教育の歴史

の概要について、

内容をまとめる。 
2 時間  

4 
ソクラテスからデューイまで「教

育の先人たち」の概要を学ぶこと

で、教育方法の歴史を理解する。 

教育方法の歴史(欧
米)の資料を読む。 2 時間  

教育方法の歴史(欧
米 )の概要につい

て、内容をまとめ

る。 

2 時間  

5 

古代から現代の教育基本法に至る

「日本の教育」の歴史の概要を学

ぶことで、日本の教育の目的を理

解する。 

日本の教育の歴史

の資料を読む。 2 時間  
日本の教育の歴史

の概要をまとめ

る。 
2 時間  

6 
日本の学校教育・幼児教育の法的

根拠を、演習問題を解くことで理

解する。 

学校教育と法規の

資料を読む。 2 時間  
学校教育に関する

諸法規についてま

とめる。 
2 時間  
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7 

学校・園制度のあり方について、

日本とドイツの違いから考察す

る。文部科学省と教育委員会、学

校・園の関係を理解する。 

学校制度と教育行

政の資料を読む。 2 時間  
学校制度のあり方

について、内容を

まとめる。 
2 時間  

8 

学校・園の責任者としての校長・

園長の視点を通して、学校・園経

営の仕組みや運営のあり方につい

て理解する。 

学校経営の資料を

読む。 2 時間  

学校経営のしくみ

や学校運営につい

て、内容をまとめ

る。 

2 時間  

9 

学級担任になったつもりで「安心

安全でいじめのない学級づくり」

について、グループ学習で考えを

まとめる。 

学級経営の資料を

読む。 2 時間  

いじめのない学級

づくりについて考

え、内容をまとめ

る。 

2 時間  

10 

グループ学習での成果を発表し合

うことで、担任としてもつべき「学

級経営の基本的な構えと手だて」

について理解する。 

子どもの学級力の

育成の資料を読

む。 
2 時間  学級経営の基本に

ついてまとめる。 2 時間  

11 
生徒指導の原理と方法について生

徒指導提要をもとに学び、「生徒

指導とは何か」について理解する。 

生徒指導提要を読

む。 2 時間  
生徒指導とは何か

についてまとめ

る。 
2 時間  

12 

学習指導や保育指導の原理と方法

について具体的な授業例から学

び、「授業とは何か」について理

解する。 

授業研究の資料を

読む。 2 時間  
授業づくりの基本

について、内容を

まとめる。 
2 時間  

13 

教育評価にまつわる基礎知識を学

び、絶対評価と相対評価の考え方

の違いやＰＤＣＡの意味について

理解する。 

教育評価の資料を

読む。 2 時間  教育評価の基本に

ついてまとめる。 2 時間  

14 
教育の原点としての家庭教育のあ

り方について、具体的な事例をも

とに考える。 

家庭教育のあり方

の資料を読む。 2 時間  

家庭教育のあり方

について、自分の

ことにあてはめて

考え、内容をまと

める。 

2 時間  

15 
社会教育についての考え方の変遷

について学び、生涯学習時代を生

き抜く知恵について考える。 

社会教育の資料を

読む。 2 時間  
社会教育について

の基本をまとめ

る。 
2 時間  

成 績 評 価 定期試験（49%）、授業への取り組み（51%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レポー

トや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『やさしい教育原理』有斐閣アルマ 
参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月 文部科学省）』東洋館出版、 『幼

稚園教育要領解説 （平成 30 年 3 月 文部科学省）』フレーベル館 
『問いからはじめる教育学』有斐閣ストゥディア 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育の根本的な理論について、その概要を学ぶ。授業  
教育の未来について、考える楽しみを味わいながら、理解を深める授業  
  
小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 教育や教育原

論とは何かを、パスカ

ルの言葉等をもとに、

説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組み 
（関心・意欲・態度）  8% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解・思考

力・判断力・表現力）  
7% 

(1)-2) 現代の学校・園

制度の発生や教育方

法の先人たちについ

て、その特色の概要を

説明できる。スカルの 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組み 
（関心・意欲・態度）  10% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解・思考

力・判断力・表現力）  
10% 

(2)-1) これまでの日

本の教育の歴史や、現

在の教育の基本的な

スタンスについて、説

明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組み 
（関心・意欲・態度）  10% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解・思考

力・判断力・表現力）  
10% 

(2)-2) 学校・園経営、

生徒指導や学習指導

や保育活動について、

その概要や考え方の

基本を説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組み 
（関心・意欲・態度）  15% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解・思考

力・判断力・表現力）  
10% 

(2)-3) 教育評価、社会

教育や家庭教育につ

いて、その概要や考え

方の基本を説明でき

る。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組み 
（関心・意欲・態度）  10% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解・思考

力・判断力・表現力）  
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育心理学 
Educational Psychology 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26EPBE1004 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 入江 良英  
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を

理解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グルー

プやペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
心理学の中でも教育分野に関連する内容を学ぶ。  
学習・記憶・発達など教育に関連する基本的な内容を学習する。  
学校内の様々事象・問題を心理学的視点から考える。 

到達目標 
(1)教育心理学の理論および基礎知識について説明できる。 

(2)教育場面での応用、実践的な対応方法、評価方法について、説明できる。 

(3)現代社会における教育上の問題について心理学的観点から理解し説明できる。 

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパ
スに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業
を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 教育心理学とは何か概要を知る 
教育心理学で気に

なるキーワードを

調べる 

  

2 時間 

教育心理学を学ぶ

目的について整理

する。 
2 時間 

2 教育心理学の歴史を理解する 
教育心理学の歴史

の概要につい調べ

る。 
2 時間 

教育心理学に大き

な影響を与えた人

物達を整理する。 
2 時間 

3 学習理論について理解する 代表的な学習理論

について調べる。 2 時間 
ワトソンの学習心

理学の功罪につい

てまとめる。 
2 時間 

4 動機づけの種類と重要性を理解す

る 

動機づけに関係す

る身近な現象につ

いて調べる。 
2 時間 

内発的 /外発的動

機づけの違いにつ

いてまとめる。 
2 時間 

5 教育と発達（レディスネス）につ

いて理解する 
発達の最近接領域

について調べる。 2 時間 
発達の最近接領域

の活用例をまとめ

る。 
2 時間 

6 学習方法について学ぶ 学習方法の具体例

について調べる。 2 時間 
効果的な学習方法

についてまとめ

る。 
2 時間 

7 記憶のメカニズムについて学ぶ 人間の記憶の種類

について調べる。 2 時間 
長期記憶と短期記

憶の違いについて

まとめる。 
2 時間 

8 教師・児童関係の重要性を理解す

る 

自分自身の教師ー

児童関係について

振り返る。 
2 時間 

望ましい教師ー児

童関係についてま

とめる。 
2 時間 

9 学童期の発達特徴と課題を学ぶ 
学童期の子どもた

ちの発達課題を調

べる。 
2 時間 

学齢期の発達段階

ごとの課題をまと

める。 
2 時間 
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10 児童の評価方法を学ぶ 
児童を的確に評価

する方法について

調べる。 
2 時間 

各評価法のメリッ

トデメリットにつ

いてまとめる。 
2 時間 

11 評価について学ぶ（統計法を含

む）。 
評価の種類につい

て調べる。 2 時間 学習評価法につい

て学ぶ。 2 時間 

12 教育現場でのカウンセリング的か

かわりについて学ぶ 

カウンセリング・

マインドについて

調べる。 
2 時間 

傾聴について身近

な人との間で練習

する。 
2 時間 

13 学校で起こる様々な問題（不登

校・いじめ）について学ぶ 
いじめや不登校の

統計資料を読む。 2 時間 
いじめを減らすた

めの自分の考えを

まとめる。 
2 時間 

14 学校で起こる様々な問題（非行・

その他）について学ぶ 
非行の定義や内容

について調べる。 2 時間 非行の子どもへの

対応にういて 2 時間 

15 特別な支援が必要な児童への対応

を学ぶ 

特別支援が必要な

児童について調べ

る。 
2 時間 

特別な支援につい

て学校で行われる

対応についてまと

める。 

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（50%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

毎時の感想は成績評価に一部加味しますので、積極的な記入をお願いします。 
試験はルーブリック評価に基づき結果を示します。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

参考図書：『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省』東洋館出

版・鎌原 雅彦ら(2016) やさしい教育心理学【第 4 版】 有斐閣アルマ 中澤 

潤（2022）よくわかる教育心理学(第 2 判) ミネルヴァ書房 
その他の参考資料については、毎回、呈示する。 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育や子どもたちの抱える問題を心理学的視点から眺め、把握する力を身につけ

理解を深めていきましょう。 

小学校教諭二種免許状：必修，ピアヘルパー受験資格：必修 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)教育心理学の理論

および基礎知識につ

いて説明できる。 

教育心理学の

理論や基礎知

識について十

分に説明する

こ と が で き

る。 

教育心理学の

理論や基礎知

識について概

ね説明するこ

とができる。 

教育心理学の

理論や基礎知

識について最

低限の説明が

できる。 

教育心理学の

理論や基礎知

識について説

明することが

できない。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
20% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

20% 

(2) 教育場面での応

用、実践的な対応方

法、評価方法につい

て、説明できる。 

教育場面での

応用、実践的

な対応方法、

評価方法につ

いて十分に説

明することが

できる。 

教育場面での

応用、実践的

な対応方法、

評価方法につ

いて概ね説明

することがで

きる。 

教育場面での

応用、実践的

な対応方法、

評価方法につ

いて最低限の

説 明 が で き

る。 

教育場面での

応用、実践的

な対応方法、

評価方法につ

いて説明する

ことができな

い。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
15% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

15% 
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現することが

できる。 
することがで

きる。 
不 十 分 で あ

る。 
表 現 で き な

い。 
考力・判断力・表

現力）  

(3)現代社会における

教育上の問題につい

て心理学的観点から

理解し説明できる。 

現代社会にお

ける教育上の

問題について

心理学的観点

から十分に説

明することが

できる。 

現代社会にお

ける教育上の

問題について

心理学的観点

から概ね説明

することがで

きる。 

現代社会にお

ける教育上の

問題について

心理学的観点

から最低限の

説 明 が で き

る。 

現代社会にお

ける教育上の

問題について

心理学的観点

から説明する

ことができな

い。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
15% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

児童心理学 
Child Psychology 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPBE1005 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 田原 浩章  
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を

理解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グルー

プやペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
児童期における児童の心身の発達、発達課題について学ぶ。発達の連続性、幼児期からの継

続、青年期への移り変わりについて理解する。児童の子どもの心の、問題、関わりの基礎に

ついて学ぶ。 

到達目標 
(1)児童の心身の発達の課程および特徴を理解する。 

(2)児童の学習の基本的知識を身につけ，発達を踏まえた上での関わりについて学ぶ。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
児童心理学とは何かその特徴を理解

する 
   ー  ー 

児童心理学で

学びたいこと

についてまと

める。 

2 時間 

2 乳幼児期の発達を理解する 

乳幼児期の心

身の発達につ

いて復習する 

2 時間 

乳幼児期の発

達の特徴につ

いてまとめる 

2 時間 

3 児童の身体的発達について理解する 

児童期の身体

的発達の特徴

を調べる 

2 時間 

スキャモンの

発達曲線につ

いて復習する 

2 時間 

4 現代の児童の生活特徴を理解する 

現代における

児童の生活特

徴を整理する 

2 時間 

社会的背景と

児童の生活と

の関連をまと

める 

2 時間 

5 児童期の運動機能の発達を理解する 

粗大運動と微

細運動の違い

について調べ

る 

2 時間 

児童期の運動

発達の特徴に

ついてまとめ

る 

2 時間 

6 
代表的な発達段階と児童期の位置づ

けを学ぶ 

代表的な発達

理論を調べる 
2 時間 

代表的な発達

理論について

まとめる 

2 時間 

7 言語・思考の発達について学ぶ 

ピアジェやヴ

ィゴツキーの

功績について

調べる 

2 時間 

ピアジェやヴ

ィゴツキーの

理論をまとめ

る。 

2 時間 

115



8 認知の特徴を理解する 

児童期の認知

発達について

調べる 

2 時間 

児童期の認知

発達について

まとめる。 

2 時間 

9 自己・自我の発達を理解する 

自己や自我と

は何かについ

て調べる。 

2 時間 

児童期の自我

の発達の特徴

をまとめる 

2 時間 

10 
仲間関係と集団行動（遊びの発達）を

学ぶ 

児童期の仲間

関係の思い出

を記す。 

2 時間 

児童期の仲間

関係・遊びの特

徴をまとめる。 

2 時間 

11 学校生活と児童の発達の関連を知る 

児童期の学校

生活の思い出

を記す。 

2 時間 

児童期に生じ

やすい学校生

活の諸問題を

まとめる。 

2 時間 

12 
学年ごとの発達の違いを知る（低学

年を中心に） 

特に低学年の

発達の特徴を

調べる。 

2 時間 

低学年の心身

の発達の特徴

をまとめる。 

2 時間 

13 
学年ごとの発達の違いを知る（高学

年を中心に） 

特に高学年に

おける発達の

特徴を調べる。 

2 時間 

高学年の心身

の発達の特徴

をまとめる。 

2 時間 

14 青年期への接続について学ぶ 

思春期の心身

の変化や特徴

について調べ

る。 

2 時間 

思春期・青年期

までに達成す

べき課題を整

理する。 

2 時間 

15 
児童を取り巻く環境の変化と子ども

の変化について考える 

現代の児童を

取り巻く社会

問題を挙げる。 

2 時間 

児童を取り巻

く社会問題を

解決する方法

を提案する。 

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート

等） 

に対する 

フィードバックの方法 

課題はコメントを書いて返却する。  
定期試験はルーブリック評価に基づいて結果を示す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

プリントを配布する。 
購入図書は第１回オリエンテーションにてお伝えします。＊ピアヘルパーの受験

希望者は，日本教育カウンセラー協会が出版しているハンドブックとワークブッ

クの購入が必要です。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

児童期の子どもの心身面の発達特徴を知るとともに、生涯における児童期の重要

性を眺めていきましょう。 

小学校教諭二種免許状：選択科目、ピアヘルパー受験資格：必修 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 児童の心

身の発達の課

程および特徴

を理解する。 

児童の心身の発

達の課程および

特徴について十

分に説明するこ

とができる。 

児童の心身の発

達の課程および

特徴について概

ね説明すること

ができる。 

児童の心身の発

達の課程および

特徴について最

低限の説明はで

きる。 

児童の心身の発

達の課程および

特徴について説

明することがで

きない。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  

25% 

これまでの経験

や知識と関連づ

けて、自分の考

えを十分に述べ

これまでの経験

や知識と関連づ

けて、自分の考

えを概ね述べる

ことができる。 

これまでの経験

や知識と関連づ

けているが、自

分の考えを述べ

これまでの経験

や知識と関連づ

けることができ

ず、自分の考え

を十分に述べる

授業への取り組

み 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

25% 
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ることができ

る。 

ることが不十分

である。 

ことができな

い。 

(2) 児童の学

習の基本的知

識を身につけ，

発達を踏まえ

た上での関わ

りについて学

ぶ。 

児童の学習の基

本的知識を身に

つけ，発達を踏

まえた上での関

わりについて十

分に説明するこ

とができる。 

児童の学習の基

本的知識を身に

つけ，発達を踏

まえた上での関

わりについて概

ね説明すること

ができる。 

児童の学習の基

本的知識を身に

つけ，発達を踏

まえた上での関

わりについて最

低限の説明をす

ることができ

る。 

児童の学習の基

本的知識を身に

つけ，発達を踏

まえた上での関

わりについて説

明することがで

きない。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  

25% 

これまでの経験

や知識と関連づ

けて、自分の考

えを十分に述べ

ることができ

る。 

これまでの経験

や知識と関連づ

けて、自分の考

えを概ね述べる

ことができる。 

これまでの経験

や知識と関連づ

けているが、自

分の考えを述べ

ることが不十分

である。 

これまでの経験

や知識と関連づ

けることができ

ず、自分の考え

を十分に述べる

ことができな

い。 

授業への取り組

み 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

25% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

初等教育課程論 
Lecture on Curriculum Theory 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPBE1006 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 認 

定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 加藤 浩久 ○ 

実務家教員 
の詳細 

教育委員会指導主事としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行

う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 学んだことをこれからの生活に生かし、さらに深く学び続けたいという意欲を

もっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身に付け、実践的な指導力を有し

ている。 〇 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子ども

の特性を理解し知識を深めている。 ○ 

(4)教育実習、学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5)様々な教育課題について意欲的に学び、自分の考えをさらに高めることができ

る。 〇 

(6)他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いのよさを学ぼうとしながら、

グループやペア片有働に積極的に参加することができる。 〇 

 
概 要 

教育課程の原理及び教育課程の編成と管理について学び、学校における教育指導計画の価値

がわかり、その作成方法について理解する。  
小学校教育を法的根拠や学習指導要領からとらえるとともに、教育課程編成をめぐる今日的

な教育課題についての認識を深める。 

到達目標 

(1)戦後の学習指導要領の変遷について説明できる。  

(2) 現行の学習指導要領を「育成したい資質・能力」の面から説明できる。  

(3)現行の学習指導要領を「習得させたい見方・考え方」の面から説明できる。  

(4)現行の学習指導要領を「主体的・対話的で深い学び」の面から説明できる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
教育課程をめぐる様々な問題

の中でも学力との関係につい

て理解する。 

学力の定義を可能

な限り列挙する。 2 時間  改訂の主旨につい

て振り返る。 2 時間  

2 教育課程の基準、編成及び実

施の概要について理解する。 

教育課程編成の主

体という視点から

考察する。 
2 時間  

教育課程編成の法

的根拠について確

認する。 
2 時間  

3 
教育課程を通して育成すべき

資質・能力について理解す

る。 

教科ごとに、育成

する資質・能力を

まとめる。 
2 時間  

知識及び技能、思

考力、判断力、表

現力等、学びに向

かう人間性等 

2 時間  

4 教育課程における道徳教育の

位置づけについて理解する。 

道徳教育の目標と

各教科の目標を比

較する。 
2 時間  

道徳科の内容項目 
教科における道徳

教育の在り方を振

り返る。 

2 時間  

5 
経験主義からの影響を受けた

戦後最初の教育課程について

理解する。 

問題解決学習の中

で実施が可能な道

徳の学習について

考察する。 

2 時間  
社会科、家庭科、

自由研究について

振り返る。 
2 時間  
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6 経験主義から系統性重視への

転換について理解する。 

問題解決学習と系

統学習の違いにつ

いて考察する。 
2 時間  

特設道徳や学力論

争について振り返

る。 
2 時間  

7 系統学習の問題点について理

解する。 
工学的アプローチ

の意味を調べる 2 時間  

学力テストと能力

論争、教育内容の

精選について振り

返る。 

2 時間  

8 教育の現代化から人間性重視

への転換について理解する。 

羅生門的アプロー

チの意味を調べ

る。 
2 時間  

基準の大綱化とゆ

とり、知・徳・体

の調和について振

り返る。 

2 時間  

9 
人間性重視から新しい学力観

の追求への転換について理解

する。 

関心・意欲・態度

の重視の意義につ

いて考察する。 
2 時間  

新しい学力観、選

択教科について振

り返る。 
2 時間  

10 新しい学力観から確かな学力

への転換について理解する。 

新しい学力観が衰

退した理由を調べ

る。 
2 時間  

総合的な学習の時

間や選択幅の拡大

について振り返

る。 

2 時間  

11 確かな学力から活用能力への

転換について理解する。 

習得・活用・探究

の順序性について

考える。 
2 時間  

活用能力重視、国

際水準のリテラシ

ーについて振り返

る。 

2 時間  

12 
活用能力から主体的・対話的

で深い学びへの転換について

理解する。 

主体的学び、対話

的学び、深い学び

の重要度を比較す

る。 

2 時間  

キーコンピテンシ

ーと資質・能力の

三つの柱について

振り返る。 

2 時間  

13 
主体的・対話的で深い学びと

カリキュラム・マネジメント

との関係について理解する。 

マネジメントを、

４５分１単位で考

える。 
2 時間  授業の重要性につ

いて振り返る。 2 時間  

14 
諸外国の教育課程改革の動き

から日本の教育課程について

理解する。 

日本の改革が遅れ

気味になる理由を

考察する。 
2 時間  

「優秀性」を求め

る改革、資格試験

等を振り返る。 
2 時間  

15 具体例を基に、教育課程の今

日的課題について理解する。 

文理融合という新

しいキーワードに

ついて調べる。 
2 時間  

市民性、環境教育

について振り返

る。 
2 時間  

成 績 評 価 定期試験（28%）、授業への取り組み（32%）、グループワーク・グループ討議

（40%）  
課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『新しい時代の教育課程』有斐閣アルマ 
参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』東洋館

出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

小学校教育について、教育課程の編成（指導計画の作成）の観点から、基本的な

ことを学ぶ授業 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)戦後の学習指導要

領の変遷について説

明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り 組 み 
（関心・意

欲・態度）  
5% 
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ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（知識・理

解 ・ 思 考

力 ・ 判 断

力 ・ 表 現

力）  

5% 

(2) 現行の学習指導要

領を「育成したい資

質・能力」の面から

説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り 組 み 
（関心・意

欲・態度）  
15% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（知識・理

解 ・ 思 考

力 ・ 判 断

力 ・ 表 現

力）  

15% 

(3)現行の学習指導要

領を「習得させたい

見方・考え方」の面

から説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り 組 み 
（関心・意

欲・態度）  
15% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（知識・理

解 ・ 思 考

力 ・ 判 断

力 ・ 表 現

力）  

15% 

(4)現行の学習指導要

領を「主体的・対話

的で深い学び」の面

から説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り 組 み 
（関心・意

欲・態度）  
15% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（知識・理

解 ・ 思 考

力 ・ 判 断

力 ・ 表 現

力）  

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国語科指導法 
Teaching Methods of 

Japanese Language 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2018 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 中村 浩 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校国語科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

授業を実践に際しての指導事項との関連を踏まえた教材分析上の観点を学ぶ。  
典型的な教材を例に、教材の構造と内容の把握、精査と解釈について実践的に学ぶ。  
〔知識及び技能〕と〔思考力、判断力、表現力等〕の二つの柱を意識して授業を設計する。  
「言語による見方・考え方」を念頭に置いた授業実践のあり方を、ＩＣＴを適宜活用しながら、具体的

な方法として身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 教材に対する学習者の初発の捉え方を分類・考察することができる。  

(1)-2) 学習者の初発の感想を基に、教材の中核に迫る「問い」を予測することができる。  

(1)-3) 学習者相互の対話を成立させる教材のキーワードを捉えることができる。  

(1)-4) 授業の流れを「板書計画」という形で構想することができる。  

(2)-1) 対象をどういう言葉で表現しているかで教材の特質を説明できる。  

(2)-2) 話し手や作者・筆者がなぜそのような表現をしているのかその意図が説明できる。  

(2)-3) 伏線やオノマトペ等の表現技法で登場人物のどういう状況を表しているか説明できる。  

(2)-4) 文章の論展開のためにどういう工夫をしているか表現の仕方を基に説明できる。  

(3)-1) 「導入部」における「問い」を学習者に意味づけできる。  

(3)-2) 「展開部」における「対話」が成立するための条件を整えることができる。  

(3)-3) 授業全体の学習の流れが学習者に理解できる「板書」を作成することができる。  

(3)-4) 学習過程での「形成的評価」で様々な手立てを工夫することができる。  

(3)-5) 「終末部」における「授業評価（自己評価）」を具体的に講じることができる。  

(4)-1) どの言葉（表現）で話や文章が理解できたとしているかを掴むことができる。  

(4)-2) 話や文章の中で言葉の価値に気付いた発言をしているかを掴むことができる。  

(4)-3) 既習の言葉に新たな意味を見出した発言をしているかを見定めることができる。  

(4)-4) 「振り返り」の中でだれの言葉で考えが深まったとしているかを見取ることができる。  
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授業内容 
と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 教材研究って何？①―新見南吉「あ

めだま」の構造を考える。 

教材文を読み、授

業内容を概観す

る。 
2 時間  

「あめだま」の結

末の予測ができ

た訳を表現に求

める。 

2 時間  

2 

教材研究って何？②―新見南吉「あ

めだま」における「問いづくり」を

中心にして「アクティブ・ラーニン

グ」を体験する。 

前時に書いた考え

を基に予測の理由

が説明できるよう

準備する。 

2 時間  
「教材を教材と

して捉える」こと

を整理する。 
2 時間  

3 「国語」を教える意味？―国語科の

目標、三つの構造を復習する。 

学力の三層との関

係で「目標」につい

て考えておく。 
2 時間  

「学力観の変遷」

と関わらせ整理

する。 
2 時間  

4 低学年教材「お手紙」―登場人物の

背負っている表現を掴む。 

学習指導要領を基

に「説明」について

考えておく。 
2 時間  

教材構造図に沿

って「お手紙」の

特徴を整理する。 
2 時間  

5 低学年教材「どうぶつの赤ちゃん」

―「説明」とは何かを掴む。 

学習指導要領の

「指導事項のウ」

を読んでおく。 
2 時間 

教材文中から「説

明」に気付かせる

発問を考える。 
2 時間  

6 中学年教材「ありの行列」―キーワ

ードで段落相互の関係を掴む。 

段落相互の関係を

掴むキーワードを

探しておく。 
2 時間  

ワークシートを

軸に「学習の流

れ」を考える。 
2 時間  

7 中学年教材「つり橋わたれ」―心情・

情景の「変化」を掴む。 

「変化」をキーワ

ードに音読し、概

観しておく。 
2 時間  

教材構造図に沿

って発問を考え

る。 
2 時間  

8 

高学年教材「イースター島にはなぜ

森林がないのか」―「問題提起」の

答え―文章全体の論理の展開の仕

方を掴む。（電子黒板の活用） 

「問題提示の解答

はどこに」の答え

とその理由を考え

ておく。  

2 時間  

内容読解に際し

てのキーワード

を、教材構造図を

基に説明できる

ように復習する。 

2 時間  

9 

高学年教材「海のいのち」―「クラ

イマックス」の場面を見つけその根

拠を語り合うことで「精査と解釈」

の仕方を学ぶ。  

（電子黒板の活用） 

「クライマックス

はどこか」を考え

ながら音読してお

く。 

2 時間  

電子黒板の利用

法や利用場面に

ついて考えを整

理する。 

2 時間  

10 教材研究から学習指導案の作成へ

①学習指導案のしくみを知る。 

例示された学習指

導案」を読み特徴

を掴んでおく。 
2 時間  

授業の三要素を

踏まえ「指導案の

しくみ」を整理す

る。 

2 時間  

11 
教材研究から学習指導案の作成へ

②低学年教材「ニャーゴ」で教材構

造図を作成する。 

学習指導案づくり

の対象となる「ニ

ャーゴ」の教材研

究をしておく。 

2 時間  

授業中に示され

た構造図作成の

手順を基に作成

する。 

2 時間  

12 
教材研究から学習指導案の作成へ

③低学年教材「ニャーゴ」で学習指

導案を作成する。 

先例をヒントにし

て自分の学習指導

案の素案を考えて

おく。 

2 時間  

授業中の班別の

話し合いを参考

に指導案を作成

する。 

2 時間  

13 

学習指導案の作成から授業実践へ

①各自の作成した学習指導案を基

にプロジェクターでプレゼンテー

ションを行う。 

一人 10～15 分で

要点発表の準備を

する。 
2 時間  

仲間の発表や指

導者の評を参考

にして完成させ

る。 

2 時間  

14 

学習指導案の作成から授業実践へ

②各自の作成した学習指導案をも

とにプロジェクターでプレゼンテ

ーションを行なう。 

一人 10～15 分で

要点発表の準備を

する。 
2 時間  

仲間の発表や指

導者の評を参考

にして完成させ

る。 

2 時間  

15 

授業の総括―望ましい反応の取り

上げ方の映像と各プレゼンテーシ

ョンを比較し、教師による「反応喚

起・反応解釈・反応組織」について

レポートする。 

教師と児童との遣

り取りの例を軸

に、「教師の出番」

について考えてお

く。 

2 時間  

最後の指導者の

解説を基に「教師

の出番」について

レポートを書く。 

2 時間  

122



成 績 評 価 毎回の授業の感想・振り返り（48%）、毎回の授業課題（52%）  
課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

①授業後の感想を提出させ、それへのコメントを書き、次時に返却する。 

②各自の提出した「教材構造図」「学習指導案」「授業全般の感想レポート」等を

提出させ、それへのコメント・評定を示して、後日返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 国語編（平成 29 年 7 月文部科学）』 
和田征文・渡邉亮太編著『教育実習の研究』山口短期大学 
『平成 29 年度小学校学習指導要領ポイント総整理・国語』吉田裕久･水戸部修治東

洋館出版社 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

今日的な教育課題の「アクティブ・ラーニング」を意識した授業展開。後期の教育

実習に繋がる授業技術を実践的な形で学ぶ授業。 
小学校教諭二種免許状：必修科目  

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 評価 
比率 

(1)「言葉による

見方・考え方」

を軸に授業を

構想する要件

を理解するこ

とができる。 

授業を構想する

要件を十分に理

解することがで

きる。 

授業を構想する

要件を凡そ理解

することができ

る。 

授業を構想でき

るが、要件を理

解することが不

十分である。 

授業を構想する

要件を理解する

ことができな

い。 

毎回の授業の感想・

振り返り 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現力） 

12% 

授業を構想する

要件を十分に理

解することがで

きる。 

授業を構想する

要件を凡そ理解

することができ

る。 

授業を構想でき

るが、要件の理

解が不十分であ

る。 

授業を構想する

要件を理解する

ことができな

い。 

毎回の授業課題（関

心・意欲・思考力・

判断力・表現力）  
13％ 

(2) 「思考力・判

断力・表現力

等」を育成する

ことに繋がる

教材の捉えが

できる。 

諸能力を育成す

ることに繋がる

教材の捉えが十

分できる。 

諸能力を育成す

ることを意識し

た教材の捉えが

できる。 

諸能力を育成す

ることに繋がる

教材の捉え方に

努めている。 

諸能力を育成す

ることに繋がる

教材の捉えが十

分でない。 

毎回の授業の感想・

振り返り 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現力） 

12% 

諸能力の育成に

繋がる教材の捉

えが十分でき

る。 

諸能力の育成を

意識した教材の

捉えができる。 

諸能力の育成に

繋がる教材の捉

え方に努めてい

る。 

諸能力の育成に

繋がる教材の捉

えが十分でな

い。 

毎回の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現力）  
13％ 

(3) 「主体的・対

話的で深い学

び」実現のため

の学習過程を

設計すること

ができる。 

「主体的・対話

的で深い学び」

実現のための学

習過程を十分設

計できる。 

「主体的・対話

的で深い学び」

を意識した学習

過程を設計でき

る。 

「主体的・対話

的で深い学び」

に触れた学習過

程を設計でき

る。 

「主体的・対話

的で深い学び」

実現のための学

習過程を設計で

きない。 

毎回の授業の感想・

振り返り 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現力） 

12% 

「主体的・対話

的で深い学び」

実現のための学

習過程を十分設

計できる。 

「主体的・対話

的で深い学び」

を意識した学習

過程を設計でき

る。 

「主体的・対話

的で深い学び」

に触れた学習過

程を設計でき

る。 

「主体的・対話

的で深い学び」

実現のための学

習過程を設計で

きない。 

毎回の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現力）  
13％ 

(4) 「言葉によ

る見方・考え

方」が働いてい

る学習状況を

学習者の姿で

捉えることが

できる。 

「言葉による見

方・考え方」が働

く学習状況を学

習者の姿で捉え

られる。 

「言葉による見

方・考え方」が働

く学習状況を意

識して学習者の

姿で捉えられ

る。 

「言葉による見

方・考え方」が働

く学習状況を学

習者の姿で捉え

ようとしてい

る。 

「言葉による見

方・考え方」が働

く学習状況を学

習者の姿で捉え

ることができな

い。 

毎回の授業の感想・

振り返り 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現力） 
 

12% 

「言葉による見

方・考え方」が働

く学習状況を学

習者の姿で捉え

られる。 

「言葉による見

方・考え方」が働

く学習状況を意

識して学習者の

姿で捉えられ

る。 

「言葉による見

方・考え方」が働

く学習状況を学

習者の姿で捉え

ようとしてい

る。 

「言葉による見

方・考え方」が働

く学習状況を学

習者の姿で捉え

ることができな

い。 

毎回の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現）  
13％ 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

社会科指導法 
Teaching Methods of Social 

Studies 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2019 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 加藤 浩久 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校社会科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 学んだことをこれからの生活に生かし、さらに深く学び続けたいという意欲

をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身に付け、実践的な指導力を有

している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子ど

もの特性を理解し知識を深めている。 ○ 

(4)教育実習、学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5)様々な教育課題について意欲的に学び、自分の考えをさらに高めることがで

きる。 〇 

(6)他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いのよさを学ぼうとしなが

ら、グループやペア片有働に積極的に参加することができる。 〇 

概 要 

社会科の教材研究、学習指導案の作成、模擬授業の実践と授業検討等を通して、公民的資

質 の基礎と養う社会科のＩＣＴを活用した「授業のつくり方」と「授業のしかた」について

の基礎・基本を学ぶ。  
 社会科の学習指導者としての使命感と実践力を身につけて、教壇に立つ準備ができる。 

到達目標 

(1) 現行の学習指導要領の趣旨を理解し社会科の学習過程を構想できる。  

(2) 作成した指導案に基づいて、模擬授業を行うことができる。 

(3) 現行の学習指導要領の趣旨を踏まえて、実施した模擬授業を相互評価し改善できる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 

社会科の目標を構造的にとら

えるとともに、構想する学習

過程への生かし方を構想す

る。 

学習指導要

領解説社会

編の目標を

読む。 

2 時間  

社会科の目

標の構造と

意味を振り

返る。 

2 時間  

2 社会科の基本的な学習過程の

構造について考察する。 

学習指導要

領や教科書

を読む。 
2 時間  

社会科の授

業の基本構

造を振り返

る。 

2 時間  

3 

「主体的・対話的で深い学

び」における「深い学び」が

可能となる学習過程について

構想する。 

学習指導要

領の総則編

や教科編を

読む。 

2 時間  

「深い学

び」の実現

方法につい

て考察す

る。 

2 時間  

4 
「育成したい資質・能力」を

意識した学習過程について考

察する。 

学習指導要

領の総則編

や教科編を

読む。 

2 時間  

配布された

指導案の中

に育成した

い「資質・

能力」を見

付ける。 

2 時間  

5 「習得させたい見方・考え

方」を意識した学習過程につ

学習指導要

領の総則編
2 時間  配布された

指導案の中
2 時間  
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いて考察する。 や教科編を

読む。 
に「習得さ

せたい見

方・考え

方」を見付

ける 

6 
社会科への接続を意識した生

活科のカリキュラムについて

考察する。 

学習指導要

領の総則編

や教科編を

読む。 

2 時間  

社会科と生

活科の望ま

しい関係に

ついて考察

する。 

2 時間  

7 

小学校第３学年の題材を一つ

選択し、学習指導要領の趣旨

を踏まえた学習過程について

考察する。 

学習指導要

領の総則編

や教科編を

読む。 

2 時間  
学習指導案

を作成す

る。 
2 時間  

8 

小学校第４学年の題材を一つ

選択し、学習指導要領の趣旨

を踏まえた学習過程について

考察する。 

学習指導要

領の総則編

や教科編を

読む。 

2 時間  
学習指導案

を作成す

る。 
2 時間  

9 

小学校第５学年の題材を一つ

選択し、学習指導要領の趣旨

を踏まえた学習過程について

考察する。 

学習指導要

領の総則編

や教科編を

読む。 

2 時間  
学習指導案

を作成す

る。 
2 時間  

10 

小学校第６学年の題材を一つ

選択し、学習指導要領の趣旨

を踏まえた学習過程について

考察する。 

学習指導要

領の総則編

や教科編を

読む。 

2 時間  
学習指導案

を作成す

る。 
2 時間  

11 作成した指導案を基に、模擬

授業を実施する。 

学習指導案

を作成し、

授業のイメ

ージトレー

ニングをす

る。 

2 時間  

模擬授業を

振り返り、

指導案を修

正する。 

2 時間  

12 作成した指導案を基に、模擬

授業を実施する。 

学習指導案

を作成し、

授業のイメ

ージトレー

ニングをす

る。 

2 時間  

模擬授業を

振り返り、

指導案を修

正する。 

2 時間  

13 実施した模擬授業を基に、学

習過程を改善する。 

自分の模擬

授業を振り

返る。 
2 時間  

相互評価を

基に更に指

導案を修正

する。 

2 時間  

14 実施した模擬授業を基に、学

習過程を改善する。 

自分の授業

を振り返

る。 
2 時間  

相互評価を

基に更に指

導案を修正

する。 

2 時間  

15 
これまでの学習を基に、社会

科のあるべき学習過程の姿に

ついて考察する。 

これまでの

授業を振り

返る。 
2 時間  

相互評価を

基に更に指

導案を修正

する。 

2 時間  

成 績 評 価 定期試験（10%）、指導案（60%）、模擬授業（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートは、ルーブリック評価の結果を渡す。 
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テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：授業時に資料を配布する。 

参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』、  
『小学校社会科教科書』東京書籍 『小学校社会科教科書』日文 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

後期１０月から始まる教育実習に向けて、社会科の授業づくりの基本を学ぶ。学

習指導案を書いて、模擬授業に挑戦する実践的な講座。 

小学校教諭二種免許状：選択必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 現行の学習指導要

領の趣旨を理解し社

会科の学習過程を構

想できる。   

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組 み 
（ 関 心 ・ 意

欲・態度）  
25% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（ 知 識 ・ 理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

25% 

(2) 作成した指導案に

基づいて、模擬授業

を 行 う こ と が で き

る。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組 み 
（ 関 心 ・ 意

欲・態度）  
20% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（ 知 識 ・ 理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

10% 

(3) 現行の学習指導要

領 の 趣 旨 を 踏 ま え

て、実施した模擬授

業を相互評価し改善

できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組 み 
（ 関 心 ・ 意

欲・態度）  
10% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（ 知 識 ・ 理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

算数科指導法 
Teaching Methods of 

Arithmetic 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2020 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 西 田  稔 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

小学校算数科の目標、内容及び学習内容を支える数理等への理解を深めるとともに、問題解決の過程を

通して、児童自らが数学的な見方・考え方を働かせながら主体的に学ぶ算数科学習指導のあり方につい

て学ぶ。これらを踏まえて教材研究を行い、授業案を作成したり、模擬授業を実施したりして主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた算数科の実践的な指導力を身につける。 

到達目標 

(1)-1) 算数科の目標、各学年の指導目標及び指導内容、指導上留意すべきことを理解し説明することが

できる。  
(1)-2) 算数科における各領域の構成やねらい、発展系列を理解し説明することができる。  

(1)-3) 観点別学習状況評価の評価規準及び評価計画作成の手順を理解し作成することができる。  

(1)-4) 各領域の主たる内容に係る数理的背景や数学的概念について的確に説明することができる。  

(2)-1) 学習指導理論を背景においた授業設計に必要な諸要素について理解し、説明することができる。  
(2)-2) 児童が問題意識を持って意欲的に学習し、わかる喜びを味わう算数科の学習指導を計画すること

ができる。  
(2)-3) 児童が主体的に学ぶ算数科の学習指導の実現に向け、意欲を持って創意ある指導案の作成に取組

み、作成することができる。  
(2)-4) 応答、反応に適切に対応しながら、算数科模擬授業を適切に進めることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 算数教育の目標と各学年における

目標・内容①1～3 年 
学習指導要領 1～3
年を読んでおく。 2 時間 目標構造と内容の

概要をまとめる。 
2 時間 

2 算数教育の目標と各学年における

目標・内容② 4～6 年 
学習指導要領 4～6
年を読んでおく。 2 時間 目標構造と内容の

概要をまとめる。 2 時間 

3 各領域と内容の発展系列①  
「Ａ数と計算」「Ｂ図形」［Ｃ測定］ 

学習指導要領「Ａ数

と計算」「Ｂ図形」［Ｃ

測定］を読んでおく。 
2 時間 領域別内容の発展

系列をまとめる。 2 時間 

4 各領域と内容の発展系列②  
「Ｃ変化と関係」「Ｄデータの活用」 

学習指導要領「Ｃ変

化と関係」「Ｄデータ

の活用」を読む。 
2 時間 領域別内容の発展

系列をまとめる。 2 時間 

5 算数科における基本的な学習過程 
学習指導要領の「学

習過程」についてを

読んでおく。 
2 時間 問題解決的な学習

の要点をまとめる。 2 時間 
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6 

主体的な学びを促す 教材・教具の

工夫開発と教材との対話や児童相

互の対話を深め確かな学びを促す

ICT 機器の活用 

算数科での ICT機器

の活用事例や意義に

ついて調べる。 
2 時間 

主体的な学びと確

かな理解につなが

る課題設定や ICT
機器活用の在り方

をまとめる。   

2 時間 

7 主体的な学びと確かな理解を図る

学習形態及び評価の在り方 

学習形態や観点別

学習状況評価につ

いて調べておく。 
2 時間 

ＴＴや観点別評価

についてまとめ

る。 
2 時間 

8 
教材研究と ICT 機器を活用した算

数科学習指導案の作成の仕方  
－3 年 重さ－の事例を通して  

ICT 機器を活用し

た算数科の事例に

ついて調べてお

く。 

2 時間 

作成要領、作成ポ

イントと指導案例

との対比による指

導案の読み。 

2 時間 

9 
教材研究及び ICT 機器を活用した

学習指導案の作成  
－2 年  100 をこえる数－ 協同研究 

ICT 機器を活用した

２年生「１０００ま

での数」の授業構想

を練っておく。 

2 時間 

協議をもとに「１０

００までの数」の学

習指導案を銘々で

完成させる。 

3 時間 

10 
学習指導案及び ICT 機器を活用し

た教材教具の作成 
－3 年 三角形－ 

ICT 機器を活用した

「三角形」の授業の

原案を作成する。 
2 時間 ３年「三角形」の学習

指導案を作成する。 2 時間 

11 
学習指導案及び ICT 機器を活用し

た教材教具の作成 
－5 年 面 積－ 

ICT 機器を活用した

「面積」の授業の原

案を作成する。 
2 時間 ５年「面積」の学習

指導案を作成する。 2 時間 

12 

学習指導案及び ICT 機器を活用し

た教材教具の作成 
－3 年 三角形－ 
－5 年 面 積－ 

模擬授業で使用す

る教材、教具作成に

必要な材料等の計

画や準備にあたる。 

2 時間 

それぞれの指導案

を完成させる。（模

擬授業実施分、模

擬授業省略分）   

2 時間 

13 模擬授業の実施 模擬授業の準備を

する。 2 時間 模擬授業の反省事

項をまとめる。 2 時間 

14 模擬授業の実施 模擬授業の準備を

する。 2 時間 模擬授業の反省事

項をまとめる。   
2 時間 

15 模擬授業の実施 模擬授業の準備を

する  2 時間 模擬授業の反省事

項をまとめる。 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（20%）、指導案（16%）、授業への取り組み（20%）、グループワーク・グル

ープ討議（14%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 
フィードバックの方法 

授業内容の整理メモや課題プリントへコメントしたり、気づきを記入したりして返却

する。 
模擬授業に関しては、指導案作成中のアドバイスや指導案へのコメントの記入、授業

講評等を通じて行う。試験については、ルーブリック評価の結果を伝える。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：講義資料はその都度、プリント類は必要に応じて配付する。 
『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 算数編（平成 29 年 7 月 文部科学省）』 
 小学校算数教科書  各学年  啓林舘 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

国語に次いで、授業時数の多い教科です。教員は教えやすいと思いがちですが、児童

にとっては意外と学びにくい教科です。児童の学びに視点をあて、主体的にかつ深く

学ぶことの喜びを喚起する教材研究の在り方について究明しましょう。 
小学校教諭二種免許状：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 算数科の目

標、各学年の指導目

標及び指導内容、指

導上留意すべきこと

を理解し説明するこ

とができる。  

ほぼ完璧に説

明することがで

きる。 

大きな誤りがな

く説明すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本は説明

できる。 

説明することが

できない。 定期試験 
（知識・理解）  4% 

ほぼ完璧に説

明することがで

きる。 

大きな誤りがな

く説明すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本は説明

できる。 

説明することが

できない。 授業への取り組

み 
（知識・理解）  

4% 

(1)-2) 算数科におけ

る各領域の構成やね

らい、発展系列を理

解し説明することが

できる。  

ほぼ完璧に説

明することがで

きる。 

大きな誤りがな

く説明すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本は説明

できる。 

説明することが

できない。 定期試験 
（知識・理解）  4% 

ほぼ完璧に説

明することがで

きる。 

大きな誤りがな

く説明すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本は説明

できる。 

説明することが

できない。 授業への取り組

み 
（知識・理解）  

4% 

(1)-3) 観点別学習状

況評価の評価規準及

び評価計画作成の手

順を理解し作成する

ことができる。  

ほぼ完璧に作

成することがで

きる。 

大きな誤りがな

く作成すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本を踏まえ

て作成できる。 

作成することが

できない。 定期試験 
（知識・理解）  4% 

ほぼ完璧に作

成することがで

きる。 

大きな誤りがな

く作成すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本を踏まえ

て作成できる。 

作成することが

できない。 授業への取り組

み 
（知識・理解）  

4% 

(1)-4) 各領域の主た

る内容に係る数理的

背景や数学的概念に

ついて的確に説明す

ることができる。  

ほぼ完璧に説

明することがで

きる。 

大きな誤りがな

く説明すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本は説明

できる。 

説明することが

できない。 定期試験 
（知識・理解）  4% 

ほぼ完璧に説

明することがで

きる。 

大きな誤りがな

く説明すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本は説明

できる。 

説明することが

できない。 授業への取り組

み 
（知識・理解）  

4% 

(2)-1) 学習指導理論

を背景においた授業

設計に必要な諸要素

について理解し、説

明することができ

る。  

ほぼ完璧に説

明することがで

きる。 

大きな誤りがな

く説明すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本は説明

できる。 

説明することが

できない。 定期試験 
（知識・理解）  4% 

ほぼ完璧に説

明することがで

きる。 

大きな誤りがな

く説明すること

ができる。 

誤りはいくつか

あるが、最低限

の基本は説明

できる。 

説明することが

できない。 授業への取り組

み 
（知識・理解）  

4% 

(2)-2) 児童が問題意

識を持って意欲的に

学習し、わかる喜び

を味わう算数科の学

習指導を計画するこ

とができる。  

ほぼ完璧に計

画することがで

きる。 

若干の検討課

題はあるが、基

本を踏まえて計

画できる。 

問題点はいくつ

かあるが、最低

限 の 基 本を 踏

まえて計画でき

る。 

計画することが

できない。 
指導案 
（意欲・思考力・

表現力・創造性・

協働性）  

8% 

ほぼ完璧に計

画することがで

きる。 

若干の検討課

題はあるが、基

本を踏まえて計

画できる。 

問題点はいくつ

かあるが、最低

限 の 基 本を 踏

まえて計画でき

る。 

計画することが

できない。 

グループワーク・

グループ討議 
（意欲・思考力・

表現力・創造性・

協働性）  

7% 
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(2)-3) 児童が主体的

に学ぶ算数科の学習

指導の実現に向け、

意欲を持って創意あ

る指導案の作成に取

組み、作成すること

ができる。  

ほぼ完璧に作

成することがで

きる。 

若干の検討課

題はあるが、基

本を踏まえて作

成できる。 

問題点はいくつ

かあるが、最低

限の基本は踏

まえて作成でき

る。 

作成することが

できない。 
指導案 
（意欲・思考力・

表現力・創造性・

協働性）  

8% 

ほぼ完璧に作

成することがで

きる。 

若干の検討課

題はあるが、基

本を踏まえて作

成できる。 

問題点はいくつ

かあるが、最低

限の基本は踏

まえて作成でき

る。 

作成することが

できない。 

グループワーク・

グループ討議 
（意欲・思考力・

表現力・創造性・

協働性）  

7% 

(2)-4) 応答、反応に

適切に対応しなが

ら、算数科模擬授業

を適切に進めること

ができる。  

ほぼ完璧に進

めることができ

る。 

若干の検討課

題はあるが、基

本を踏まえて進

めることができ

る。 

問題点はいくつ

かあるが、最低

限の基本は踏

まえて進めるこ

とができる。 

適切に進めるこ

とができない。 

模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 
（意欲・思考力・

判断力・表現力・

創造性）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

理科指導法 
Teaching Methods of Science 

Studies 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2021 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 西田 稔 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
理科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された学習内容の背景と

なる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて、具体的な授業場面

を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 学習指導要領における教科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解できる。  

(1)-2) 個別の学習内容について指導上の留意点を理解できる。  

(1)-3) 教科の学習評価の考え方を理解できる。  

(1)-4) 教科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。  

(2)-1) 教科の特性を理解し、単元全体の見通しを持つことができる。  
(2)-2) 教科の特性に応じた情報機器及び教材の効果的な活用方法を理解し、授業設計に活用することが

できる。  
(2)-3) 学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することがで

きる。  
(2)-4) 模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 小学校理科教育の目標と内容 
小学校理科の指導

要領を読んでお

く。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

2 
第 3 学年の理科教育における

単元指導計画の作成と ICT 活

用授業の位置付け 

３年生理科の単元

指導計画の中で

ICT 活用を行う授

業を考える。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

3 
第 4 学年の理科教育における

単元指導計画の作成と ICT 活

用授業の位置付け 

４年生理科の単元

指導計画の中で

ICT 活用を行う授

業を考える。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  
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4 
第５学年の理科教育における

単元指導計画の作成と ICT 活

用授業の位置付け 

５年生理科の単元

指導計画の中で

ICT 活用を行う授

業を考える 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

5 
第６学年の理科教育における

単元指導計画の作成と ICT 活

用授業の位置付け 

６年生理科の単元

指導計画の中で

ICT 活用を行う授

業を考える。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

6 理科評価計画の位置づけと ICT
活用授業の位置付け 

前時で作った単元

指導計画に評価計

画を位置付けてみ

る。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

7 
第３年生理科の学習指導案の

作成と ICT 活用授業の位置付

け 

３年生理科の一単

位授業計画を自分

で作ってみる。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

8 
第３学年理科授業の実際と振

り返りと ICT 活用授業の位置

付け 

前時に作成した学

習指導案に基づき

授業準備をする。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

9 
第４年生理科の学習指導案の

作成と ICT 活用授業の位置付

け 

４年生理科の一単

位授業計画を自分

で作ってみる。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

10 
第４学年理科授業の実際と振

り返りと ICT 活用授業の位置

付け 

前時に作成した学

習指導案に基づき

授業準備をする。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

11 
第５年生理科の学習指導案の

作成と ICT 活用授業の位置付

け 

５年生理科の一単

位授業計画を自分

で作ってみる。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

12 
第５学年理科授業の実際と振

り返りと ICT 活用授業の位置

付け 

前時に作成した学

習指導案に基づき

授業準備をする。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

13 
第６年生理科の学習指導案の

作成と ICT 活用授業の位置付

け 

６年生理科の一単

位授業計画を自分

で作ってみる。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

14 
第６学年理科授業の実際と振

り返りと ICT 活用授業の位置

付け 

前時に作成した学

習指導案に基づき

授業準備をする。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

15 授業における指導と評価 
これまでの学習の

まとめをしてお

く。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

成 績 評 価 
定期試験（5%）、課題・レポート（15%）、指導案（20%）、教材作成（20%）、授業

への取り組み（5%）、グループワーク・グループ討議（5%）、模擬授業、模擬保育、

ロールプレイ（20%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（10%）  

課題（試験・レポート等） 
に対する 

フィードバックの方法 

授業後実施する振り返りを確認するとともに、毎回講義用学習シートをチェックし

て次の授業時に返却する。レポートや定期試験はルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

講義資料はその都度配布する 

『小学校学習指導要領（平成 29 年 3月告示 文部科学省）』『各学年理科教科書』 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 理科編（平成 29 年 7月 文部科学省）』 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

理科離れを防ぎ、理科好きな子どもを育てる楽しい理科教育の実践に取り組みまし

ょう。 
小学校教諭二種免許状：選択必修科目  
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 学習指導要領

における教科の目標

及び主な内容並びに

全体構造を理解でき

る。  

ほぼ完璧に説明

できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 課題・レポート 
（知識・理解） 5% 

ほぼ完璧に説明

できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 定期試験 
（思考力・判断力・

表現力） 
5% 

(1)-2) 個別の学習内

容について指導上の

留意点を理解でき

る。 

ほぼ完璧に説明

できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 課題・レポート 
（知識・理解） 5% 

ほぼ完璧に説明

できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 
毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（思考力・判断力・

表現力） 

5% 

(1)-3) 教科の学習評

価の考え方を理解で

きる。  

ほぼ完璧に説明

できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 課題・レポート 
（知識・理解） 5% 

ほぼ完璧に説明

できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 
毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（思考力・判断力・

表現力） 

5% 

(1)-4) 教科と背景と

なる学問領域との関

係を理解し、教材研

究に活用することが

できる。  

ほぼ完璧に説明

でき、その活用

もできる。 

大きな間違い

がなく、基本

を説明し、活

用ができる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 指導案 
（関心・意欲・態

度） 
5% 

ほぼ完璧に説明

でき、その活用

もできる。 

大きな間違い

がなく、基本

を説明し、活

用ができる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 教材作成 
（技能・表現力） 5% 

(2)-1) 教科の特性を

理解し、単元全体の

見通しを持つことが

できる。 

ほぼ完璧に説明

でき、活用もで

きる。 

大きな間違い

がなく、基本

を説明し、活

用ができる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 教材作成 
（技能・表現力・創

造性） 
5% 

ほぼ完璧に説明

でき、活用もで

きる。 

大きな間違い

がなく、基本

を説明し、活

用ができる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 
グループワーク・

グループ討議 
（表現力・協働

性） 

5% 

(2)-2) 教科の特性に

応じた情報機器及び

教材の効果的な活用

方法を理解し、授業

設計に活用すること

ができる。 

ほぼ完璧に、活

用することがで

きる。 

大きな間違い

がなく、基本

を説明し、活

用ができる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 指導案 
（技能・思考力・判

断力・表現力） 
5% 

ほぼ完璧に、活

用することがで

きる。 

大きな間違い

がなく、基本

を説明し、活

用ができる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説 明で きて

いない。 
授業への取り組

み 
（ 意欲・ 態 度・ 知

識・理解） 

5% 
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(2)-3) 学習指導案の

構成を理解し、具体

的な授業を想定した

授業設計と学習指導

案を作成することが

できる。 

ほぼ完璧に説明

でき、作成する

ことができる。 

大きな間違い

がなく、基本

を説明し、作

成できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

作成できる。 

作 成で きな

い。 教材作成 
（ 関心・ 意 欲・ 態

度・技能） 
10% 

ほぼ完璧に説明

でき、作成する

ことができる。 

大きな間違い

がなく、基本

を説明し、作

成できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

作成できる。 

作 成で きな

い。 
模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 
（技能・表現力・創

造性） 

10% 

(2)-4) 模擬授業の実

施とその振り返りを

通して、授業改善の

視点を身に付けるこ

とができる。  

ほぼ完璧に実施

することができ

る。 

大きな間違い

がなく、実施

ができる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

実施できる。 

実 施で きな

い 指導案 
（知識・理解） 10% 

ほぼ完璧に実施

することができ

る。 

大きな間違い

がなく、実施

ができる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

実施できる。 

実 施で きな

い 
模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 
（技能・表現力・創

造性） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生活科指導法 
Teaching Methods of Life 

Environments 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2022 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 川上 認 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

「教材」が「学習体験や活動を左右する」ことの認識を深め、生活科における「教材研究の視点」や「教

材開発の必要性や留意点」を理解し、身近な社会や自然の中にある素材の教材化と効果的活用方法を身

に付ける。  
生活科における年間指導計画や単元計画並びに指導案作成について理解する。  
生活科における体験的な活動の実践を通しながら指導の在り方を探求する。  
生活科における評価の在り方を理解する。 

到達目標 

(1)-1) 生活科授業における教材の大切さを説明できる  

(1)-2) 素材と教材の意味の違いを比較できる  

(1)-3) 効果的な教材選択や教材の授業への位置づけができる  

(2)-1) 直接的な体験や活動の教材化ができる  

(2)-2) ICT 等の活用や多様な表現活動を展開する指導の在り方を説明できる  

(3)-1) 年間指導計画・単元計画の作成ができる  

(3)-2) 単位時間の指導案の作成ができる  

(3)-3) 評価規準を作成することができる  

(3)-4) 多様な評価方法を列記できる  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 生活科の授業における教材の特質

性を説明できる 

素材と教材の違い

を読み取る 2 時間 授業の特質を箇条

書きにする 2 時間 

2 教材化の意味・意義を理解し、指導

計画への生かし方を学ぶ 

教材と教材化の違

いを読み取る 2 時間 教材化の意味をま

とめる 2 時間 

3 ①人と関わる活動の教材化につい

て学ぶ 

ツーリストとトラ

ベラーの違いを読

む 
2 時間 どんな人と関わる

かまとめる 2 時間 
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4 ②飼育栽培活動の教材化について

学び、体験活動する 

動植物への関わり

方を読み取る 2 時間 実際に世話をして

みる 2 時間 

5 ③探険活動の教材化について説明

できる 

遠足と探検の違い

を読み取る 2 時間 探検場所と方法を

まとめる 2 時間 

6 ④遊びの教材化について学び、体

験活動する 

Play と Game の違

いを読み取る 2 時間 教育実習等で児童

と遊ぶ 2 時間 

7 ⑤ものづくりの教材化について学

び、教材を作成する 

多様なものづくり

の例を知る 2 時間 制作作品を実際に

使ってみる 2 時間 

8 ⑥表現・イベント活動の教材化に

ついて学ぶ 

いろんな表現技法

を読み取る 2 時間 多様な表現方法を

まとめる 2 時間 

9 ⑦交流活動を実践し、動画や静止

画として記録する 

多様な交流会の仕

方を読み取る 2 時間 画像を整理する 2 時間 

10 町探検の振り返り学習時にタブレ

ットを活用して発表活動をする 

プレゼン内容をま

とめる   2 時間 プレゼン方法を修

正する 2 時間 

11 映像や音声機器等、多様な表現活

動を図った指導事例を検討する 
指導事例を調べる  2 時間 指導事例をまとめ

る 2 時間 

12 地域実態に即した生活科の年間・

単元計画の作成事例を検討する 

テキスト 12～13P
を読む    2 時間 他の事例を調べる 2 時間 

13 生活科の指導案を作成し、模擬授

業を行なう 

生活科指導案を作

成する    2 時間 授業の反省文を書

く 2 時間 

14 評価基準と評価規準の違いについ

て学ぶ 

文科省「指導要録」

を調べる  2 時間 単位時間の評価基

準を書く 2 時間 

15 多様な評価方法を理解する 
指導要領解説 92～
93Ｐを読む 2 時間 多様な評価方法を

まとめる 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（10%）、課題・レポート（50%）、指導案（20%）、授業への取り組み（10%）、

発表・プレゼンテーション（10%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

活動体験の記録（レポート等）を学習成果物として累積し、フィードバックに生かす 

テキストおよび 
参 考 文 献 

文科省 『小学校学習指導要領 解説 生活編』（4 版） 東洋館出版   
授業用テキスト『生活科指導法』山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

小学校低学年児童が喜ぶ、直接的な体験活動の実践と指導方法の体得が、主な授業内

容である。具体的な教材との触れ合いを大切にする。 
 
小学校教諭二種状：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 生活科授業に

おける教材の大切さ

を説明できる  

ほぼ完璧に

教材の大切

さを説明で

きる 

十分教材の

大切さを説

明できる 

おおむね教

材の大切さ

を説明でき

る 

まったく説

明できない 定期試験 
（理解） 10% 

(1)-2) 素材と教材の

意味の違いを比較で

きる  

ほぼ完璧に

意味の違い

を比較でき

る 

十分意味の

違いを比較

できる 

おおむね意

味の違いを

比較できる 

まったく意

味の違いを

比較できな

い 

課題・レポート 
（知識） 20% 

(1)-3) 効果的な教材

選択や教材の授業へ

の位置づけができる  

ほぼ完璧に

教材の授業

への位置づ

けができる 

十分に教材

の授業への

位置づけが

できる 

おおむね教

材の授業へ

の位置づけ

ができる 

まったく教

材の授業へ

の位置づけ

ができない 

指導案 
（判断力） 10% 

(2)-1) 直接的な体験

や活動の教材化がで

きる  

ほぼ完璧に

体験活動の

教材化がで

きる 

十分に体験

活動の教材

化ができる 

おおむね体

験活動の教

材化ができ

る 

まったく体

験活動の教

材化ができ

ない 

授業への取り

組み 
（関心） 

10% 

(2)-2) ICT 等の活用や

多様な表現活動を展

開する指導の在り方

を説明できる  

ほぼ完璧に

ICT 等の活用

の在り方を

説明できる 

十分に ICT等

の活用の在

り方を説明

できる 

おおむね ICT
等の活用の

在り方を説

明できる 

まったく ICT
等の活用の

在り方を説

明できない 

発表・プレゼン

テーション 
（技能） 

10% 

(3)-1) 年間指導計画・

単元計画の作成がで

きる  

ほぼ完璧に

年間・単元計

画の作成が

できる 

十分に年間・

単元計画の

作成ができ

る 

おおむね年

間・単元計画

の作成がで

きる 

まったく年

間・単元計画

の作成がで

きない 

課題・レポート 
（問題解決力） 10% 

(3)-2) 単位時間の指

導案の作成ができる  
ほぼ完璧に

単位時間の

指導案が作

成できる 

十分に単位

時間の指導

案が作成で

きる 

おおむね単

位時間の指

導案が作成

できる 

まったく単

位時間の指

導案が作成

でない 

指導案 
（理解） 10% 

(3)-3) 評価規準を作

成することができる  
ほぼ完璧に

評価規準を

作成するこ

とができる 

十分に評価

規準を作成

することが

できる 

おおむね評

価規準を作

成すること

ができる 

まったく評

価規準を作

成すること

ができない 

課題・レポート 
（理解） 10% 

(3)-4) 多様な評価方

法を列記できる  
ほぼ完璧に

評価方法を

列記できる 

十分に評価

方法を列記

できる 

おおむね評

価方法を列

記できる 

まったく評

価方法を列

記できない 
課題・レポート 
（理解） 10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

音楽科指導法 
Teaching Methods of Music 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2023 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 清水 有美 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。  

概 要 
学習指導要領における小学校教科音楽の目標を概説し、音楽教育の現状と問題について考察する。 
指導案の作成方法を学ぶことにより授業展開の方法を学ぶ。  
模擬授業を演習実習し、実践的な技能の伸長を図る。 

到達目標 

(1)-1) 題材など内容や時間のまとまりを見通して、児童の主体的・対話的で深い学びの実現が図れるよ

うな計画を立てることができる。 
(1)-2) 学校内・校外の諸行事を見通して、長期的指導計画を立てることができる。  
(1)-3) 他者との協働を尊重し合いながら、表現する音楽を模索し合う過程を大切にする指導計画を考え

ることができる。  
(2)-1) 他教科等との関連を積極的に図り、音楽科の特質に応じた言語活動を適切に位置づけ、豊かで幅

広い授業展開ができるよう工夫した計画を立てることができる。  
(2)-2) 指導のねらいに即して身体を動かし表現させたり、情報機器や教育機器の活用方法を模索したり

し、深く多様で幅広い体験をさせる授業展開を考え計画を立てることができる。  
(2)-3) 自分たちが作った曲を大切にさせることにより、著作者の創造性を尊重し、音楽文化の継承、発

展、創造を支える素地になることに気がつく展開を考え計画を立てることができる。 
(3)-1) 題材、題材研究、題材設定の理由を、多岐にわたり精査することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 学習指導要領「音楽」の概説・音楽

科教育の目標 
テキストまえがきを

読んでおく    2 時間 自分の考えをまとめる 2 時間 

2 年間指導計画の立案の考え方 
「年間指導計画」テ

キスト P21、教科書

の P26～31 を読む 
2 時間 考えをまとめる  2 時間 

3 歌唱共通教材の授業展開の考え方 
「歌唱共通教材」教

科書の P50～55 を

読んでおく  
2 時間 

再度 50～55 ペー

ジを読み、考えをま

とめる  
2 時間 

4 指導案の作成① 目標、概念 
「目標、概念」教科

書の P32～35 を読

んでおく 
2 時間 レポート課題を参考

にして試作してみる  2 時間 
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5 

歌唱共通教材模擬授業① １年「う

み」「かたつむり」「日のまる」－ICT 機

器の活用（CD デッキ、画像の提示、

授業の録画） 

「うみ」その他＝教

科書 P136～141 を

演習練習する  
2 時間 反省をもとに演習する 2 時間 

6 指導案の作成② 題材，題材研究、

題材観 

「 題材観」テキス ト

P22,23 を完成させ

ておく  
2 時間 暗記できるようにする  2 時間 

7 

歌唱共通教材模擬授業② １年「ひ

らいたひらいた」、２年「かくれんぼ」

「春がきた」 
－ICT 機器の活用（CD デッキ、画像

の提示、授業の録画）－ 

「ひらいたひらいた」

その他＝教科書の

P142～147 を演習

練習しておく  

2 時間 反省をもとに演習する 2 時間 

8 指導案の作成③ 題材の指導計画 「指導計画」テキスト

P25 を試作しておく 
2 時間 学習成果を生かして

再度試作してみる  2 時間 

9 

歌唱共通教材模擬授業③  
２年「虫のこえ」「夕やけこやけ」   
３年「うさぎ」 
－ICT 機器の活用（CD デッキ、画像

の提示、授業の録画）－ 
ビデオ録画自己批評  

「虫のこえ」その他

＝教科書の P148
～153 の演習練習  

2 時間 
他人の評価表 A を

参考にして演習す

る  
2 時間 

10 指導案の作成④ 本時の目標、ねら

いの設定 
「本時の目標」テキ

スト P26、27 を読む 2 時間 モデルを試作して

みる  2 時間 

11 

歌唱共通教材模擬授業④   
３年「茶つみ」「春の小川」「ふじ山」  
－ICT 機器の活用（CD デッキ、 画

像の提示、授業の録画）－ 

「茶つみ」その他＝

教科書の P154～

159 の演習練習   
2 時間 評価表をもとに演習

する  2 時間 

12 指導案の作成⑤ 授業展開の方法 「授業展開の方法」

テキスト P28 を読む 
2 時間 テキスト30 ページを

完成させる  2 時間 

13 

歌唱共通教材模擬授業⑤ ４年「さく

らさくら」「とんび」「まきばの朝」「もみ

じ」－ICT機器の活用（CDデッキ、画

像の提示、授業の録画）－  
ビデオ録画相互批評 

「さくらさくら」その他

＝教科書の P160
～169 の演習練習  

2 時間 評価表 B をもとに演

習する  2 時間 

14 指導案の作成⑥ 模擬授業の録画

映像を見て、工夫・改善点をまとめる 

「工夫・改善」教科

書の P227～241 を

読んでおく  
2 時間 工夫改善をもとに指

導案を作成してみる 2 時間 

15 

歌唱共通教材模擬授業⑥ ５年「こ

いのぼり」「子守歌」  
「スキーの歌」「冬げしき」－ICT 機器

の活用（CD デッキ、画像の提示、授

業の録画）－評価、振り返りの方法 

「こいのぼり」その他

＝教科書の P170
～181 の演習練習 

2 時間 録画の反省をもとに

演習する  2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（40%）、指導案（30%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%） 

課題(試験・レポート等)

に対する 

フィードバックの方法 

模擬授業の評価表 A,B を提出させ評価する。模擬授業の録画を利用し評価する。全

体的にはルーブリックを用いて評価する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『初等科音楽教育法・小学校教員養成課程用』音楽之友社 
『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 音楽編（平成 29 年 7 月 文部科学省）』

東洋館出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育現場に通じる指導法を会得するために指導案の作成をし、実際の授業を模擬体験

してみる。音楽の実力が必要であることはもちろんであるが、他者の模擬授業を評価

することなどを通し、さらなる資質のレベルアップを図りましょう。 
小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 題材など内容や

時間のまとまりを見通

して、児童の主体的・対

話的で深い学びの実現

が図れるような計画を

立てることができる。  

全般にわた

って完璧に

近い計画が

立てられる。 

大きな考え

違いがなく

計画が立て

られる。 

自分の考え

のみではあ

るが最低限

の授業計画

を立てるこ

とができる。 

計画を立て

られない。 課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  

10% 

(1)-2) 学校内・校外の

諸行事を見通して、長

期的指導計画を立てる

ことができる。  

年間を通し

ての計画が

ほぼ完璧に

立てられる。 

大きな考え

違いがなく

計画が立て

られる。 

最低限の長

期的指導計

画が立てら

れる。 

計画が立て

られない。 課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  

10% 

(1)-3) 他者との協働を

尊重し合いながら、表

現する音楽を模索し合

う過程を大切にする指

導計画を考えることが

できる。  

過程を大切

にした指導

計画が考え

られる。 

大きな考え

違いがなく

計画が立て

られる。 

計画だけは

考え、立てる

ことができ

る。 

考えること

ができない。 課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  

10% 

(2)-1) 他教科等との関

連を積極的に図り、音

楽科の特質に応じた言

語活動を適切に位置づ

け、豊かで幅広い授業

展開ができるよう工夫

した計画を立てること

ができる。  

工夫した計

画に基づく

指導案を作

成すること

ができる。 

大きな考え

違いがなく

計画が立て

られる。 

豊かで工夫

した計画に

は至らない

が、最低限の

計画はでき

る。 

計画ができ

ない。 
課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  

10% 

(2)-2) 指導のねらいに

即して身体を動かし表

現させたり、情報機器

や教育機器の活用方法

を模索したりし、深く

多様で幅広い体験をさ

せる授業展開を考え計

画を立てることができ

る。  

深く多様な

体験をさせ

る授業展開

を充分考え

ることがで

きる。 

ほぼ間違い

ない授業展

開が考え計

画を立てら

れる。 

勘違いがあ

るが最低限

の授業展開

ができる。 

深く多様で

幅広い体験

をさせる授

業展開がで

きない。 

模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

15% 

(2)-3) 自分たちが作っ

た曲を大切にさせるこ

とにより、著作者の創

造性を尊重し、音楽文

化の継承、発展、創造を

支える素地になること

に気がつく展開を考え

計画を立てることがで

きる。  

幅広く豊か

な展開を考

え計画を立

てることが

できる。 

大きな間違

いのない考

えにより展

開を考え計

画を立てる

ことができ

る。 

勘違いがあ

るが最低限

の授業展開

ができる。 

授業展開が

つくれない。 
模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

15% 

(3)-1) 題材、題材研究、

題材設定の理由を、多

岐にわたり精査するこ

とができる。  

多岐にわた

り精査でき

る。 

充分とは言

えないが精

査しようと

している。 

基本を踏ま

えることは

できる。 

基本が理解

できていな

い。 
指導案 
（知識・理解・思

考力・判断力・問

題解決力）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

図画工作科指導法 
Teaching Methods of Art 

and Handicrafts 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26EPTS2024 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 吉本 宏之 ○ 

実務家教員 
の詳細 

小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
図画工作科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された図画工作科

の学習内容について背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏

まえて具体的な授業場面を想定した授業設計を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 学習指導要領のおける図画工作科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解している。  

(1)-2) 個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。  

(1)-3) 図画工作科の学習評価の考え方を理解している。  

(1)-4) 図画工作科の背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。  

(2)-1) 子どもの認識・思考・学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。  

(2)-2) 図画工作科の特性に応じた教材の効果的な活用法を理解し授業設計に活用することができる。  
(2)-3) 学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することがで

きる。  
(2)-4) 模擬授業の実施との振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
図画工作の目標・内容と学びの意

義を読み取ることでその全体構造

を理解する。 

学習指導要領図画

工作編を読む。 2 時間 
目標・内容や学び

の意義について考

察し感想を書く。 

2 時間 

2 
「図画工作科の内容」を子どもの

姿、指導のポイント、題材例から

把握する。①造形遊びをする活動 

「造形遊びをする

活動」教科書に目

を通す。P.32～37 
2 時間 

「造形遊びをする

活動」の内容につ

いて考察し感想を

書く。 

2 時間 

3 
「図画工作科の内容」を子どもの

姿、指導のポイント、題材例から

把握する。②絵に表す活動 

「絵に表す活動」

教科書に目を通

す。P.38～43 
2 時間 

「絵に表す活動」

の内容について考

察し感想を書く。 

2 時間 

4 
「図画工作科の内容」を子どもの

姿、指導のポイント、題材例から

把握する。③立体に表す活動 

「立体に表す活

動」教科書に目を

通す。P.44～49 
2 時間 

「立体に表す活

動」の内容につい

て考察し感想を書

く。 

2 時間 
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5 
「図画工作科の内容」を子どもの

姿、指導のポイント、題材例から

把握する。④工作に表す活動 

「工作に表す活

動」教科書に目を

通す。P.50～55 
2 時間 

「工作に表す活

動」の内容につい

て考察し感想を書

く。 

2 時間 

6 

「図画工作科の内容」を子どもの

姿、指導のポイント、題材例から

把握する。⑤鑑賞の活動 

（小テストの１） 

「鑑賞の活動」教

科書に目を通す。

P.56～61 
2 時間 

「鑑賞の活動」の

内容理解について

考察し感想を書

く。 

2 時間 

7 

図画工作で使用する材料の特質や

用具の使い方を学ぶ。①絵の具で

描く（ぼかし、にじみ、点描、ド

ライブラシ、ローラーを用いる） 

「絵の具で描く」

教科書に目を通

す。P.232 
材料準備 

2 時間 
材料の特質や用具

の使い方を考察し

感想を書く。 
2 時間 

8 

図画工作で使用する材料の特質や

用具の使い方を学ぶ。②墨で表す

（布、墨流し、ゆび、段ボール、

割りばしペン） 

「墨で表す」教科

書に目を通す。

P.233～234 
材料準備 

2 時間 
材料の特質や用具

の使い方を考察し

感想を書く。 
2 時間 

9 
図画工作で使用する材料の特質や

用具の使い方を学ぶ。③粘土で表

す（土粘土、紙粘土、油粘土） 

「粘土で表す」教

科書に目を通す。
P.235 
材料準備 

2 時間 
材料の特質や用具

の使い方を考察し

感想を書く。 
2 時間 

10 

図画工作で使用する材料の特質や

用具の使い方を学ぶ。④（木で表

す）切る・つなげる・穴をあける・

彫る・研磨する （小テストの２） 

「木で表す」教科

書に目を通す。

P.236～237 
材料準備 

2 時間 
材料の特質や用具

の使い方を考察し

感想を書く。 
2 時間 

11 
図画工作で使用する材料の特質や

用具の使い方を学ぶ。⑤（自然物

で表す）葉・石・小枝・どんぐり 

「自然物で表す」

教科書に目を通

す。P.238 
材料準備 

2 時間 
材料の特質や用具

の使い方を考察し

感想を書く。 
2 時間 

12 

図画工作で使用する材料の特質や

用具の使い方を学ぶ。⑥（針金で

表す）ペンチ・ニッパー・鉄・ア

ルミ・モール 

「針金で表す」教

科書に目を通す。
P.239 
材料準備 

2 時間 
材料の特質や用具

の使い方を考察し

感想を書く。 
2 時間 

13 

図画工作で使用する材料の特質や

用具の使い方を学ぶ。⑦（プラス

チック容器で表す）ペットボト

ル・フードパック・プラ製品 

「プラスチック容

器で表す」教科書

に目を通す。P.240 
材料準備 

2 時間 
材料の特質や用具

の使い方を考察し

感想を書く。 
2 時間 

14 

図画工作で使用する材料の特質や

用具の使い方を学ぶ。⑧（モダン

テクニックの技法）デカルコマニ

ー・フロッタージュ・マーブリン

グ  

「モダンテクニッ

クの技法」教科書

に目を通す。P.241 
材料準備 

2 時間 
材料の特質や用具

の使い方を考察し

感想を書く。 
2 時間 

15 

図画工作で使用する材料の特質や

用具の使い方を学ぶ。⑨（ペーパ

ークラフトで表す）はさみ・カッ

ターナイフ （小テストの３） 

「ペーパークラフ

トで表す」教科書

に目を通す。P.248 
材料準備 

2 時間 
材料の特質や用具

の使い方を考察し

感想を書く。 
2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

16 

図画工作科の指導方法について、

よりよい授業づくりのポイントを

つかむ。①指導計画の作成と学習

指導案の作成 

「指導計画と学習

指導案」教科書に

目を通す。P.64～
67 

2 時間 
よりよい授業づくり

のポイントを考察し

感想を書く。 
2 時間 

17 
図画工作科の指導方法について、

よりよい授業づくりのポイントを

つかむ。②授業づくりのプロセス 

「授業づくりのプ

ロセス」教科書に

目を通す。P.68～
77 

2 時間 

よりよい授業づくり

のポイントを考察し

感想を書く。 
2 時間 

18 
図画工作科の指導方法について、

よりよい授業づくりのポイントを

つかむ。③準備導入展開まとめ 

「准備導入展開ま

とめ」教科書に目

を通す。P.78～85 
2 時間 

よりよい授業づくり

のポイントを考察し

感想を書く。 
2 時間 
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19 

図画工作科の指導方法について、

よりよい授業づくりのポイントを

つかむ。④材料・用具の工夫、安

全指導  （小テストの４） 

「材料・用具の工

夫、安全指導」教

科書に目を通す。

P.88～91 

2 時間 
よりよい授業づくり

のポイントを考察し

感想を書く。 
2 時間 

20 

図画工作科の指導方法について、

よりよい授業づくりのポイントを

つかむ。⑤活動場所や学習形態の

工夫と板書計画の意義 

「活動場所や学習

形態や板書計画」

教科書に目を通

す。P.92～97 

2 時間 
よりよい授業づくり

のポイントを考察し

感想を書く。 
2 時間 

21 

図画工作科の指導方法について、

よりよい授業づくりのポイントを

つかむ。⑥学びの記録・評価の工

夫と作品展示と地域との連携 

「学びの記録・評

価」等教科書に目

を通す。P.98～101 
2 時間 

よりよい授業づくり

のポイントを考察し

感想を書く。 
2 時間 

22 
版画の研究① 作品の画像をもと

にスチレン版画、紙版画の制作手

順を知る（第１学年から第３学年） 

「スチレン版画、

紙版画」資料に目

を通す。作品イメ

ージを持つ。 

2 時間 
版画の特質を理解

し作品制作ができ

たか感想を書く。 
2 時間 

23 

版画の研究② 作品の画像をもと

に木版画の制作手順を知る。 
（第４学年から第６学年） 
（小テストの５） 

「木版画の制作手

順」資料に目を通

す。作品イメージ

を持つ。 

2 時間 
版画の特質を理解

し作品制作ができ

たか感想を書く。 
2 時間 

24 
立体造形「周防国分寺の諸仏」鑑

賞題材を通して日本美術を理解す

る。山口県の仏教芸術。 

「山口県の仏教芸

術」資料に目を通

す。作品イメージ

を持つ。 

2 時間 

「周防国分寺の諸

仏」の鑑賞題材に

触れて感想を書

く。 

2 時間 

25 
「雪舟」や「松崎天神縁起絵巻」

の鑑賞題材を通して日本美術を理

解する。（小テストの６） 

「雪舟」や「松崎

天神縁起絵巻」の

資料プリントに目

を通す。 

2 時間 
水墨画や絵巻物の

鑑賞題材に触れて

感想を書く。 
2 時間 

26 
今までの授業で制作した題材を選

んで指導案を書いてみる。(27～30
回の模擬授業のための指導案作成) 

指導案作成につい

てのプリントに目

を通す。 
2 時間 

学年を想定し今ま

での教材を使った

指導案作成を考察

し感想を書く。 

2 時間 

27 
模擬授業の実践。①各自の作成し

た低学年の指導案を元にして実践

する。（教育実習時の関連題材） 

「指導と評価の一

体化」通読。低学

年用の指導案に目

を通す。教材準備。 

2 時間 
指導案を元に実践

を考察・評価し、

感想を書く。 
2 時間 

28 
模擬授業の実践。②各自の作成し

た中学年の指導案を元にして実践

する。（教育実習時の関連題材） 

「指導と評価の一

体化」通読。中学

年用の指導案に目

を通す。教材準備。 

2 時間 
指導案を元に実践

を考察・評価し、

感想を書く。 
2 時間 

29 
模擬授業の実践。③各自の作成し

た高学年の指導案を元にして実践

する。（教育実習時の関連題材） 

「指導と評価の一

体化」通読。高学

年用の指導案に目

を通す。教材準備。 

2 時間 
指導案を元に実践

を考察・評価し、

感想を書く。 
2 時間 

30 
模擬授業を振り返り、お互いに授

業の良さや改善点などを話し合い

評価する。一年の授業の振り返り。 

実施模擬授業の実

践について振り返

っておく。 
2 時間 制作した作品を整

理する。 2 時間 

成 績 評 価 

小テストや課題レポート（30%）、作品（意欲・態度・作品の完成度）（30%）、題

材作成（表現力・判断力・創造性）20%、模擬授業、ロールプレイ（10%）、毎回

の授業の感想と振り返り・毎回の授業課題（10%） 
課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

毎回の考察・感想文の提出  
前半、後半の作品ファイルを作成する。毎回振り返りを行う。後に返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：新野貴則 福岡知子『明日の小学校教諭を目指して 子どもの資質・能

力を育む 図画工作科教育法』萌文書林 

参考文献：『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編（平成 29年 7 月

文部科学省）』日本文教出版、『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する

参考資料 図画工作（令和 2年 3 月文部科学省）』東洋館出版社 
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メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

図画工作は、子どもの「心」を育てる大切な科目であり、アクティブラーニング

そのもといえます。子どもの素直な表現を認め、評価できる教師を育成します。 

小学校教諭二種状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 学習指導要

領のおける図画工

作科の目標及び主

な内容並びに全体

構造を理解してい

る。  

ほぼ完璧に

理解、説明で

きる。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し、

説明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解、

説明できる。 

全く理解で

きていない。 
説明できな

い。 

小テスト 
課題レポート 
(理解・思考力) 

4% 

(1)-2) 個別の学習

内容について指導

上の留意点を理解

している。  

ほぼ完璧に

理解、説明で

きる。 

大きな間違

いがなく理

解、説明でき

る。 

間違いはい

くつかある

が理解説明

できる。 

全く理解で

きていない。 
 

小テスト 
課題レポート 
(理解・思考力) 

4% 

(1)-3) 図画工作科

の学習評価の考え

方を理解してい

る。  

ほぼ完璧に

理解し、説明

できる。 

大きな間違

いがなく理

解し、説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が理解し、説

明できる。 

全く理解で

きていない。 
説明できな

い。 

小テスト 
課題レポート

(理解・思考力) 
4% 

(1)-4)図画工作科

の背景となる学問

領域との関係を理

解し、教材研究に

活用することがで

きる。  

ほぼ完璧に

理解し、教材

研究を活用

した作品制

作ができる。 

大きな間違

いがなく理

解し、教材研

究を活用し

作品制作で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、理解し、

教材研究を

活用した作

品制作がで

きる。 

全く理解で

きない。教材

研究を活用

した作品制

作ができな

い。 

作品作成 
（作品の完成

度・技能・発想

力）  

15% 

ほぼ完璧に

意欲・関心を

持って取り

組んでいる。 

大きな間違

いもなく意

欲・関心を持

って取り組

んでいる。 

間違いはい

くつかある

が意欲・関心

を持って取

り組んでい

る。 

全く意欲・関

心がなく、取

り組めてい

ない。 

授業への取り

組み 
(意欲・関心・

態度・表現力) 

10% 

(2)-1) 子どもの認

識・思考・学力等

の実態を視野に入

れた授業設計の重

要性を理解して模

擬授業に取り組め

る。 

ほぼ完璧に

理解し、学年

や発達を視

野に入れた

教材選択が

できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し

学年や発達

を視野に入

れた教材選

択ができる。 

間違いはい

くつかある

が基本を理

解し学年や

発達を視野

に入れた教

材選択がで

きる。 

全く理解で

きていない。 
学年や発達

を視野に入

れた教材選

択ができな

い。 

作品作成 
（作品の完成

度・技能・発想

力）  

15% 

ほぼ完璧に

意欲・関心を

持って取り

組んでいる。 

大きな間違

いもなく意

欲・関心を持

って取り組

んでいる。 

間違いはいく

つかあるが意

欲・関心を持

って取り組ん

でいる 

全く意欲・関

心がなく、取

り組めてい

ない。 

 授業への取り

組み(意欲・関

心・態度・表現

力) 

10% 

 (2)-2) 図画工作

科の特性に応じた

教材の効果的な活

用法を理解し授業

設計や模擬授業に

活用することがで

ほぼ完璧に

教材、用具を

効果的に活

用した作品

制作ができ

ている。 

大きな間違

いがなく教

材、用具を活

用した作品

制作ができ

ている。 

間違いは少

しあるが教

材、用具を活

用した作品

制作ができ

ている。 

全く教材、用

具を活用し

た作品制作

ができてい

ない。  

作品作成 

（作品の完成

度・技能・発想

力）  

10% 
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きる。  ほぼ完璧に

意欲・関心を

持って取り

組んでいる。 

大きな間違

いもなく意

欲・関心を持

って取り組

んでいる。 

間違いはい

くつかある

意欲・関心を

持って取り

組んでいる 

全く集中力

がなく、取り

組めていな

い。 

授業への取り

組み(意欲・関

心・態度・表現

力) 

10% 

(2)-3) 学習指導案

の構成を理解し、

具体的な授業を想

定した授業設計と

学習指導案を作成

することができ

る。  

ほぼ完璧に

指導案を書

くことがで

きる。 

大きな間違

いがなく指

導案を書く

ことができ

る。 

間違いはい

くつかある

が、指導案を

書くことが

できる。 

全く指導案

を書けない。 
 

小テスト 
課題レポート 
(理解・思考力) 

4% 

ほぼ完璧に

指導案に合

った教材作

品制作がで

きる。 

大きな間違

いがなく指

導案に合っ

た教材作品

ができる。 

間違いはい

くつかある

が指導案に

合った教材

作品ができ

る。 

全く指導案

に合った教

材作品がで

きない。 

作品作成 
( 作 品 の 完 成

度・技能・発想

力 

10% 

(2)-4)模擬授業の

振り返り、授業改

善の視点を身に付

けている。  

ほぼ完璧に

振り返りが

できている。 

大きな間違

いがなく、振

り返りがで

きている。 

間違いはい

くつかある

が、振り返り

ができてい

る。 

全く振り返

りができな

い。 課題レポート 
(理解・思考力) 4% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

体育科指導法 
Teaching Methods of 
Physical Education 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2025 ２年次 通年 

講義・演習・実

技・実習・実験 単位数 卒 業 
認 定 担 当 教 員  実務家 

教員 

演習 2 必修 濵本 昌明 ○ 

実務家教員 
の詳細 

小学校教員、特に体育科を中心とした実務経験を生し、楽しい体育を目指した実践的な授業

を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

小学校教諭免許修得にふさわしい力を身に付けることを主眼に授業を行う。主に、小学校の体育科教

育において学習指導要領に示されている学習内容の指導ができるということが中心である。 
子どもの教育に必要な教員としての資質能力を身に付けることができるように授業を進めていく。その

ために、「体育の見方・考え方」、「運動の系統的指導」、「楽しい体育の実践」、「豊かなスポーツラ

イフの実現」という言葉をキーワードにして行う。 

到達目標 

(1) 全学年に渡ってできるだけ多くの運動領域の内容を経験し、基本的な知識及び技能を習得する。  

(2) 運動種目に応じた系統的指導のあり方を理解し、段階的な指導方法を習得する。  

(3) 「楽しい体育」の考え方を理解し、各運動領域における要点を押さえた指導方法を習得する。 

(4) 指導案の作成に慣れ、指導案に基づいて実際に模擬授業を行うことができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
オリエンテーション －前期授業の

概要と見通しについて－学習指導要

領をどう捉えるか 

   ―  ― 
「体育の基本的

な考え方」の資料

を読み返す 
2 時間 

2 全学年：体つくりの運動遊び 
（なわとび・リズムなわとび） 

縄跳びの練習 2 時間 縄跳びの練習 2 時間 

3 中・高学年：体つくりの運動遊び 
（短なわ・長なわを使って） 

体つくりの運動遊

び指導の資料を読

む 
2 時間 

短なわ・長なわを

使った運動の振

り返り 
2 時間 

4 

 
全学年：運動遊びと体つくり運動 
（多様な動きを作る運動） 
 

運動遊びと体つく

り運動の資料を読

む 
2 時間 

多様な動きを作

る運動の振り返

り  
2 時間 

5 高学年：陸上運動 
「ハードル走Ⅰ」 

「ハードル走Ⅰ」

の資料を読む 2 時間 
「ハードル走Ⅰ」

の授業の振り返

り  
2 時間 

6 高学年：陸上運動 
「ハードル走Ⅱ」 

「ハードル走Ⅱ」

の資料を読む 2 時間 
「ハードル走Ⅱ」

の授業の振り返

り  
2 時間 
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7 中学年・高学年：器械運動 
「マット運動」 

「マット運動」の

資料を読む 2 時間 「マット運動」の

授業の振り返り 2 時間 

8 中学年・高学年：器械運動 
「跳び箱運動Ⅰ」 

「跳び箱運動Ⅰ」

の資料を読む 2 時間 
「跳び箱運動Ⅰ」

の授業の振り返

り 
2 時間 

9 中学年・高学年：器械運動 
「跳び箱運動Ⅱ」 

「跳び箱運動Ⅱ」

の資料を読む 2 時間 
「跳び箱運動Ⅱ」

の授業の振り返

り 
2 時間 

10 全学年：水遊びと水泳運動 
（資料研究） 

水遊びと水泳運動

の資料を読む 2 時間 
水遊びと水泳運

動の授業の振り

返り 
2 時間 

11 ワークショップ：体育科指導案の作

り方 

指導案作りの資料

を読む 2 時間 指導案作成 2 時間 

12 演習：模擬授業Ａと振り返り 指導案作成 2 時間 指導案作りの振

り返り 2 時間 

13 演習：模擬授業Ｂと振り返り 指導案作成 2 時間 指導案作りの振

り返り 2 時間 

14 演習：模擬授業 Cと振り返り 指導案作成 2 時間 指導案作りの振

り返り 2 時間 

15 前期授業のまとめ 
レポート作成 

ﾚﾎﾟｰﾄへの対応資料

を読んでおく 2 時間 ﾚﾎﾟｰﾄの振り返り 2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 

オリエンテーション－後期授業の概

要と見通しについて－ 
低・中学年：ゲーム 
「ならびっこゲーム、キックベース

ボール」 

指導資料を読む 2 時間 低・中学年のゲー

ムの振り返り 2 時間 

17 高学年：ボール運動 
「ソフトボール」 

「ソフトボール」

の資料を読む 2 時間 ソフトボールの

授業の振り返り 2 時間 

18 全学年：器械運動 
「鉄棒Ⅰ」（逆上がり） 

「鉄棒Ⅰ」の資料

を読む 2 時間 
「鉄棒Ⅰ」逆上が

りの授業の振り

返り 
2 時間 

19 全学年：器械運動 
「鉄棒Ⅱ」 

「鉄棒Ⅱ」の資料

を読む 2 時間 「鉄棒Ⅱ」の授業

の振り返り 2 時間 

20 高学年：陸上運動 
「走り幅跳び、走り高跳び」 

「走り幅跳び、走

り高跳び」の資料

を読む 
2 時間 

「走り幅跳び、走

り高跳び」の授業

の振り返り  
2 時間 

21 中学年：ゲーム 
「ソフトバレーボール」 

「ソフトバレーボ

ール」の資料を読

む 
2 時間 

「ソフトバレー

ボール」授業の振

り返り 
2 時間 

22 高学年：ボール運動 
「サッカーⅠ」 

「サッカーⅠ」の

資料を読む 2 時間 「サッカーⅠ」の

授業の振り返り 2 時間 

23 高学年：ボール運動 
「サッカーⅡ」 

「サッカーⅡ」の

資料を読む 2 時間 「サッカーⅡ」の

授業の振り返り 2 時間 
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24 高学年：陸上運動 
「持久走Ⅰ」 

「持久走Ⅰ」の資

料を読む 2 時間 「持久走Ⅰ」の授

業の振り返り  2 時間 

25 高学年：陸上運動 
「持久走Ⅱ」 

「持久走Ⅱ」の資

料を読む 2 時間 「持久走Ⅱ」の授

業の振り返り  2 時間 

26 演習：指導案② 
「指導案の推敲と作成」 

「指導案の推敲と

作成」の資料を読

む 
2 時間 

「指導案の推敲

と作成」の振り返

り 
2 時間 

27 演習：模擬授業 A と振り返り 指導案作成 2 時間 指導案作りの振

り返り 2 時間 

28 演習：模擬授業 B と振り返り 指導案作成 2 時間 指導案作りの振

り返り 2 時間 

29 演習：模擬授業 C と振り返り 指導案作成 2 時間 指導案作りの振

り返り 2 時間 

30 高学年：保健 
後期授業のまとめ  保健の資料を読む 2 時間 

後期授業のまと

めと定期試験の

勉強 
2 時間 

成 績 評 価 授業への取り組み（40%）、グループワーク・グループ討議（20%）、指導案（20%）

課題・レポート（20%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

各授業でレポートをした場合は、翌週にコメントを付けて返却する。また授業の検

討会や意見交換会では授業内でフィードバックをする。（形成的評価） 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 体育編（平成 29 年 7 月文部科学省）』  
授業中に適時資料を配付する。  

メ ッ セ ー ジ 
        な ど 

実践と理論（身体を動かして実践しながら、考えるということ）を大切に、みんな

で学び合える環境をつくりましょう。  
小学校教諭二種状：必修科目  
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 全学年に渡って

できるだけ多くの運

動領域の内容を経験

し、基本的な知識及

び技能を習得する。 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

授業への取組 
（関心・意欲・

理解・技能・表

現力）  

10％ 

ほぼ完璧に

表 現 で き

る。 

大きな間違

いがなく表

現できてい

る。 

最低限のこ

とは表現で

きている。 

ほとんど表

現できてい

ない。 

グループワー

ク 
（関心・意欲・

理解・技能・思

考力・表現力・

協働性）  

10％ 

(2) 運動種目に応じ

た系統的指導のあり

方を理解し、段階的

な指導方法を習得す

る。 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

授業への取組 
（関心・意欲・

理解・技能・思

考力）  

10％ 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

課題レポート 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力・創

造性） 

10％ 

ほぼ完璧に

表 現 で き

る。 

大きな間違

いがなく表

現できてい

る。 

最低限のこ

とは表現で

きている。 

ほとんど表

現できてい

ない。 

グループワー

ク 
（関心・意欲・

理解・技能・思

考力・表現力・

協働性）  

10％ 

(3) 「楽しい体育」の

考え方を理解し、各

運動領域における要

点を押さえた指導方

法を習得する。 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

授業への取組 

（関心・意欲・

理解・技能・思

考力） 

10％ 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 
 

課題レポート 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力・創

造性） 

10％ 

(4) 指導案の作成に

慣れ、指導案に基づ

いて実際に模擬授業

を行うことができ

る。 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

授業への取組 
（知識・理解・

判断力・創造

性・協働性） 

10％ 

ほぼ完璧に

習得できて

いる。 

大きな間違

いがなく習

得できてい

る。 

最低限のこ

とは習得で

きている。 

ほとんど習

得できてい

ない。 

指導案 
（理解・技能・

思考力・判断

力・表現力）  

20％ 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

家庭科指導法 
Teaching Methods of Home 

Economics 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2026 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 三時 貴久子 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。  

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
小学校学習指導要領家庭における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習内容について他教科

との関連や歴史的背景について理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的な場面を想

定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 学習指導要領における家庭の目標及び内容並びに全体構造を理解している。  

(1)-2) 個別の学習内容について指導上の留意点を説明できる。  

(1)-3) 家庭の学習内容の理解や実技に関する評価の考え方について説明できる。  

(1)-4) 他教科との関連や歴史的背景について理解し、教材研究に活用することができる。  

(2)-1) 子供の認識・思考・学力、家庭の状況等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。  

(2)-2) 情報機器及び教材の効果的な活用方法を理解し、授業設計に活用することができる。  
(2)-3) 様々な指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することがで

きる。  
(2)-4) 模擬授業の実施とその振り返りを通して授業改善の視点を身に付けている。  

授業内容 
と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 指導要領に示された家庭の目標及

び内容構成 

「家庭の目標及び

内容」指導要領解

説 p12～16 を読む 
2 時間  家庭の目標及び内

容をまとめる 2 時間  

2 指導計画の作成・内容及び取扱い 
「指導計画」等の

指導要領解説 p71
～79 までを読む 

2 時間  
指導計画・内容及

び取扱いのポイン

トをまとめる 
2 時間  

3 小学校家庭科における子供の家庭

理解及び家庭との連携の重要性 

「子供の家庭理

解」等を連携指導

要領解説 p80～83
までを読む 

2 時間  
子供の家庭理解・

家庭との重要性を

まとめる 
2 時間  

4 家庭科教育の意義と歴史 配布資料を読む 2 時間  家庭科教育の意義

と歴史をまとめる 2 時間  

5 

ICT を活用した「Ａ家族・家庭生

活」について実践上の留意点を学

ぶ。乳幼児の育児や高齢者の介護

に関する映像を用いた授業の展開

を学ぶ。 

ICT の活用につい

て指導要領解説

p20～31 までを読

んでおく。 

2 時間  

実践上の留意点と

映像を用いた授業

の展開についてま

とめる 

2 時間  
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6 

ICT を活用した「Ｂ衣食住の生活」

について、実践上の留意点（１）

を学ぶ。－包丁、アイロン、ミシ

ン等の用具の安全な使い方を指導

するために、ICT を使用し映像資

料を作成する方法を学ぶ。 

「用具の安全な使

い方の指導」につ

いて児童用教科書

を読み、ポイント

をまとめる 

2 時間  資料作成上の留意

点をまとめる 2 時間  

7 

ICT を活用した｢Ｂ衣食住の生活｣

について、実践上の留意点（２）

を学ぶ。－道具の扱い方をタブレ

ットで撮影しあい、映像を見て技

能を高めようとするための指導を

学ぶ。 

「道具の扱い方」

について児童用教

科書を読み、実践

上の留意点をまと

める 

2 時間  映像撮影上の留意

点をまとめる 2 時間  

8 

ICT を活用した「Ｃ消費生活・環

境」について、実践上の留意点を

学ぶ。－情報通信機器を用いて生

活・環境の問題を調べ、情報を収

集・整理し、発表するまでを指導

する方法を学ぶ。 

「情報通信機器を

用いて生活・環境

の問題」について

児童用教科書を読

み、留意点をまと

める 

2 時間  指導の手順をまと

める 2 時間  

9 指導案作成の手順及び評価の意義

や方法の理解 

指導案作成につい

て、配付資料を読

む 
2 時間  

指導案作成の手順

評価の意義、方法

をまとめる 
2 時間  

10 

「Ａ家族・家庭生活」について模

擬授業の教材を選び、学習指導案

の作成、パソコンを用いて資料の

準備を行う。 

「Ａ家族・家庭生

活」について指導

要領解説と児童用

教科書を読む 

2 時間  学習指導案の再考

を行い完成させる 2 時間  

11 模擬授業の実践と振り返り・評価

を行う。 
模擬授業の発問板

書計画を準備する 2 時間  
模擬授業後の検討

会で学んだことを

まとめる 
2 時間  

12 

「Ｂ衣食住の生活」について模擬

授業の教材を選び、学習指導案の

作成、パソコンを用いて資料の準

備を行う 

「Ｂ衣食住の生

活」について指導

要領解説と児童用

教科書を読む 

2 時間  学習指導案の再考

を行い完成させる 2 時間  

13 模擬授業を実践し、振り返りと評

価を行う 
模擬授業の発問板

書計画を準備する 2 時間  
模擬授業後の検討

会で学んだことを

まとめる 
2 時間  

14 

「Ｃ消費生活・環境」について模

擬授業の教材を選び、学習指導案

の作成、パソコンを用いて資料準

備を行う 

「Ｃ消費生活・環

境」について指導

要領解説と児童用

教科書を読む 

2 時間  学習指導案の再考

を行い完成させる 2 時間  

15 模擬授業の実践を録画した映像を

もとに、振り返りと評価を行う。 
模擬授業の発問板

書計画を準備する 2 時間  検討会で学んだこ

とをまとめる 2 時間  

成 績 評 価 定期試験（35%）、指導案（23%）、教材作成（17%）、授業への取り組み（15%）、グ

ループワーク・グループ討議（10%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

提出物について、評価できる点や改善点を示す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：なし（適宜プリント配布） 
参考文献：『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 家庭編（平成 29 年 7 月 文

部科学省）』東洋館出版  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

子供が自分の家庭生活を見つめ直し、改善し、よりよい生活者としての歩みができる

ようにするための家庭科の授業はどうあるべきかを一緒に学びましょう。 
小学校教諭二種免許状：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 学習指導要領

における家庭の目標

及び内容並びに全体

構造を理解している。  

ほぼ完璧に理

解し、説明でき

る。 

大きな間違い

がなく理解し、

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本は

理解し説明で

きる。 

理解できてい

ない。 
定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(1)-2) 個別の学習内

容について指導上の

留意点を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本は

説明できる。 

説明できてい

ない。 定期試験 

（知識・理解） 
10% 

(1)-3) 家庭の学習内

容の理解や実技に関

する評価の考え方に

ついて説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本は

説明できる。 

説明できてい

ない。 定期試験 

（理解） 
5% 

(1)-4) 他教科との関

連や歴史的背景につ

いて理解し、教材研究

に活用することがで

きる。 

ほぼ完璧に理

解し、活用でき

る。 

大きな間違い

なく理解し、活

用できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本は

理解し活用で

きる。 

理解が不足し、

活用できてい

ない。 指導案 

（理解） 
3% 

(2)-1) 子供の認識・思

考・学力、家庭の状況

等の実態を視野に入

れた授業設計の重要

性を理解している。 

実態把握の重

要性を十分理

解し、授業設計

できている。 

実態把握の重

要性を理解し、

授業設計でき

る。 

実態把握の重

要性は理解で

きているが授

業設計に十分

生かせていな

い。 

実態把握の重

要性を視野に

入れた授業設

計ができない。 
指導案 

（理解・判断力） 
5% 

(2)-2) 情報機器及び

教材の効果的な活用

方法を理解し、授業設

計に活用することが

できる。 

ICT 等の効果

的な活用方法

を理解し授業

設計に活用で

きる。 

ICT 等の活用

方法を理解し

授業設計に活

用できる。 

ICT 等の活用

方法は理解し

ているが、授業

設計に十分活

用できていな

い。 

ICT 等を活用

した授業設計

ができない。 指導案 

（理解・創造性） 
5% 

ICT 等の効果

的な活用方法

を理解し授業

に活かせる教

材を作成でき

る。 

ICT 等の活用

方法を理解し

授業に生かせ

る教材を作成

できる。 

ICT 等の活用

方法は理解し

ているが、教材

作成には他者

のアドバイス

が必要である。 

ICT 等を活用

した授業設計

ができない。 教材作成 

（理解・創造性） 
10% 

(2)-3) 様々な指導案

の構成を理解し、具体

的な授業を想定した

授業設計と学習指導

案を作成することが

できる。 

ほぼ完璧に理

解し、授業設計

と学習指導案

を作成できる。 

大きな間違い

なく理解し、授

業設計と学習

指導案を作成

できる。 

理解が不十分

な部分はある

が、授業設計と

学習指導案を

作成できる。 

作成できない。 
指導案 

（理解・思考力・

表現力） 

10% 

授業に活用で

きる教材を作

成できる。 

授業に使用で

きる教材を作

成することが

できる。 

他者のアドバ

イスが必要で

あるが授業に

使用する教材

を作成できる。 

作成できない。 
教材作成 

（理解・思考力・

表現力） 

7% 

(2)-4) 模擬授業の実

施とその振り返りを

通して授業改善の視

点を身に付けている。 

模擬授業の実

践を行い、改善

の視点を身に

付けている。 

模擬授業の実

践を行い、授業

改善の視点を

ほぼ身に付け

ている。 

模擬授業の実

践はできるが、

改善点への意

欲は不十分で

ある。 

模擬授業の実

践も振り返り

もできていな

い。 

授業への取り組み 

（態度・思考力・表

現力・技能） 

15% 

模擬授業後の

検討会で積極

的に改善点を

提案できる。 

模擬授業後の

検討会で改善

を提案できる。 

模擬授業後の

検討会で、改善

点への意欲は

不十分である。 

改善点を見つ

けることがで

きない。 

グループワーク・

グループ討議 

（態度・思考力・表

現力・技能） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

道徳の理論と指導法 
Moral Theory and 
Teachin Method  

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS1027 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 必修 加藤浩久 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

学校における道徳教育の重要性の認識のもと、道徳の根本理念に基づいて確かな識見と展望をもった教

育の推進ができる技量を養うため、学校の全教育活動を通じて行う道徳教育とその要としての役割を持つ

道徳科の目標や内容、指導計画、基本的な指導過程や指導法等について学ぶ。これらを踏まえて教材研究、

道徳科学習指導案の作成、模擬授業を行い、道徳科の実践的指導力を身に付ける。 

到達目標 

(1) 道徳とは､どのような教科であるかを説明することができる。 

(2) 道徳科の学習指導案を作成し、模擬授業をすることができる。 

(3) 目標に準拠した評価の形で道徳科の学習の評価をすることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 道徳教育と道徳科の時間の概要 
学習指導要領解説 

特別の教科道徳編

を読む 
2 時間 

道徳教育と道徳科

の時間の違いをま

とめる 
2 時間  

2 示範授業参観 教授が配布した指

導案を読み込む 2 時間  
参観した授業に対

する気付きをまと

める 
2 時間  

3 資料解釈 

示範授業の学習過

程がどのような資

料解釈に基づいて

作成されたものか

を読み取る 

2 時間  
自分で資料を選択

し、その解釈を試

みる   
2 時間  

4 発問作成 

示範授業の発問

が､どのような資

料解釈に基づいて

作成されたものか

を読み取る    

2 時間  

自分が解釈した資

料を活用して､実施

する授業の発問に

ついて考察する 

2 時間  

5 内容項目の解釈 

示範授業で設定し

た内容項目と学習

過程との関係につ

いて考える 

2 時間  

自分の解釈が、ど

の内容項目に該当

するかについて考

察する 

2 時間  

6 発問構成（学習過程の作成） 

自分で作成した発

問を組み合わせて

学習過程を作成す

る 

2 時間 前日に作成した学

習過程を修正する 2 時間 
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7 指導案作成Ⅰ～主として自分自身

に関すること～ 
自分で選択した資

料を解釈する 2 時間 授業で作成した学

習過程を修正する 2 時間 

8 指導案作成Ⅱ～主として人との関

わりに関すること～ 
自分で選択した資

料を解釈する   
2 時間  授業で作成した学

習過程を修正する 2 時間  

9 指導案作成Ⅲ～主として集団や社

会との関わりに関すること～ 
自分で選択した資

料を解釈する 2 時間  授業で作成した学

習過程を修正する  
2 時間  

10 
指導案作成Ⅳ～主として生命や自

然、崇高なものと関わりに関する

こと～ 

自分で選択した資

料を解釈する    2 時間 授業で作成した学

習過程を修正する  
2 時間 

11 模擬授業Ⅰ 学習指導案を作成

する      2 時間  
指摘された事項を

基に指導案を修正

する      
2 時間  

12 模擬授業Ⅱ 学習指導案を作成

する   2 時間 
指摘された事項を

基に指導案を修正

する 
2 時間 

13 評価の実務 目標に準拠した評

価を調べる 2 時間  
模擬授業における

生徒役の活動の評

価を検証する 
2 時間  

14 社会科における道徳教育 

提示された教材で、

どのような道徳教

育が実施できるか

を考える 

2 時間  

社会科以外の教科

で､どのような道徳

教育ができるのか

を考える 

2 時間  

15 まとめ これまでの学習を

振り返る 2 時間  今後の研究テーマ

についてまとめる  2 時間  

成 績 評 価 指導案（50%）、模擬授業（30%）、評価の実務（20%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 
フィードバックの方法 

作成した指導案に対して気付きを返す。 
模擬授業に対する気付きを返す。  

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：講義資料はその都度、学習プリントも必要に応じて配布 
『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 総則編（平成 29 年 7 月 文部科学省）』 
『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 小学校特別の教科 道徳編（平成 29 年 7
月 文部科学省）』 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

道徳科の授業は､単に道徳的価値の理解や道徳性の涵養や陶冶にとどまらず、児童

生徒の人格形成に大きな影響を与える。それゆえ教科の学習よりも大切に考えている

教員の方が多い可能性もある。 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 道徳科とはどのような

教科であるかを説明する

ことができる。 

ほぼ完璧に説

明することがで

きる。 

大きな誤りなく

説明することが

できる。 

誤りはあ るが、

大筋については

説明することが

できる。 

説明す るこ と

ができない。 指導案 
（知識・理解）  50% 
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(2) 道徳科の学習指導案

を作成し、模擬授業をす

ることができる。 

ほぼ完璧に作

成し授業するこ

とができる。 

大きな誤りなく

作成し授業す

ることができる。 

誤りはあ るが、

大筋については

作成し授業する

ことができる。 

作成し授業す

ることができな

い。 
模擬授業 
（知識・理解）  30% 

(3) 目標に準拠した評価

の形で道徳科の学習の

評価をすることができ

る。  

ほぼ完璧に評

価することがで

きる。 

大きな誤りなく

評価することが

できる。 

誤りはあ るが、

大筋については

評価することが

できる。 

評価す るこ と

ができない。 評価の実務 
（知識・理解）  20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

総合的な学習の時間の指導法 
Teaching Methods of Period for 

Integrated Studies 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2028 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 川上 認 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

総合的な学習の時間は、探求的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よ

りよく問題を解決し、自己の生き方を考えていく資質・能力の育成を目指す。  
各教科等で育まれる見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から見て捉え、実社会・

実生活の課題を探求する総合的な学びを実現するための指導の在り方を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 総合的な学習の時間の教育課程における役割を説明できる。  

(1)-2) 総合的な学習の時間の目標や内容を説明できる。  

(2)-1) 総合的な学習の時間の年間計画作成上の留意点が説明できる。  

(2)-2) 総合的な学習の時間の単元計画作成上の留意点が説明できる。  

(2)-3) 総合的な学習の時間の指導事例を具体的に述べることができる。  

(3)-1) 総合的な学習の時間の評価上の留意点を述べることができる。  

(3)-2) 総合的な学習の時間の評価の多様性を述べることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 総合的な学習の時間の意義と役割

を学ぶ 

改定の要点を調べ

る 2 時間 意義と役割をま

とめる 2 時間 

2 総合的な学習の時間の目標を理解

する 

他教科と異なる点

を見つけて書く 2 時間 目標を箇条書き

する 2 時間 

3 総合的な学習の時間で育成を目指

す資質・能力を理解する 

三つの柱から調べ

て表にする 2 時間 探求的な学習に

ついて調べる 2 時間 

4 各学校で定める総合的な学習の時

間の目標と内容を理解する 

要領の構造図を見

て感想を書く 2 時間 
各学校に適する

配慮点をまとめ

る 
2 時間 

5 児童や地域の実態、学校の特色に応

じた探求課題を理解する 

現代的な課題を考

えて書く 2 時間 
課題達成のため

の資質能力を列

記する 
2 時間 
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6 年間指導計画、単元計画作成上の配

意点を学ぶ 

授業改善 3 つの視

点を書いてみる 2 時間 作成上の配慮事

項をまとめる 2 時間 

7 模擬的な指導計画を作成する 
指導計画の実践例

を探しコピーする 2 時間 配慮事項と照合

してみる 2 時間 

8 総合的な学習の時間の特質を生か

した指導事例を学ぶ 

特質を生かした実

践例を探してコピ

ーする 
2 時間 

本地域に適した

教材、課題を考

える 
2 時間 

9 学習指導事例①考えるための技法

を活用した学習活動 

学習活動の事例を

ネット検索してコ

ピーする 
2 時間 技法の一覧表を

作る 2 時間 

10 学習指導事例②情報活用能力を生

かした学習活動 

情報活用能力の事

例をネット検索し

てコピーする 
2 時間 タブレットを利

用してみる 2 時間 

11 学習指導事例③体験活動を重視し

た学習活動 

体験活動を重視し

た事例をネット検

索してコピーする 
2 時間 体験活動の意義

をまとめる 2 時間 

12 学習指導事例④地域教材や環境を

生かした学習活動 

地域や環境を生か

した事例をネット

検索しコピーする 
2 時間 人材バンクを作

成する 2 時間 

13 学習指導事例⑤調査活動を重視し

た学習活動 

調査活動を重視し

た事例をネット検

索してコピーする 
2 時間 調査方法の一覧

表を作る 2 時間 

14 総合的な学習の時間の評価活動上

の留意点を理解する 

要録評価方法の要

覧を読む 2 時間 評価方法を列記

する 2 時間 

15 児童の学習状況評価、教師や学校の

評価の在り方を学ぶ 

自己、他者評価表

を作る 2 時間 文科省指導要録

を見る 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（20%）、課題・レポート（40%）、指導案（20%）、発表・プレゼンテーショ

ン（10%）、グループワーク・グループ討議（10%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

個人評価や相互評価、活動の成果物等でフィードバックし、学習を深める。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

文科省『小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』（2 版） 東洋館出版 

授業用テキスト「総合的な学習の指導法」 山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教科の学習の枠を超えた多様で創造的、共に学ぶ楽しい授業展開の計画・実践力を

身に付けよう。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1)総合的な学習の

時間の教育課程にお

ける役割を説明でき

る。 

ほぼ確実に役

割を説明でき

る。 

十分に役割を

説明できる。 
おおむね役割

を 説 明 で き

る。 

ほとんど役割

を説明できな

い。 
定期試験 
（知識） 10% 

(1)-2)総合的な学習の

時間の目標を説明で

きる。 

ほぼ確実に目

標を説明でき

る。 

十分に目標を

説明できる。 
おおむね目標

を 説 明 で き

る。 

ほとんど目標

を説明できな

い。 
定期試験 
（知識） 10% 

ほぼ確実に目

標を説明でき

る。 

十分に目標を

説明できる。 
おおむね目標

を 説 明 で き

る。 

ほとんど目標

を説明できな

い。 
課題・レポート 
（理解） 10% 

(2)-1)総合的な学習の

時間の年間計画作成

上の留意点が説明で

きる。 

ほぼ確実に作

成上の留意点

が 説 明 で き

る。 

十分に作成上

の留意点が説

明できる。 

おおむね作成

上の留意点が

説明できる。 

ほとんど作成

上の留意点が

説 明 で き な

い。 

課題・レポート 
（理解） 10% 

(2)-2)総合的な学習の

時間の単元計画作成

上の留意点が説明で

きる。 

ほぼ確実に作

成上の留意点

が 列 記 で き

る。 

十分に作成上

の留意点が列

記できる。 

おおむね作成

上の留意点が

列記できる。 

ほとんど作成

上の留意点が

列 記 で き な

い。 

課題・レポート 
（理解） 20% 

(2)-3)総合的な学習の

時間の指導事例を具

体的に述べることが

できる。 

ほぼ確実に指

導法を具体的

に述べること

ができる。 

十分に指導事

例を具体的に

述べることが

できる。 

おおむね指導

事例を具体的

に述べること

ができる。 

ほとんど指導

事例を具体的

に述べること

ができない。 

指導案 
（表現力） 20% 

(3)-1)総合的な学習の

時間の評価上の留意

点を述べることがで

きる。 

ほぼ確実に評

価上の留意点

を述べること

ができる。 

十分に評価上

の留意点を述

べることがで

きる。 

おおむね評価

上の留意点を

述べることが

できる。 

ほとんど評価

上の留意点を

述べることが

できない。 

発表・プレゼン

テーション 
（表現力） 

10% 

(3)-2)総合的な学習の

時間の評価の多様性

を述べることができ

る。 

ほぼ確実に評

価の多様性を

述べることが

できる。 

十分に評価の

多様性を述べ

ることができ

る。 

おおむね評価

の多様性を述

べることがで

きる。 

ほとんど評価

の多様性を述

べることがで

きない。 

グループワー

ク・グループ討

議 
（表現力） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別活動の指導法  
Teaching Methods of Extra-

Curricular Activities 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2029 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 川上 認 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
学校教育全体の中で行われる特別活動の意義や目標を理解し、「人間関係形成」・「社会参画」・「自己

実現」の３つの視点を持ち、学年の違いによる所属集団や活動の変化や各教科や道徳のとの関連及び他

の教職員・家庭や地域との連携等、特別活動の特質を踏まえた指導に必要な知識や素養を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 改定の基本方針や改善された内容を改定前と対比できる  

(1)-2) 新学習指導要領による特別活動の目標や内容を説明できる  

(1)-3) 特別活動の特質を列記できる  

(1)-4) 学級活動、児童会活動、クラブ活動、学校行事の目標や内容を説明できる  

(2)-1) 児童の発達段階や取り巻く環境に配慮した指導の在り方を説明できる  

(2)-2) 特別活動の全体・年間指導計画、指導案が模擬作成できる  

(2)-3) 話し合い活動や異集団との交流活動が計画・実践できる  

(2)-4) 特別活動における取組の評価・改善活動の方法を説明できる  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 特別活動の改訂の基本方針や改善

点を理解する 
改定の要点をまと

める 2 時間 改善点をシートに

まとめる 2 時間 

2 特別活動の目標や内容を理解する 4 領域の目標を書

く 2 時間 振り返りシートに

まとめる 2 時間 

3 特別活動の指導における他教科と

異なる特質を調べる 
他教科との違いを

まとめる 2 時間 テキスト 8～9P を

読む 2 時間 

4 学級活動の目標と内容(1)を理解

する 
3 種類の活動に気

づく 2 時間 内容(1)表にまとめ

る 2 時間 

5 学級活動の目標と内容(2)を理解

する 
内容 (1)(2)の分類

表をつくる 2 時間 内容(2)表にまとめ

る 2 時間 
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6 児童会活動、クラブ活動目標と内

容を理解する 
組織の作り方を読

み取る 2 時間 どんなクラブがあ

るか調べる 2 時間 

7 学校行事の目標と内容を理解する 何種類あるか調べ

る 2 時間 特色ある行事を調

べる 2 時間 

8 児童や家庭、学校、地域の実態に

即した指導の在り方を理解する 教育的価値を書く 2 時間 実施上の留意点を

まとめる 2 時間 

9 特別活動の全体・年間指導計画・

指導案の作成の仕方を学ぶ 
全体計画の項目を

列記する 2 時間 振り返りシートに

記入する 2 時間 

10 話合い活動の指導計画を作成する 活動形態を調べる 2 時間 本事案を作る 2 時間 

11 話合い活動の指導実践する 指導案を作成する 2 時間 指導案を修正する 2 時間 

12 交流活動の実践計画を立てる 挨拶状を書く 2 時間 持参物を作る 2 時間 

13 交流活動を実践する 活動の事前準備を

する 2 時間 お礼状を書く 2 時間 

14 特別活動の評価の在り方を理解す

る 
評価視点を考え、

書いてみる 2 時間 評価表を作る 2 時間 

15 ガイダンスやカウンセリング（教

育相談）の必要性を理解する 
ガイダンスについ

て調べる 2 時間 ガイダンスについ

て調べる 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（20%）、課題・レポート（30%）、指導案（30%）、発表・プレゼンテーショ

ン（20%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

過去の学習による累積した活動成果物の振り返りを通してフィードバックする 

テキストおよび 
参 考 文 献 

文部省『小学校学習指導要領 解説 特別活動編』東洋館出版社、 

授業用テキスト『特別活動の研究』山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教科の学習活動とは異なる特別活動の趣旨に鑑み、よりよい仲間づくりと楽しい学

級・学校づくりを目指す姿勢で受講してほしい。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1)改定の基本方針

や改善された内容を改

定前と対比できる 

ほ ぼ確実に

方 針や内容

を 対比でき

る 

十分に方針や

内容を対比で

きる 

おおむね方針

や内容を対比

できる 

まったく方

針や内容を

対比できな

い 

課題・レポート 
（知識） 10% 

(1)-2)新学習指導要領

による特別活動の目標

や内容を説明できる 

ほ ぼ確実に

目 標や内容

を 説明でき

る 

十分に目標や

内容を説明で

きる 

おおむね目標

や内容を説明

できる 

まったく目

標や内容を

説明できな

い 

発表・プレゼンテ

ーション 
（理解） 

10% 

(1)-3)特別活動の特質

を列記できる 
ほ ぼ確実に

特 質を列記

できる 

十分に特質を

列記できる 
おおむね列記

できる 
まったく列

記できない 定期試験 
（理解） 10% 

(1)-4)学級活動、児童会

活動、クラブ活動、学校

行事の目標や内容を説

明できる 

ほ ぼ確実に

目 標や内容

を 説明でき

る 

十分に目標や

内容を説明で

きる 

おおむね目標

や内容を説明

できる 

まったく目

標や内容を

説明できな

い 

定期試験 
（理解） 10% 

ほ ぼ確実に

目 標や内容

を 説明でき

る 

十分に目標や

内容を説明で

きる 

おおむね目標

や内容を説明

できる 

まったく目

標や内容を

説明できな

い 

課題・レポート 
（理解） 10% 

(2)-1)児童の発達段階

や取り巻く環境に配慮

した指導の在り方を説

明できる 

ほ ぼ確実に

実 態に配慮

し た指導の

在 り方を説

明できる 

十分に実態に

配慮した指導

の在り方を説

明できる 

おおむね実態

に配慮した指

導の在り方を

説明できる 

まったく実

態に配慮し

た指導の在

り方を説明

できない 

発表・プレゼンテ

ーション 
（意欲） 

10% 

(2)-2)特別活動の全体・

年間指導計画、指導案

が模擬作成できる 

ほ ぼ確実に

指 導計画が

作成できる 

十分に指導計

画が作成でき

る 

おおむね指導

計画が作成で

きる 

まったく指

導計画が作

成できない 
指導案 
（技能） 20% 

(2)-3)話し合い活動や

異集団との交流活動が

計画・実践できる 

ほ ぼ確実に

交 流活動が

計画・実践で

きる 

十分に交流活

動が計画・実

践できる 

おおむね交流

活動が計画・

実践できる 

まったく交

流活動が計

画・実践で

きる 

指導案 
（技能） 10% 

(2)-4)特別活動におけ

る取組の評価・改善活

動の方法を説明できる 

ほ ぼ確実に

評価・改善活

動 の方法を

説明できる 

十分に評価・

改善活動の方

法を説明でき 

お お む ね 評

価・改善活動

の方法を説明

できる 

まったく評

価・改善活

動の方法を

説明できな

い 

課題・レポート 
（創造性） 10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

外国語指導法 
Teaching Methods of Foreign 

Language（English） 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2030 ２年次 前 期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 熊 谷   仁 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校英語科教員としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活に生かし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
小学校における外国語活動（中学年）・外国語（高学年）の学習、指導、評価に関する基本的な知識や

指導技術を身に付ける。 

到達目標 

(1) 小学校外国語教育に係る背景知識や主教材、小・中・高等学区の外国語教育における小学校の役割、

多様な指導環境について理解している。  
(2) 児童期の第二言語習得の特徴について理解している。英語の基本的事項（音声・語彙・文構造・文法・

正書法）について理解している。  
(3) 実践に必要な基本的な指導技術を身に付けている。  

(4) 実際の授業づくりに必要な知識・技術を身に付けている。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 

・小学校外国語教育の変遷を理解す

る。 
・学習指導要領外国語活動、外国語

解説の研究。目標、内容を詳しく見

て理解する。 
・英語で自己紹介をする。 

学習指導要領外国

語解説を読んでお

く 
英語で自己紹介を

考える 

2 時間 

学習指導要領解説

を再度読んでおく 
英語の自己紹介を

覚える  

2 時間 

2 

・小学校・中学校・高等学校の外国

語教育の目標や学習内容を理解す

る。 
・小・中・高等学校の外国語教育に

おける小学校の役割を理解する。 
・”Let’s Try 1”Unit 1 「あいさつを

して友だちになろう」の教材研究  

小・中・高等学校

の学習目標を比較

して調べておく 
”Let’s Try 1”Unit 1
の英語、表現など

を調べておく 

2 時間 英単語、表現など

を復習する。 2 時間 

3 

・第二言語習得の特徴を理解し、外

国語指導上の留意点について話し

合う。 
・国語教育との連携による言葉の面

白さや豊かさへの気づきについて

理解し、指導に生かす。 
・”Let’s Try 1”Unit2「ごきげんいか

が」の教材研究  

第二言語習得論に

ついて事前に調べ

てまとめておく。 
（レポート 1 枚）  
”Let’s Try 1”Unit2 
How are you?の予

習。 

2 時間 

第二言語について

考えをまとめる。 
”Let’s Try 1”Unit2 
の復習する。  

2 時間 
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4 

・英語の基本的事項（音声・語彙・

文構造・文法・正書法）について再

確認する。  
・コミュニケーションの目的や場

面、状況に応じて意味のあるやり取

りを行う重要性を理解し指導に生

かす。児童の実態を動画鑑賞する。 

英語の基本的事項

（音声・語彙・文

構造・文法・正書

法）について調べ

てまとめる。(レポ

ート 1 枚) 

2 時間 

英語（音声・語彙・

文構造・文法・正

書法）について復

習する。 

2 時間 

5 

・小学校における外国語指導助手と

のティーム・ティーチングによる授

業場面の映像を通してティーム・テ

ィーチングのやり方を理解する。  
・”Let’s Try 1”Unit3「数えて遊ぼう」

の教材研究  

小学校英語授業の

映像を事前に検索

して見ておく。感

想(レポート 1 枚) 

2 時間 
”Let’s Try 1”Unit3
の単語、表現など

復習する。 
2 時間 

6 

・模擬授業①のための指導案作成に

ついて知る。  
・主教材の趣旨、構成、特徴を考え

る。  
・今回は、ペアで授業実践する。  
・様々な指導環境に柔軟に対応する

ため、児童や学校の多様性への対応

について理解している。 

”Let’s Try 1”Unit4 
I like blue.の予習

をする。 
2 時間 単語、表現などを

覚える。 2 時間 

7 

・模擬授業の指導案作成完了と授業

の準備、板書計画、教材教具の準備、

ペアで実践の練習等々。  
・模擬授業の実践①をする。指導者

以外の学生は、児童役をして授業に

参加する。  
・各授業の評価をする。 

”Let’s Try 1”Unit4  
I like blue.模擬授

業実践の準備のた

めの構想を練って

おく。 

2 時間 
授業で使う英語、

表現を練習して覚

えておく。 
2 時間 

8 

・模擬授業の実践①をする。各授業

の評価をする。  
・模擬授業の記録映像を見て、協議

会をする。  
 自分達の自評、他のペアの評価を

協議し合う。  
・良い授業について考える。 

模擬授業のための

準備をする。 2 時間 

他のペアの授業も

参考にしてよい授

業について考えて

おく。 

2 時間 

9 

・模擬授業② 教科書 ”Here We 
Go”を使って模擬授業を計画す

る。今回は、各自一人で授業計画、

指導案作成、授業実践をする。  
・” Here We Go !”の教材研究をす

る。 

” Here We Go! ”  
の教材研究を、資

料を基にしてお

く。 

2 時間 

選択した Lesson 
の資料の読み込

み、授業に必要な

英単語、表現を覚

える。 

2 時間 

10 

・” Here We Go ! ”の教材研究をす

る。  
・選択した Lesson の資料を読み込

み、単語や表現の聞き取り、発話練

習等をした上で、学習指導案の作成

の構想を練る。音声から文字へと進

むプロセスの理解と授業への活用

を図る。 

模擬授業の指導案

作成のために配布

資料を読み込んで

おく。 

2 時間 
指導法、英語表現

などをふりかえ

る。 
2 時間 

11 

・模擬授業②のための指導案作成に

ついて考える。  
・教材の趣旨、構成、特徴を考える。  
・模擬授業の指導案作成完了と授業

の準備、板書計画、教材教具の準備、 

模擬授業の指導案

に基づき授業の準

備、発話練習、板

書計画や教材の準

備をする。 

2 時間 
指導法、英語表現

などをふりかえ

る。 
2 時間 

163



 

12 

・模擬授業②の実践を、個人で発表

する。(1)  
・評価表に自他の評価を記入しお

く。  
・児童の英語発話を促し、児童同士

でやり取りができるように指導方

法を工夫する。 

模擬授業の指導案

に基づき授業の準

備、発話練習、板

書計画や教材の準

備をする。 

2 時間 

自他の模擬授業に

ついてふりかえ

り、良い授業につ

いて考える。  

2 時間 

13 

・模擬授業②の実践を、個人で発表

する。(2)  
・授業を見て忌憚のない意見を出し

合って協議する。評価表の完成。学

習状況の評価を理解する。  
・ICT 等の効果的な活用法を理解し

授業に生かす。  

模擬授業の指導案

に基づき自他の授

業の評価をする。 
2 時間 

授業中の自他の良

いところを見つ

け、今後の指導に

生かす。  

2 時間 

14 

・児童の英語活動について、教師と

の活動だけでなく、子ども同士の活

動を多く経験させることも留意す

る。  
・文字指導について、高学年指導資

料に基づき、読む活動・各活動への

導き方を理解し、指導に生かすこと

を考える。  

文字指導について

資料を調べておく 2 時間 
授業の工夫の仕方  
文字指導について

理解おく  
2 時間 

15 

・学習状況の評価について理解す

る。  
・本講義全体をふりかえる。成果と

課題について考え、児童の実態を見

ながら今後の学習指導で工夫を継

続することを望む。  

評価について調べ

て自分考えをまと

めておく。 
2 時間 

外国語活動・外国

語の指導について

ひと通りのやり方

を身に付ける。 

2 時間 

成 績 評 価 
小テスト（20%）、指導案（20%）、各指導法の実習（20%）、模擬授業（30%）、 
授業への取り組み（10%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

それぞれに対してコメントをする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

"Let's Try 1" Let’s Try! 2（児童用）、"Here We Go 5  6" 児童用教科書（光村図書）、

『新編 小学校英語教育法入門（樋口忠彦他）』研究社 ISBN 978-4-327-41098-8、『小学校

学習指導要領（平成 29 年告示）解説 外国語活動・外国語編（平成 29 年 7 月 文

部科学省』 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

「外国語」の授業で学んだ理論に基づき、児童の学齢に適した指導ができるようにな

ってほしいと願っています。活発な授業参加を期待します。 
小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 小学校外国語教育に

係る背景知識や主教材、

小・中・高等学区の外国

語教育における小学校の

役割、多様な指導環境に

ついて理解している。  

ほぼ完璧に

伝わってい

る 

大きな間違

いがなく、伝

わっている 

最低限は伝

わっている 
伝わってい

ない テスト 
（知識・理解・技能）  10% 

ほぼ完璧に

伝わってい

る 

大きな間違

いがなく、伝

わっている 

最低限は伝

わっている 
伝わってい

ない 
指導案 
（思考力・判断力・表

現力）  
5% 

(2) 児童期の第二言語習

得の特徴について理解し

ている。英語の基本的事

項（音声・語彙・文構造・

文法・正書法）について

理解している。  

ほぼ完璧に

教えている 
大きな間違

えがなく教

えている 

最低限は教

えている 
教えていな

い。 テスト 
（知識・理解・技能）  10% 

ほぼ完璧に

教えている 
大きな間違

えがなく教

えている 

最低限は教

えている 
教えていな

い。 指導案 
（知識・理解・技能） 

5% 

ほぼ完璧に

教えている 
大きな間違

えがなく教

えている 

最低限は教

えている 
教えていな

い。 指導法の実習 
（知識・理解・技能） 

10% 

(3) 実践に必要な基本的

な指導技術を身に付けて

いる。  

ほぼ完璧に

指導してい

る 

大きな間違

えがなく指

導している 

最低限は指

導している 
指導できな 

指導法の実習 
（知識・理解・技能） 

5% 

ほぼ完璧に

指導してい

る 

大きな間違

えがなく指

導している 

最低限は指

導している 
指導できな 模擬授業 

（技能・表現力・問題

解決力）  
15% 

(4) 実際の授業づくりに

必要な知識・技術を身に

付けている。  

ほぼ完璧に

教えている 
大きな間違

えがなく教

えている 

最低限は教

えている 
教えること

ができない 授業への取り組み 
（関心・意欲・態度）  10% 

ほぼ完璧に

教えている 
大きな間違

えがなく教

えている 

最低限は教

えている 
教えること

ができない 
模擬授業 
（技能・表現力・問題

解決力）  
15% 

ほぼ完璧に

教えている 
大きな間違

えがなく教

えている 

最低限は教

えている 
教えること

ができない 指導法の実習 
（知識・理解・技能） 5% 

ほぼ完璧に

教えている 
大きな間違

えがなく教

えている 

最低限は教

えている 
教えること

ができない 指導案 
（知識・理解・技能） 10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育方法学 
Educational Method 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPBE1007 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 入江 良英 ○ 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 学んだことをこれからの生活に生かし、さらに深く学び続けたいという意欲を

もっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身に付け、実践的な指導力を有し

ている。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子ども

の特性を理解し知識を深めている。 ○ 

(4)教育実習、学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5)様々な教育課題について意欲的に学び、自分の考えをさらに高めることができ

る。 〇 

(6)他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いのよさを学ぼうとしながら、

グループやペア活動に積極的に参加することができる。 〇 

概 要 

「学習指導」を念頭に、授業を成立させるための要件を「目標→方法→評価」の観点から学

習し、教育方法にかかる理論と実践について学習する。併せて、学校教育の今日的な課題を意

識した実践者としての素養と指導力を醸成する。 
また、これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力を育成するために必要な教

育の方法、教育の技術に関する基礎的な知識・技能を身につける。子どもの発達や興味・関心

に応じて授業・保育の内容を考え、教育者に必要とされる教材の工夫、授業・保育の展開、教

師の働きかけと援助について学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 教育方法の基礎的理論と実践を理解している。  

(1)-2) これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力を育成するための教育の在り

方を理解している。  
(1)-3) 学級・幼児及び児童、教員、教室・保育室、教材など授業、保育環境を構成するための

基礎的な要件を理解している。  

(1)-4) 育みたい資質・能力と幼児・児童理解に基づいた評価の基礎的な考え方を理解している。 
(2)-1) 子どもへの働きかけや援助など、授業・保育を行なう上での基礎的な技術を身に付けて

いる。  
(2)-2) 子どもの発達に応じて授業・保育のねらいと内容を考え、教材・教具を準備し、授業・

保育の展開を考えて指導計画案を作成することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

１ 
オリエンテーションで、これか

ら学んでいく方向性を理解す

る。「教育方法学とは何か」が明

確になる。 

「今、なぜ教育

方法学なのか」

を考察する。 
2 時間 

教育方法学の

概要について

まとめる。 
2 時間  

２ 

これまで多くの実践者が依拠

してきた授業の基本原理と、教

育方法学に流れるエスプリに

ついて理解する。 

自分が受けて

きた授業の長

所や短所を想

起する。 

2 時間 
教育方法学の

精髄について

学ぶ。 
2 時間  

３ 
現行の学習指導要領によって

構築される教育課程の構造に

ついて理解する。 

教科、特別の教

科、総合的な学

習の時間、特別

活動からなる 
教育課程につ

いて理解する。 

2 時間 
教科と領域の

関係を振り返

る。 
2 時間  

４ 指導案作成の実際をもとに「授 授業の基本構 2 時間 授業の一般的 2 時間  
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業をデザインすること」の意義

について理解する。 
造について知

る。 
な構造につい

て振り返る。 

５ 教材という視点から「授業のデ

ザイン」について理解する。 

教材の多様な

意味を、確認す

る。 
2 時間 

教材という概

念の多様性を

振り返る。 
2 時間  

６ 学習評価という視点から「授業

のデザイン」について考える。 

目標に準拠し

た評価の評価

方法を知る。 
2 時間 

目標に準拠し

た評価の理念

と方法につい

て振り返る。 

2 時間  

７ 
教科外活動という視点から「授

業のデザイン」について考え

る。 

児童の興味・関

心を高める活

動について考

える。 

2 時間 

集団を育てる

ことの効果の

大きさを振り

返る。 

2 時間  

８ 
教師（授業者）の特性という視

点から「授業のデザイン」につ

いて考える。 

授業の基本構

造の中で崩し

てはいけない

ものについて

考える。 

2 時間 

教師のスタン

スによる効果

と弊害につい

てまとめる。 

2 時間 

９ 

子どもの資質・能力を育むため

に、幼児教育で何が必要とされて

いるかについて学ぶ。  

 

 

 

 
 

幼 稚 園教 育 要

領解説「序章」

を読んでおく。 

2 時間 

授 業 資 料 を 読

み直し、「幼児

期に育てたい資

質・能力」と「幼

児期の終わりま

でに育ってほし

い 10 の姿」につ

いて振り返る。 

2 時間 

10 
遊びの重要性を理解し、遊びを

充実させるための教師の援助や

環境構成について理解する。  

幼 稚 園教 育 要

領解説の「教育

の 基 本 」 を 読

み、教師の役割

について考えを

まとめる。 

2 時間 

授業で提示した

1 日の保育につ

い て の 環 境 構

成と教師の援助

をまとめる。 

2 時間 

11 授業・保育を展開するための教

材について検討する。   

授 業 や 保 育 に

おける教材の重

要 性 に つ い て

考えておく。 

2 時間 

ペープサートま

たはパネルシア

ターのお話を考

える。 

2 時間 

12 教材を作成し、その使い方や演

じ方について学ぶ。 

制作するペープ

サートまたはパ

ネルシアター作

成に必要なもの

を考え準備をす

る。 

2 時間 
ペープサート・

パネルシアター

を作成する。 
2 時間 

13 
子どもの実態に応じたねらいや

内容を考え、指導案を立案し、模

擬保育を行う。  

模 擬 保 育 の 指

導案を考えてお

く。 
2 時間 

ペープサートま

たはパネルシア

ターの練習をす

る。 

2 時間 

14 
実践を通し、反省・評価・改善を

反映させた指導計画の立案につ

いて理解する。 

指 導 案 を 再 構

成する。 2 時間 
模擬保育を振り

返り、改善点を

まとめる。 
2 時間 

15 

子どもに育みたい資質・能力に基

づいた評価について学ぶ。また、

全１５回の学習内容を振り返り、

教育方法についての理解を深め

る。 

これまでの授業

資 料 を 読 み 直

す。 
2 時間 

授業の振り返り

シ ー ト に 基 づ

き 、 内 容 を まと

める。 

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（40%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%）、指導案（30%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レポ

ートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 
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テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『新しい時代の教育方法』有斐閣アルマ、幼稚園教育要領（平成 29 年

3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月

告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）、保育所保育指針（平成 29 年 3 月告示 

厚生労働省）  

参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』東洋館出

版、『小学校学習指導要領 解説 総則編（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』

東洋館出版、文部科学省『幼稚園教育指導資料第５集』チャイルド本社 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教壇に立って役に立つ理論や方法を模擬授業的に学習する授業        

グループ討議やグループでの教材作成、模擬保育などの保育実践を行い、学生の

主体的な学びを重視します。 

小学校教諭二種免許状：必修科目                     

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 教育方法の基

礎的理論と実践を理

解している。  

ほぼ完璧に

説明でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・

理解）  
10% 

(1)-2) これからの社

会を担う子どもたち

に求められる資質・

能力を育成するため

の教育の在り方を理

解している。  

ほぼ完璧に

理解でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を理解

している。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を理

解してい

る。 

理解できて

いない。 
定期試験 
（知識・

理解）  
10% 

(1)-3) 学級・幼児及

び児童、教員、教

室・保育室、教材な

ど授業、保育環境を

構成するための基礎

的な要件を理解して

いる。  

ほぼ完璧に

理解でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を理解

している。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を理

解してい

る。 

理解できて

いない。 
定期試験 
（知識・

理解）  
10% 

(1)-4) 育みたい資質・

能力と幼児・児童理解

に基づいた評価の基

礎的な考え方を理解

している。  

ほぼ完璧に

理解できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を理解し

ている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

している。 

理解できて

いない。 定期試験 
（知識・理

解）  
10% 

(2)-1) 子どもへの働

きかけや援助など、授

業・保育を行なう上で

の基礎的な技術を身

に付けている。  

ほぼ完璧に

身につけて

いる。 

大きな間違

いがなく、基

本を身につ

けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

身について

いない。 
模擬授業、

模擬保育、

ロールプ

レイ 
（技能・判

断力・表現

力）  

30% 

(2)-2) 子どもの発達

に応じて授業・保育の

ねらいと内容を考え、

教材・教具を準備し、

授業・保育の展開を考

ほぼ完璧に

作成できる。 
子どもの発

達にほぼ即

した内容の

指導案が作

成できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本をおさ

作成できて

いない。 指導案 
（思考力・

表現力）  
30% 

168



えて指導計画案を作

成することができる。 
えて作成で

きる。 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報通信技術を活用した教育の 

理論及び方法 
Theory and method of education 

utilizing information and 
communication technology 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26EPBE1009 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1 選択 寺本 公思  

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示されてい

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を

理解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グルー

プやペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

日々進化する ICT 機器を活用した授業実践は児童の情報活用能力の育成には不可欠である。そのた

め、教師を目指す学生は ICT 機器について十分理解する必要がある。この授業では情報通信機器を効

果的に活用した学習指導や校務の推進と児童及び生徒に情報活用能力を育成するための指導法に関す

る基礎的な知識・技能を身に付ける。 

到達目標 

(1)様々な ICT 機器について理解する。 

(2)授業の目標実現に最適な ICT を活用した授業計画を立てることができる。  

(3)授業においてICT機器を活用できる実践力を養う。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた、情報通信技術の活用に

ついて学ぶ 

ICT 機器の活用

について調べる 2 時間 
ICT 機器の活用

についてまとめ

る 
2 時間 

2 情報通信技術を効果的に活用した

指導の実践例について学ぶ 

ICT 機器を活用

した指導例につ

いて調べる 
2 時間 

ICT 機器を活用

した指導例につ

いてまとめる 
2 時間 

3 情報通信技術を効果的に活用した

教材の作成について学ぶ 

ICT 機器を活用

した教材につい

て調べる 
2 時間 

ICT 機器を活用

した教材につい

てまとめる 
2 時間 

4 ICT機器を使った授業での情報モ

ラルについて理解する 

ICT 機器を使っ

た情報モラルに

ついて調べる 
2 時間 

ICT 機器を使っ

た情報モラルに

ついてまとめる 
2 時間 

5 教育情報セキュリティの重要

性について学ぶ 

教育での情報セ

キュリティにつ

いて調べる 
2 時間 

情報セキュリテ

ィについてまと

める 
2 時間 

6 
各教科の特性に応じた情報通信技

術の活用における指導実践（国語

・社会） 

ICT 活用の指導

実践について調

べる(国語・社会) 
2 時間 

ICT 機器活用の

指導実践につい

てまとめる 
2 時間 
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7 
各教科の特性に応じた情報通信技

術の活用における指導実践（算数

・理科） 

ICT 活用の指導

実践について調

べる(算数・理科) 
2 時間 

ICT 機器活用の

指導実践につい

てまとめる 
2 時間 

8 
各教科の特性に応じた情報通信技 
術の活用における指導実践（外国 
語・総合的な学習の時間) 

ICT 活用の指導

実践について調

べる(外国語・総

合学習) 

2 時間 
ICT 機器活用の

指導実践につい

てまとめる 
2 時間 

9 
児童に情報通信機器の基本的な操 
作を身に付けさせるための指導法 
について学ぶ 

ICT 機器の基本

操作の指導法に

ついて調べる 
2 時間 

ICT 機器の基本

操作の指導法に

ついてまとめる 
2 時間 

10 
特別の支援を必要とする児童及び

生徒に対する情報通信技術の活用

について学ぶ 

特別の支援を必

要とする児童に

対する ICT 機器

の活用について

調べる 

2 時間 

特別の支援を必

要とする児童に

対する ICT 機器

の活用について

まとめる 

2 時間 

11 遠隔・オンライン教育の意義や関

連するシステムの使用法を学ぶ 

遠隔授業やオン

ライン教育につ

いて調べる 
2 時間 

遠隔・オンライン

教育の意義や関連

するシステムにつ

いてまとめる 

2 時間 

12 学習履歴（スタディ・ログ）など

教育データの活用法について学ぶ 

教育データの活

用について調べ

る 
2 時間 

教育データの活

用についてまと

める 
2 時間 

13 情報通信技術を活用した統合型校

務支援システムについて学ぶ 

ICT を活用した

校務支援システ

ムについて調べ

る 

2 時間 

ICT を活用した

校務支援システ

ムについてまと

める 

2 時間 

14 
学校における情報通信技術環

境の整備における外部人材や

外部機関との連携について学

ぶ 

ICT 環境の整備

における外部人

材等の活用につ

いて調べる 

2 時間 

ICT 環境の整備

における外部人

材等の活用につ

いてまとめる 

2 時間 

15 
情報通信技術を効果的に活用した

学習指導や校務の推進についての

まとめ 

ICT 機器を効果

的に活用した事

例について調べ

る 

2 時間 

ICT 機器を効果

的に活用した事

例についてまと

める 

2 時間 

成 績 評 価 授業への取り組み（30%）、プレゼンテーション(40％)、提出物（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

調査レポートなどの返却によるフィードバック。レポートなどは、ルーブリック

評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：自作プリント、小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学

省） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

ICT 機器の活用はこれからの教育にとって必須であり、様々な機器についての理

解を深めてほしい。 

小学校教諭に種免許状、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)様々な ICT 機器

について理解する。 
十分に理解

ができてお

り、それを説

明すること

ができる。 

概ね理解が

できており、

それを説明

することが

できる。 

概ね理解が

できている

が、それを十

分に説明で

きない。 

理解が不十

分であり、そ

れを十分に

説明できな

い。 

課題・レポート 
（知識・理解） 

10% 

十分に理解

ができてお

り、それを説

明すること

ができる。 

概ね理解が

できており、

それを説明

することが

できる。 

概ね理解が

できている

が、それを十

分に説明で

きない。 

理解が不十

分であり、そ

れを十分に

説明できな

い。 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 15% 

(2)授業の目標実現

に最適なICTを活用

した授業計画を立

てることができる 

ICT 機器につ

いて十分に

理解ができ

ており、授業

計画を実践

することが

できる。 

ICT 機器につ

いてについ

て概ね理解

ができてお

り、授業計画

を実践する

ことができ

る。 

ICT 機器につ

いて概ね理

解ができて

いるが、事業

計画を十分

に実践する

ことができ

ない。 

ICT 機器につ

いて理解が

不十分であ

り、授業計画

実践するこ

とが出来な

い。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

理解・思考力） 

10% 

ICT 機器につ

いて十分に

理解ができ

ており、授業

計画を実践

することが

できる。 

ICT 機器につ

いてについ

て概ね理解

ができてお

り、授業計画

を実践する

ことができ

る。 

ICT 機器につ

いて概ね理

解ができて

いるが、事業

計画を十分

に実践する

ことができ

ない。 

ICT 機器につ

いて理解が

不十分であ

り、授業計画

実践するこ

とが出来な

い。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

理解・思考力） 15% 

(3)授業においてIC

T機器を活用できる

実践力を養う。 

十分に理解

ができてお

り、それを実

践すること

ができる。 

概ね理解が

できており、

それを実践

することが

できる。 

概ね理解が

できている

が、それを十

分に実践で

きない。 

理解が不十

分であり、そ

れを十分に

実践できな

い。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

理解・思考力） 10% 

十分に理解

ができてお

り、それを実

践すること

ができる。 

概ね理解が

できており、

それを実践

することが

できる。 

概ね理解が

できている

が、それを十

分に実践で

きない。 

理解が不十

分であり、そ

れを十分に

実践できな

い。 

発表・プレゼン

テーション等 
（関心・意欲・

理解・思考力） 
40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報処理実習Ⅰ 
Information Processing 

Practice Ⅰ 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPIE1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

実習 1 選択 寺本 公思  
 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。  

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
日常生活や諸活動における情報活用の基本的な知識について理解するとともに、ワープロソフトウェア

を利用した基本的・応用的文書の作成ができ、教育活動での活用ができる。 

到達目標 
(1) 基本的・応用的文書の作成ができる。  

(2) 教育活動に活用できる文書の作成ができる。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和３年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパ

スに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業

を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 ガイダンス、オペレーティング

システムの概要 

テキスト 4 ページ

から 19 ページを

読んでおく。 
2 時間 ＯＳの基本操作

を復習する。 2 時間 

2 Web ページとインターネット

について 

テキスト 24 ペー

ジから 31 ページ

を読んでおく。 
2 時間 Web ページ等に

ついて復習する。 2 時間 

3 
文書の作成① －文字入力Ⅰ－ 
   －ローマ字とかな入力

－ 

テキスト 32 ペー

ジから 37 ページ

を読んでおく。 
2 時間 文字の入力など

の復習をする。 2 時間 

4 文書の作成② －文字入力Ⅱ－ 
   －漢字変換－ 

テキスト 38 ペー

ジから 41 ページ

を読んでおく。 
2 時間 漢字入力につい

て復習する。 2 時間 

5 文書の作成③ －文節変換－ 
      －問題演習－ 

テキスト 42 ペー

ジから 47 ページ

を読んでおく。 
2 時間 文節変換方法を

復習する。 2 時間 

6 
文書の作成④ －ページ設定－ 
      －問題演習－ 

テキスト 48 ペー

ジから 52 ページ

を読んでおく。 
2 時間 ページ設定方法

を復習する。 2 時間 

7 文書の作成⑤－基本的な文書作成

－ 

テキスト 53 ペー

ジから 57 ページ

を読んでおく。 
2 時間 基本文書作成に

ついて復習する。 2 時間 

8 文書の作成⑥ －文字の拡大縮小

－ 

テキスト 58 ペー

ジから 62 ページ

を読んでおく。 
2 時間 文字修飾方法を

復習する。 2 時間 
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9 文書の作成⑦ －表の活用－ 
テキスト 63 ペー

ジから 68 ページ

を読んでおく。 
2 時間 表の活用につい

て復習する。 2 時間 

10 文書の作成⑧ －表の編集－ 
テキスト 69 ペー

ジから 73 ページ

を読んでおく。 
2 時間 表の編集につい

て復習する。 2 時間 

11 文書の作成⑨ －表のスタイル

－ 

テキスト 74 ペー

ジから 76 ページ

を読んでおく。 
2 時間 表のスタイルに

ついて復習する。 2 時間 

12 
文書作成応用① －ワードアー
ト 
－ 

テキスト 77 ペー

ジから 80 ページ

を読んでおく。 
2 時間 ワードアートに

ついて復習する。 2 時間 

13 文書作成応用② －画像や図形

－ 

テキスト 81 ペー

ジから 85 ページ

を読んでおく。 
2 時間 図形の編集につ

いて復習する。 2 時間 

14 文書作成応用③ －画像の挿入

－ 

テキスト 86 ペー

ジから 90 ページ

を読んでおく。 
2 時間 画像の挿入につ

いて復習する。 2 時間 

15 総合演習 
テキスト 91 ペー

ジから 95 ページ

を読んでおく。 
2 時間 演習問題につい

て復習する。 2 時間 

成 績 評 価 課題提出(40%）、授業への取り組み（60%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

演習課題の達成度から学生の知識・理解度を確認し、演習内容を検討し、目標達成を

目指す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：「30 時間でマスター Office2019」 実教出版企画開発部 編 実教出版 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 基本的・応用

的文書の作成が

できる。  

ほぼ完璧に基

本的・応用的

文書の作成が

できる。 

大きな間違い

がなく、基本

的・応用的文

書の作成がで

きる。 

基本的文書の

作成はできる

が、応用的文

書の作成がで

きていない。 

基本的・応用

的文書の作成

ができていな

い。 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度・

技能・思考力）  
30% 

ほぼ完璧に基

本的・応用的

文書の作成が

できる。 

大きな間違い

がなく、基本

的・応用的文

書の作成がで

きる。 

基本的文書の

作成はできる

が、応用的文

書の作成がで

きていない。 

基本的・応用

的文書の作成

ができていな

い。 

提出課題 

（知識・理解・技能）  
20% 

(2) 教育活動に活

用できる文書の作

成ができる。 

ほぼ完璧に教

育活動に活用

できる文書の

作 成 が で き

る。 

大きな間違い

がなく、教育

活動に活用で

きる文書の作

成ができる。 

基本的な文書

の作成はでき

るが、各種機

能を利用した

表文書の作成

ができていな

い。 

基本的な文書

や各種機能を

利用した表の

作成ができて

いない。 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度・

技能・思考力）  

30% 

ほぼ完璧に教

育活動に活用

できる文書の

作 成 が で き

大きな間違い

がなく、教育

活動に活用で

きる文書の作

基本的な文書

の作成ができ

るが、各種機

能を利用した

基本的な文書

や各種機能を

利用した文書

の作成ができ

提出課題 

（知識・理解・技能）  
20% 
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る。 成ができる。 文書の作成が

で き て い な

い。 

ていない。 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報処理実習Ⅱ 
Information Processing 

Practice Ⅱ 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPIE1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

実習 1 選択 寺本 公思  
 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。  

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

表計算ソフトの基礎的な知識と技術について理解するとともに、各機能の操作及び演習を行いながら基

本的なワークシートの作成、グラフ、データベースの活用法等について理解する。 
次にプレゼンテーションの重要性や基礎的な知識と技術について理解するとともに、プレゼンテーショ

ンソフトを活用した資料作成方法や効果的なプレゼンテーション技法について理解する。 

到達目標 

(1) 基本的な表や各種機能を利用した表の作成ができる。 

(2) プレゼンテーションソフトウェアを活用して分かりやすい資料の作成ができる。   

(3) 作成した資料を用いて正確で分かりやすい発表ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和３年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパ

スに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業

を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 表の作成① －データ入力－ 

テキスト 96 ペー

ジから 111ページ

を読んでおく。 
2 時間 データ入力方法を

復習する。 2 時間 

2 表の作成② －基本的なワーク

シート編集－ 

テキスト 112ペー

ジから 117ページ

を読んでおく。 
2 時間 

ワークシートの作

成方法を復習す

る。 
2 時間 

3 表の作成③ －関数・ｾﾙ参照・罫

線・行の挿入－ 

テキスト 120ペー

ジから 137ページ

を読んでおく。 
2 時間 授業時の表の作成

方法を復習する。 2 時間 

4 表の作成④ －グラフ－ 

テキスト 142ペー

ジから 148ページ

を読んでおく。 
2 時間 表のグラフ作成方

法を復習する。 2 時間 

5 表の作成⑤ －条件判定と順位

付け・検索関数－ 

テキスト 152ペー

ジから 166ページ

を読んでおく。 

2 時間 
条件判定方法や順

位付けを復習す

る。 
2 時間 

6 表の作成⑥ －総合問題①－ 

表の作成①から⑤

の復習をしてお

く。  
2 時間 授業時の総合問題

を復習する。 2 時間 

7 表の作成⑦ －総合問題②－ 

表の作成①から⑤

の復習をしてお

く。 
2 時間 授業時の総合問題

を復習する。 2 時間 

8 
ガイダンス  

スライドの作成① －文字修飾と

図形の活用－ 

テキスト 194ペー

ジから 209ページ

を読んでおく。 
2 時間 

授業時のスライド

の作成方法を復習

する。  
2 時間 
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9 スライドの作成② －グラフの活

用－  

テキスト 210ペー

ジから 217ページ

を読んでおく。 
2 時間 

授業時のグラフの

活用方法を復習す

る。  
2 時間 

10 スライドの作成③ －表の活用と

画像の挿入－  

テキスト 218ペー

ジから 225ページ

を読んでおく。 
2 時間 授業時の表の活用

方法を復習する。  2 時間 

11 スライドショーと資料作成 

テキスト 232ペー

ジから 239ページ

を読んでおく。 
2 時間 

スライドショーと

資料作成について

復習する。 
2 時間 

12 発表用スライドの作成 

スライドの作成条

件を確認し、構成

を考えておく。 
2 時間 

発表の意図が伝わ

るスライドになっ

ているか確認す

る。 

2 時間 

13 レジュメと発表用原稿の作成 

レジュメと発表用

原稿の作成につい

て準備しておく。 
2 時間 発表のリハーサル

を行う。 2 時間 

14 発表① 
発表のリハーサル

をしておく。 2 時間 発表の評価を整理

する。 2 時間 

15 発表② 
発表のリハーサル

をしておく。 2 時間 発表の評価を整理

する。 2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（20%）、授業への取り組み（60%）、発表・プレゼンテーション（20%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

演習課題の達成度から学生の知識・理解度を確認し、演習内容を検討し、目標達成を

目指す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：「30 時間でマスター Office2019」 実教出版企画開発部 編 実教出版 

 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 基本的な表や各種

機能を利用した表の

作成ができる。  

ほぼ完璧に

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できる。 

大きな間違

いがなく、基

本的な表や

各種機能を

利用した表

の作成がで

きる。 

基本的な表

の作成はで

きるが、各種

機能を利用

した表の作

成ができて

いない。 

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できていな

い。 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度・

技能・思考力）  
30% 

ほぼ完璧に

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できる。 

大きな間違

いがなく、基

本的な表や

各種機能を

利用した表

の作成がで

きる。 

基本的な表

の作成はで

きるが、各種

機能を利用

した表の作

成ができて

いない。 

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できていな

い。 

提出課題 

（知識・理解・技能）  
20% 
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(2) プレゼンテーショ

ンソフトウェアを活

用して分かりやすい

資料の作成ができる。 

とても分か

りやすい資

料の作成が

できる。 

分かりやす

い資料の作

成 が で き

る。 

最低限の資

料作成がで

きる。 

資料の作成

ができてい

ない。 
授業への取り組み 
（関心・意欲・態

度・技能・思考力） 
30% 

(3) 作成した資料を用

いて正確で分かりや

すい発表ができる。  

とても正確

で分かりや

すい発表が

できる。 

正確で分か

りやすい発

表 が で き

る。 

最低限の発

表 が で き

る。 

発表ができ

ていない。 
発表・プレゼンテ

ーション 
（ 意欲・ 態度・ 技

能・表現力・創造

性）  

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

プログラミング教育 
Programming education 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPIE2003 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 寺本 公思  
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。  

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

2020 年から小学校にもプログラミング教育が導入されました。現在の子供達が将来活躍する時代は AI
が飛躍的に進化するといわれています。そのような世界を背景とした、Society5.0 社会の到来に対応で

きるように｢プログラミング的思考｣が出来る子供たちを育てなければなりません。そのためのプログラ

ミング教育をどのように行えばよいかについて学習します。 

到達目標 

(1) コンピュータとプログラミングについて理解し説明が出来る。 

(2) 様々なプログラミング手法について理解し実践できる。 

(3) プログラミング教育について理解し実践できる。 

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパ

スに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を

行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 コンピュータとプログラミン

グ 
プログラムについ

て  2 時間  プログラミングにつ

いて 2 時間  

2 プログラミング教育が目指す

もの 
プログラミング教

育について 2 時間  プログラミング教育

が目指すのについて  2 時間  

3 アンプラグドによるプログラ

ミング 
アンプラグドにつ

いて  2 時間  アンプラグドの復習  2 時間  

4 Hour of Code の基礎 Hour of Code につ

いて 2 時間  Hour of Code の特徴

をまとめる 2 時間  

5 Hour of Code によるプログ

ラミング① 
Hour of Code につ

いて 2 時間  Hour of Code でプロ

グラミング 2 時間  

6 Hour of Code によるプログ

ラミング② 
Hour of Code につ

いて 2 時間  Hour of Code でプロ

グラミング 2 時間  

7 スクラッチの基礎 スクラッチについ

て調べる 2 時間  スクラッチの特徴を

まとめる 2 時間  

8 スクラッチによるプログラミ

ング 
スクラッチについ

て 2 時間  スクラッチでプログ

ラミング 2 時間  

9 スクラッチによる応用プログ

ラミング 
スクラッチでプロ

グラミング 2 時間  スクラッチでプログ

ラムを作る 2 時間  

10 WeDo2.0 によるプログラミ

ング基礎 
WeDo2.0 につい

て 2 時間  WeDo2.0 のブロック

プログラミング 2 時間  

11 WeDo2.0 によるプログラミ

ング応用 
WeDo2.0 につい

て 2 時間  WeDo2.0 のブロック

プログラミング 2 時間  

12 マインドストーム EV3 によ

るロボットプログラミングⅠ EV3 について 2 時間  WeDo2.0 で応用プロ

グラム作成 2 時間  
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13 マインドストーム EV3 によ

るロボットプログラミングⅡ EV3 の特徴 2 時間  EV3 のブロックプロ

グラミング 2 時間  

14 マインドストーム EV3 によ

るロボットプログラミングⅢ EV3 のブロック 2 時間  EV3 の応用ブロック

プログラミング 2 時間  

15 プログラミング課題 全体のまとめ 2 時間  プログラミング課題

に取り組む 2 時間  

成 績 評 価 課題・レポート（50%）、指導案（15%）、授業への取り組み（35%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

試験やレポート等の結果について、ルーブリック評価にて返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 適宜プリントを配布する 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

2020 年から小学校でも必修化されたプログラミング教育について実践的に学ぶこ

とが出来ます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) コンピュータと

プログラミングに

ついて理解し説明

が出来る。  

十分に理解が

できており、

それを説明す

ることができ

る。 

概ね理解がで

きており、そ

れを説明する

こ と が で き

る。 

概ね理解がで

きているが、

それを十分に

説 明 で き な

い。 

理解が不十分

であり、それ

を十分に説明

できない。 

課題・レポート 
（知識・理解） 15% 

十分に理解が

できており、

それを説明す

ることができ

る。 

概ね理解がで

きており、そ

れを説明する

こ と が で き

る。 

概ね理解がで

きているが、

それを十分に

説 明 で き な

い。 

理解が不十分

であり、それ

を十分に説明

できない。 

授業への取り組み 
（知識・理解） 15% 

(2) 様々なプログラ

ミング手法につい

て理解し実践でき

る。 

プログラミン

グについて十

分に理解がで

きており、そ

れを実践する

こ と が で き

る。 

プログラミン

グについて概

ね理解ができ

ており、それ

を実践するこ

とができる。 

プログラミン

グについて概

ね理解ができ

ているが、そ

れを十分に実

践することが

できない。 

プログラミン

グについて理

解が不十分で

あり、それを

実践すること

が出来ない。 

課題・レポート 
（関心・意欲・理

解・思考力） 
20% 

プログラミン

グについて十

分に理解がで

きており、そ

れを実践する

こ と が で き

る。 

プログラミン

グについて概

ね理解ができ

ており、それ

を実践するこ

とができる。 

プログラミン

グについて概

ね理解ができ

ているが、そ

れを十分に実

践することが

できない。 

プログラミン

グについて理

解が不十分で

あり、それを

実践すること

が出来ない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・理

解・思考力） 
20% 

(3) プログラミング

教育について理解

し実践できる。 

十分に理解が

できており、

それを実践す

ることができ

る。 

概ね理解がで

きており、そ

れを実践する

こ と が で き

る。 

概ね理解がで

きているが、

それを十分に

実 践 で き な

い。 

理解が不十分

であり、それ

を十分に実践

できない。 

課題・レポート 
（関心・意欲・理

解・思考力） 
15% 

十分に理解が

できており、

それを実践す

ることができ

る。 

概ね理解がで

きており、そ

れを実践する

こ と が で き

る。 

概ね理解がで

きているが、

それを十分に

実 践 で き な

い。 

理解が不十分

であり、それ

を十分に実践

できない。 

指導案 
（関心・意欲・理

解・思考力） 
15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

進路指導の理論と指導法 
Theory and Method of Career 

Consulting 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTS2031 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 加藤 浩久 ○ 

実務家教員 
の詳細 

教育委員会指導主事としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行

う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 学んだことをこれからの生活に生かし、さらに深く学び続けたいという意欲

をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身に付け、実践的な指導力を有

している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子ど

もの特性を理解し知識を深めている。 ○ 

(4)教育実習、学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5)様々な教育課題について意欲的に学び、自分の考えをさらに高めることがで

きる。 〇 

(6)他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いのよさを学ぼうとしなが

ら、グループやペア活動に積極的に参加することができる。 〇 

概 要 

小学校・中学校における進路指導の理論や発達段階に応じた具体的な指導方法について、

自らの教育体験を素材として活用しながら、体系的・組織的に学ぶ。  
近年、キャリア教育への転換が図られていることから、進路指導をキャリア教育の視点から

再構築していく。 

到達目標 

(1)戦前から現在までの進路指導の変遷について説明できる。  

(2) キャリア教育の成果と課題について説明できる。  

(3) キャリア教育の今後の在り方について、PBL を中心に説明することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 

職業指導から進路指導へ、進

路指導からキャリア教育へと

変わっていった経緯について

考察する。 

キャリア教育

という概念に

つ い て 調 べ

る。 

2 時間  

キャリア教

育の現代的

な意味につ

いてまとめ

る。 

2 時間  

2 
キャリア教育が求められるよ

うになった理由を社会的背景

との関連から考察する。 

キャリア教育

を始めるに至

った背景を調

べる。 

2 時間  

教育課程意

義について

もまとめ

る。 

2 時間  

3 

これまで実践されてきたキャ

リア教育の現状を知るととも

に、その課題について考察す

る。 

職場体験学習

を核とした事

例を調べる。 
2 時間  

「形骸化」

という視点

からまとめ

る。 

2 時間  

4 
キャリア教育がその育成をめ

ざす「職業観、勤労観」につ

いて理解する。 

「 職 業 観 」

「勤労観」と

いう概念の辞

書的な意味を

調べる。 

2 時間  
目標、理念

としてまと

める。 
2 時間  
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5 
小学校の教科を通したキャリ

ア教育の在り方について考察

する。 

課題解決型、

問題解決型の

授業展開と実

際の仕事との

関係について

考察する。 

2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

6 
中学校の教科を通したキャリ

ア教育の在り方について考察

する。 

課題解決型、

問題解決型の

授業展開と実

際の仕事との

関係について

考察する。 

2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

7 生活科を通したキャリア教育

の在り方について考察する。 

未分化、統合

というキーワ

ードを手掛か

り に 考 察 す

る。 

2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

8 
特別の教科道徳を通したキャ

リア教育の在り方について考

察する。 

勤労という概

念に対する道

徳的意味につ

い て 考 察 す

る。 

2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

9 
小学校の総合的な学習の時間

を通したキャリア教育の在り

方について考察する。 

見学中心の学

習の在り方を

見直す。 
2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

10 
中学校の総合的な学習の時間

を通したキャリア教育の在り

方について考察する。 

職場体験活動

に重心を置い

た取組を見直

す。 

2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

11 
小学校の特別活動を通したキ

ャリア教育の在り方について

考察する。 

学級や児童会

の 組 織 （ 職

場）としての

性格を考察す

る。 

2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

12 
中学校の特別活動を通したキ

ャリア教育の在り方について

考察する。 

学級や生徒会

の 組 織 （ 職

場）としての

性格を考察す

る。 

2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

13 
高等学校で行うべきキャリア

教育の在り方について考察す

る。 

主体性という

視点から、小

中学校との違

いについて考

察する。 

2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

14 
PBL の形をとって行うキャリ

ア教育の在り方について考察

する。 

PBL という学

習の在り方を

調べる。 
2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

15 
これまでの学習をふり返り、

キャリア教育の今後の在り方

について考察する。 

問題解決学習

という視点か

ら学習を振り

返る。 

2 時間  

実践事例の

イメージを

描き、指導

案の形にま

とめる。 

2 時間  

成 績 評 価 定期試験（30%）、課題・レポート（30%）、授業への取り組み（40%）  
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課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『学校教育とキャリア教育の創造』学文社             

参考文献：文部科学省『小学校キャリア教育の手引き（改訂版）』教育出版  
文部科学省『キャリア教育のススメ』東京書籍  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

急激な社会の変化で、進学や就職に自己を見失いがちな時代の進路選択につい

て、教える立場からの理解だけでなく、自分自身のキャリア発達も見つめながら

学ぶ授業。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)戦前から現在まで

の進路指導の変遷に

ついて説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り 組 み 
（関心・意

欲・態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（知識・理

解 ・ 思 考

力 ・ 判 断

力 ・ 表 現

力）  

5% 

(2) キャリア教育の成

果と課題について説

明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り 組 み 
（関心・意

欲・態度）  
30% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（知識・理

解 ・ 思 考

力 ・ 判 断

力 ・ 表 現

力）  

20% 

(3) キャリア教育の今

後 の 在 り 方 に つ い

て、PBL を中心に説

明 す る こ と が で き

る。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り 組 み 
（関心・意

欲・態度）  
20% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定 期 試 験 
（知識・理

解 ・ 思 考

力 ・ 判 断

力 ・ 表 現

力）  

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生徒指導と教育相談  
Student Consulting and 

Educational Consulting 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
26EPTS2032 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 河辺 哲也 
 

 

デ ィ プ ロ

マ・ポリシ

ーに示され

ている学習

成果との関

係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を

理解し知識を深めている。 
○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グルー

プやペア活動に積極的に参加することができる。 
○ 

概 要 
生徒指導や教育相談の本来的な狙いである一人一人の個性の伸長、社会的スキルや行動力を

高めるための教育的活動について理解する。 
児童の発達の状況に即した、カウンセリング的な関わりの意義や基本的な方法を身につける。 

到達目標 

(1)生徒指導と教育相談の意義や原理を理解する。 

(2)課題を抱える児童への指導を理解する。 

(3)生徒指導や教育相談の基礎を学び個々の問題への支援方法を学ぶ。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
生徒指導と教育相談とは何か概要を

知る 
   ―  ― 

生徒指導と教育

相談の違いにつ

いてまとめる。 

2 時間 

2 生徒指導と教育相談の関連性を学ぶ  

生徒指導提要の

該当箇所を整理

する 

2 時間 

生徒指導と教育

相談の相補的関

係をまとめる。 

2 時間 

3 
教育相談とチームアプローチについ

て学ぶ 

チームアプロー

チで重要なこと

を調べる 

2 時間 

教育相談をチー

ムアプローチで

行う意義をまと

める 

2 時間 

4 
教育相談に関連する専門家について

学ぶ  

教育相談に関連

する専門家につ

いて調べる。 

2 時間 

教育相談に関連

する専門家につ

いて整理する。 

2 時間 

5 
担任、養護教諭、管理職、SC、SSW、保

護者の役割について学ぶ 

それぞれの専門

家の専門分野に

ついて調べる。 

2 時間 

専門家同士の連

携が奏功した事

例を振り返る 

2 時間 

6 
教育相談センター、通級指導教室、適

応指導教室について学ぶ 

それぞれの組織

の専門性につい

て調べる 

2 時間 

専門機関同士の

連携が奏功した

事例を振り返る 

2 時間 

7 
医師・学校ボランティア、児童相談所、

フリースクールについて学ぶ  

それぞれの専門

性について調べ

る。 

2 時間 

それぞれの専門

性が生かされた

事例を振り返る 

2 時間 

8 
児童期・思春期の心身の発達について

学ぶ 

児童期・思春期の

心身の発達につ

いて調べる 

2 時間 

児童期と思春期

の心身の発達の

特徴をまとめる。 

2 時間 

9 
児童期・思春期の認知・学習の発達、

対人関係の発達について学ぶ 

児童期・思春期に

特徴的な認知・対
2時間 

児童期と思春期

の対人関係の変
2時間 
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人関係様式につ

いて調べる 

化についてまと

める 

10 
教育相談における基本スキルである

ホールドする・傾聴する・つなぐ／つ

ながるといったスキルについて学ぶ 

カウンセリング

の基本スキルに

ついて調べる 

2 時間 

基本的スキルを

身近な人との間

で練習する 

2 時間 

11 
不登校・非行・いじめ、発達障害など

の問題に対するアプローチについて

学ぶ 

不登校・非行等に

対するアプロー

チ方法を調べる。 

2 時間 

不登校・非行等に

対するアプロー

チ方法をまとめ

る 

2 時間 

12 
自然災害や事件・事故などの危機に対

するアプローチについて学ぶ  

学校が遭遇する

可能性のある危

機を調べる 

2 時間 

危機への対応事

例を取り上げ対

応法をまとめる 

2 時間 

13 
アタッチメントに関わる問題や児童

虐待へのアプローチについて学ぶ  

愛着の課題を持

つ児童や虐待へ

の対応を調べる 

2 時間 

児童虐待への対

応事例について

まとめる 

2 時間 

14 保護者へのアプローチについて  

保護者支援を行

う意義について

調べる。 

2 時間 

保護者を間接的

に支援した事例

をまとめる 

2 時間 

15 まとめ 

生徒指導と教育

相談についての

学びを振り返る 

2 時間 

教育相談を実践

する上での課題

をまとめる 

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート

等） 

に対する 

フィードバックの方法 

課題はコメントを書いて返却する。  
試験はルーブリック評価に基づいて結果を示す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：ガイドブック あつまれ！みんなで取り組む教育相談 明石書店 

『小学校学習指導要領（平成 29 年 3月告示 文部科学省）』、文部科学省『生徒

指導提要（改訂版）』  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

生徒指導と教育相談の本来的な意味を知り子どもたちが生きる力を身につけてい

くための教育や子どもたちの指導、支援の実践について学んでいきましょう。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)生徒指導や教

育相談の意義や

原理を理解する。 

生徒指導の意
義や原理を十
分に説明する
ことができる。 

生徒指導の意
義や原理を概
ね説明するこ
とができる。 

生徒指導の意
義や原理につ
いて最低限の
説明はしてい
る。 

生徒指導の意
義や原理を説
明することが
できない。 

定期試験 
（知識・理解）  

15% 

問題意識をも
って講義に参
加し、それを十
分に表現する
ことができる。 

問題意識をも
って講義に参
加し、それを概
ね表現するこ
とができる。 

問題意識をも
って講義に参
加しているが、
それを表現す
ることが不十
分である。 

問題意識をも
って講義に参
加していない。 

授業への取り組
み 
（関心・意欲・
思考力・判断力・
表現力） 

15% 

(2)課題を抱える

児童への指導を

理解する。 

課題を抱える
児童への指導
について十分
に説明するこ
とができる。 

課題を抱える
児童への指導
について概ね
説明すること
ができる。 

課題を抱える
児童への指導
について最低
限の説明はし
ている。 

課題を抱える
児童への指導
について説明
することがで
きない。 

定期試験 
（知識・理解）  

20% 

問題意識をも
って講義に参
加し、それを十

問題意識をも
って講義に参
加し、それを概

問題意識をも
って講義に参
加しているが、
それを表現す

問題意識をも
って講義に参
加していない。 

授業への取り組
み 
（関心・意欲・
思考力・判断力・

20% 
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分に表現する
ことができる。 

ね表現するこ
とができる。 

ることが不十
分である。 

表現力） 

(3)生徒指導や教

育相談の基礎を

学び個々の問題

への支援方法を

学ぶ。 

教育相談の基
礎を学び個々
の問題への支
援方法につい
て十分に説明
することがで
きる。 

教育相談の基
礎を学び個々
の問題への支
援方法につい
て概ね説明す
ることができ
る。 

教育相談の基
礎を学び個々
の問題への支
援方法につい
て最低限の説
明はしている。 

教育相談の基
礎を学び個々
の問題への支
援方法につい
て説明するこ
とができない。 

定期試験 
（知識・理解）  

15% 

問題意識をも
って講義に参
加し、それを十
分に表現する
ことができる。 

問題意識をも
って講義に参
加し、それを概
ね表現するこ
とができる。 

問題意識をも
って講義に参
加しているが、
それを表現す
ることが不十
分である。 

問題意識をも
って講義に参
加していない。 

授業への取り組
み 
（関心・意欲・
思考力・判断力・
表現力） 

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別支援教育 
Special Support Education 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECUI1010 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 竹内 幹雄  
 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

発達障害を含む様々な障害や、その他の要因により特別な教育的ニーズのある幼児児童生徒の心身の発

達、障害の特性を理解するとともに、学習上、生活上の困難とその背景について理解する。その上で、特

別の支援を必要とする幼児児童生徒が、達成感をもちながら学び、生きる力を身につけることができる

よう、個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成と活用の方法について、事例に基づき実践的に学ん

でいく。さらに、インクルーシブ教育の理念を含めた特別支援教育に関する制度や法令の内容を理解し、

個別の教育的ニーズに対して学校における組織的な支援体制の在り方、関係機関との連携の在り方につ

いても理解を深める。 

到達目標 

(1)-1) インクルーシブ教育システムを含めた特別支援教育に関する制度の理念や仕組みを説明できる。  
(1)-2) 発達障害や軽度知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする幼児児童生徒の心身の発達、心

理的特性及び学習の過程を説明できる。  
(1)-3) 視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱等を含む様々な障害のある幼児児童生徒の学習

上又は生活上の困難について説明できる。  
(2)-1) 発達障害や軽度知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする幼児児童生徒に対する支援の方

法について説明できる。  
(2)-2) 「通級による指導」及び「自立活動」の教育課程上の位置付けと内容を説明できる。  
(2)-3) 特別支援教育に関する教育課程の枠組みを踏まえ、個別の指導計画及び個別の教育支援計画を作

成する意義と方法を説明できる。  
(2)-4) 特別支援教育コーディネーター・関係諸機関・家庭と連携しながら支援体制を構築することの必

要性を説明できる。  
(3)-1) 母国語や貧困の問題等により特別の教育的ニーズのある幼児児童生徒の学習上は生活上の困難や

組織的な対応の必要性を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 特別支援教育の歴史について学

ぶ 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

2 特別支援教育における対象とな

る幼児児童生徒について学ぶ 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

3 障害児の理解（１） 概念と就

学基準について学ぶ 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

4 障害児の理解（２） 心理と行

動特性について学ぶ 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 
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5 特別支援教育の場について学ぶ 
授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

6 特別支援教育の教育課程につい

て学ぶ 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

7 
障害児の教育支援（１）学習指

導要領、指導計画の作成を理解

する 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

8 障害児の教育支援（２）自立活

動、日常生活の指導を理解する 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

9 障害児の教育支援（３）各教

科、遊びの指導を理解する 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

10 個別の教育支援計画をもとにし

た教育支援について理解する 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

11 特別支援学級における教育の実

際について学ぶ 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

12 特別支援学校における教育の実

際について学ぶ 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

13 障害児のライフステージと特別

支援教育について学ぶ 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

14 

障害はないが特別の教育ニーズ

のある幼児の把握と支援を学ぶ

とともに、特別支援教育のこれ

からについて考察する 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

15 特別支援教育にかかわる専門性

について考察する 

授業内容の言葉

について調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（知識・理解）（50%）、毎回の授業の態度・振り返り（意欲・思考力）（50%） 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かれた感想や質問について、代表的なものをピックアッ

プし次の授業時にコメントする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：「障害のある幼児と共に育つ生活の理解と指導」 
（令和 5 年 3 月文部科学省厚生労働省内閣府）HP 

参考文献：『特別支援学校学習指導要領・学習指導要領解説 総則編（幼稚部・小学部・ 
中学部（平成 30 年 3 月 文部科学省）』   

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

特別支援教育は、人として生きていくうえで、最も大切な教育の一つです。令和５年３月に出

た資料を使って重要な情報を一緒に学んでいきましょう。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) インクルーシ

ブ教育システムを含

めた特別支援教育に

関する制度の理念や

仕組みを説明できる。 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 毎回の授業の感

想・振り返り 
（思考力） 

6% 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知識・

理解） 11% 

(1)-2) 発達障害や軽

度知的障害をはじめ

とする特別の支援を

必要とする幼児児童

生徒の心身の発達、心

理的特性及び学習の

過程を説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 毎回の授業の感

想・振り返り 
（思考力） 

3% 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知識・

理解） 8% 

(1)-3) 視覚障害・聴覚

障害・知的障害・肢体

不自由・病弱等を含む

様々な障害のある幼

児児童生徒の学習上

又は生活上の困難に

ついて説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 毎回の授業の感

想・振り返り 
（思考力） 

3% 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知識・

理解） 8% 

(2)-1) 発達障害や軽

度知的障害をはじめ

とする特別の支援を

必要とする幼児児童

生徒に対する支援の

方法について説明で

きる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 毎回の授業の感

想・振り返り 
（思考力） 

6% 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知識・

理解） 11% 

(2)-2) 「通級による指

導」及び「自立活動」

の教育課程上の位置

付けと内容を説明で

きる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 毎回の授業の感

想・振り返り 
（思考力） 

3% 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知識・

理解） 8% 
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(2)-3) 特別支援教育

に関する教育課程の

枠組みを踏まえ、個別

の指導計画及び個別

の教育支援計画を作

成する意義と方法を

説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 毎回の授業の感

想・振り返り 
（思考力） 

3% 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知識・

理解） 8% 

(2)-4) 特別支援教育

コーディネーター・関

係諸機関・家庭と連携

しながら支援体制を

構築することの必要

性を説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 毎回の授業の感

想・振り返り 
（思考力） 

3% 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知識・

理解） 8% 

(3)-1) 母国語や貧困

の問題等により特別

の教育的ニーズのあ

る幼児児童生徒の学

習上は生活上の困難

や組織的な対応の必

要性を説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 毎回の授業の感

想・振り返り 
（思考力） 

3% 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知識・

理解） 8% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ボランティア実習 
Volunteer Practice 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTP1005 １年次 

２年次 
後期 
前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 

卒 業 
認 定 担 当 教 員  

実務家 
教員 

実習 2 選択 正長 清志・河辺 哲也 
 
 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもってい

る。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を

理解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。  

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グルー

プやペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

「ボランティア実習」は、介護等体験の実習の事前・事後指導として行う学内での授業と、介護等体験

実習として、特別支援学校 2 日間、社会福祉施設 5 日間の学外での実習から成る。「教師」という職業

の「資質能力」とは何かを講義や実習を通して学ぶ。 

到達目標 

(1) 「介護等体験実習」の意義と目的を理解し、特別支援学校と様々な社会福祉施設について、事前に

調べることができる。  
(2) 「介護等体験実習」に必要な書類の作成や事前打ち合わせを通して、社会人基礎力を養うことがで

きる。  
(3) 「介護等体験実習」を行い、多様な人との交流を通し、一人一人の尊厳を大切にして関わることが

できる。  
(4) 「介護等体験実習」を終えて、教師としての資質を高めるための自らの課題を明確にすることがで

きる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習

時間 
復習内容 

復習

時間 

1 オリエンテーション（授業の目

的、到達目標等の説明） 

介護等体験実習の

概要を調べる 
2 時間 

授業計画と内容の

把握 
2 時間 

2 特別支援学校での学びについて 

授業の概要を読

み、自分の課題を

立てる。 
2 時間 特別支援学校につ

いてまとめる。 
2 時間 

3 社会福祉施設での学びについて 

実習を希望する社

会福祉施設につい

て調べる。 
2 時間 授業内容をまとめ

る。 
2 時間 

4 手話のいろはと演習 
簡単な手話の動作

を調べる。 
2 時間 手話を使って挨拶

の練習を行う。 
2 時間 

5 
介護等体験実習に出るまでの実

際、実習希望調査・プロフィール

作成 

実習までに実習計

画や心構えを明確

にしておく。 
2 時間 実習希望調査を充

実させる。 
2 時間 

6 
実習を経験した先輩からのアドバ

イス〜実習に向けた目標設定と心

構え～ 

先輩からのアドバ

イスを読む。 
2 時間 

実習日誌の確認と

実習目標と課題を

まとめる。 
2 時間 
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7 実習希望調査の発送準備 

自身の実習スケジ

ュールを明示して

おく。 
2 時間 実習希望調査を完

成せる。 
2 時間 

8 
オリエンテーション 

①１年後期の振り返り 

②２年前期の「ボランティア実

習」の計画・評価、等について 

1 年次の授業資料

を読みかえす。 2 時間 授業内容のまとめ

をする。 
2 時間  

9 
特別支援学校への実習申込み 

特別支援学校プロフィール記入 

社会福祉施設の実習日程確認 

自身のスケジュー

ルを整理してお

く。 
2 時間 プロフィールを完

成させる。 
2 時間 

10 車椅子の使い方（実習）１（基

本・応用） 

車いすの機能につ

いて調べる。 
2 時間 

車いすの操作と注

意点についてまと

める。 
2 時間 

11 
特別支援学校・社会福祉施設での

実習の在り方と日誌の書き方（実

習を充実させるための「い・ろ・

は」） 

実習先への事前訪

問の連絡とそのま

とめをする。 
2 時間 実習日誌の書き方

のまとめをする。 
2 時間 

12 介護等体験の実習の心構え 

～「社会福祉施設のてびき」～ 

実習先の概要を調

べておく。 
2 時間 実習に向けての心

構えをまとめる。 
2 時間 

13 障害者の自立を考える 

障害者施設につい

て復習をしてお

く。 
2 時間 授業内容をまとめ

る。 
2 時間 

14 
社会福祉施設の実習の準備 

（事前オリエンテーション、検

便、健康診断、プロフィール(目

標の設定)） 

自分のスケジュー

ルを確認してお

く。 
2 時間 

社会福祉施設のプ

ロフィールを完成

させる。 
2 時間 

15 今後の実習に向けての最終確認 

実習のスケジュー

ルと持参物の確認

をする。 
2 時間 実習で学んだこと

を発表する。 
2 時間 

※介護等体験実習において、特別支援学校に 2 日間、社会福祉施設に 5 日間実習に行く。 

 なお、実習の直前には学内の事前オリエンテーションを行う。実習先によっては事前オリ

エンテーションが別日にある。  

成 績 評 価 

授業への取り組み〔知識・思考力・表現力〕（15%）、授業への取り組み〔関心・意

欲・態度〕（15%）、多様な人との交流を通し、一人一人の尊厳を大切にして関われる 

〔援助に対する理解〕（50%）、教師としての資質を高めるための自らの課題を明確に

することができる〔判断・考察〕（20%） 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業内で介護等体験実習の振り返りを行う。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

【テキスト】参考文献を提示するとともに、適宜資料を配付します。オープン教材

等を活用し、授業、授業後の振り返り、予習・復習に役立てることがあ

ります。 
【持参物    記録ファイル 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育や教師という言葉の持つ意味を少しでも深めることができるように日頃から抽

象的な言葉の持つ意味を自分なりに考えること。 
小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 「介護等体験

実習」の意義と目

的を理解し、特別

支援学校と様々な

社会福祉施設につ

いて、事前に調べ

ることができる。  

「 介護体 験

実 習」の 意

義 を理解 し

て おり、 各

施 設につ い

て 十分に 調

べ られて い

る。 

「 介護体 験

実 習」の 意

義 を 理 解

し 、各施 設

に ついて 大

き な問題 な

く 調べら れ

ている。 

改 善の余 地

は あるも の

の 実習の 意

義 を 理 解

し 、各施 設

を 調べる こ

と ができ て

いる。 

「 介護体 験

実 習」の 意

義 の理解 と

各 施設に つ

い ての調 べ

が できて い

ない。 

授業への取り

組み 

〔知識・思考

力・表現力〕 

 

 

  

15% 

(2) 「介護等体験

実習」に必要な書

類の作成や事前打

ち 合わ せを通 し

て、社会人基礎力

を養うことができ

る。  

実 習に必 要

な 書類作 成

が でき、 社

会 人基礎 力

を 養うこ と

が できて い

る。 

大 きな問 題

な く書類 作

成 ができ 、

社 会人基 礎

力 を養え て

いる。  

改 善の余 地

は あるも の

の 書類作 成

が でき、 社

会 人基礎 力

を 身につ け

ている。 

書 類作成 が

完 成 で き

ず 、最低 限

度 の社会 人

基 礎力を 身

に つけら れ

ていない。 

授業への取り

組み 

〔 関 心 ・ 意

欲・態度〕 

 

 

15% 

(3) 「介護等体験

実習」を行い、多

様な人との交流を

通し、一人一人の

尊厳を大切にして

関わることができ

る。  

明 確な目 的

意 識をも っ

て 実習に 取

り 組み、 一

人 一人の 尊

厳 を大切 に

関 わるこ と

ができる。 

自 分なり に

目 的意識 を

持 って取 り

組 み、人 の

尊 厳を大 切

に 関わる こ

と ができ て

いる。 

目 的意識 は

浅 いが意 欲

的 に実習 に

取 り組み 、

人 の尊厳 を

大 切に関 わ

ろ うとし て

いる。 

実 習の取 り

組 み方に 課

題 があり 、

人 の尊厳 を

大 切にし た

関 わりが で

き て い な

い。 

多様な人との

交流を通し、

一人一人の尊

厳を大切にし

て関われる 

〔援助に対す

る理解〕 

50% 

(4) 「介護等体験

実習」を終えて、

教師としての資質

を高めるための自

らの課題を明確に

す るこ とがで き

る。  

教 師とし て

の 資質を 高

め るため の

自 らの課 題

を 明確に で

きている。 

教 師の資 質

に つなが る

自 らの課 題

を いくつ か

見 つける こ

と ができ て

いる。 

実 習を通 し

て 、自分 な

り の課題 を

見 つける こ

と ができ て

いる。 

自 らの課 題

を 見つけ る

こ とがで き

ていない。 

 

教師としての

資質を高める

ための自らの

課題を明確に

することがで

きる。 

〔 判 断 ・ 考

察〕 

 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育実習指導 
Study of Practical Teaching at 

Elementary School 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26 EPTP1001 １年次 

２年次 
後期 
前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 中村 浩・加藤 浩久  
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 

学習指導の知識を生かし、模擬授業にチャレンジすることで、教壇に立つ準備を進めるとともに、指導

主事による「学習指導」「生徒指導」「人権教育」の講義や市内公立小学校における参観実習などを通し

て、教育現場の実態にも直接ふれ、教師として必要な資質や能力の向上を図り、教師となる心構えを培

っていく。 

到達目標 

(1) 教育実習の意義を理解し、使命感・緊張感をもって教壇に立てるようになる。  
(2) 参観実習への参加、レポートや書類の提出、実習校との打ち合わせ等を通して、社会人としての基礎

的な素養やマナー・礼儀を身に付けることができる。また、参観実習への参加を通して、自分自身の課

題を鑑みることができる。  
(3) 模擬授業を経験することで、教育実習に臨む自分自身の課題を発見することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション 
中村 

教育実習に向けて

の心構えを考える 2 時間 
教育実習に向けての

準備、予定について

まとめる 
2 時間 

2 教育実習の意義と目的 
中村 

教育実習の意義と

目的について資料

を読む 
2 時間 

教育実習の意義と目

的について、まとめ

る 
2 時間 

3 教育実習の内容 
中村 

教育実習の内容に

ついて資料を読む 2 時間 教育実習の内容につ

いて、まとめる 2 時間 

4 授業づくりの基礎を学ぶ(1) 
中村 

指導案作りについ

ての資料を読む 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

5 授業づくりの基礎を学ぶ(2) 
中村 

前時の復習より、

発問、資料、板書の

課題をまとめる 
2 時間 

授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

6 教育実習について先輩に学ぶ 
中村 

教育実習の過去の

体験談の資料を読

む 
2 時間 

授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

7 
小学校参観実習(1) 
－参観実習の説明－ 
中村 

小学校参観実習校

の学校要覧を読む 2 時間 
参観実習校の学校要

覧について、まとめ

る 
2 時間 

8 
小学校参観実習(2) 
－校長講話－ 
中村 

参観実習校の概要

について、資料を

読む 
2 時間 校長講話の気づき、

感想をまとめる 2 時間 
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9 
小学校参観実習(3)  
－授業参観－   
中村・加藤 

参観実習の準備 2 時間 授業参観しての気づ

き、感想をまとめる 2 時間 

10 
小学校参観実習(4)  
－授業参観－   
中村・加藤 

参観実習の準備 2 時間 授業参観しての気づ

き、感想をまとめる 2 時間 

11 市教委講話 －学習指導－   
中村 

学習指導につい

て、資料を読む 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

12 市教委講話 －生徒指導－   
中村 

生徒指導につい

て、資料を読む 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

13 参観実習･学習指導･生徒指導の

振り返り 中村  

参観実習、学習指

導、生徒指導の資

料の読み直し。 
2 時間 

参観実習、学習指導、

生徒指導の資料の読

み直し 
2 時間 

14 実習日誌と実習生プロフィール

の作成 中村 

実習生プロフィー

ルについて、まと

める。 
2 時間 実習生プロフィール

について、まとめる。 2 時間 

15 本授業を振り返って 中村 発表資料をまとめ

る。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。  
2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

16 オリエンテーション   
中村 

15 回の授業の見通

しを立てる。 2 時間 模擬授業の進め方な

どまとめる。 2 時間 

17 模擬授業の説明と準備 中村 模擬授業に向けて

の心構えを書く。 2 時間 模擬授業の進め方に

ついてまとめる。 2 時間 

18 模擬授業(1) ―授業実践と協議

― 中村・加藤 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

19 模擬授業(2) ―授業実践と協議

― 中村・加藤 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

20 模擬授業(3) ―授業実践と協議

― 中村・加藤 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

21 模擬授業(4) ―授業実践と協議

― 中村・加藤 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

22 模擬授業(5) ―授業実践と協議

― 中村・加藤 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

23 
小学校参観実習(1)  
－参観実習の説明－   
中村 

参観実習校の概要

について、資料を

読む。 
2 時間 参観実習校の概要に

ついて、まとめる。 2 時間 

24 
小学校参観実習(2)  
－校長講話－   
中村 

参観実習の準備。 2 時間 校長講話の気づき、

感想をまとめる。 2 時間 

25 
小学校参観実習(3)  
－授業参観－   
中村・加藤 

参観実習の準備。 2 時間 授業参観しての気づ

き、感想をまとめる。 2 時間 

26 
小学校参観実習(4)  
－授業参観－   
中村・加藤 

参観実習の準備。 2 時間 授業参観しての気づ

き、感想をまとめる。 2 時間 

27 
市教委講話  
－人権教育－   
中村 

人権教育につい

て、資料を読む。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 
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28 
参観実習･人権教育の振り返り  
実習校への事前打合せについて 

中村  

参観実習、人権教

育の資料の読み直

し。 
2 時間 

実習校への事前打ち

合わせについて、内

容をまとめる。 
2 時間 

29 
実習日誌の書き方について   
実習生プロフィールの作成 中

村 

実習日誌の書き方

について、確認す

る。 
2 時間 

実習日誌の書き方に

ついて、内容をまと

める。 
2 時間 

30 実習中の健康管理について  
教育実習の心構え 中村 

実習中の健康管理

と心構えについ

て、まとめる。 
2 時間 

授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（25%）、授業への取り組み（50%）、模擬授業、模擬保育、ロールプ

レイ（15%）、その他（10%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。課

題、レポートは、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：「教育実習の研究」山口短期大学「教育実習Ｑ&Ａ」山口短期大学  
参考文献：文部科学省「小学校学習指導要領」東洋館出版社 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育実習のための準備を行います。実習に関する重要書類や手続きに関することも

含みます。ひとつひとつ丁寧に積み上げ、教育実習へ行くことの意味を理解し、教

育に携わることの使命感と緊張感をもてるようになりましょう。  
   
小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 教育実習の意義を

理解し、使命感・緊張

感をもって教壇に立

てるようになる。  

教壇に立つ準

備がほぼでき

ている。 

基本的な準備

は で き て い

る。  

最低限の準備

は で き て い

る。  

準備ができて

いない。  
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度・知識・理

解）  

50% 

(2) 参観実習への参

加、レポートや書類の

提出、実習校との打ち

合わせ等を通して、社

会人としての基礎的

な素養やマナー・礼儀

を身に付けることが

できる。また、参観実

習への参加を通して、

自分自身の課題を鑑

みることができる。  

社会人として

の常識がほぼ

確立できてい

る。また、自分

の課題を自覚

し、解決しよ

うと努力して

いる。 

大きな間違い

はなく、基本

的なことはで

きている。ま

た、自分の課

題を自覚して

いる。 

さらに努力を

要するが、最

低限の基本は

できている。

また、自分の

課題がわかり

つつある。 

最低限のこと

ができていな

い。また、自分

の課題を自覚

していない。 

課題・レポート 
（思考力・判断

力・表現力）  
20% 

社会人として

の常識がほぼ

確立できてい

る。また、自分

の課題を自覚

し、解決しよ

うと努力して

いる。 

大きな間違い

はなく、基本

的なことはで

きている。ま

た、自分の課

題を自覚して

いる。 

さらに努力を

要するが、最

低限の基本は

できている。

また、自分の

課題がわかり

つつある。 

最低限のこと

ができていな

い。また、自分

の課題を自覚

していない。 

その他 
（関心・意欲・

態度）  
10% 

(3) 模擬授業を経験す

ることで、教育実習に

臨む自分自身の課題

を発見することがで

きる。  

様々な角度か

ら、自己の課

題を明確に把

握している。 

いくつかの角

度から、自己

の課題を把握

している。 

１つ以上自己

の課題を把握

している。 

課題を把握し

ていない。  
模擬授業、ロー

ルプレイ 
（思考力・判断

力・表現力）  

15% 

様々な角度か

ら、自己の課

題を明確に把

握している。 

いくつかの角

度から、自己

の課題を把握

している。 

１つ以上自己

の課題を把握

している。 

課題を把握し

ていない。  課題・レポート 
（関心・意欲・

態度）  
5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育実習 
Practical Teaching at 
Elementary School 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTP2003 ２年次 後期

（集中） 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

実習 4 選択 中村 浩・加藤 浩久  
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。  

概 要 子どもの発達や心理、教員の業務や学校組織についての理解を深め、確かな学習指導や生徒指導ができ

るようになるため、小学校の現場において４週間の実地実習を行う。 

到達目標 

(1) 教師としての責務を自覚するとともに、良識ある社会人としての言動ができる。  

(2) 子どもたちに対する愛情と教育に対する情熱をもって、子どもたちに接することができる。  
(3) 子どもたちの実態を踏まえ、確かな学力の向上をめざす学習指導案の作成と、授業の基礎技術を駆使

した授業を展開することができるようになる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 子どもの発達や心理について理解

し、実際に子どもたちとふれあう。 

子どもの発達や心

理についての資料

を読む。 
2 時間 

実習日誌で子ども

たちとのふれあい

の振り返りをす

る。 

2 時間 

2 
教材研究をし、学習指導案を作成

し、教科指導を行い、授業技術を

磨く。 

教材研究をし、学

習指導案を作成す

る。 
2 時間 

実施した授業につ

いて振り返りをす

る。 
2 時間 

3 学級経営、生徒指導について理解

し、学級経営力を身に付ける。 

学級経営、生徒指

導についての資料

を読む。 
2 時間 

実習日誌で学級担

任としての仕事に

ついて振り返りを

する。 

2 時間 

4 道徳、特別活動について理解し、

授業実践を行う。 

道徳、特別活動の

学習指導案を作成

する。 
2 時間 

実施した授業につ

いて振り返りをす

る。 
2 時間 

5 校務分掌、学校事務、ＰＴＡ、地

域社会等について理解を深める。 

実習校の状況につ

いて資料等で確認

する。 
2 時間 

学校教育活動につ

いて全般的に振り

返る。 
2 時間 

6 国民に託された教育者としての自

覚をもつ。 

教師としての心構

えについて、資料

を読む。 
2 時間 

めざす教師像につ

いて、考えをまと

める。 
2 時間 

※実習時期 基本的に、２年次１０月に小学校での実習（４週間）を行う。 
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成 績 評 価 指導案（10%）、その他（90%） 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

教育実習中の訪問指導の際に、実習校の校長、指導教官等からの気づき、教育実習

日誌等に基づき、本人に指導助言を実施する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：「教育実習の研究」山口短期大学、「教育実習Ｑ&Ａ」山口短期大学 

参考文献：実習校で渡される各種の資料 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

小学校の教壇に立って実際に授業をするという得がたい経験のできる科目です。使

命感と緊張感をもって取り組む真剣勝負のキャリア教育そのものです。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 評価 
比率 

(1) 教師としての責務

を自覚するとともに、

良識ある社会人とし

ての言動ができる。  

教師として

の自覚をも

った言動が

できる。  

大きな間違

いがなく、基

本を踏まえ

た言動がで

きる。 

さらに自覚

が必要だが、

最低限の言

動ができる。 

教師として

の適性が見

られない。 
その他 
（関心・意欲・態

度・知識・理解） 
60% 

(2) 子どもたちに対す

る愛情と教育に対す

る情熱をもって、子ど

もたちに接すること

ができる。  

子どもたち

との信頼関

係を築けて

いる。  

大きな間違

いがなく、子

どもたちと

基本的な関

係は築けて

いる。 

さらに努力

は要するが、

最低限の関

係は築けて

いる。 

関係を築け

ない。 
その他 
（関心・意欲・態

度）  
20% 

(3) 子どもたちの実態

を踏まえ、確かな学力

の向上をめざす学習

指導案の作成と、授業

の基礎技術を駆使し

た授業を展開するこ

とができるようにな

る。  

ほぼ完璧に

授業ができ

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を踏まえ

て授業がで

きる。 

さらに努力

を要するが、

最低限の基

本を踏まえ

て授業がで

きる。  

授業ができ

ない。 その他 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  

10% 

ほぼ完璧に

授業ができ

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を踏まえ

て授業がで

きる。 

さらに努力

を要するが、

最低限の基

本を踏まえ

て授業がで

きる。  

授業ができ

ない。 指導案 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

学校体験活動 
School Internship 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTP1002 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

実習 1 選択 中村 浩・加藤 浩久  
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。  

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。 ○ 

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。  

概 要 
小学校教諭を目指す学生が、小学校で生活する児童の姿や学校の環境を観察するとともに、実務に対す

る補助的な役割を担うことを通して、児童の実態と小学校の教育活動の特色を理解することを目的とす

る。 

到達目標 

(1) 小学校の運営方法及び特色ある教育活動並びにそれらを実施するための組織体制について理解している。 

(2) 学級担任の補助的な役割を担うことができる。  

(3) 学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解している。  

(4) 教科指導以外の様々な活動の場面で適切に児童と関わることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション 学校体験活

動とは（中村） 

学校体験活動につ

いて先輩の報告書

を読む。 
2 時間 学校体験活動の概

要をまとめる。 2 時間 

2 
事前指導①学校体験活動にむけて

の準備（プロフィール作成）（中

村） 

学校体験活動の心

構えについてまと

める。 
2 時間 

学校体験活動校の

学校要覧をまとめ

る。 
2 時間 

3 事前指導②学校体験活動実施校を

知る（中村） 

プロフィール作成

に向けて必要事項

を確認する。 
2 時間 プロフィールを完

成させる。 2 時間 

4 
事前指導③学校体験活動にむけて

の準備（心構え、出勤簿、記録な

ど）（中村） 

学校体験活動の目

標についてまとめ

る。 
2 時間 

学校体験活動に必

要な物を準備す

る。 
2 時間 

5 事後指導 学校体験活動の報告会

（中村） 

学校体験活動の報

告書を作成する。 2 時間 学校体験活動の振

り返りをする。 2 時間 

※ 授業の日程は提示します  
※ 実習時期 基本的に 1 年次の 9 月に防府市内の小学校での体験活動(5 日間)  
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成 績 評 価 授業への取り組み（25%）、グループワーク・グループ討議（30%）、その他

（45%） 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

学校体験活動の訪問指導の際に、活動校、指導教官からの気づき、体験活動日誌、

事後の振り返りに基づき、本人に指導助言を実施する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 授業時に指示 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

実際に小学校で先生の仕事を体験するために準備をしっかりしましょう。 
小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 小学校の運

営方法及び特色

ある教育活動並

びにそれらを実

施するための組

織体制について

理解している。  

事前指導の内容

について、資料

にまとめるなど

整理をしてお

り、理解を深め、

また自分の言葉

で述べることが

できる。 

事前指導で理解

の内容を自分な

りに整理し、言

葉で述べること

ができる。 

事前指導の内容

について指導・

助言を受けなが

ら、理解してい

る。 

事前指導の内容

について理解で

きていない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度・知

識・理解）  

25% 

(2) 学級担任の

補助的な役割を

担うことができ

る。  

小学校・学級担

任の目標やその

場の児童の様子

を十分に把握

し、場に応じた

補助的な役割を

積極的に担うこ

とができる。 

小学校・学級担

任の目標やその

場の児童の様子

を概ね把握し、

場に応じた補助

的な役割を担う

姿勢がみられ

る。 

小学校・学級担

任の目標やその

場の児童の様子

を把握しようと

している。また

最低限指示され

た役割を担うこ

とができる。 

小学校・学級担

任の目標やその

場の児童の様子

を把握できな

い。また最低限

指示された役割

を担うことがで

きない。 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 
（思考力・

判断力・表

現力）  

10% 

小学校・学級担

任の目標やその

場の児童の様子

を十分に把握

し、場に応じた

補助的な役割を

積極的に担うこ

とができる。 

小学校・学級担

任の目標やその

場の児童の様子

を概ね把握し、

場に応じた補助

的な役割を担う

姿勢がみられ

る。 

小学校・学級担

任の目標やその

場の児童の様子

を把握しようと

している。また

最低限指示され

た役割を担うこ

とができる。 

小学校・学級担

任の目標やその

場の児童の様子

を把握できな

い。また最低限

指示された役割

を担うことがで

きない。 

その他 
（思考力・

判断力・表

現力）  

15% 

(3) 学級担任の

役割と職務内容

を実地に即して

理解している。  

学級担任の役割

と職務内容を実

地に即して十分

に理解し、実地

の内容を自分の

言葉で整理し、

発表することが

できる。 

学級担任の役割

と職務内容につ

いて概ね理解

し、実地の内容

を自分の言葉で

整理し、発表す

ることができ

る。 

学級担任の役割

と職務内容をあ

る程度理解し、

実地の内容を自

分の言葉で整理

し、発表するこ

とができる。 

学級担任の役割

と職務内容を理

解できていな

い。また、実地の

内容を整理し、

具体的に発表す

ることができな

い。 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

10% 

学級担任の役割

と職務内容を実

地に即して十分

に理解し、実地

の内容を自分の

言葉で整理し、

発表することが

できる。 

学級担任の役割

と職務内容につ

いて概ね理解

し、実地の内容

を自分の言葉で

整理し、発表す

ることができ

る。 

学級担任の役割

と職務内容をあ

る程度理解し、

実地の内容を自

分の言葉で整理

し、発表するこ

とができる。 

学級担任の役割

と職務内容を理

解できていな

い。また、実地の

内容を整理し、

具体的に発表す

ることができな

い。 

その他 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

15% 

(4) 教科指導以

外の様々な活動

の場面で適切に

児童と関わるこ

とができる。  

教科指導以外の

様々な活動の場

面での教員の役

割を十分に把握

し、積極的に児

童と関わること

ができる。 

教科指導以外の

様々な活動の場

面での教員の役

割を概ね把握

し、積極的に児

童と関わる姿勢

がみられる。 

教科指導以外の

様々な活動の場

面での教員の役

割について指

導・助言を受け

ながら、児童と

関わる姿勢がみ

られる。 

教科指導以外の

様々な活動の場

面での教員の役

割を把握できて

いない。また自

ら児童と関わる

ことができな

い。 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 
（思考力・

判断力・表

現力）  

10% 

教科指導以外の

様々な活動の場

面での教員の役

割を十分に把握

し、積極的に児

童と関わること

ができる。 

教科指導以外の

様々な活動の場

面での教員の役

割を概ね把握

し、積極的に児

童と関わる姿勢

がみられる。 

教科指導以外の

様々な活動の場

面での教員の役

割について指

導・助言を受け

ながら、児童と

関わる姿勢がみ

られる。 

教科指導以外の

様々な活動の場

面での教員の役

割を把握できて

いない。また自

ら児童と関わる

ことができな

い。 

その他 
（思考力・

判断力・表

現力）  

15% 

 

201



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教職実践演習（小学校） 
Practice of Teaching Profession 

(Elementary School) 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26EPTP2004 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 中村 浩・加藤 浩久  
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 学んだことをこれからの生活にいかし、さらに深く学び続けたいという意欲をもっている。 ○ 

(2) 各教科・道徳の学習についての知識や技能を身につけ、実践的な指導力を有している。 ○ 

(3) 子どもの発達について関心をもち、教育実習・学校体験活動を通して、子どもの特性を理

解し知識を深めている。 ○ 

(4) 教育実習・学校体験活動を通して、子どもや教職員と十分な交流ができる。  

(5) 様々な教育課題について意欲的に自ら学び、自分の考えをさらに高めることができる。 ○ 

(6) 他者の意見を尊重し、仲間と共に高め合い、お互いの良さを学ぼうとしながら、グループ

やペア活動に積極的に参加することができる。 ○ 

概 要 
短大２年間で学んだ学習知と教育実習で得られた教科指導力や生徒指導力の実践知とのさらなる統合を

図り、使命感や責任感に裏打ちされた確かな実践的指導力を有する教員としての資質の向上とその確認

を行う。 

到達目標 

(1) 教師としての使命感・責任感や教育的愛情、社会性やコミュニケーション力が向上している。  

(2) 児童理解や学級経営の考え方や具体的方法について、説得力ある説明ができる。  

(3) 学習指導の原理と方法について、模擬授業の実践を通して、具体的に表現することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
オリエンテーション  
－教育実習の礼状の書き方－（中

村）  

教育実習の振り返

りをする 2 時間 教育実習の礼状を

作成する 2 時間 

2 
教育実習報告会(1)－教育実習で

学んだことの発表と意見交換－

（中村） 

教育実習の振り返

りをする 2 時間 教育実習の報告会

資料を作成する 2 時間 

3 
教育実習報告会(2)－教育実習で

学んだことの発表と意見交換－

（中村） 

教育実習の振り返

りをする 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

4 
教育実習で学んだことを伝える－

教育実習で学んだことを後輩へ伝

える－（中村） 

教育実習で学んだ

ことの発表準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

5 
模擬授業(1)  
－査定授業の再現と研究協議－

（中村・加藤） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

6 模擬授業(2)－査定授業の再現と

研究協議－（中村・加藤） 模擬授業の準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

7 模擬授業(3)－査定授業の再現と

研究協議－（中村・加藤） 模擬授業の準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

8 模擬授業(4)－査定授業の再現と

研究協議－（中村・加藤） 模擬授業の準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

9 模擬授業(5)－査定授業の再現と

研究協議－（中村・加藤） 模擬授業の準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 
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10 模擬授業(6)－査定授業の再現と

研究協議－（中村・加藤） 模擬授業の準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

11 模擬授業(7)－査定授業の再現と

研究協議－（中村・加藤） 模擬授業の準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

12 模擬授業(8)－査定授業の再現と

研究協議－（中村・加藤） 模擬授業の準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

13 模擬授業(9)－査定授業の再現と

研究協議－（中村・加藤） 模擬授業の準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

14 模擬授業(10)－査定授業の再現と

研究協議－（中村・加藤） 模擬授業の準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

15 
本授業を振り返って  
－到達度の確認と今後の課題の発

見－ （中村） 

15 回の授業資料

を読み直す 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（20%）、授業への取り組み（20%）、グループワーク・グループ討議

（30%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レポ

ートは、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：「教育実習の研究」山口短期大学、「教育実習Ｑ&Ａ」山口短期大学 
参考文献：教育実習報告会資料 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

本学で教員免許を修得するための最終的な評価の授業です。教育実習を含め本学で

学んだことを総合的に判断し、教員免許修得者としてふさわしいか、また、今後、

教員としてやっていけるかどうかを判断する実践的な授業です。教育実習で学んだ

ことをもとに授業を構成するので教育実習の経験が物を言います。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 教師としての使命

感・責任感や教育的愛

情、社会性やコミュニ

ケーション力が向上

している。 

教師としての

資質・能力が

磨 か れ て い

る。 

教師としての

基 本 的 な 資

質・能力が見

られる。  

教師としての

資質・能力の

最低限の基本

が見られる。  

教師としての

適性が見られ

ない。 
授業への取り組

み 
（関心・意欲・態

度）  

20% 

(2) 児童理解や学級経

営の考え方や具体的

方法について、説得力

ある説明ができる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。  

説明できてい

ない。 課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  

20% 

(3) 学習指導の原理と

方法について、模擬授

業の実践を通して、具

体的に表現すること

ができる。  

ほぼ完璧に表

現できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を踏まえて、

表現できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の表現

ができる。 

その場にいな

い。 
模擬授業、ロール

プレイ 
（思考力・判断

力・表現力）  

30% 

ほぼ完璧に表

現できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を踏まえて、

表現できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の表現

ができる。 

その場にいな

い。 
グループワーク・

グループ討議 
（思考力・判断

力・表現力）  

30% 
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幼稚園教諭二種免許状に 

関わる科目 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と健康 
Young Children and Health 

児童教育学科 

初等教育学専攻 26ECCC1008 １年次 通年 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  佐伯 里英子 
 

 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。  

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。  

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 
幼児期における健康や発達について学び、仲間と協力して子どもの発達を促す工夫について話し合うこ

とを通して、健康への理解を深める。また、児童期における健康や発達にも触れ、小学校との接続につ

いても検討する。 

到達目標 

(1) 幼児期のからだ・健康・発達について理解を深めることができる。 

(2) 幼児期における健康や発達を促す実践力を養うことができる。 

(3) 幼児が主体的に取り組めるような保育実践を提案することができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 前 期 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン   

健康領域で学ぶこととその意義 
シラバスを読む。 2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

2 子どものからだと発達 

    （味覚・触覚） 

味覚、触覚につい

て調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

3 子どものからだと発達 

    （食べるということ） 

食について調べ

る。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

4 子どものからだと発達 

    （脚・土踏まず） 

土踏まずについ

て調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

5 子どものからだと発達 

    （睡眠） 

睡眠について調

べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

6 子どものからだと発達 

    （子どもの体温） 

体温について調

べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

7 子どものからだと発達 

    （自律神経） 

自律神経につい

て調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

8 子どものからだと発達 

    （歯と噛むこと） 

子どもの歯につ

いて調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 
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9 子どものからだと発達 

    （食のありかた） 

子どもの食事に

ついて調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

10 子どものからだと発達 

    （食物アレルギー） 

食物アレルギー

について調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

11 子どものからだと発達 

    （食の歴史とその意味） 

食の歴史、昔の知

恵について調べ

る。 

2 時間 
授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

12 子どものからだと発達 

    （食の安全） 

食品添加物につ

いて調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

13 子どものからだと発達 

    （排便） 

子どもの排便に

ついて調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

14 子どものからだと発達 

    （感覚統合） 

 

感覚統合につい

て調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

15 前期まとめ（前期の学習の成果を

レポートにまとめる） 

前期の学習内容

を整理する。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

 

授業内容 

と 

進め方 

（後期） 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 復習内容 

復習 

時間 

16 後期オリエンテーション 
前期の学習内容

を見直しておく。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

17 子どもにとって遊びとは 

子どもの遊びの

意義について調

べる。 

2 時間 
授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

18 幼児期の運動遊び 

（新聞紙・紙袋を使って遊ぶ） 

新聞紙での遊び

を考える。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

19 幼児期の運動遊び 

（バスタオル・タオルであそぶ） 

バスタオルでの

遊びを考える。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

20 運動遊びの場づくり 

（ラダーをつくって遊ぶ） 

ラダーでの遊び

方を考える。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

21 生と性の健康について 
人の性について

疑問をまとめる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

22 「いのちの安全教育」について 
文科省の資料を

読む。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

23 

 

人の性・いのちにかかわるからだ

のしくみ 

 

生殖の性につい

て調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

24 多様な性・多様な家族 
ジェンダーにつ

いて調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 
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25 自分を守るために 
性犯罪の現状を

調べる。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

26 子どもの性の疑問 

子どもに伝えて

おく性の話を考

える。 

2 時間 
授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

27 健康紙芝居づくり 

学んだことを整

理し、紙芝居にま

とめる。 

2 時間 
授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

28 健康紙芝居づくり 発表の準備 2 時間 
授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

29 健康紙芝居づくり（発表） 発表の準備 2 時間 
授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

30 後期まとめ（後期の学習の成果を

レポートにまとめる） 

後期の学習内容

を整理する。 
2 時間 

授業でポイント

となるところを

まとめる。 

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、毎回の授業の振り返り（30%）、授業への取り組み（20%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

コメント（口頭、記述）によるフィードバックを行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

必要があれば、適宜プリントを配布する。 
幼稚園教育要領解説（平成 30 年 3 月） 文部科学省 フレーベル館 2018 
保育所保育指針（平成 29 年告示） 厚生労働省 フレーベル館 2017  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

保育士証：必修科目、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
領域「健康」のねらいや内容等を理解し、具体的な保育の方法を考えたり実践力を養

ったりしてほしい。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 幼児期のからだ・

健康・発達について理

解を深めることがで

きる。 

ほぼ完璧に

修得してい

る 

大きな間違

いがなく修

得している 

最低限のこ

とは修得し

ている 

修得してい

ない 
毎回の授業の振

り返り（知識・理

解・思考力・判断

力・表現力） 

50% 

(2) 幼児期における健

康や発達を促す実践

力を養うことができ

る。 

ほぼ完璧に

修得してい

る 

大きな間違

いがなく修

得している 

最低限のこ

とは修得し

ている 

修得してい

ない 授業への取り組み 
（関心・意欲・思

考力・創造性） 
30% 

(3) 幼児が主体的に取

り組めるような保育

実践を提案すること

ができる。 

ほぼ完璧に

修得してい

る 

大きな間違

いがなく修

得している 

最低限のこ

とは修得し

ている 

修得してい

ない 
期末レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と人間関係 
Relationships with infants 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26ECCC1010 1 年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 １  平田 睦美 〇 

実務家教員

の詳細 
公立幼稚園園長としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 
幼児を取り巻く様々な社会的問題や実際の姿を考察することを通じて、人間関係の発達のために必要な

事柄について理解を深める。領域「人間関係」の基本的事項を学習し、人とかかわる筋道を理解し、子ど

もの姿を捉える視点について学ぶ。 

到達 

目標 

 

幼児を取り巻く人間関係をめぐる現代的課題を理解する。 

乳幼児期に育つ人と関わる力の発達について、身近な大人との関係から説明できる。 
乳幼児期の遊びや生活の中で育つ人と関わる力の発達について、教師との関係、幼児との関係、集団の

中での育ちを観点として説明できる。 
自立心の育ち、協同性の育ち、道徳性・規範意識の芽生えについて発達の姿と合わせて説明できる。 

家族や地域との関わりと育ちについて、発達の姿と合わせて説明できる。 

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 

幼稚園教育要領,保育所保育指針,

幼保連携型認定こども園教育・保育

要領における領域「人間関係」のね

らいや内容・内容の取扱いについて

学ぶ。 

幼稚園教育 
要領解説第2章「人

間関係」を読む。 
2 時間 

領域「人間関係」

のねらいや内容

についてまとめ

る。 

2 時間 

2 
幼児を取り巻く人間関係と現代的

特徴とその社会的背景について理

解する。 

幼児の人間関係に

ついて考えをまと

める。 
2 時間 

「幼児を取り巻

く人間関係」につ

いて授業で学ん

だことをまとめ

る。 

2 時間 

3 
自分や周りの人などとの関係性の

中から、印象的な場面を取り上げ、

グループで紹介し合い、様々な場面

の人間関係について考えを深める。 

自分の生活の中で

印象的な人とのか

かわりについて考

える。 

2 時間 

グループで話し

合ったことをま

とめる。 

2 時間 

4 
０～２歳児における人とのかかわ

りの姿の映像を通して、人間関係の

発達の姿を考察する。 

保育所保育指針解

説 P101～109、「乳

児の社会的発達に

関する視点」P135
～144「人との関わ

りに関する領域」

を読み、人間関係

の発達の過程を考

えておく。 

2 時間 

授業で視聴した

映像記録をまと

める。 

2 時間 
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5 
幼児期の遊びや生活の映像を通し、

その中にみられる人とかかわる力

の育ちについてグループで話し合

い、理解する。 

幼稚園教育要領解

説第 2 章「人間関

係」を読み、幼児の

人と関わる姿につ

いて気付いたこと

をまとめておく。。 

2 時間 

授業で視聴した

映像記録をまと

める。 

2 時間 

6 
自我の芽生えから自立へ向かう過

程について映像や事例を通して理

解し、保育者の援助について学ぶ。 

幼稚園教育要領解

説第 2 章「人間関

係」を読み、幼児が

自立へ向かう過程

について考えをま

とめる。 

2 時間 

授業で視聴した

映像や事例につ

いてまとめる。 

2 時間 

7 

子ども同士のトラブルやいざこざ

の実際の場面を映像や事例から考

え、幼児の発達とどのように関係し

ているかをグループで話し合い探

る。 

子ども同士のトラ

ブルやいざこざに

はどのような場面

があるか考えてお

く。 

2 時間 

「子ども同士の

トラブルやいざ

こざ」についてグ

ループで話し合

ったことをまと

める。 

2 時間 

8 
幼児の仲間意識の形成と協同する

存在へと変容する過程をグループ

で話し合い理解し、保育者の役割に

ついて考える。 

幼稚園教育要領解

説第 2 章「人間関

係」を読み、幼児の

仲間関係の発達に

ついてまとめる。 

2 時間 

「幼児の協同性」

の発達について

グループで話し

合ったことをま

とめる。 

2 時間 

9 
個の育ちと集団の育ちについての

関係性を映像や事例を通して考察

し、保育者の役割について考える。 

幼稚園教育要領解

説第 2 章「人間関

係」を読み、個と集

団の育ちの関係に

ついて考えをまと

める。 

2 時間 

授業で視聴した

映像や事例につ

いてまとめる。 

2 時間 

10 
人とのかかわりが難しい子どもに

対して、様々な事例を通しその要因

について理解し対応について考察

する。 

幼稚園教育要領解

説第 2 章「人間関

係」を読み、かかわ

りが難しい子ども

とはどのような子

どもなのかを考え

ておく。 

2 時間 

授業で紹介した

事例から考えた

ことをまとめる。 

2 時間 

11 

幼児が葛藤体験を通し、きまりの重

要性を理解したり、気持ちを調整し

折り合いをつけたりする過程につ

いて理解し道徳性・規範意識の芽生

えの関係性について考える。 

幼稚園教育要領解

説第 2 章「人間関

係」を読み、道徳

性、規範意識の芽

生えを培うために

大切なことを考え

ておく。。 

2 時間 

「幼児の道徳性・

規範意識の芽生

え」について授業

を振り返り、自分

の考えをまとめ

る。 

2 時間 

12 
小学校との連携や地域の様々な人

々との交流の意義について考え、実

際の事例を通してそのあり方や保

育者の役割を学ぶ。 

地域との交流はど

のようなものがあ

るか調べる。 
2 時間 

友達の発表を聞

き、地域との交流

活動についてま

とめる。 

2 時間 

13 

保護者との連携について事例を通

してグループで話し合い子どもの

育ちを支える上で大切であること

を理解し、保護者との関係づくりに

ついて学ぶ。 

保護者との連携に

ついて自分の考え

をまとめる。 
2 時間 

「保護者との連

携」についてグル

ープで話し合っ

たことをまとめ

る。 

2 時間 

14 
保育者同士が連携しながら保育に

あたることや情報を共有すること

が子どもの生活に極めて重要であ

ることを理解する。 

保育者同士の連携

について自分の考

えをまとめる。 
2 時間 

「保育者同士の

連携」について授

業を振り返り、要

点をまとめる。 

2 時間 

15 
授業内容を振り返り学びを整理 

しながら、人とかかわる力を育 

てる保育者の役割や現代的課題 

について自分の考えをまとめる 

15 回の資料を読み

直す。 2 時間 

15 回の授業を振

り返り、学んだこ

とをまとめる。 

2 時間 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)幼児を取り巻く人間関

係をめぐる現代的課題を

理解する。 

ほぼ完璧に

理解してい

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し

ている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

している。 

理解できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解） 
20％ 

(2)乳幼児期に育つ人と関

わる力の発達について、

身近な大人との関係から

説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 
定期試験 

（知識・理解） 
15％ 

(3) 乳幼児期の遊びや生

活の中で育つ人と関わる

力の発達について、教師

との関係、幼児との関係、

集団の中での育ちを観点

として説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 

定期試験 

（知識・理解） 
15％ 

(4)自立心の育ち、協 
同性の育ち、道徳性・規範

意識の芽生えについて発

達の姿と合わせて説明で

きる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 レポート 

（思考力・判

断力・表現力） 

15％ 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 授業への取組 

（関心・意欲・

態度） 

10％ 

(5)家族や地域との関わり

と育ちについて、発達の

姿と合わせて説明でき

る。 
 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 レポート 

（思考力・判

断力・表現力） 

15％ 

成 績 評 価 定期試験(50%)、レポート（30%)、授業への取組 (20%) 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

振り返りシートやレポートはコメントをつけて返却します。ルーブリックによる成績

評価を配布します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト ： 『幼稚園教育要領』（平成 29 年 3 月 告示 文部科学省）、『幼保連携

型認定こども園教育・保育要領』（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労

働省）、『保育所保育指針』（平成 29 年 3 月 告示 厚生労働省）、『幼稚園教育要領

解説』（平成 30 年 3 月 文部科学省）フレーベル館、『保育所保育指針解説』（平成

30 年 3 月 厚生労働省）フレーベル館 
参考文献 ： 『事例で学ぶ保育内容 領域 「人間関係」』無糖隆 監修  
岩立京子 編集代表 萌文書林 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

人が成長し生きていくためには、人間関係が極めて重要な要因です。人間関係の発達

のために必要な事柄を映像や事例の幼児の姿から考え、学んでいきましょう。 

 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い 授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度） 

10％ 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と環境 
Toddlers and the environment 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26ECCC1011 １年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 単位数 卒 業 
認 定 担 当 教 員  実務家 

教員 

演習  １  玉木 晃子 〇 

実務家教員 
の詳細 保育者としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 
(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 
(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 幼児を取り巻く様々な環境の教育的意義を理解し、幼児期の環境と関わる力の発達について、事例や映

像を通して、幼児の実際の姿から学ぶ。 

 
 
 
到達目標 
 
 
 
 

(1) 幼児を取り巻く環境と、幼児の発達にとっての意義を理解する。 

(2) 乳幼児の物理的、数量・図形との関わりの事象に対する興味・関心、理解の発達を説明できる。 

(3) 乳幼児の生物・自然との関わりの事象に対する興味・関心、理解の発達を説明できる。 
(4) 乳幼児を取り巻く標識・文字等の環境と、それらへの興味・関心、それらとの関わり方を説明でき

る。 
(5) 乳幼児の生活に関係の深い情報・施設と、それらへの興味・関心、それらとのかかわり方について

説明できる。 

 
授業内容 

と 
進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 
日々の生活を基に環境の関係性に

ついてグループで考え、環境の意

味を理解する 

幼児を取り巻く環

境について自分の

イメージしたこと

をまとめる 

2 時間 
生活と環境の関係

性についてまとめ

る 
2 時間 

2 
幼稚園教育要領,保育所保育指針,
幼保連携型認定こども園教育・保

育要領の領域「環境」のねらいや

内容について具体的に学ぶ 

幼稚園教育要領解

説第２章「環境」

を読む 
2 時間 

領域「環境」のね

らいや内容を復習

する 
2 時間 

3 
実際の保育現場での保育室の環境構

成の映像を見て、グループで話し合

い、環境を構成する身近な物とのか

かわりについて理解する 

子どもを取り巻く

環境について考え

る 
2 時間 映像記録をまとめ

る 2 時間 

4 
乳幼児期の発達における環境との

関わりについて映像を通して理解

する 

幼稚園教育要領解

説第２章「環境」

を読む。 
2 時間 映像記録をまとめ

る 2 時間 

5 
子どもの発達と環境とのかかわりに

ついて理解する 
誕生から満３歳まで 

保育所保育指針解

説第２章１，２を

読む 
2 時間 

子どもと人やもの

とのかかわりにつ

いて理解する 
2 時間 
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6 
大学内を散策し、見たり感じたり触

れたりしながら子どもの触れる環

境について考える 

今時期の自然の様

子（草花・虫など）

について調べてお

く 

2 時間 

見つけたことを図

で表し、グループ

で話し合ったこと

をまとめる 

2 時間 

7 
季節の自然物を使った遊びを体験

する 
自然物を使って作品をつくる 

秋の自然物を探し

て持ってくる 2 時間 
体験した遊び、作

ったものに対して

まとめる 
2 時間 

8 
子どもと自然（砂・土・水など）

との関わりについて映像や事例を

通して学び、自然体験活動の大切

さを理解する 

自然に関わる遊び

を考えておく 2 時間 

小麦粉粘土で遊ん

だ感想や粘土の種

類についてまとめ

る 

2 時間 

9 
実際に花や野菜の栽培をし、どの

ように成長していくのか、そのた

めにはどのようなことが必要かに

ついて学ぶ 

自分が育てたい花

や野菜の育て方に

ついて調べ、まと

めておく 

2 時間 
授業を振り返り、

考えたことをまと

める 
2 時間 

10 
子どもの周りにある身近なものに

ついて考え、それらを使った遊び

をしたり、実際につくってみたり

する 

身近なものにはど

んなものがあるか

考えてくる 
2 時間 

身近なものを使っ

て何がつくれるか

どんな遊びができ

るかまとめる 

2 時間 

11 
「数・量・図形」について、子ど

もが遊びや生活を通して学んでい

く方法を理解する 

「数・量・図形」

に関わる遊びにつ

いて考えておく 
2 時間 

子どもが「数・量・

図形」について学

んでいく方法をま

とめる 

2 時間 

12 
乳幼児を取り巻く標識・文字と子

どもの生活について考え、どのよ

うなものがあるか、具体的な場面

や活動を学ぶ 

乳幼児を取り巻く

標識にはどのよう

なものがあるか調

べておく 

2 時間 

子どもが標識や文

字について学んで

いく方法をまとめ

る 

2 時間 

13 
乳幼児期の生活に関係の深い情報

や施設などについて調べ、それら

にかかわる具体的な活動について

考える 

乳幼児期の生活に

関係する施設につ

いて調べておく 
2 時間 

身近な情報誌には

どんなものがある

かまた子どもに関

する情報があるか

どうか調べる 

2 時間 

14 
クラスの保育環境について、自分

なりに考え、グループ内で発表す

る 

保育環境を構成し

たい年齢や時期を

決め、構想を考え

てくる 

2 時間 
グループで話し合

ったことをまとめ

る 
2 時間 

15 
幼児と環境の関わりについて振り

返り、環境の重要性と課題につい

てまとめる 

１５回の資料を読

み直す 2 時間 振り返りシートに

よりまとめる 2 時間 

成 績 評 価 定期試験(50%)、レポート(30%)、授業への取組・グループワーク (20%) 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

振り返りシートやレポートはコメントをつけて返却します。ルーブリックによる成績

評価を配布します。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト ： 『幼稚園教育要領』（平成29年 3月告示 文部科学省）、『幼保連携型認定 
こども園教育・保育要領』（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働 
省）、『保育所保育指針』(平成 29 年 3 月告示 厚生労働省)、 『幼稚園教育要領解 
説』（平成 30 年 3 月 文部科学省）フレーベル館 
 
参考文献 ：田宮 縁   体験する 調べる 考える 領域「環境」 萌文書林 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

子どもたちは周囲の様々な環境に主体的にかかわる中で、発達に必要な経験をしま

す。周囲の様々な環境とはどのようなものなのでしょうか。環境に関わる幼児の姿や、

実際の環境を見たり、触れたり、考えたりすることを通して幼児にとっての環境の重

要性について学んでいきましょう。 
 
幼稚園教諭二種免許：必修科目   保育士証：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 評価 
比率 

(1) 幼児を取り巻く環 
境と、幼児の発達にと

っての意義を理解す

る。 

ほぼ完璧に

理解できる。 
大きな間違

いがなく基

本を理解し

ている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

している。 

理解できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 50% 

(2)乳幼児の物理的、数

量・図形との関わりの

事象に対する興味・関

心、理解の発達を説明

できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 レポート 
（思考力・判断

力・表現力） 
15% 

(3)乳幼児の生物・自然

との関わりの事象に対

する興味・関心、理解

の発達を説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 
授業への取組・

グループワーク 
（関心・意欲・

態度、思考力・

表現力） 

10% 

(4)乳幼児を取り巻く標

識・文字等の環境と、

それらへの興味・関心、

それらとの関わり方を

説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 レポート 
（思考力・判断

力・表現力） 
15% 

(5)乳幼児の生活に関係

の深い情報・施設と、

それらへの興味・関心、

それらとのかかわり方

について説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 
授業への取組グ

ループワーク 
（関心・意欲・

態度、思考力・

表現力） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と言葉 
Infant and Language 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECCC1001 １年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1  中津 愛子  

実務家教員 

の詳細 
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。  

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。  

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。  

概 要 

領域「言葉」の指導の基礎となる専門的知識を身に付けるため、次の３つをテーマとした授業を行う。 
①乳幼児期の言葉の発達と言葉の意義や機能を学ぶ。 
②言葉に対する感覚を豊かにするための実践の基礎を学ぶ。 
③言葉を育て、想像する楽しさを広げる児童文化財の意義を学ぶ。 

到達目標 

(1)話し言葉や書き言葉などの言葉の意義や機能を説明できる。 

(2)乳幼児の言葉の発達過程について、言葉の機能への気づきを含めて説明できる。 

(3)言葉の楽しさや美しさについて、具体的な例を挙げて説明できる。 

(4)言葉遊びなどの言葉の感覚を豊かにする実践について、基礎的な知識を身に付ける。 

(5)言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉を豊かにする実践を、幼児の発達の姿と合わせて説明できる。 

(6)児童文化財（絵本・物語・紙芝居等）について、基礎的な知識を身に付ける 

(7)幼児の発達における児童文化財の意義について理解する。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 領域「言葉」のねらい・内容・内容

の取扱いについて学ぶ。 

幼稚園教育要領

「言葉」の領域を

読んでおく 

2 時間 

伝え合う喜びが感

じられる遊びを考

える 

2 時間  

2 領域「言葉」のねらい・内容・内容

の取扱いについて学ぶ。 

幼稚園教育要領

「言葉」の領域を

読んでおく 

2 時間 

言葉の感覚を豊か

にするための活動

を考える 

2 時間  

3 
言葉による伝え合いや言葉遊び、

文字への関心について学び、映像

資料をもとに具体的な子どもの姿

を理解する。 

言葉の美しさ、楽

しさが感じられ

る言葉の例を考

える 

2 時間 

言葉遊びの種類と

遊び方、楽しさを

まとめる 

2 時間  

4 
前言語期のコミュニケーションの

発達について、映像資料を通して

具体的な子どもの姿を理解する。 

乳児の発達を調

べる 
2 時間 

新生児模倣、愛着

の形成、共同注視

をまとめる 

2 時間  
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5 
幼児期の言葉の発達過程につい

て、映像資料をもとに具体的に子

どもの姿を通して学ぶ。 

幼児期の発達を

調べる 
2 時間 

幼児の言語発達の

過程をまとめる 
2 時間  

6 
映像資料をもとに、保育者の適切

な言葉がけについてグループ討議

を行い、グループごとにプレゼン

テーションを行って学び合う。 

言葉を育てるた

めの保育者の関

わり方を考える 

2 時間 

子どもの発達の姿

にあった言葉がけ

についてまとめる 

2 時間 

7 

保育場面の映像から、言葉を生み

出す環境と豊かな体験についてグ

ループ討議を行い、グループごと

にプレゼンテーションを行って学

び合う。 

お店屋さんごっ

こを例に、言葉で

のやりとりを考

える 

2 時間 

言葉が育まれる遊

びの環境とおとな

の役割についてま

とめる 

2 時間 

8 
子どもの言語障害について学び、

映像を通して実際の子どもの姿を

理解する。 

子どもの言語発

達に影響を及ぼ

す要因を調べる 

2 時間 

言語発達障害、構

音障害、吃音をま

とめる 

2 時間 

9 

言葉の遅れがみられる子どもへの

援助、保育場面での配慮について

グループ討議を行い、グループご

とにプレゼンテーションを行って

学び合う。 

言葉の遅れがあ

る子どもへの関

わり方を考える 

2 時間 

言語発達の段階に

応じた関わり方の

工夫をまとめる 

2 時間 

10 
児童文化財としての絵本・紙芝居

の実践を行い、言葉の豊かさや楽

しさを子どもたちがどのように経

験するかをグループ討議する。 

絵本・紙芝居 

各 1冊選び、読ん

でおく 

2 時間 

各絵本・紙芝居の

おもしろい点をま

とめる 

2 時間 

11 

ストーリーテリングの実践と、し

りとりやなぞなぞなどの言葉遊び

の実践を行い、言葉に関する感覚

を高めることについてグループ討

議を行う。 

ストーリーテリ

ングの練習を行

う 

2 時間 

ストーリーテリン

グの反省、改善点

をまとめる 

2 時間 

12 ペープサートの作成とパネルシア

ターの実演を学ぶ。 

ペープサートの

作成を行う 
2 時間 

ペープサートとパ

ネルシアターの実

演のポイントをま

とめる 

2 時間 

13 
言葉に対する感覚を豊かにするた

めの ICT を用いた保育教材の作成

を行う。 

ICT を用いた保

育教材を調べる 
2 時間 

ICT を用いた保育

教材を作成する 
2 時間 

14 
幼児の児童文化財の意義を学ぶ。

領域「言葉」と他領域との関わりに

ついて理解する。 

児童文化財につ

いて調べる 
2 時間 

5 つの領域の関連

をまとめる 
2 時間 

15 

領域「言葉」と小学校「国語科」と

の関係を理解したうえで、言葉を

育て、言葉に対する感覚を豊かに

するための幼児期の教育の重要性

について、発表しあう。 

「国語」のねらい

と内容を調べる 
2 時間 

言葉を豊かにする

ための幼児期の教

育についてまとめ

る 

2 時間 

成 績 評 価 
授業への取り組み（15%）、グループワーク・グループ討議（15%）、プレゼンテー

ション（30%）、定期試験（40%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

復習プリントは添削して返却します。成績はルーブリック評価を行い、配布します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：事前配布資料、幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、 
幼保連携認定こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内 閣
府・厚生労働省）、 保育所保育指針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省）   

参考文献：文部科学省『幼稚園教育指導資料第５集』チャイルド本社 
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メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

グループ討議や模擬保育を取りいれたアクティブラーニング型の授業です。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)話し言葉や書き言

葉などの言葉の意義

や機能を説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 10% 

(2)乳幼児の言葉の発

達過程について、言葉

の機能への気づきを

含めて説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 10% 

(3)言葉の楽しさや美

しさについて、具体的

な例を挙げて説明で

きる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 10% 

(4)言葉遊びなどの言

葉の感覚を豊かにす

る実践について、基礎

的な知識を身に付け

る。 

ほぼ完璧に

身に付けて

いる。 

基礎的な知

識をおおよ

そ身に付け

ている 

最低限の知

識を身に付

けている。 

身に付けて

いない。 授業への取り

組み 
（関心、意欲、

態度）  

15% 

(5)言葉の楽しさや美

しさに気付き、言葉を

豊かにする実践を、幼

児の発達の姿と合わ

せて説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 10% 

(6)児童文化財（絵本・

物語・紙芝居等）につ

いて、基礎的な知識を

身に付ける 

ほぼ完璧に

身に付けて

いる。 

基礎的な知

識をおおよ

そ身に付け

ている 

最低限の知

識を身に付

けている。 

身に付けて

いない。 
プレゼンテー

ション 
（思考力・判

断力、表現力） 

30% 

(7)幼児の発達におけ

る児童文化財の意義

について理解する。 

ほぼ完璧に

理解してい

る。 

大きな間違

いはなく、お

およそ理解

している。 

最低限、理解

している。 
理解してい

ない。 
グループワー

ク・グループ

討議 
（関心、意欲、

態度） 

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と音楽表現 
Infant and musical expression 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26ECCC1002 1 年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1  清水 有美  

実務家教員 

の詳細 
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。  

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 
表現領域とは何か、幼児の音楽的な表現方法を、発達を理解しながら手あそび、わらべうた、リトミッ

ク等の知識を習得する。また具体的な例を例をあげながら、状況に適した表現方法を学ぶ。 

到達目標 

(1) 幼児の音楽表現に関する知識･技能を習得する｡ 

(2) 子どもの能力を引き出す表現の工夫や展開を考えることができる｡ 

(3) 豊かな表現力､コミュニケーション能力を高め､自身の創造力や表現力を磨くことができる｡ 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 表現領域のねらい 
領域「表現」につい
て簡単に調べてく
る 

2 時間 課題レポート 2 時間 

2 イメージから表現へのプロセス 

教科書の「イメー
ジから表現へのプ
ロセス」を読んで
くる 

2 時間 

イメージから
表現へのプロ
セスを振り返
りレポートに
まとめる 

2 時間 

3 幼児期における表現活動の芽生え 

教科書の「幼児期
における表現活動
の芽生え」を読ん
でくる 

2 時間 

幼児期におけ
る表現活動を
振り返りレポ
ートにまとめ
る 

2 時間 

4 手あそびの必要性（1） 
手あそびを 2 つ調
べてくる 2 時間 

発表できるよ
うに練習して
おく 

2 時間 

5 手あそびの必要性（2） 課題の手あそびを
練習してくる 

2 時間 
手あそびの必
要性を振り返
りレポートに
まとめる 

2 時間 

6 幼児とわらべうた わらべうたを 1 つ
調べてくる 

2 時間 
幼児とわらべ
うたを振り返
り自分の考え
をまとめる 

2 時間 
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7 リズムあそびと表現活動の関わり
（1） 

教科書の「リズム
あそびと表現活動
の関わり」を読ん
でくる 

2 時間 
リズムあそび
を振り返りレ
ポートにまと
める 

2 時間 

8 リズムあそびと表現活動の関わり
（2） 

教科書の「リズム
あそびと表現活動
の関わり」を読み
自分の考えをまと
めておく 

2 時間 

リズムあそび
と表現活動の
関わりを振り
返りレポート
にまとめる 

2 時間 

9 歌うことと聴き合うこと 輪唱の曲を一つ持
ってくる 

2 時間 

歌うことと聴
き合うことの
楽しさと難し
さをレポート
にまとめる 

2 時間 

10 絵本と音楽 絵本を１つ持参す
る 

2 時間 
絵本と音楽の
授業を振り返
りレポートに
まとめる 

2 時間 

11 音楽の基礎知識 

音楽の基礎知識、
拍子や強弱・楽譜
記号について理解
しておく 

2 時間 
音楽の基礎知
識を振り返り
レポートにま
とめる 

2 時間 

12 リズムアンサンブル 
手作り簡易楽器を
作ってくる 2 時間 

リズムアンサ
ンブルの楽し
さと難しさを
レポートにま
とめる 

2 時間 

13 テーマから表現する 
各グループで制作
テーマを決めてく
る 

2 時間 
発表に向けて
準備をしてお
く 

2 時間 

14 表現活動のグループ発表 
発表の準備をして
くる 2 時間 

発表を振り返
りレポートに
まとめる 

2 時間 

15 なぜ「表現」をするのか考える 

教科書の「表現」項
目を読んで自分の
考えをまとめてお
く 

2 時間 
なぜ「表現」を
するのか、とい
うことを考え、
まとめる 

2 時間 

成 績 評 価 
授業への取り組み（関心・意欲・態度）50％、 
グループワーク・グループ討議（思考力・表現力・判断力）35％ 
課題・レポート（知識・理解）15％ 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業計画表内のフィードバック欄に毎回記入をする。 
レポートや配布資料を適切に管理し、予習復習に使用する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：表現指導法 上野奈初美 編著 萌文書林 
参考文献：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こども

園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省） 
保育内容 領域「表現」 堂本真実子 編 わかば社 
子どものための音楽表現技術 今泉明美他編著 望月たけ美他 萌文書林 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
幼稚園教諭二種免許：必修科目 

 

 

218



ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

（1）幼児の音楽表現に

関する知識・技能を習得

する。 

ほぼ完璧に知

識・技能を習

得できる 

大きな間違い

なく、知識・技

能を習得でき

る 

最 低 限 の 知

識・技能を習

得できる 

知識・技能を

習得できない 授業への取り組み 

（ 関 心 ・ 意 欲 ・ 態

度） 

50％ 

（2）子どもの能力を引

き出す表現の工夫や展

開を考えることが出来

る。 

ほぼ完璧に工

夫や展開を考

えることがで

きる 

大きな間違い

なく、工夫や

展開を考える

ことができる 

最低限の工夫

や展開を考え

ることができ

る 

工夫や展開を

考えることが

できない 

グループワーク・グ

ループ討議 

（思考力・表現力・

判断力） 

30％ 

（3）豊かな表現力、コミ

ュニケーション能力を

高め、自身の創造力や表

現力を磨くことができ

る。 

ほぼ完璧にで

きる 

大きな間違い

なくできる 

最低限できる 磨くことがで

きない 
課題・レポート 

（知識・理解） 
20％ 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と造形表現 
Young Children and Plastic 

Arts Expressing 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECCC1006 １年次 通年 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業  

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  吉本 宏之 ○ 

実務家教員 

の詳細 
幼稚園教諭としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。  

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。  

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。  

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 
幼児の発達段階と造形表現の変化を関連づけながら、幼児期にふさわしい造形表現を援助するための方

法を考える。また、幼児の造形表現の基本となる知識・技能、造形活動に関する基本的な素材の扱い方

や環境構成等について、自ら作る喜びを味わう中で習得する。 

到達目標 

(1) 領域「表現」の位置づけを理解し、幼児の生活や遊びの中にみられる表現の姿とその発達を理解する。  

(2) 造形表現の基礎知識・技能を学び、幼児の表現を支えるための感性を豊かにする。 

(3) 身近な素材を用いた表現活動に取り組み、その面白さや可能性、重要性を説明する。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 幼児の造形についての概要。当

授業のねらい。 
授業前に配付した

プリントを読む 2 時間 
授業の概要理解

について考察し

感想を書く 
2 時間 

2 
実際の絵を見ながら、幼児の発

達と造形表現の特徴を理解す

る。 

前時に配付した鑑

賞資料を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

3 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。貼ること① 

教科書（接着剤資

料①）を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

4 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。貼ること② 

教科書（接着剤資

料②）を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

5 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。貼ること③ 

教科書（接着剤資

料③）を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

6 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。貼ること④ 

教科書（接着剤資

料④）を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 
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7 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。はさみ① 

教科書（はさみ資料

①）を読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

8 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。はさみ② 

教科書（はさみ資料

②）を読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

9 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。描画材料① 

教科書（パス・ペン

資料）を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

10 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。描画材料② 

教科書（絵の具資

料）を読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

11 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。描画材料③ 

教科書（コンテ資

料）を読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

12 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。描画材料④ 

教科書（墨汁資料）

を読んでおく。教材

の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

13 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。紙の技法① 

教科書（折り紙資

料）を読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

14 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。紙の技法② 

教科書（紙を揉む

資料）を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

15 
造形活動を進めていく上で必要

となる環境づくりと製作の基本に

ついて学ぶ。紙の技法③ 

教科書（紙を破る資

料）を読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

16 

これまで学んだ環境づくりと製作

の基本や、幼児の造形活動を支

えるものについて考察し、発表す

る。 

前時まで学んだ教

科書や振り返りシー

トを読んでおく。 
2 時間 

今までの作品の

自己評価を振り

返りシートに書

く。 

2 時間 

17 
描画材料を用いたモダンテクニッ

クの習得と表現を広げる活動。①

スタンピング、バチック 

教科書（スタンピン

グ、バチック）を読

んでおく。教材の準

備 

2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

18 
描画材料を用いたモダンテクニッ

クの習得と表現を広げる活動。②

染め紙、にじみ絵 

教科書（染め紙、に

じみ絵）を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

19 
描画材料を用いたモダンテクニッ

クの習得と表現を広げる活動。③

デカルコマニー、スクラッチ 

教科書（デカルコマ

ニー、スクラッチ）を

読んでおく。教材の

準備 

2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

20 
描画材料を用いたモダンテクニッ

クの習得と表現を広げる活動。④

ステンシル 

教科書（ステンシ

ル）を読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

21 
描画材料を用いたモダンテクニッ

クの習得と表現を広げる活動。⑤

紙版画 

教科書（紙版画）を

読んでおく。教材の

準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

22 
描画材料を用いたモダンテクニッ

クの習得と表現を広げる活動。⑥

フロッタージュ 

教科書（フロッター

ジュ）を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 
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23 
粘土の特徴を理解し、その特徴

を生かし遊びや製作について考

え、実施する。 

教科書（紙・小麦粉

粘土）を読んでお

く。教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

24 
粘土の特徴を理解し、その特徴

を生かし遊びや製作について考

え、実施する。 

教科書（土粘土）を

読んでおく。教材の

準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

25 自然物を生かした造形遊びや製

作について考え、実施する。 

教科書（自然物）を

読んでおく。教材の

準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

26 自然物を生かした造形遊びや製

作について考え、実施する。 

教科書（自然物）を

読んでおく。教材の

準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

27 
園の環境や季節、子どもの年齢

などを想定し、２・３歳児にふさわ

しい壁面装飾を制作する。 

前時に配付したプリ

ントを読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

28 
園の環境や季節、子どもの年齢

などを想定し、４歳児にふさわし

い壁面装飾を制作する。 

前時に配付したプリ

ントを読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

29 
園の環境や季節、子どもの年齢

などを想定し、５歳児にふさわし

い壁面装飾を制作する 

前時に配付したプリ

ントを読んでおく。

教材の準備 
2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

30 
自分たちの制作物を見ながら、

子どもの造形活動の評価と援助

の方法について考える。 

前時に配付したプリ

ントを読んでおく。 2 時間 授業内容の振り

返りシートを書く。 2 時間 

成 績 評 価 

課題・レポート（知識・理解・思考力）30%、作品（意欲・態度・作品の完成度）

30%、教材作成（表現力・判断力・創造性）20%、毎回の授業の感想・振り返り（関

心・意欲・理解）20% 

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

・試験は実施しない（ただし、授業内で小テストを行う） 
・授業の振り返りシート提出と、作品ファイルの提出 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：「２～５歳児 製作あそび 基本のき」 
著者 内本久美 発行人 岡本功 発行所 ひかりのくに株式会社 
参考文献：幼稚園教育要領(平成 29 年 3 月告示 文部科学省) 、幼保連携認定こど

も園教育・保育要領(平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省)、 
保育所保育指針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

子どもの立場、または保育者としての立場を想定して演習します。実習にも役立つ

スキルを身につけます。 
 
幼稚園教諭二種免許状：必修科目  保育士証：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)領域「表現」の位

置づけを理解し、幼

児の生活や遊びの

中にみられる表現

の姿とその発達を

理解する。 

幼児の造形表

現の特徴をほ

ぼ完璧に理解

し、説明でき

る。 

大きな間違い

がなく、幼児

の造形表現の

特徴を理解し

説明できる。 

いくつかの間

違 い は あ る

が、幼児の造

形表現の特徴

を理解し説明

できる。 

幼児の造形表

現の特質を全

く理解できず

説明もできな

い。 

課題・レポート 
(知識・理解・思

考力) 
 

30％ 

ほぼ完璧で意

欲的な感想、

振り返りがで

きている。 

大きな間違い

がなく、意欲

的な感想、振

り返りができ

ている。 

いくつかの間

違 い は あ る

が、意欲的な

感想、振り返

りができてい

る。 

全く理解でき

ず、意欲的な

感想、振り返

りができてい

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り(関
心・意欲・理解) 

 
10％ 

 

(2)造形表現の基礎

知識・技能を学び、

幼児の表現を支え

るための感性を豊

かにする。 

ほぼ完璧に描

画材料を使い

こなせる。 

大きな間違い

がなく描画材

料を使いこな

せる。 

いくつかの間

違 い は あ る

が、描画材料

を使いこなせ

る。 

全く描画材料

を使いこなせ

ない。 作品 (意欲・態

度・作品の完成

度) 
30％ 

描画材に関し

てほぼ完璧で

意 欲 的 な 感

想、振り返り

が で き て い

る。 

描画材に関し

て大きな間違

いがなく、意

欲的な感想、

振り返りがで

きている。 

いくつかの描

画材に対して

の間違いはあ

るが、感想、振

り返りが出来

ている。 

描画材に対し

て間違いが多

く、感想、振り

返りができて

いない。 

毎回の授業の感

想・振り返り(関
心・意欲・理解) 

5％ 

(3)身近な素材を用

いた表現活動に取

り組み、その面白さ

や可能性、重要性を

説明する。 

身近な素材を

ほぼ完璧かつ

的確に用いて

想像性の高い

教材作成がで

きている。 

大きな間違い

もなく、身近

な素材をほぼ

的確に用いて

想像性の高い

教材作成がで

きている。 

いくつかの間

違 い は あ る

が、身近な素

材を用いて教

材作成ができ

ている。 

全く身近な素

材を用いた教

材ができてい

ない。 
教材作成 
(表現力・判断

力・想像性) 
20％ 

ほぼ完璧に、

身近な素材の

面白さ、可能

性、重要性を

理解し自他と

もに評価でき

る。 
 

大きな間違い

もなく、身近

な素材の面白

さ、可能性、重

要性を理解し

自他ともに評

価できる。 

いくつかの間

違 い は あ る

が、身近な素

材の面白さ、

可能性、重要

性を理解し自

他ともに評価

できる。 

全く身近な素

材の面白さ、

可能性、重要

性を理解でき

ず、自他とも

に評価できな

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り(関
心・意欲・理解) 

5％ 

 

223



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児教育課程論 
Curriculum Theory for 

kindergarten 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECBE1011 １年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2  中原 久子 ○ 

実務家教員 

の詳細 
幼稚園教諭としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。  

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。  

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 

乳幼児の保育は、生涯にわたる「生きる力」の基礎となる資質・能力の“３つの柱”を培う大切な時期であ

る。保育の目標を達成するためには、保育の基本となる、「教育課程」「保育課程」を編成するとともに、

具体化した「指導計画」を作成しなければならないことへの理解を深める。なお、各年齢別の発達過程を

踏まえ、計画、実践、省察、評価、改善を図る重要性を学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 幼稚園教育に示された５領域のねらい・内容及び内容の取扱いを理解し、小学校の教科とのつな

がりを説明できる。  
(1)-2) 各年齢の発達の特徴がわかり、各年齢に適した活動について討論することができる。  

(2)-1) 幼稚園における指導計画作成の基本の説明ができる。  

(2)-2) 長期・短期の指導計画の作成と留意点を説明できる。  
(2)-3) 各年齢に即した指導計画を作成することができ、指導上の留意点・配慮事項など説明することが

できる。  
(2)-4) 教育課程と指導計画・実践・省察・評価・改善を説明できる。  

(3)-1) 教育課程・保育課程の意義やその成り立ちを理解し説明できる。  

(3)-2) “保育の連続性”を考え指導計画を作成する力を身に付ける。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 幼稚園教育の基本・目標及び今日

の幼児教育の在り方について 

指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

2 
幼稚園教育要領に示された「生き

る力」の基礎となる資質・能力の

“３つの柱”について 

指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

3 幼稚園教育の各領域のねらい・内

容・内容の取扱いについて 

指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

4 「教育課程」「保育課程」につい

て理解する 

指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 
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5 
「教育課程」「保育課程」から「指

導計画」作成の基本とその方法を

学ぶ 

指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

6 乳児の特徴と指導計画について

学ぶ(０～1・２歳児) 

指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

7 ３歳児の発達の主な特徴を学ぶ 
指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

8 ３歳時の指導計画を作成する 
指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

9 ４歳児の発達の主な特徴を学ぶ 
指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまめ

ノートを作る 
2 

時間 

10 ４歳児の指導計画を作成する 
指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

11 ５歳児の発達の主な特徴を学ぶ 
指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

12 ５歳児の指導計画を作成する 
指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

13 
幼稚園教育におけるカリキュラ

ム・マネジメントとＰＤＣＡサイ

クルについて理解する 

指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

14 指導計画と教育課程・保育課程の

評価について理解する 

指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

15 
生活と発達の連続性を踏まえた

幼稚園・保育所の要録について学

ぶ 

指定された単元

について概要を

収集しておく  

2 
時間 

自分なりのまと

めノートを作る 
2 

時間 

成 績 評 価 
定期試験（21%）、課題・レポート（17%）、指導案（12%）、教材作成（7%）、授業への

取り組み（12%）、グループワーク・グループ討議（12%）、毎回の授業の感想・振り返

り、毎回の授業課題（19%）  
課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

提出課題にコメントを添えて返却する  

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト: ・幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こど

も園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）、保育

所保育指針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省） 

参考文献: 『保育課程論』加藤敏子・岡田耕一 編著 (萌文書林) 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

幼稚園・幼保連携型認定こども園・保育所における教育課程、全体的な計画の意義や

その成り立ちを理解し、年間の指導計画や、月や週の指導計画、年齢ごとの子どもの

発達や様子などに触れながら、“保育の連続性”について学んでいきましょう。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目  保育士証：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼稚園教

育に示された５

領域のねらい・

内容及び内容の

取 扱 い を 理 解

し、小学校の教

科とのつながり

を説明できる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 
課題・レポート 
（関心・意欲・知
識・理解・思考力） 

7% 

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 定期試験 
（判断力・表現
力・問題解決力） 

7% 

(1)-2) 各年齢の

発達の特徴がわ

かり、各年齢に

適した活動につ

いて討論するこ

とができる。  

課題を正し
く認識し、ほ
ぼ完璧に自
分の考えを
述べている。 

課題への認識
の大きな誤り
はなく、自分の
考えを述べて
いる。 

課題に対する
認識の間違い
はあるが自分
の考えを述べ
ている。 

自分の考

えを述べ

ていない。 

授業への取り組
み 
（関心・意欲・態
度・思考力・表現
力）  

5% 

課題を正し
く認識し、ほ
ぼ完璧に自
分の考えを
述べている。 

課題への認識
の大きな誤り
はなく、自分の
考えを述べて
いる。 

課題に対する
認識の間違い
はあるが自分
の考えを述べ
ている。 

自分の考

えを述べ

ていない。 

グループワーク・
グループ討議 
（関心・意欲・態
度・思考力・表現
力）  

5% 

(2)-1) 幼稚園に

おける指導計画

作成の基本の説

明ができる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 
定期試験 
（関心・意欲・知
識・理解・表現力） 

7% 

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 
授業への取り組
み 
（関心・意欲・知
識・理解・表現力） 

7% 

(2)-2) 長期・短期

の指導計画の作

成と留意点を説

明できる。  

ほぼ完璧な
指導計画を
作成できる。 

大きな誤りは
なく、ねらいに
基づいた指導
計画を作成で
きる。 

誤字・脱字もあ
るが、最低限の
基本を踏まえ
た指導計画を
作成できる。 

作成でき

ていない。 課題・レポート 
（関心・意欲・態
度・知識・理解） 

5% 

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 
毎回の授業の感
想・振り返り、毎
回の授業課題（関
心・意欲・態度・
知識・理解）  

5% 

(2)-3) 各年齢に

即した指導計画

を作成すること

ができ、指導上

の留意点・配慮

事項など説明す

る こ と が で き

る。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 
指導案 
（関心・意欲・態
度・知識・理解） 

7% 

ほぼ完璧な
教材を作成
できる。 

大きな誤りは
なく、ねらいに
基づいた教材
を作成できる。 

最低限の基本
を踏まえた教
材を作成でき
る。 

作成でき

ていない。 
教材作成 
（思考力・判断
力・表現力・創造
性）  

7% 

(2)-4) 教育課程

と指導計画・実

践・省察・評価・

改善を説明でき

る。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 
毎回の授業の感
想・振り返り、毎
回の授業課題（関
心・意欲・態度・
知識・理解）  

7% 

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 定期試験 
（関心・意欲・態
度・知識・理解） 

7% 
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(3)-1) 教育課程・

保育課程の意義

やその成り立ち

を理解し説明で

きる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 
グループワーク・
グループ討議 
（関心・意欲・理
解・表現力・創造
性）  

7% 

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明でき

ていない。 
毎回の授業の感
想・振り返り、毎
回の授業課題 
（関心・意欲・理
解・表現力・創造
性）  

7% 

(3)-2) “保育の連

続性”を考え指導

計画を作成する

力 を 身 に 付 け

る。  

ほぼ完璧に
指導計を作
成できる。 

大きな誤りは
なく、ねらいに
基づいた指導
計画を作成で
きる。 

誤字・脱字もあ
るが、最低限の
基本を踏まえ
た指導計画を
作成できる。 

作成でき

ていない。 
課題・レポート 
（関心・意欲・理
解・思考力・表現
力）  

5% 

ほぼ完璧に
指導計を作
成できる。 

大きな誤りは
なく、ねらいに
基づいた指導
計画を作成で
きる。 

誤字・脱字もあ
るが、最低限の
基本を踏まえ
た指導計画を
作成できる。 

作成でき

ていない。 
指導案 
（関心・意欲・理
解・思考力・表現
力）  

5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児指導法 
Infant Teaching Method 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECCC1012 １年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2  中津 愛子  

 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。  

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 

保育内容の指導法（健康・人間関係・環境・言葉・表現）の基本を学び、5 領域のねらいが総合的に達成

されるために 幼児の自発的な活動としての遊びを通して総合的に指導するという幼稚園教育の基本に

ついて学ぶ。  
子どもの興味・関心や発達段階に応じて指導するための基礎知識を身に付ける。  
子どもの主体的な活動が確保されるための環境構成の基本について学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 幼児期の教育における見方・考え方について、事例を挙げて説明できる。  

(1)-2) 遊びを通して総合的に指導することの意義と教師の役割を説明できる。  

(1)-3) 幼児理解に基づく評価について説明できる。  

(1)-4) 幼稚園から小学校への接続を円滑に行うために何が重要かを説明できる。  

(2)-1) 幼稚園における指導計画作成の基本を説明できる。  

(2)-2) 長期の指導計画と短期の指導計画について説明できる。  

(2)-3) 子どもの姿をもとに指導計画を作成する手順と、指導上の留意点、配慮事項が説明できる。  

(2)-4) 指導計画を評価するための基本的事項を説明できる。  

(3)-1) 幼児の実態から、人、物、自然などの環境を構成する力や教材を工夫する力を身に付ける。  

(3)-2) 具体的なねらいと内容を考えて指導計画を作成する力を身に付ける。  

(3)-3) 模擬保育を実践し、導入－展開－まとめの過程で、集団と個に対応する力を身に付ける。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
幼児期の特性を踏まえ、遊びを通し

て指導するという幼児教育の基本

となる考え方を学ぶ。 

幼児期に経験し

た遊びを考えて

くる 
2 時間 

幼児期の特性と遊

びが学びに繋がる

ことをまとめる 
2 時間 

2 

子どもが身近な環境に関わり、発達

に関わる経験をどのように行って

いるのか、保育現場の映像を観て理

解する。 

戸外遊びと室内

遊び、それぞれの

遊びの環境を考

えてくる 

2 時間 

学校教育法に示さ

れている幼稚園に

関する内容をまと

める 

2 時間 
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3 
子どもの主体的な活動が発展する

ための環境構成の意義について、保

育場面の映像を通して理解する。 

子どもが遊んで

みたくなる環境

を考えてくる 
2 時間 幼稚園教育の基本

をまとめる 2 時間 

4 
環境を構成する人、物、自然等の要

素と教材の工夫について、グループ

討議を行ない、理解を深める。 

幼児期の特性と

幼稚園教育の役

割を読んでおく 
2 時間 

主体的に環境に関

わって遊ぶための

工夫をまとめる 
2 時間 

5 子どもの育ちと５つの領域の「ねら

いと内容」のつながりを学ぶ。 

5 つの領域とは

何かを調べてく

る 
2 時間 

幼稚園教育で育み

たい３つの資質・

能力をまとめる 
2 時間 

6 
遊びの展開を考慮した援助の基本

について、保育場面の映像を通して

理解する。 

幼稚園教育要領

を読み、教師の役

割を調べてくる 
2 時間 

遊びが充実するた

めの教師の役割を

まとめる 
2 時間 

7 

幼稚園の教諭にインタビューを行

い、子どもの生活・遊びに関わる教

師の役割、クラス運営の実際を理解

する。 

幼稚園教育の基

本に関して重視

する事項を調べ

てくる 

2 時間 
遊びを通して総合

的に指導するとは

何かをまとめる 
2 時間 

8 幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿と活動のつながりを理解する。 

幼児期の終わり

に育ってほしい

姿を調べてくる 
2 時間 

一人一人に応じる

ための教師の姿勢

についてまとめる 
2 時間 

9 

幼稚園と小学校が連携して行って

いる活動実践を観察し、小学校への

接続が円滑に行われるための重要

事項について学ぶ。 

幼稚園と小学校

の違いを考えて

くる 
2 時間 

幼児期の終わりに

育ってほしい姿が

小学校につながる

過程をまとめる 

2 時間 

10 
保育現場の映像を通して幼児教育

における教育課程・指導計画の基本

を学ぶ。 

教育課程とは何

かを調べてくる 2 時間 
幼稚園教育要領を

もとに指導計画と

は何かをまとめる 
2 時間 

11 

長期の指導計画と短期の指導計画

を理解し、子どもの発達に応じて指

導計画を立案し教材を活用するた

めの基本を学ぶ。 

幼稚園教育要領

をもとに指導計

画立案の基本を

読んでくる 

2 時間 指導計画を立案す

る 2 時間 

12 指導計画の作成における環境の構

成と教材の工夫について理解する。 

保育に必要な教

材の準備をして

くる 
2 時間 模擬保育の教材作

成を行う 2 時間 

13 

模擬保育の実践の準備を行ない、子

どもの活動を見通した具体的な援

助方法についてグループ討議をし、

教材の作成や選択を行なう。 

保育を行う環境

活動の流れを考

えてくる 
2 時間 模擬保育の練習を

行う 2 時間 

14 グループで模擬保育を実践する（保

育の録画の方法を身につける）。 
模擬保育の練習

を行う 2 時間 模擬保育の実践後

の感想をまとめる 2 時間 

15 
録画映像を再生して模擬保育の振

り返りと評価を行ない、改善点を話

し合う。 

模擬保育の反省・

改善点を考えて

くる 
2 時間 模擬保育の指導計

画の修正を行う 2 時間 

成 績 評 価 
定期試験（40%）、課題・レポート（30%）、授業への取り組み（16%）、グループワ

ーク・グループ討議（14%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

復習プリントは添削して返却します。成績はルーブリック評価を行い、配布しま

す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、  
幼保連携認定こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内  
閣府・厚生労働省）、文部科学省『幼稚園教育要領解説』チャイルド本社 
保育所保育指針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省）   
参考文献：文部科学省『幼稚園教育指導資料第５集』チャイルド本社 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

グループ討議や模擬保育を取りいれたアクティブラーニング型の授業です。遊びを

通して指導するとは何かを考えていきましょう。 
 
幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼児期の教育に

おける見方・考え方につ

いて、事例を挙げて説明

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  5% 

(1)-2) 遊びを通して総

合的に指導することの

意義と教師の役割を説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  5% 

(1)-3) 幼児理解に基づ

く評価について説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  5% 

(1)-4) 幼稚園から小学

校への接続を円滑に行

うために何が重要かを

説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  5% 

(2)-1) 幼稚園における

指導計画作成の基本を

説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  5% 

(2)-2) 長期の指導計画

と短期の指導計画につ

いて説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  5% 

(2)-3) 子どもの姿をも

とに指導計画を作成す

る手順と、指導上の留意

点、配慮事項が説明でき

る。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  5% 

(2)-4) 指導計画を評価

するための基本的事項

を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  5% 

(3)-1) 幼児の実態から、

人、物、自然などの環境

を構成する力や教材を

工夫する力を身に付け

る。  

環境を構成す

る力をほぼ完

璧 に 身 に つ

け、工夫もで

きる。 

環境構成の基

本 は 身 に つ

け、教材の工

夫もできる。 

工夫する力は

努力を要すが、

環境構成の基

本は身につけ

た。 

身につけて

いない。 
授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度）  

8% 

グループワーク・

グループ討議 

（関心・意欲・

態度）  

7% 

(3)-2) 具体的なねらい

と内容を考えて指導計

画を作成する力を身に

付ける。  

ほぼ完璧な指

導計画を作成

できる。 

大きな誤りは

なく、ねらい

に基づいた指

導計画を作成

できる。 

誤字・脱字もあ

るが、最低限の

基本を踏まえ

た指導計画を

作成できる。 

作成できて

いない。 課題・レポート 

（思考力・判断

力・表現力）  

30% 

(3)-3) 模擬保育を実践

し、導入－展開－まとめ

の過程で、集団と個に対

応する力を身に付ける。  

導入からまと

めまで、集団

と個に対応す

る力をほぼ完

璧に身に付け

ている。 

集団と個に対

応する力は、

部分的には身

に 付 け て い

る。 

模擬保育は実

践したが、集団

と個への対応

は努力を要す。 

模擬保育を

実践してい

ない。 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度）  

8% 

グループワーク・

グループ討議 

（関心・意欲・

態度）  

7% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法（健康） 
Teaching Methods of 

Contents of Child Care and 
Education (Health) 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECCC2011 ２年次 通年 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  佐伯 里英子  
 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。  

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。  

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。  

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 

幼児期の子どもの発達のあり方を、幼稚園教育要領に示されている健康領域のねらい及び内容を基本に

深く考察する資質・能力を身に付ける。同時に、今日の幼児教育において求められている対話的保育の

あり方、あそびを軸にした保育のあり方を、健康領域の面から実践的に考察する資質・能力を身に付け

る。 

到達目標 

(1)-1) 「健康領域」のねらいと内容を理解し、具体的な保育に結びつけて説明できる。  

(1)-2) 「健康領域」のねらいと内容を理解し、保育者の役割について説明できる。  

(2)-1) 健康領域にかかわる幼児の発達の特徴を理解し、具体的に述べることができる。  

(2)-2) 対話的な保育のあり方の重要性を理解し、実践できる。  

(3)-1) 幼児期における運動あそびの重要性を理解し、幼児教育における評価の考え方を説明できる。  

(3)-2) 幼児期の運動あそびの指導上の留意点を理解し、指導案に反映できる。  

(3)-3) 「おにごっこ」あそびの段階的指導法を理解し、説明できる。  
(3)-4) 映像による保育実践の記録から、発達段階に応じたあそびのあり方について問いを見出し、発表

する。また、評価の考え方を述べることができる。  
(3)-5) 運動あそびと「幼児教育のキーワード」１０項目の内容との関連性を述べることができる。  

(4)-1) 幼児期から児童期にかけての発達の違いについて述べることができる。  
(4)-2) 健康に関連する領域で、小学校教育の学習や生活について、子どもの姿や課題を予測し、述べる

ことができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 子 ど も の 身 体 と 機 能 の 発 達  

（呼吸器） 

授業にかかわる、

子どもの身体の名

称、機能を調べる。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

2 子 ど も の 身 体 と 機 能 の 発 達  

（循環器） 

授業にかかわる、

子どもの身体の名

称、機能を調べる。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

3 子 ど も の 身 体 と 機 能 の 発 達  

（体温調節） 

授業にかかわる、

子どもの身体の名

称、機能を調べる。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 
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4 子 ど も の 身 体 と 機 能 の 発 達  

（消化器） 

授業にかかわる、

子どもの身体の名

称、機能を調べる。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

5 子 ど も の 身 体 と 機 能 の 発 達  

（排尿・泌尿器） 

授業にかかわる、

子どもの身体の名

称、機能を調べる。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

6 子 ど も の 身 体 と 機 能 の 発 達  

（生殖器） 

授業にかかわる、

子どもの身体の名

称、機能を調べる。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

7 子 ど も の 身 体 と 健 康 安 全   

（熱中症） 
熱中症について調

べる。 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

8 子 ど も の 身 体 と 健 康 安 全   

（擦り傷・切り傷） 
子どものけがにつ

いて調べる。 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

9 子 ど も の 身 体 と 健 康 安 全   

（骨折） 
子どものけがにつ

いて調べる。 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

10 子 ど も の 身 体 と 健 康 安 全   

（感染症） 
子どもの感染症に

ついて調べる。 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

11 子 ど も の 身 体 と 健 康 安 全   

（アレルギー） 

子どものアレルギ

ーについて調べ

る。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

12 子 ど も の 身 体 と 健 康 安 全   

（誤飲・誤嚥） 

子どもの誤飲・誤

嚥について調べ

る。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

13 子 ど も の 身 体 と 健 康 安 全   

（いじめ） 
いじめについて調

べる。 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

14 子 ど も の 身 体 と 健 康 安 全   

（虐待） 
虐待について調べ

る。 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

15 前期の学びのまとめ 前回の配布資料を

読んで復習。 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

16 保育実習中に事例から、子どもの

発達課題、健康課題を考える。 

保育実習中の記録

や資料を読んでお

く。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

17 発達課題、健康課題への対応 
保育実習中の記録

や資料を読んでお

く。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

18 ケガをしにくいからだづくり 

（子どものケガの現状） 

保育実習中の記録

や資料を読んでお

く。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

19 
ケガをしにくいからだづくり 

（遊びやからだづくりの取り組

み） 

保育実習中の記録

や資料を読んでお

く。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

20 子どもの発達を促す遊び 
保育実習中の記録

や資料を読んでお

く。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

21 子どもの発達を促すリズム遊び 
保育実習中の記録

や資料を読んでお

く。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 
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22 子どもの発達を促すリズム遊び 
子どものリズム遊

びについて調べ

る。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

23 リズム遊びの発表 
子どものリズム遊

びについて調べ

る。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

24 改めて子どもの「からだ」を知る

（からだの名称・機能） 
子どもの身体につ

いて調べる。 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

25 子ども自身が自分の身体や健康を

知るためのカルタづくり 

これまで学んだこ

とからテーマを考

える。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

26 子どもが自分の体や健康について

知るためのカルタづくり 

これまで学んだこ

とからテーマを考

える。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

27 子どもが自分の体や健康について

知るためのカルタづくり 

これまで学んだこ

とからテーマを考

える。 
2 時間 

授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

28 カルタの発表 発表の準備 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

29 カルタの発表 発表の準備 2 時間 
授業内容のポイン

トとなるところを

まとめる。 
2 時間 

30 健康領域終了にあたってのまとめ 
これまでの学びに

ついて、疑問点等

まとめる 
2 時間 

これまでの配布資

料等まとめてお

く。 
2 時間 

成 績 評 価 授業への取り組み（30%）、課題・レポート（20%）、定期試験（50%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

レポートは翌週にコメントを書いて返却する。試験については必要に応じて次回に解

説を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

・幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こども園教育・

保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）、保育所保育指

針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省） 

・吉田伊津子・砂上史子・松嵜洋子『乳幼児教育・保育シリーズ 保育内容 健康』光

生館  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

乳幼児期の健康に関する知識や考え方などを学び、具体的な場面で子どもの主体性や

自立を支援することのできる基礎的な力をつけていきましょう。 

保育士証：必修科目、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 「健康領域」のね

らいと内容を理解し、具

体的な保育に結びつけ

て説明できる。  

ほぼ完ぺきに

理解し、具体的

な保育に結び

つけて説明で

きる。 

大き な間違

いな く理解

し、説明でき

る。 

最 低 限の 基

本は理解し、

説明できる。 

説明できて

いない。 授業への取り組

み 
（知識・理解・思

考力）  

5% 

(1)-2) 「健康領域」のね

らいと内容を理解し、保

育者の役割について説

明できる。  

ほぼ完ぺきに

理解し、説明で

きる。 

大き な間違

いがなく、基

本を理解し、

説明できる。 

最 低 限の 基

本を理解し、

説明できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組

み 
（知識・理解・思

考力）  

10% 

(2)-1) 健康領域にかか

わる幼児の発達の特徴

を理解し、具体的に述べ

ることができる。  

ほぼ完ぺきに

理解し、具体的

に述べること

ができる。 

大き な間違

いが なく基

本を理解し、

述べられる。 

最 低 限の 基

本を理解し、

述 べ るこ と

ができる。 

述べること

ができてい

ない。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
10% 

(2)-2) 対話的な保育の

あり方の重要性を理解

し、実践できる。  

幼児と教師と

の温かい触れ

合いを構築す

る保育のあり

方を理解し実

践できる。 

基本 的な触

れ合 いの中

での 保育の

あり 方を理

解し、実践で

きる。 

対 話 的な 保

育 の 意味 を

自 分 なり に

理解し、実践

できる。 

実践できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解・思

考力・判断力）  
10% 

(3)-1) 幼児期における

運動あそびの重要性を

理解し、幼児教育におけ

る評価の考え方を説明

できる。  

評価の考え方

を説明するこ

とができる。 

大き な間違

いがなく、基

本を理解し、

説明できる。 

最 低 限の 基

本を理解し、

説明できる。 

説明できて

いない。 課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力）  
10% 

(3)-2) 幼児期の運動あ

そびの指導上の留意点

を理解し、指導案に反映

できる。  

ほぼ完ぺきに

留意点が示さ

れ、指導案を作

成できる。 

ある 程度の

留意 点を理

解し、指導案

が作 成でき

る。 

留 意 点を い

く つ かあ げ

て、指導案を

作成できる。 

指導案に留

意点が反映

できていな

い。 

授業への取り組

み 
（知識・思考力・

判断力・創造性）  

10% 

(3)-3) 「おにごっこ」あ

そびの段階的指導法を

理解し、説明できる。  

ほぼ完ぺきに

説明できる。 
ある程度、説

明できる。 
段 階 的な 指

導 が ある こ

と は 説明 で

きる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解・判

断力）  
10% 

(3)-4) 映像による保育

実践の記録から、発達段

階に応じたあそびのあ

り方について問いを見

出し、発表する。また、

評価の考え方を述べる

ことができる。  

自分の問いを

出し、他者と協

議し、発表でき

る。 

他者 と問い

を出し合い、

発表できる。 

他 者 の意 見

を聞き、自分

の 考 えと 比

較できる。 

他者との意

見交換・検

討ができな

い。 

授業への取り組

み 
（意欲・思考力・

表現力・協働性）  

5% 

(3)-5) 運動あそびと「幼

児教育のキーワード」１

０項目の内容との関連

性を述べることができ

る。  

ほぼ完ぺきに

関連性を述べ

ることができ

る。 

ある 程度関

連性 を述べ

るこ とがで

きる。 

「 幼 児教 育

の キ ーワ ー

ド」の項目に

つ い て列 挙

できる。 

「幼児教育

のキーワー

ド」を列挙

できていな

い。 

定期試験 
（知識・思考力・

判断力・表現力）  
10% 

(4)-1) 幼児期から児童

期にかけての発達の違

いについて述べること

ができる。  

ほぼ完ぺきに

述べることが

できる。 

大き な間違

いがなく、述

べる ことが

できる。 

間 違 いは い

く つ かあ る

が、最低限の

基 本 は述 べ

られる。 

述べること

ができてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・思

考力・判断力）  
10% 

(4)-2) 健康に関連する

領域で、小学校教育の学

習や生活について、子ど

もの姿や課題を予測し、

述べることができる。  

子どもの姿や

課題について、

いくつも述べ

ることができ

る。 

大き な間違

いなく、述べ

るこ とがで

きる。 

1 点か 2 点は

述 べ るこ と

ができる。 

述べられて

いない。 課題・レポート 
（関心・知識・思

考力）  
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法（人間関係） 
Teaching Methods of Contents of 

Child Care and Education
（Human Relations） 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECCC2012 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1  平田 睦美 ○ 

実務家教員 

の詳細 
幼稚園教諭としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。  

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。  

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。  

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 
人間関係が人としてこの社会を生きていく上で避けて通る事のできないことであることを理解し、乳幼

児からの発達にどのような環境や人とのかかわりが求められるのかを探るとともに、育ちを支える保育・

教育の在り方を学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 今の子ども、親との関係、家族についての現状について説明できる。  
(1)-2) 「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の中での人間

関係の領域について説明できる。  
(2)-1) 幼稚園教育以前の年齢の子どもの姿と他の子どもたちへのかかわりを学び、乳幼児期からのかか

わりの重要性について説明できる。  
2)-2) 自立心を育み、人との関わる力を養うために必要な、幼児が経験し身につけていく内容や指導上の

留意点、配慮事項について説明できる。  
(2)-3) 子どもの発達にとってどのような環境や人とのかかわりが重要なのか具体的に説明できる。 
(3)-1) 領域「人間関係」について理解し、指導案の構成を理解した上で、指導案を立案し、保育の構想に

ついて説明できる。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習 
時間 復習内容 復習 

時間 

1 乳児期を取り巻く人間関係の現状と

課題にについて理解する。 

現代の子どものお

かれている状況に

ついて、1年生の授

業を基に振り返りま

とめておく。 

2 時間 

乳幼児を取り巻く

人間関係の現状と

課題への対応につ

いて自分の考えを

まとめる。     

2 時間 

2 保育の基本と領域「人間関係」につ

いて学ぶ。 

幼児期の「人とのか

かわり」の発達につ

いてまとめる。 
2 時間 

幼児期の人とのか

かわりの重要性に

ついて自分の考え

をまとめる。   

2 時間 

3 
０歳児の集団生活の中での人間関

係の育ちと援助について実践事例を

通して学ぶ。 

保育所保育指針解

説 P１０１～P109 を

読み０歳児の人間

関係の発達につい

てまとめる。 

2 時間 

授業を振り返り０歳

児の人間関係の育

ちについてまとめ

る。 

2 時間 
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4 
１，２歳児の集団生活の中での人間

関係の育ちと援助について実践事

例を通して学ぶ。 

保育所保育指針解

説 p135～P144 を

読んで１．２歳児の

人間関係の発達に

ついてまとめる。 

2 時間 

授業を振り返り1，2
歳児の人間関係の

育ちについてまと

める。 

2 時間 

5 
３歳児の集団生活の中での人間関

係の育ちと援助について実践事例を

通して学ぶ。 

３歳頃の人間関係

について考えたこと

をまとめる。 
2 時間 

授業を振り返り３歳

児の人間関係の育

ちについてまとめ

る。     

2 時間 

6 
４歳児の集団生活の中での人間関

係の育ちと援助について実践事例を

通して学ぶ。 

４歳頃の人間関係

について考えたこと

をまとめる。 
2 時間 

授業を振り返り４歳

児の人間関係の育

ちについてまとめ

る。 

2 時間 

7 
５歳児の集団生活の中での姿と人間

関係の育ちについて実践事例を通

して学ぶ。 

５歳頃の人間関係

について考えたこと

をまとめる。 
2 時間 

授業を振り返り５歳

児の人間関係の育

ちについてまとめ

る。     

2 時間 

8 
子どもたちの豊かな人間関係を育む

学級経営や集団づくりについて実践

事例を通して学ぶ。 

幼稚園教育要領解

説 P182～P187 を

読んで学級経営や

集団づくりについて

考えておく。 

2 時間 
学級経営や集団づ

くりについての要

点をまとめる。 
2 時間 

9 
園生活の中で人とのかかわりの難し

い子どもへの支援の仕方について学

ぶ。 

実 習 時 を 思 い 出

し、エピソードを書

いておく。 
2 時間 

人とのかかわりの

難しい子どもへの

対応について要点

をまとめる。 

2 時間 

10 
園生活の中での異年齢のかかわり

や地域の人々とのかかわりと援助に

ついて学ぶ。 

異年齢のかかわり

や地域とのかかわり

についての活動内

容を考えておく。 

2 時間 
地域とのかかわり

の活動について指

導案を書く。      
2 時間 

11 
人間関係の育ちを支える保護者と保

育者の望ましい関係について、事例

を通して学ぶ。 

保護者との関係づ

くりについて、大切

なことを考え、まと

める。 

2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき、事例

に対しての対応を

考える。 

2 時間 

12 
「人間関係」の育ちを支える保育の

構想① 人間関係を育む指導案を

作成する。 

「人間関係」の育ち

を支えるための活

動に対しての指導

案を考える。 

2 時間 
考えた指導案を修

正する。   2 時間 

13 

「人間関係」の育ちを支える保育の

構想②  作成した保育案をもとに、

指導と援助ポイントについて考え合

う。 

自分の考えた指導

案について、子ども

の活動と援助を見

直す。 

2 時間 
模擬保育の準備を

する。 2 時間 

14 

「人間関係」の育ちを支える保育の

構想③ 指導案に基づいた保育に

ついて発表し、保育者の援助と環境

構成についてディスカッションする。 

指導案を見直し、

模擬保育の準備を

する。 
2 時間 

友達の意見を基に

指導案を再構成す

る。   
2 時間 

15 

「人間関係」の育ちを支える保育の

構想④ 指導案に基づいた保育に

ついて発表し、保育者の援助と環境

構成についてディスカッションする。 

指導案を読んで、

自分の考えをまと

めておく。 
2 時間 

１５回の授業振り返

り「人間関係」の育

ちを支える保育者

の役割についてま

とめる。    

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、 課題・レポート（20%）、授業への取り組み（30%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

課題はコメントを書き、返却する。  
レポートや試験はルーブリック評価の結果を渡す。 
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テキストおよび 

参 考 文 献 

参考文献：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）                 
幼保連携認定こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・

厚生労働省）、 保育所保育指針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

人として生きていく上で欠かすことのできない人とのかかわりが乳幼児期からどの

ように育っていくのかを具体的に学ぶ中で、保育・教育にたずさわる者としてどの

ように子ども、親とのコミュニケーションをとっていくか演習を交えながらすすめ

ていきます。 

保育士証：必修科目、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 今の子ども、親と

の関係、家族についての

現状について説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説明できる 
大きな間違

いがなく、基

本は説明で

きる 

間違いはあ

るが、最低限

の基本の説

明はできる 

説明できて

いない 定期試験 
（知識・理解）  5% 

ほぼ完璧に

説明できる 
大きな間違

いがなく、基

本は説明で

きる 

間違いはあ

るが、最低限

の基本の説

明はできる 

説明できて

いない 課題・レポート 
（思考力・判断

力・問題解決力）  
10% 

(1)-2) 「幼稚園教育要

領」「保育所保育指針」

「幼保連携型認定こど

も園教育・保育要領」の

中での人間関係の領域

について説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる 
大きな間違

いがなく、基

本は説明で

きる 

間違いはあ

るが、最低限

の基本の説

明はできる 

説明できて

いない 
定期試験 
（知識・理解）  20% 

(2)-1) 幼稚園教育以前

の年齢の子どもの姿と

他の子どもたちへのか

かわりを学び、乳幼児期

からのかかわりの重要

性について説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる 
大きな間違

いがなく、基

本は説明で

きる 

間違いはあ

るが、最低限

の基本の説

明はできる 

説明できて

いない 
定期試験 
（知識・理解）  10% 

(2)-2) 自立心を育み、人

との関わる力を養うた

めに必要な、幼児が経験

し身につけていく内容

や指導上の留意点、配慮

事項について説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説明できる 
大きな間違

いがなく、基

本は説明で

きる 

間違いはあ

るが、最低限

の基本の説

明はできる 

説明できて

いない 

定期試験 
（知識・理解）  20% 

(2)-3) 子どもの発達に

とってどのような環境

や人とのかかわりが重

要なのか具体的に説明

できる。  

ほぼ完璧に

説明できる 
大きな間違

いがなく、基

本は説明で

きる  

間違いはあ

るが、最低限

の基本の説

明はできる 

説明できて

いない 
授業への取り組

み 
（関心・意欲・態

度・表現力）  

5% 

ほぼ完璧に

説明できる 
大きな間違

いがなく、基

本は説明で

きる 

間違いはあ

るが、最低限

の基本の説

明はできる 

説明できて

いない 定期試験 
（関心・知識・理

解）  
20% 

(3)-1) 領域「人間関係」

について理解し、指導案

の構成を理解した上で、

指導案を立案し、保育の

構想について説明きる。  

ほぼ完璧に

説明できる 
大きな間違

いがなく、基

本は説明で

きる 

間違いはあ

るが、最低限

の基本の説

明はできる 

説明できて

いない 授業への取り組

み 
（関心・意欲・態

度）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法（環境） 
Teaching Methods of 

Contents of Child Care and 
Education (Environment) 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECCC2013 ２年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1  玉木 晃子 ○ 

実務家教員 

の詳細 
保育者としての実務経験を生かし、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 
幼児教育と環境、幼児の発達と環境、幼児と環境とのかかわりについて学ぶ。  
自然や社会の事象などの身近な環境に積極的にかかわる力を育てるための基礎知識を身に付ける。  
子どもの主体的な活動が確保されるための環境構成の基本について学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 幼児の実態を考慮したねらいと、内容を実現するのにふさわしい環境について説明できる。  
(1)-2) 幼児期の教育・保育は、環境を通して行うことを基本とするが、具体的にはどのようなことを意

味するのか説明できる。  
(1)-3) 保育のなかで変容していく幼児の姿から、幼児理解に基づく評価について説明できる。  

(1)-4) 幼稚園における生活が家庭や地域社会と連携を円滑に行うために何が重要か説明できる。  
(2)-1) 保育をよりよいものとしていくために、活動の具体的なねらいと内容を検討して指導計画を作成

する力を身に付ける。  
(2)-2) 子どもの発達を見通した短期と長期の指導計画について説明できる。  

(2)-3) 子どもの自発的活動を引き出し、長期的に発達を見通した指導計画の作成について説明できる。  

(3)-1) 幼児の感性、表現力を豊かに育むための指導上の留意点、配慮事項が説明できる。  
(3)-2) 子どもの生活経験や発達に応じ、人、物、自然などの環境を構成する力や教材を工夫する力を身

に付ける。  
(3)-3) 子どもが環境とかかわって活動を展開するなかで生じる疑問を、適切な援助を行うことにより、

探求へと導く力を身に付ける。  
(3)-4) 子どもの行う活動が、個人、クループ、学級全体など多様に展開される過程で、個と集団に対応

する力を身に付ける。  
(3)-5) 保育はオーダーメイドデザインという発想のもとに、環境構成と環境に込められた保育のデザイ

ンを工夫する力を身に付ける。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 環境を通して行う保育の基本を理

解する 

保育所保育指針解

説・幼稚園教育要

領解説の領域「環

境」を読んでおく 

2 時間 
配布した資料をよ

く読み、内容を理

解する 
2 時間 
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2 

子どもが生活や遊びのなかで身近

な環境とどのようにかかわりなが

らどんな発達をしていくか、保育

映像を通して理解する 

領域「環境」のね

らい・内容・内容

の取扱いを読んで

くる 

2 時間 

３法を比較し、領

域「環境」のねら

い・内容を理解す

る 

2 時間 

3 

子どもが身近な環境とかかわるな

かで「環境とかかわる力」の発達

を支えているものについて理解す

る 

保育指針解説第２

章１．２．３の領

域「環境」に関わ

る部分を読んでく

る 

2 時間 
保育における人や

ものとの関わりに

ついてまとめる 
2 時間 

4 
環境を構成する人や物や身近な動

植物とのかかわりについて実際の

体験を通して具体的に理解する 

春の遊びにはどの

ようなものがある

か、自分でどんな

遊びをしてきたか

まとめておく 

2 時間 

固定遊具や園庭で

の遊びの援助や配

慮についてまとめ

る 

2 時間 

5 
環境を構成する身近な物とのかか

わりについて理解する。－身近な

素材の収集とおもちゃ製作－ 

子どもの周りには

どんなものがある

か調べる。廃材を

集め、持参する 

2 時間 作品を仕上げ、レ

ポートを作成する 2 時間 

6 
環境を構成する身近な自然とのか

かわりについて理解する 
－生物の飼育、植物の栽培－ 

夏の植物・虫・小

動物について調べ

てくる 
2 時間 

植物の栽培に興味

をもち、観察を続

ける 
2 時間 

7 
環境を構成する自然とのかかわり

について理解する 
夏の遊びについて教材研究をする 

遊びに必要な用具

や材料を考え、用

意する 
2 時間 体験した遊びにつ

いて、まとめる 2 時間 

8 保育における行事の種類や意義に

ついて知り、理解する 

自分たちの身の周

りには、どのよう

な行事があるか調

べてくる 

2 時間 子どもと行事につ

いて、まとめる 2 時間 

9 環境を通して行う幼児教育の教育

課程・指導計画について学ぶ 

保育指針解説第１

章３や教育要領第

１章３節を読んで

くる 

2 時間 保育の過程につい

てまとめる 2 時間 

10 長期の指導計画と短期の指導計画

を理解する 

教育要領解説第１

章第４節３を読ん

でくる 
2 時間 

短期指導計画（日

案）を作成し、完

成させる 
2 時間 

11 
地域の施設や様々な情報、行事な

どに興味や関心をもち、種類や意

義について理解する 

地域にはどのよう

な施設や情報があ

るか調べておく 
2 時間 地域の施設や情報

についてまとめる 2 時間 

12 数量や図形、標識や文字などとの

かかわりについて理解する 

子どもの身の周り

には、どのような

ものがあるか実習

を通して気付いた

ことをまとめてお

く 

2 時間 

子どもの生活の中

で、数量・図形・

標識・文字とのか

かわりをまとめる 

2 時間 

13 
数量や図形、標識や文字などに関

心をもつための教材とその活用方

法を理解する 

子どもが興味をも

つ数量・図形・標

識・文字に関する

遊びを考える 

2 時間 教材を仕上げる 2 時間 

14 

幼児の周りにある環境の中で、そ

の特性や価値を知り、実際の保育

の中で適切に活用できるように教

材研究をする 

教材研究に必要な

ものを調べ、準備

する 
2 時間 体験した遊びにつ

いてまとめる 2 時間 

15 
身近な情報とのかかわり、領域「環

境」にかかわる現代的課題につい

て知る 

配布された資料や

体験したことを見

直し不十分なとこ

ろを見つけておく 

2 時間 
領域「環境」の課

題についてまとめ

る 
2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（60%）、課題・レポート（20%）、教材作成（11%）、授業への取り組み（9%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。レポートや試験は、

ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携型認定こ

ども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）、

保育所保育指針（平成 29 年 3 月 告示） 

幼稚園教育要領解説（平成３０年３月） 

フレーベル館保育所保育指針解説（平成３０年３月）フレーベル館 

参考文献： 小櫃智子『保育内容 領域 環境指導法』 わかば社 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

子どもが環境とかかわって活動を展開するなかで、その活動が充実するように、興味

や関心、発達の実情などに応じた適切な指導・援助のあり方について学んでいきまし

ょう。 

保育士証：必修科目、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼児の実態を考

慮したねらいと、内容を

実現するのにふさわし

い環境について説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大 きな 間違

いがなく、基

本 を説 明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  10% 

(1)-2) 幼児期の教育・保

育は、環境を通して行う

ことを基本とするが、具

体的にはどのようなこ

とを意味するのか説明

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大 きな 間違

いがなく、基

本 を説 明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  10% 

(1)-3) 保育のなかで変

容していく幼児の姿か

ら、幼児理解に基づく評

価について説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大 きな 間違

いがなく、基

本 を説 明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  10% 

(1)-4) 幼稚園における

生活が家庭や地域社会

と連携を円滑に行うた

めに何が重要か説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大 きな 間違

いがなく、基

本 を説 明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  10% 

(2)-1) 保育をよりよい

ものとしていくために、

活動の具体的なねらい

と内容を検討して指導

計画を作成する力を身

に付ける。  

指導計画を作

成する力をほ

ぼ完璧に身に

付けている。 

指 導計 画作

成 の基 本を

身 に付 けて

いる。 

誤字・脱字も

あるが、最低

限の基本を踏

まえた指導計

画を作成でき

る。 

身に付けて

いない。 
教材作成 
（関心・意欲・態

度）  
5% 
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指導計画を作

成する力をほ

ぼ完璧に身に

付けている。 

指 導計 画作

成 の基 本を

身 に付 けて

いる。 

誤字・脱字も

あるが、最低

限の基本を踏

まえた指導計

画を作成でき

る。 

身に付けて

いない。 授業への取り組

み 
（関心・意欲・態

度）  

5% 

(2)-2) 子どもの発達を

見通した短期と長期の

指導計画について説明

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大 きな 間違

いがなく、基

本 を説 明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  10% 

(2)-3) 子どもの自発的

活動を引き出し、長期的

に発達を見通した指導

計画の作成について説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大 きな 間違

いがなく、基

本 を説 明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  5% 

(3)-1) 幼児の感性、表現

力を豊かに育むための

指導上の留意点、配慮事

項が説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大 きな 間違

いがなく、基

本 を説 明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  5% 

(3)-2) 子どもの生活経

験や発達に応じ、人、物、

自然などの環境を構成

する力や教材を工夫す

る力を身に付ける。  

環境を構成す

る力をほぼ完

璧に身に付け、

教材の工夫も

でる。 

環 境構 成の

基 本を 身に

付け、教材の

工 夫も でき

る。 

環境構成の基

本は身につけ

たが、工夫す

る力は努力を

要す。 

身に付けて

いない。 教材作成 
（関心・意欲・態

度）  
3% 

環境を構成す

る力をほぼ完

璧に身に付け、

教材の工夫も

でる。 

環 境構 成の

基 本を 身に

付け、教材の

工 夫も でき

る。 

環境構成の基

本は身につけ

たが、工夫す

る力は努力を

要す。 

身に付けて

いない。 授業への取り組

み 
（関心・意欲・態

度）  

2% 

(3)-3) 子どもが環境と

かかわって活動を展開

するなかで生じる疑問

を、適切な援助を行うこ

とにより、探求へと導く

力を身に付ける。  

探求へと導く

力をほぼ完璧

に身に付けて

いる。 

大 きな 間違

いがなく、探

求 へと 導く

力 を身 に付

けている。 

適切に援助で

きるが、探求

へと導く力は

努力を要す。 

身に付けて

いない。 教材作成 
（関心・意欲・態

度）  
3% 

探求へと導く

力をほぼ完璧

に身に付けて

いる。 

大 きな 間違

いがなく、探

求 へと 導く

力 を身 に付

けている。 

適切に援助で

きるが、探求

へと導く力は

努力を要す。 

身に付けて

いない。 授業への取り組

み 
（関心・意欲・態

度）  

2% 

(3)-4) 子どもの行う活

動が、個人、クループ、

学級全体など多様に展

開される過程で、個と集

団に対応する力を身に

付ける。  

個と集団に対

応する力をほ

ぼ完璧に身に

付けている。 

個 と集 団に

対 応す る力

は 部分 的に

身 に付 けて

いる。 

多様な活動は

調 整 で き る

が、個と集団

への対応は努

力を要す。 

身に付けて

いない。 
課題・レポート 
（思考力・判断

力・表現力）  
10% 

(3)-5) 保育はオーダー

メイドデザインという

発想のもとに、環境構成

と環境に込められた保

育のデザインを工夫す

る力を身に付ける。  

保育のデザイ

ンを工夫する

力をほぼ完璧

に身に付けて

いる。 

大 きな 間違

がなく、保育

の デザ イン

を 工夫 する

力 を身 に付

けている。 

環境構成の基

本は身につけ

たが、保育の

デザインを工

夫する力は努

力を要す。 

身に付けて

いない。 
課題・レポート 
（思考力・判断

力・表現力）  
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法（言葉）  
Teaching Methods of Child 

Care and Education
（Language） 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECCC2014 ２年次 通年 

講義・演習・実

技・実習・実験 

単位

数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  竹内 幹雄  

 

ディプロマ・

ポリシーに 

示されてい

る学習成果 

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 

幼稚園教育要領「言葉」のねらい・内容・内容の取扱いについて、発達段階に応じて指導するための基礎

知識を学ぶ。  
理論と実践を結び付け、遊びを通して総合的に指導する上での適切な言葉かけや対応について学ぶ。  
言葉の獲得に関わる環境構成の基本について学ぶ。  
言葉の重要性を理解し、保護者や学校・地域社会との連携を深めるための基礎知識を身に着ける。 

到達目標 

(1)-1) 領域「言葉」の位置づけを理解するとともに、基本的な指導のありかた、評価を説明できる。  

(1)-2) 子どもの心身の発達と言葉獲得の過程を関連付け理解し発達段階に応じた言葉かけができる。  

(1)-3) 領域「言葉」と他領域との関係を理解して適切な言葉かけをすることができる。  

(2)-1) 言葉を獲得することと人間としての成長との関連性を説明できる。  

(2)-2) 言葉獲得に資する発達段階に応じた環境設定のありかたを説明できる。  

(2)-3) 言葉を育てる文化財について理解し、それらを利用できる。  

(3)-1) 実社会における言葉に関する課題について理解できる。  

(3)-2) 領域「言葉」と小学校「国語科」との関連性を説明できる。  

(3)-3) 地域社会が言葉の獲得・発達に関わっていることを、事例をあげて説明できる。  
(4)-1) 領域「言葉」について特別な配慮や支援を理解し、特別な配慮を必要とする子どもの園生活適応

のための配慮や保護者への支援が説明できる。  
(4)-2) 海外から帰国した子どもや生活に必要な日本語の習得に困難のある子どもの園生活適応のための

配慮や保護者への支援が説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 乳幼児期にふさわしい「生活」の保障

について理解する。 

教科書 P1～5 を読

み、考えをテキス

トにまとめる。 
2 時間 

授業メモをもと

に、テキストにま

とめ直す。 
2 時間 

2 
領域「言葉」の位置づけ、ねらい・内

容・内容の取扱いについて、理解する

とともに、図表にしてまとめる。 

教科書 P6～17 を

読み、考えをテキ

ストにまとめる。  
2 時間 

授業メモをもと

に、テキストにま

とめ直す。  
2 時間 

243



 

 

3 

ヒトのコミュニケーションの特徴・

非言語から言語への視点から、誕生

から 3 歳ころまでの言葉の発達につ

いて理解し、グループで表にまとめ、

発表し合う。 

教科書 P20～29 を

読み、テキストに

まとめる。  
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

4 

要領・指針で大切にされていること

を基に、乳児期の言葉の発達と保育

における配慮について理解し、グル

ープで表にまとめ、発表し合う。 

教科書 P30～36 を

読み、テキストに

まとめる。   
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。  
2 時間 

5 

伝え合う言葉、考える言葉の発達、読

み・書きの発達の理解を基に、乳幼児

期から幼児期への言葉の発達過程を

つかみ、グループで表にまとめ、発表

し合う。 

教科書 P37～41 を

読み、テキストに

まとめる。  
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。  
2 時間 

6 

集団保育への参加、クラスの一員と

しての役割や意識を理解の基に、個

と集団との関係のなかで幼児期の言

葉の発達過程をつかみ、グループで

話し合い、ICT を活用して発表し合

う。 

教科書 P42～43 を

読み、テキストに

まとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

7 

仲間関係と言葉、言葉と思考・表現に

ついての理解を基に、幼児期の言葉

の発達過程をつかみ、グループで話

し合い、ICT を活用して発表し合う。 

教科書 P43～47 を

読み、テキストに

まとめる。  
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

8 

言葉の楽しさや美しさの理解を基

に、幼児期の言葉の発達過程をつか

み、グループで話し合い、ICT を活用

して発表し合う。 

教科書 P48～50 を

読み、テキストに

まとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

9 

幼児期と児童文化財について理解を

深め、幼児期の言葉の発達過程につ

いてグループで話し合い、ICT を活

用して発表し合う。 

教科書 P51～55 を

読み、テキストに

まとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

10 

幼児期から児童期の言葉、接続期と

言葉についての理解を基に、グルー

プで話し合い、ICT を活用して発表

し合う。 

教科書 P56～58 を

読み、テキストに

まとめる。  
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

11 

記号や文字との出会い、絵本ともに

環境、文字で伝える、を理解の基に、

文字環境についてグループで話し合

い、ICT を活用して発表し合う。 

教科書 P59～62 を

読み、テキストに

まとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

12 

幼児期の読み書き、言葉による伝え

合い、を理解の基に、幼児期から児童

期の言葉について、グループで話し

合い、ICT を活用して発表し合う。 

教科書 P63～66 を

読み、テキスにま

とめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

13 

保・小・こ・小の接続で大切にしたい

こと、言葉に関する家庭との連携、を

理解の基に、幼児期から児童期の言

葉や小学校「国語」との関連性につい

てグループで話し合い、ICT を活用

して発表し合う。また「おてて絵本」

で遊ぶ。 

教科書 P67～70 を

読み、テキストに

まとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

14 

子どもの言葉と保育者の役割、子ど

もの遊びや学びを支える保育者の援

助、を理解の基に、保育者の専門性と

言葉について、グループで話し合い、

ICT を活用して発表し合う。 

教科書 P71～77 を

読み、テキストに

まとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

15 

子どもの言葉と保育者の役割、子ど

もの遊びや学びを支える保育者の援

助、を理解の基に、保育者の専門性と

言葉について、グループで話し合い、

ICT を活用して発表し合う。 

教科書 P78～85 を

読み、テキストに

まとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 
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回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

16 

伝え合う言葉を育むための保育環

境、文字との出会いと文字環境、を理

解の基に、保育環境と言葉について、

グループで話し合い、ICT を活用し

て発表し合う。 

教科書 P86～94 を

読み、テキストに

記述する。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

17 

保育おける絵本との出会い、発達に

応じた絵本との出会い、を理解の基

に、保育と児童文化財について、グル

ープで話し合い、ICT を活用して発

表し合う。また、読み聞かせのポイン

トをつかむ。 

教科書 P95～96 を

読み、テキストに

まとめる。 
3 時間 

グループの発表、

読み聞かせのポイ

ント、をふまえ、テ

キストにまとめ直

す。 

2 時間 

18 

伝え合う言葉を育む環境構成と指導

計画、評価と改善、を理解の基に、グ

ループで話し合い、ICT を活用して

発表し合う。また、紙芝居のポイント

をつかむ。 

教科書 P97～104
を読み、テキスト

の図にまとめる。 
3 時間 

グループの発表、

紙芝居のポイン

ト、をふまえ、テキ

ストにまとめ直

す。 

2 時間 

19 

遊びや生活に必要な言葉、自分の思

いを伝える言葉、出来事を他者に伝

える言葉、を理解の基に、乳幼児期の

遊びと生活のなかの言葉について、

グループで話し合い、ICT を活用し

て発表し合う。 

教科書 P105～109
を読み、テキスト

にまとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

をまとめ直す。 
2 時間 

20 

遊びを支える言葉、ごっこ遊びをめ

ぐる言葉のやりとり、ルールのある

遊びと言葉、を理解の基に、様々な遊

びと言葉について、グループで話し

合い、ICT を活用して発表し合う。 

教科書 P62～66 を

読み、テキスト P5
～7 にまとめる。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、テキストに

まとめ直す。 
2 時間 

21 

言葉のリズムや響きを感じる・楽し

む、様々な言葉遊びを楽しむ、を理解

の基に、言葉のリズムや響き・言葉遊

びについて、グループで話し合い、

ICT を活用して発表し合う。 

教科書 P114～116
を読み、テキスト

にまとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

22 

自分なりの言葉、言葉に対する感受

性、を理解の基に、子どもの発達にふ

まえた遊びや生活と指導援助の実際

について、グループで話し合い、ICT
を活用して発表し合う。 

教科書 P117～121
を読み、テキスト

にまとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

23 

一人一人の特性に応じるために、発

達障害（自閉症スペクトラム障害等）

について、を理解の基に、領域「言葉」

についての特別な配慮や支援を、グ

ループで話し合い、ICT を活用して

発表し合う。 

教科書 P122～125
を読み、テキスト

にまとめる 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

24 

障害のある子どもの保育で大切な考

え方について、行為を言葉でなぞる、

生活の見通しを示す工夫―登園して

からすること、を理解の基に、特別な

配慮を必要とする子どもの園生活適

応のための配慮や支援について、グ

ループで話し合い、ICT を活用して

発表し合う。 

教科書 P126～130
を読み、テキスト

にまとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

25 

はじめに、個別の教育支援計画と個

別の指導計画について、個別の指導

計画の一例、を理解の基に、個別の教

育支援計画と個別の指導計画につい

て、グループで話し合い、ICT を活用

して発表し合う。 

教科書 P131～132
を読み、テキスト

にまとめる。 
3 時間 

授業メモをもと

に、テキストにま

とめ直す。 
2 時間 
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26 

海外から帰国した子どもや生活に必

要な日本語の習得に困難のある子ど

もの園生活適応のための配慮や支

援、家庭や地域・関係機関（医療や福

祉、保健等）との連携、を理解の基に、

言葉の問題や援助について、グルー

プで話し合い、ICT を活用して発表

し合う。 

教科書 P133～138
を読み、テキスト

にまとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

27 

言葉の環境と活動、全体的な計画、カ

リキュラムマネージメント、主体的・

対話的で深い学び、を理解の基に、保

育計画と評価について、グループで

話し合い、ICT を活用して発表し合

う。 

教科書 P139～156
を読み、テキスト

にまとめる。 
2 時間 

授業メモをもと

に、テキストにま

とめ直す。 
2 時間 

28 

情報革命と社会の変化、グローバル

化と英語教育、育つことが期待され

る姿「言葉による伝え合い」、を理解

の基に、子どもが育つ社会の変化と

子どもの「言葉」について、グループ

で話し合い、ICT を活用して発表し

合う。 

教科書 P107～114
を読み、テキスト

にまとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

29 

言わずにはいられない言葉、みんな

の前で話す体験、形だけ整っている

言葉、謝ると言う行為と言葉、を理解

の基に、実践のなかで考えるべき課

題について、グループで話し合い、

ICT を活用して発表し合う。 

教科書 P159～164
を読み、テキスト

にまとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

30 

聞き手としての保育者、話し手とし

ての保育者、やりとりする保育者、集

団生活と言葉、を理解の基に、保育者

の関わりについて、ICT を活用して

発表し合う。グループで話し合い、

ICT を活用して発表し合う。 

教科書 P123～129
を読み、テキスト

にまとめる。 
2 時間 

グループの発表を

ふまえ、テキスト

にまとめ直す。 
2 時間 

成 績 評 価 
授業への取り組み（50%）、定期試験（10%）、課題・レポート（10%）、 
発表・プレゼンテーション（10%）、グループワーク・グループ討議（10%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートや試験にコメントを書き、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：『保育内容 言葉 』 秋田喜代美・野口隆子 編著 光生館 、 
『幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』、『保育所保育指針（平成

29 年 3 月告示 厚生労働省）、『幼保連携認定こども園教育・保育要領（平成 29 年

3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）』 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

乳幼児の言葉獲得過程と保育者の適切な対応・言葉かけをテキストや実習体験からと

もに考えていきましょう。  
幼稚園教諭二種免許状：必修科目、保育士証：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 領域「言葉」の位

置づけを理解するとと

もに、基本的な指導のあ

りかた、評価を説明でき

る。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限の基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  5% 

(1)-2) 子どもの心身の

発達と言葉獲得の過程

を関連付け理解し発達

段階に応じた言葉かけ

ができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

が な く で き

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  8% 

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

が な く で き

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組み 
（関心・技能・思考

力・判断力・表現

力）  

7% 

(1)-3) 領域「言葉」と他

領域との関係を理解し

て適切な言葉かけをす

ることができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

が な く で き

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  3% 

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

が な く で き

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組み 
（関心・技能・思考

力・判断力・表現

力）  

2% 

(2)-1) 言葉を獲得する

ことと人間としての成

長との関連性を説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく基本を

説明できる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限説明できる。 

説明できて

いない。 
課題・レポート 
（知識・理解・思考

力・判断力・表現

力）  

5% 

(2)-2) 言葉獲得に資す

る発達段階に応じた環

境設定のありかたを説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく基本を

説明できる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限説明できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組み 
（知識・理解・思考

力・判断力・表現

力）  

5% 

(2)-3) 言葉を育てる文

化財について理解し、そ

れらを利用できる。  

ほぼ完璧に理

解し、利用で

きる。 

理解に偏りが

あるが、利用

できる。 

理解への偏りが

大きいが、何と

か利用できる。 

理解できず、

利用できな

い。 
課題・レポート 
（知識・理解・思考

力・判断力）  
15% 

ほぼ完璧に理

解し、利用で

きる。 

理解に偏りが

あるが、利用

できる。 

理解への偏りが

大きいが、何と

か利用できる。 

理解できず、

利用できな

い。 
発表・プレゼンテ

ーション 
（技能・表現力）  

15% 

(3)-1) 実社会における

言葉に関する課題につ

いて理解できる。  

ほぼ完璧に広

く、深く捉え

ている。 

課題の捉え方

が、やや限定

的である。 

課題の捉え方が

限定的である。 
理解できて

いない。 
発表・プレゼンテ

ーション 
（思考力・判断力・

表現力）  

8% 

ほぼ完璧に広

く、深く捉え

ている。 

課題の捉え方

が、やや限定

的である。 

課題の捉え方が

限定的である。 
理解できて

いない。 
グループワーク・

グループ討議 
（関心・態度・思考

力・判断力・協働

性）  

7% 

(3)-2) 領域「言葉」と小

学校「国語科」との関連

性を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限の基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・理解）  5% 
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(3)-3) 地域社会が言葉

の獲得・発達に関わって

いることを事例をあげ

て説明できる。  

多くの事例を

あげ、ほぼ完

璧に説明でき

る。 

いくつかの事

例をあげ、説

明できる。 

事例が限定的で

あるが、何とか

説明できる。 

説明できて

いない。 
発表・プレゼンテ

ーション 
（思考力・判断力・

表現力）  

3% 

多くの事例を

あげ、ほぼ完

璧に説明でき

る。 

いくつかの事

例をあげ、説

明できる。 

事例が限定的で

あるが、何とか

説明できる。 

説明できて

いない。 
グループワーク・

グループ討議 
（関心・態度・思考

力・判断力・協働

性）  

2% 

(4)-1) 領域「言葉」につ

いて特別な配慮や支援

を理解し、特別な配慮を

必要とする子どもの園

生活適応のための配慮

や保護者への支援が説

明できる。  

ほぼ完璧に理

解し、説明で

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、説明でき

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限の基本を説明

できる。 

理解できず、

説明できて

いない。 

発表・プレゼンテ

ーション 
（思考力・判断力・

表現力）  

3% 

ほぼ完璧に理

解し、説明で

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、説明でき

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限の基本を説明

できる。 

理解できず、

説明できて

いない。 

グループワーク・

グループ討議 
（関心・態度・思考

力・判断力・協働

性）  

2% 

(4)-2) 海外から帰国し

た子どもや生活に必要

な日本語の習得に困難

のある子どもの園生活

適応のための配慮や保

護者への支援が説明で

きる。 

ほぼ完璧に理

解し、説明で

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、説明でき

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限の基本を説明

できる。 

理解できず、

説明できて

いない。 

発表・プレゼンテ

ーション 
（思考力・判断力・

表現力）  

3% 

ほぼ完璧に理

解し、説明で

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、説明でき

る。 

間違いはいくつ

かあるが、最低

限の基本を説明

できる。 

理解できず、

説明できて

いない。 

グループワーク・

グループ討議 
（関心・態度・思考

力・判断力・協働

性）  

2% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法 
（表現Ⅰ（音楽・造形）） 

Teaching Methods of Contents of 
Child Care and Education 

(Expression I) 

児童教育学科  
初等育学専攻 26ECCC2015 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  清水 有美・吉本 宏之  
 

実務家教員 

の詳細 
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 
○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 〇 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 〇 

概 要 
【音楽】豊かな感性はどのようにして生まれるのか。  
授業で様々な表現活動を通し、子どもたちが創造性を深められるような援助の仕方を学ぶ。  
またその状況に適した応用などを学ぶ。  

到達目標 

(1)-1) 幼児の遊びや生活における領域「表現」の位置付けについて説明できる。  

(1)-2）表現を生成する過程について理解している。  

(1)-3）幼児の素朴な表現を見出し、受け止め、共感することができる。  

(2)-1）様々な表現を感じる・みる・聴く・楽しむことを通してイメージを豊かにすることができる。  

(2)-2）身の周りのものを身体の諸感覚で捉え、素材の特性を生かした表現ができる。  
(2)-3）表現することの楽しさを実感するとともに、楽しさを生み出す要因について分析することができ

る。  
(2)-4）協働して表現することを通し、他者の表現を受け止め共感し、より豊かな表現につなげていくこ

とができる。  
(2)-5）様々な表現の基礎的な知識技能を生かし、幼児の表現活動に展開させることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 幼児と表現、音楽表現について理解

する （オリエンテーション） 
テキスト 3P、4P
を読んでおく 2 時間 

音楽表現につ

いて理解した

ことをレポー

トにまとめる 

2 時間 

2 音楽を中心とした音楽劇について

DVD を視聴して具体的に理解する 
テキスト 5P から

7P を読んでおく 2 時間 

音楽劇につい

て理解したこ

とをレポート

にまとめる 

2 時間 

3 

「表現あそび」を体験し、幼児の感性

と表現について学ぶ。「表現遊び」に

おける ICT の活用法について保育場

面の映像から学び、保育構想に活用

するアイデアを考える 

テキスト 8P、9P、
14Pを読んでおく 2 時間 

保育構想に活

用するアイデ

アを考えレポ

ートにまとめ

る 

2 時間 
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4 
「音あそび」を体験し、イメージ活動

の基礎を学ぶ。自分たちで作った音

を録音し、音の教材を作成する 

テキスト 15P を

読んでおく 2 時間 

音の教材につ

いて理解した

ことをレポー

トにまとめる 

2 時間 

5 

「音楽とイメージ」について考え、 

感情と音楽の関係について学び、ICT
を用いて音楽のイメージを映像化し

た教材を作成する 

テキスト 16P、

23P、24P を読ん

でおく 
2 時間 

感情と音楽の

関係について

学んだことを

レポートにま

とめる 

2 時間 

6 
「即興演奏」や「表現あそび」を行い、

その場面を録画しその映像を観るこ

とで言葉と動きの関連性を学ぶ 

テキスト 10P、

11Pを読んでおく 2 時間 

言葉と動きの

関連性につい

て自分の考え

をまとめる 

2 時間 

7 
「即興演奏」や「音あそび」を行い、

その場面を録画しその映像を観るこ

とで音とイメージの関係を学ぶ 

テキスト 12P、

13Pを読んでおく 2 時間 

音とイメージ

の関係を振り

返りテキスト

を見て復習す

る 

2 時間 

8 グループ練習。絵本からイメージす

る音づくりを通し想像力を高める。 

テキスト 17P を

読んでおく 
絵本を 1冊持って

くる。 

2 時間 

絵本からイメ

ージする音づ

くりを通し想

像力の高め方

について自分

の考えをまと

める 

2 時間 

9 グループで創作活動について指導計

画を立案する。 
テキスト 18P を

読んでおく 2 時間 

創作活動の発

表に向けてグ

ループで話し

合っておく 

2 時間 

10 
グループによる創作活動の練習①練

習場面を録画し、その映像をもとに

改善していく。 

グループで話し

合っておく 
テキスト 19P を

読んでおく 

2 時間 

中間発表に向

けてグループ

で準備・練習

しておく 

2 時間 

11 

中間発表を行い、各グループ評価し

あう。発表の様子を録画し、その映像

を観て自己評価と反省を行い、指導

計画案を練り直す。 

中間発表に向け

てグループで準

備・練習しておく 
テキスト 20P、

21Pを読んでおく 

2 時間 

中間発表を振

り返り自己評

価と反省を行

い、レポート

にまとめる 

2 時間 

12 グループによる創作活動の練習②録

画映像をもとに最終確認 

創作活動の発表

に向けてグルー

プで話し合って

おく 
テキスト 22P を

読んでおく 

2 時間 

創作活動の発

表に向けてグ

ループで準備

し、最終確認

を行う 

2 時間 

13 模擬保育①音楽（演奏）を中心とした

活動 
テキスト 25P を

読んでおく 2 時間 

模擬保育・音

楽（演奏）を振

り返りテキス

トを見て復習

する 

2 時間 

14 模擬保育②表現（演劇）を中心とした

活動 
テキスト 26P を

読んでおく 2 時間 

模擬保育②表

現（演劇）を振

り返りテキス

トを見て復習

する 

2 時間 

15 

模擬保育の反省を行う。保育者とし

て必要な表現力や想像力について、

また、保育現場での理想的な表現活

動について話し合う。 

テキスト 29P、

30Pを読んでおく 2 時間 

必要な表現力

や想像力につ

いて自分の考

えをまとめる 

2 時間 
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成 績 評 価 
課題・レポート（41%）、授業への取り組み（50%）、グループワーク・グループ討議

（9%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

音楽：振り返りシートに毎回コメントを記入し提出する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

参考文献：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こ

ども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働

省）、『幼児の音楽教育』神原雅之 鈴木恵津子他 教育芸芸術社、『うたってお

どっておもちゃ箱２』鈴木 恵津子 教育芸芸術社 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

この授業は、受講者自身が豊かな表現力、コミュニケーション能力、を獲得するた

めの内容です。表現力豊かな子どもを育てるには、接する保育者の想像力や表現力

を磨くことが必須です。  
保育士証：必修科目、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼児の遊びや

生活における領域

「表現」の位置付け

について説明でき

る。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いはある

が、最低限の基

礎を説明でき

る。 

説明できてい

ない。 
授 業 へ の 取 り 組

み 

（ 関心・ 意 欲・ 態

度）  

3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いはある

が、最低限の基

礎を説明でき

る。 

説明できてい

ない。 グループワーク・

グループ討議 

（思考力・判断力）  

2% 

(1)-2） 表現を生成

する過程について理

解している。  

ほぼ完璧に理

解している。 
大きな間違い

がなく、基本を

理解している。 

間違いはある

が、最低限の基

礎を理解して

いる。 

理解していな

い。 
授 業 へ の 取 り 組

み 

（ 関心・ 意 欲・ 態

度）  

3% 

ほぼ完璧に理

解している。 
大きな間違い

がなく、基本を

理解している。 

間違いはある

が、最低限の基

礎を理解して

いる。 

理解していな

い。 グループワーク・

グループ討議 

（思考力・判断力）  

2% 

(1)-3） 幼児の素朴

な表現を見出し、受

け止め、共感するこ

とができる。  

表現を受け止

め、共感するこ

とがほぼ完璧

にできる。 

表現の基本を

受け止め、共感

することがで

きる。 

表現を受け止

め、共感するこ

とが最低限で

きる。 

表現を受け止

め、共感するこ

とができない。 

授 業 へ の 取 り 組

み 

（ 関心・ 意 欲・ 態

度）  

5% 

表現を受け止

め、共感するこ

とがほぼ完璧

にできる。 

表現の基本を

受け止め、共感

することがで

きる。 

表現を受け止

め、共感するこ

とが最低限で

きる。 

表現を受け止

め、共感するこ

とができない。 

グループワーク・

グループ討議 

（思考力・判断力）  
5% 

(2)-1） 様々な表現

を感じる・みる・聴

く・楽しむことを通

してイメージを豊か

にすることができ

る。  

様々な表現を

感じ、イメージ

を豊かにする

ことがほぼ完

璧にできる。 

大きな間違い

がなく、様々な

表現を感じ、イ

メージを豊か

にすることが

できる。 

様々な表現を

感じ、イメージ

を豊かにする

ことが最低限

できる。 

様々な表現を

感じ、イメージ

を豊かにする

ことができな

い。 

課題・レポート 

（知識・思考力）  
5% 

様々な表現を

感じ、イメージ

を豊かにする

ことがほぼ完

璧にできる。 

大きな間違い

がなく、様々な

表現を感じ、イ

メージを豊か

にすることが

できる。 

様々な表現を

感じ、イメージ

を豊かにする

ことが最低限

できる。 

様々な表現を

感じ、イメージ

を豊かにする

ことができな

い。 

授 業 へ の 取 り 組

み 

（表現力・判断力）  

5% 

(2)-2） 身の周りの

ものを身体の諸感覚

で捉え、素材の特性

を生かした表現がで

きる。  

ほぼ完璧に表

現できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

表現できる。 

基礎を表現で

きるが努力を

要す。 

表現できない。 
課題・レポート 

（知識・思考力）  
8% 

ほぼ完璧に表

現できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

表現できる。 

基礎を表現で

きるが努力を

要す。 

表現できない。 
授 業 へ の 取 り 組

み 

（表現力・判断力）  

7% 

(2)-3） 表現するこ

との楽しさを実感す

るとともに、楽しさ

を生み出す要因につ

いて分析することが

できる。  

ほぼ完璧に分

析することが

できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

分析できる。 

分析すること

は最低限でき

るが、努力を要

す。 

分析できない。 
課題・レポート 

（知識・思考力）  
8% 

ほぼ完璧に分

析することが

できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

分析できる。 

分析すること

は最低限でき

るが、努力を要

す。 

分析できない。 
授 業 へ の 取 り 組

み 

（表現力・判断力）  
7% 
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(2)-4） 協働して表

現することを通し、

他者の表現を受け止

め共感し、より豊か

な表現につなげてい

くことができる。  

他者の表現を

受け止め共感

し、より豊かな

表現につなげ

ていくことが

ほぼ完璧にで

きる。 

大きな間違い

がなく、他者の

表現を受け止

め共感し、より

豊かな表現に

つなげていく

ことができる。 

他者の表現を

受け止め共感

し、より豊かな

表現につなげ

ていくことが

最低限できる。 

他者の表現を

受け止め共感

し、より豊かな

表現につなげ

ていくことが

できない。 

課題・レポート 

（知識・思考力）  
10% 

他者の表現を

受け止め共感

し、より豊かな

表現につなげ

ていくことが

ほぼ完璧にで

きる。 

大きな間違い

がなく、他者の

表現を受け止

め共感し、より

豊かな表現に

つなげていく

ことができる。 

他者の表現を

受け止め共感

し、より豊かな

表現につなげ

ていくことが

最低限できる。 

他者の表現を

受け止め共感

し、より豊かな

表現につなげ

ていくことが

できない。 

授 業 へ の 取 り 組

み 

（表現力・判断力）  

10% 

(2)-5） 様々な表現

の基礎的な知識技能

を生かし、幼児の表

現活動に展開させる

ことができる。  

知識技能を生

かし、表現活動

に展開するこ

とがほぼ完璧

にできる。 

大きな間違い

がなく、知識技

能を生かし、表

現活動に展開

することがで

きる。 

知識技能を生

かし、表現活動

に展開するこ

とが最低限で

きる。 

知識技能を生

かし、表現活動

に展開するこ

とができない。 
課題・レポート 

（知識・思考力）  
10% 

知識技能を生

かし、表現活動

に展開するこ

とがほぼ完璧

にできる。 

大きな間違い

がなく、知識技

能を生かし、表

現活動に展開

することがで

きる。 

知識技能を生

かし、表現活動

に展開するこ

とが最低限で

きる。 

知識技能を生

かし、表現活動

に展開するこ

とができない。 

授 業 へ の 取 り 組

み 

（表現力・判断力）  

10% 
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概 要 
【造形】保育内容の各領域を総合的に捉え表現活動を中心に乳幼児の発達段階に応じた保育内容の展開

や指導法を学ぶ。形、色、手触りなど様々な表現方法を使って表現活動の特徴や面白さを確認し応用や

発展を考え実践を重ね、総合的な表現活動を構想、計画、指導、実践する力を身につける。 

到達目標 

(1)-1) 幼稚園教育要領における幼稚園教育の基本、各領域のねらい、内容、構造を理解している。  
(1)-2）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「表現」のねらい及び内容を理解す

る。領域「表現」の内容を踏まえ、幼児が経験し身に付けていく内容と指導上の留意点を理解している。  
(1)-3）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「表現」のねらい及び内容を理解す

る。幼稚園教育における評価の考え方を理解している。  
(1)-4）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「表現」のねらい及び内容を理解す

る。領域「表現」に関わる幼児が身に付けていく内容の関連性及び小学校教育とのつながりを理解して

いる。  
(2)-1）幼児の表現活動の特質を視野に入れた保育の構想の大切さを理解している。  
(2)-2）幼児の発達段階を理解し、領域「表現」に関わる具体的な指導場面を設定した保育を構想する方

法を身に付ける。領域「表現」の特性を考慮し、幼児の発達に合った教材、材料の活用法を理解し活用で

きる。  
(2)-3）幼児の発達段階を理解し、領域「表現」に関わる具体的な指導場面を設定した保育を構想する方

法を身に付ける。指導案の構造を理解し、設定保育を想定した指導案を作成することができる。  
(2)-4）幼児の発達段階を理解し、領域「表現」に関わる具体的な指導場面を設定した保育を構想する方

法を身に付ける。模擬授業の計画を練り、経験した後に、その反省点を踏まえ、改善できる。  
(2)-5）幼児の発達段階を理解し、領域「表現」に関わる具体的な指導場面を設定した保育を構想する方

法を身に付ける。領域「表現」の特性に応じた知識、技能、指導法を身に付け、向上に取り組むことがで

きる。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

16 表現とは何か、その中の領域「造形表

現」の意義を理解する 

授業前に配付し

たプリントを読

んでおく 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

17 表出と表現の違いを、実際の幼児作

品の観察と映像を通して理解する 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

18 遊びの中の幼児の様々な表現活動を

捉え、造形表現の可能性を考える。 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

「授業内容の振

り返りシートを書

く。 
2 時間 

19 
０歳～６歳までの幼児画を観察観

し、各年齢の発達と表現の特徴を理

解する 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

20 
身近な素材を用いた表現活動と保育

者の援助について実践例を通して学

ぶ。 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

描画材料を理解

したかどうか復

習し感想を書く 
2 時間 

21 
教材や用具・材料等の特性や発達に

応じた使い方の実際について、実践

例を通して学ぶ。 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

22 
年齢による発達や幼児の実態、季節

を踏まえた教材や指導法を検討する

① 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

23 
年齢による発達や幼児の実態、季節

を踏まえた教材や指導法を検討する

② 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

「授業内容の振

り返りシートを書

く。 
2 時間 
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24 

映像視聴を通して乳幼児の表出、表

現の背景や要因を考察し、表現にお

ける情報機器・活用法について検討

する 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

25 
小学校の「図画工作」や様々な教科と

幼児期の表現・造形教育の関連性や

学びの連続性について学ぶ。 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

26 授業から題材を選び、豊かな感性と

心を育てる「指導案」を立案する。 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

27 

指導案をもとに模擬保育を実施し、

年齢に応じた造形指導法を身に付け

るととともに、ディスカッションに

より振り返る① 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

28 

指導案をもとに模擬保育を実施し、

年齢に応じた造形指導法を身に付け

るととともに、ディスカッションに

より振り返る② 

前時に配付したプ

リ ン ト を 読 ん で お

く。 
2 時間 

授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

29 

指導案をもとに模擬保育を実施し、

年齢に応じた造形指導法を身に付け

るととともに、ディスカッションに

より振り返る③ 

模擬保育が出来

るよう準備する 2 時間 
授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

30 

指導案をもとに模擬保育を実施し、

年齢に応じた造形指導法を身に付け

るととともに、ディスカッションに

より振り返る④ 

模擬保育が出来

るよう準備する 2 時間 
授業内容の振り

返 り シ ー ト を 書

く。 
2 時間 

成 績 評 価 

小テストや課題レポート（30%）、作品（意欲・態度・作品の完成度）（30%）、題

材作成（表現力・判断力・創造性）20%、模擬授業、ロールプレイ（10%）、毎回

の授業の感想と振り返り・毎回の授業課題（10%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

造形:毎回授業後に振り返りシートに記入。作品ファイルを作成し、授業後に返却し、

実習にいかす。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こど

も園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省 
参考文献：林建造他『領域「表現」』国文書院 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

造形教育は、子どもの豊かな感性と表現を育てるものです。子どもの心を育てる造

形指導法を学びましょう。  
保育士証：必修科目、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼稚園教育要領に

おける幼稚園教育の基

本、各領域のねらい、内

容、構造を理解している。 

ほぼ完璧に理

解 し 説 明 で き

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し説明で

きる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の基本を理解し

説明できる。 

理解していな

い。説明でき

ない。 

課題・レポート 

（理解・思考力・知

識）  

3% 

ほぼ完璧に理

解 し 説 明 で き

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し説明で

きる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の基本を理解し

説明できる。 

理解していな

い。説明でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の 授 業 課 題 （ 理

解・思考力・知識）  

2% 

(1)-2）幼稚園教育要領に

示された幼稚園教育の基

本を踏まえ、領域「表現」

ねらい及び内容を理解す

る。領域「表現」の内容を

踏まえ、幼児が経験し身

に付けていく内容と指導

上の留意点を理解してい

る。 

ほぼ完璧に理

解 し 説 明 で き

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し説明で

きる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の基本を理解し

説明できる。 

理解していな

い。説明でき

ない。 
課題・レポート 

（理解・思考力・知

識）  

3% 

ほぼ完璧に理

解 し 説 明 で き

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し説明で

きる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の基本を理解し

説明できる。 

理解していな

い。説明でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の 授 業 課 題 （ 理

解・思考力・知識）  

2% 

(1)-3）幼稚園教育要領に

示された幼稚園教育の基

本を踏まえ、領域「表現」

ねらい及び内容を理解す

る。幼稚園教育における

評価の考え方を理解して

いる。 

ほぼ完璧に理

解 し 説 明 で き

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し説明で

きる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の基本を理解し

説明できる。 

理解していな

い。説明でき

ない。 

課題・レポート 

（理解・思考力・知

識）  
3% 

ほぼ完璧に理

解 し 説 明 で き

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し説明で

きる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の基本を理解し

説明できる。 

理解していな

い。説明でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の 授 業 課 題 （ 理

解・思考力・知識）  

2% 

(1)-4） 幼稚園教育要領に

示された幼稚園教育の基

本を踏まえ、領域「表現」

ねらい及び内容を理解す

る：幼稚園教育要領に示

された幼稚園教育の基本

を踏まえ、領域「表現」ね

らい及び内容を理解す

る。領域「表現」に関わる

幼児が身に付けていく内

容の関連性及び小学校教

育とのつながりを理解し

ている。  

ほぼ完璧に理

解 し 説 明 で き

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し説明で

きる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の基本を理解し

説明できる。 

理解していな

い。説明でき

ない。 

課題・レポート 

（理解・思考力・知

識）  
3% 

ほぼ完璧に理

解 し 説 明 で き

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し説明で

きる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の基本を理解し

説明できる。 

理解していな

い。説明でき

ない。 毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の授業課題 

（理解・思考力・知

識）  

2% 

(2)-1） 幼児の発達段階を

理解し、領域「表現」に関

わる具体的な指導場面を

設定した保育を構想する

方法を身に付ける：幼児

の表現活動の特性を視野

に入れた保育の構想の大

切さを理解している。  

幼児の表現活

動の特質を視

野に入れた保

育の構想の大

切さを良く理解

し、完璧に説明

できる。 

幼児の表現活

動の特質を視

野に入れた保

育の構想の大

切さを大きな間

違いがなく理解

し説明できる。 

幼児の表現活動

の特質を視野に

入れた保育の構

想の大切さを間

違いが少 しあ る

が理解し、ある程

度説明できる 

幼 児 の 表 現

活 動 の 特 質

を 視 野 に 入

れ た 保 育 の

構 想 の 大 切

さを説明でき

ない。 

小テスト 

（知識・理解・思考

力）  
8% 

幼児の表現活

動の特質を視

野に入れた保

育の構想の大

切さを良く理解

し、完璧に説明

できる。 

幼児の表現活

動の特質を視

野に入れた保

育の構想の大

切さを大きな間

違いがなく理解

し説明できる。 

幼児の表現活動

の特質を視野に

入れた保育の構

想の大切さを間

違いが少 しあ る

が理解し、ある程

度説明できる 

幼 児 の 表 現

活 動 の 特 質

を 視 野 に 入

れ た 保 育 の

構 想 の 大 切

さを説明でき

ない。 

課題・レポート 

（知識・理解・思考

力）  

7% 
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(2)-2） 幼児の発達段階を

理解し、領域「表現」に関わ

る具体的な指導場面を設

定した保育を構想する方法

を身に付ける：幼児の発達

段階を理解し、領域「表現」

に関わる具体的な指導場

面を設定した保育を構想す

る方法を身に付ける。領域

「表現」の特性を考慮し、幼

児の発達に合った教材、材

料の活用法を理解し活用

できる。  

ほぼ完璧に幼

児画を理解し、

発達に合った

材料で制作で

きる。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し発達に

合った材料で

制作できる 

間違いは少しあ

る が 、 基 本 を 理

解し発達に合っ

た材料で制作で

きる。 

理解していな

い。活用でき

ない。 

作品（技能・表現

力・創造性・作品

の完成度）  

18% 

ほぼ完璧に幼

児画を理解し、

発達に合った

材料で制作で

きる。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し発達に

合った材料で

制作できる 

間違いは少しあ

る が 、 基 本 を 理

解し発達に合っ

た材料で制作で

きる。 

理解していな

い。活用でき

ない。 指導案（技能・表

現力・創造性・作

品の完成度）  

17% 

(2)-3） 幼児の発達段階を

理解し、領域「表現」に関わ

る具体的な指導場面を設

定した保育を構想する方法

を身に付ける：幼児の発達

段階を理解し、領域「表現」

に関わる具体的な指導場

面を設定した保育を構想す

る方法を身に付ける。指導

案の構造を理解し、設定保

育を想定した指導案を作成

することができる。  

ほぼ完璧に理

解し、設定保育

を 想 定 し た 指

導案を作成で

きる。 

大 き な 間 違 い

がなく、基本を

理解し、設定保

育 を 想 定 し た

指導案を作成

できる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の基本を理解し

設定保育を想定

した指導案を作

成できる。 

理解していな

い。指導案を

作 成 で き な

い。 

指導案 

（知識・理解）  
10% 

(2)-4） 幼児の発達段階を

理解し、領域「表現」に関わ

る具体的な指導場面を設

定した保育を構想する方法

を身に付ける：幼児の発達

段階を理解し、領域「表現」

に関わる具体的な指導場

面を設定した保育を構想す

る方法を身に付ける。模擬

授業の計画を練り、経験し

た後に、その反省点を踏ま

え、改善できる。  

ほぼ完璧に計

画を練り、経験

後反省点を踏

まえ、改善でき

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、計画を

練り、経験後反

省点を踏まえ、

改善できる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の計画を練り、経

験後反省点を踏

まえ、改善できる 

計画を練るこ

とができない 指導案（技能・判

断 力 ・ 問 題 解 決

力）  

5% 

ほぼ完璧に計

画を練り、経験

後反省点を踏

まえ、改善でき

る。 

大 き な 間 違 い

がなく、計画を

練り、経験後反

省点を踏まえ、

改善できる。 

間違いはいくつ

かあるが、最低限

の計画を練り、経

験後反省点を踏

まえ、改善できる 

計画を練るこ

とができない 模擬授 業、 模擬

保育、ロールプレ

イ 

（技能・判断力・問

題解決力）  

5% 

(2)-5） 幼児の発達段階を

理解し、領域「表現」に関わ

る具体的な指導場面を設

定した保育を構想する方法

を身に付ける：幼児の発達

段階を理解し、領域「表現」

に関わる具体的な指導場

面を設定した保育を構想す

る方法を身に付ける。領域

「表現」の特性に応じた知

識、技能、指導法を身に付

け、向上に取り組むことが

できる。  

ほぼ完璧に知

識、技能、指導

法を身に付け

ている。 

大 き な 間 違 い

がなく、知識、

技 能 、 指 導 法

を 身 に 付 け て

いる 

間違いは少しあ

るが、最低 限の

知 識、 技能 、 指

導法を身に付け

ている。 

知識、技能、

指 導 法 を 身

に付けていな

い。 

教材作成 

（技能・表現力）  
5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児理解と教育相談 
Infant Comprehension and 

Educational Counseling 

児童教育学科 
初等教育学専攻 26ECUI2011 ２年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2  入江 良英  
 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 

幼児の生活や遊びの実態に即して幼児の発達を理解する。  
子どもの臨床的問題について考えつまずきの要因、親子の支援について学ぶ。  
発達上の問題の把握、介入方法の仕方などについて学ぶ。 

到達目標 

(1)幼児理解についての基本的な知識を身につける。 

(2)幼児の理解、保護者を含めた関係者について理解する。 

(3)幼児教育現場での教育相談のありかたについて学ぶ。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 教育相談とは何か概要を知る 
教育相談について

気になるキーワー

ドを調べる 
2 時間 

保育における教育

相談の概要をまと

める。 
2 時間 

2 保育や幼児教育における教育相談

の必要性について学ぶ 
教育相談とは何か

について調べる 2 時間 
教育相談が扱う問

題領域についてま

とめる 
2 時間 

3 子ども理解のためのアセスメント

について学ぶ     
アセスメントにつ

いて調べる 2 時間 
アセスメントの基

本的知識をまとめ

る 
2 時間 

4 幼・保・小の接続期の子ども理解と

支援について学ぶ        
接続期の問題につ

いて調べる 2 時間 
幼・保・小の接続期

の問題についてま

とめる 
2 時間 

5 カウンセリングの基礎理論につい

て学ぶ          

代表的なカウンセ

リング技法を調べ

る 
2 時間 

特に興味を持った

カウンセリング技

法をまとめる 
2 時間 

6 相談のプロセスについて学ぶ    

人が誰かに相談す

るプロセスについ

て調べる 
2 時間 

保護者が相談しや

すい環境づくりを

まとめる 
2 時間 

7 コンサルテーションやコーディネ

ーションの理解と方法を学ぶ           

コンサルテーショ

ンの具体的事例に

ついて調べる 
2 時間 

コンサルテーショ

ンとコーディネー

ションの違いをま

とめる 

2 時間 

8 
カウンセリング技術（受容・傾聴・

共感）に基づく子どもとの関わり

について学ぶ   

カウンセリング技

術を子どもに活用

した事例を調べる 
2 時間 

カウンセリング技

術を用いて友人・

知人の話を聴く 
2 時間 
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9 保育の場で行う教育相談とそう相

談体制づくりについて学ぶ    

保育の現場で生じ

やすい相談場面に

ついて調べる 
2 時間 

保育園内での相談

体制づくりについ

てまとめる 
2 時間 

10 発達障害の基本について知り、気

づき、対応について学ぶ          

発達障害の概要・

支援方法について

調べる 
2 時間 

保育の現場での発

達障害の子どもへ

の対応をまとめる 
2 時間 

11 発達の問題への支援方法について

学ぶ 

その他発達の問題

の概要や支援方法

を調べる 
2 時間 

発達の問題への個

と集団への支援方

法をまとめる 
2 時間 

12 保護者支援の実践を知りその方法

を学ぶ 

保護者支援の実践

に当たっての実践

例を調べる 
2 時間 

保護者支援の実践

にあたっての留意

点をまとめる 
2 時間 

13 社会的資源について知り活用方法

を学ぶ 

保育を取り巻く社

会資源について調

べる 
2 時間 

子ども支援に関す

る各社会資源とそ

の特徴をまとめる 
2 時間 

14 カウンセラーとの協働について実

例を元に学ぶ               

保育の現場でカウ

ンセラーと協働し

た事例を調べる 
2 時間 

カウンセラーと協

働するために必要

な知識をまとめる 
2 時間 

15 幼児を取り巻く環境の今後につい

て考える 

現代社会の子ども

を取り巻く環境を

調べる 
2 時間 

現代の子ども支援

にあたって幼児教

育が果たす役割を

まとめる 

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（50%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

授業内での課題は、コメントを記入し返却する。  
試験の採点方法と点数をルーブリック評価に基づき示す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こども園教育・保育要

領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）（参考文献）小田豊・秋田喜

代美（2021）新時代の保育双書 子どもの理解と保育・教育相談[第 2 版] みらい（松本峰

雄（監修） 『よくわかる！保育士エクササイズ 8 子どもの理解と援助演習ブック』ミネ

ルヴァ書房.   その他の資料については、毎回、呈示する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

幼児理解の必要性を知り子どもたちを取り巻く環境が子どもの成長にどのように影響してい

るのか教育、支援の実践について学んでいきましょう。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)幼児理解に

ついての基本的

な知識を身につ

ける。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
15% 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを十

分に表現する

ことができる。 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを概

ね表現するこ

とができる。 

問題意識をも

って講義に参

加しているが、

それを表現す

ることが不十

分である。 

問題意識をも

って講義に参

加していない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

15% 

(2)幼児の理解、

保護者を含めた

関係者について

理解する。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
15% 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを十

問題意識をも

って講義に参

加し、それを概

問題意識をも

って講義に参

加しているが、

問題意識をも

って講義に参

加していない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
15% 
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分に表現する

ことができる。 
ね表現するこ

とができる。 
それを表現す

ることが不十

分である。 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  
(3)幼児教育現

場での教育相談

のありかたにつ

いて学ぶ。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
20% 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを十

分に表現する

ことができる。 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを概

ね表現するこ

とができる。 

問題意識をも

って講義に参

加しているが、

それを表現す

ることが不十

分である。 

問題意識をも

って講義に参

加していない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育・教職実践演習（幼稚園） 
Practice of Teaching 

Profession(Kindergarten) 

児童教育学科  
初等教育学専攻 26ECTP2004 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  平田 睦美  

 

ディプロマ・

ポ リ シ ー に

示 さ れ て い

る学習成果

と の 関 係 

(1) 子どもの発達に関する専門知識を有し、一人一人の子どもの特性を理解する力を身につけ

ている。 ○ 

(2) 子どもの発達や興味・関心を理解したうえで保育を計画し、実践をする力を身につけ、集

団と個への対応を考えた指導、援助ができる。 ○ 

(3) 子どもに関わるための豊かなコミュニケーション能力を身につけている。 ○ 

(4) 一つの課題に対して様々な視点から考え、自分の意見を述べる力を身につけているととも

に、保育に関する課題に誠実に向き合い、解決に向けて考える力を身につけている。 ○ 

(5) 他者の意見を取り入れ、協働して物事を進めていく力を身につけている。 ○ 

(6) 自らの課題に対して学び続ける姿勢をもち、保育者としての資質・能力を高めるために主

体的に学ぶ力を身につけている。 ○ 

概 要 
教育実習と教職に関する既習の科目の知識と技術の統合をはかり、幼稚園教諭として資質能力を高める

ことを目的に、グループ活動やロールプレイ、地域子育て支援行事への参加などの実践を組み入れ演習

形式で授業を行う。 

到達目標 

(1) 幼稚園教諭としての使命感・責任感、社会性やコミュニケーション力が向上している。  

(2) こども理解やクラス運営の考え方や具体的方法について説明ができる。  

(3) 保育内容の指導の原理と方法について、模擬保育の実践を通して表現することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
オリエンテーション・教育実習の振

り返り（自己評価）・教職履修ファ

イルの記入 

幼稚園教育要領

解説「序章」を読

み、幼児期の特性

について考えて

おく。 

2 時間 幼児教育の役割に

ついてまとめる。 2 時間 

2 地域の子育て支援に関する行事参加

の準備① 

地域の子育て支

援場所について

調べておく。 
2 時間 

子育て支援場所で

の活動についてま

とめる。 
2 時間 

3 地域の子育て支援に関する行事参加

の準備②・企画と立案 

子育て支援場所

での活動に必要

な遊具や教材を

考えておく。 

2 時間 教材の作成をす

る。 2 時間 

4 地域の子育て支援に関する行事参加

の準備③・教材作成 

教材の作成をす

る。 2 時間 教材の作成をす

る。 2 時間 

5 地域の子育て支援に関する行事での

実践① 

教材の作成をす

る。 2 時間 実践をもとに教材

の修正をする。 2 時間 

6 地域の子育て支援に関する行事での

実践② 

教材の使い方を

練習する。 2 時間 
教材の使い方につ

いて振り返りをす

る。 
2 時間 

7 地域の子育て支援に関する行事参加

の振り返り 

行事に参加して

の振り返りをま

とめておく。 
2 時間 

行事参加を振り返

り、課題について

まとめる。 
2 時間 

8 模擬保育の準備と指導案作成 
模擬保育につい

て考えておく。 2 時間 模擬保育の指導案

を作成する。 2 時間 

9 模擬保育 
模擬保育の練習

をする。 2 時間 模擬保育の振り返

りと課題をまとめ
2 時間 
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る。 

10 幼稚園見学観察実習に関する準備 

幼稚園の一日の

流れについて資

料を読んでおく。 
2 時間 

教師の援助や環境

構成について資料

を読み直す。 
2 時間 

11 幼稚園見学観察実習 

幼稚園見学観察

実習の目的につ

いてまとめる。 
2 時間 実際の子どもの姿

の事例を書く。 2 時間 

12 幼稚園見学観察実習 

見学観察実習の

自分の課題につ

いて考えをまと

める。 

2 時間 実際の子どもの姿

の事例を書く。 2 時間 

13 幼稚園見学観察実習 

見学観察実習の

自分の課題につ

いて考えをまと

める。 

2 時間 
教師の援助につい

て考えたことをま

とめる。 
2 時間 

14 幼稚園見学観察実習を終えてのまと

め 

幼稚園見学観察

実習の振り返り

をまとめる。 
2 時間 

幼稚園見学観察実

習を振り返り、課

題をまとめる。 
2 時間 

15 課題についてのまとめ 
授業を振り返り、

課題について考

えておく。 
2 時間 課題レポート 2 時間 

成 績 評 価 
課題・レポート（30%）、指導案（10%）、授業への取り組み（15%）、発表・プレゼ

ンテーション（30%）、毎回の授業の感想・振り返り（15%）  

課題（試験・レポート等） 

に対する 

フィードバックの方法 

レポートや配布資料はファイルにとじ、次の時間の復習や授業の振返りに使用しま

す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
参考文献：幼稚園教育要領 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 幼稚園教諭と

しての使命感・責

任感、社会性やコ

ミュニケーション

力が向上してい

る。  

幼稚園教諭と

しての資質・能

力が磨かれて

いる。 

幼稚園教諭と

しての基本的

な資質・能力が

見られる。 

幼稚園教諭と

しての資質・能

力の最低限の

基本が見られ

る。 

幼稚園教諭と

しての適性が

見られない。 

授業への取り組

み 
（関心・意欲・態

度・協働性・表現

力）  

15% 

幼稚園教諭と

しての資質・能

力が磨かれて

いる。 

幼稚園教諭と

しての基本的

な資質・能力が

見られる。 

幼稚園教諭と

しての資質・能

力の最低限の

基本が見られ

る。 

幼稚園教諭と

しての適性が

見られない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題（関

心・意欲・態度・

協働性・表現力）  

15% 

(2) こども理解や

クラス運営の考え

方や具体的方法に

ついて説明ができ

る。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。  

説明できてい

ない。 
課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・問

題解決力）  

30% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。  

説明できてい

ない。 
発表・プレゼンテ

ーション 
（知識・理解・思

考力・判断力・問

題解決力）  

10% 
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(3) 保育内容の指

導の原理と方法に

ついて、模擬保育

の実践を通して表

現することができ

る。  

ほぼ完璧に表

現できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

踏まえて、表現

できる。  

間違いはいく

つかあるが、最

低限の表現が

できる。  

表現すること

ができない。 
指導案 
（知識・理解・技

能・判断力・表現

力）  

10% 

ほぼ完璧に表

現できる。 
大きな間違い

がなく、基本を

踏まえて、表現

できる。  

間違いはいく

つかあるが、最

低限の表現が

できる。  

表現すること

ができない。 
発表・プレゼンテ

ーション 
（知識・理解・思

考力・判断力・問

題解決力）  

20% 
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学校法人 第二麻生学園 

YJC 山 口 短 期 大 学 
 

〒747-1232  山口県防府市大字台道字大繁枝 11346 番の 2 

TEL  0835-32-0138 

FAX  0835-32-0149 

URL  https://www.yamaguchi-jc.ac.jp/ 

E-mail  info@yamaguchi-jc.ac.jp 

 

 

山口短期大学 博多キャンパス 
 

〒812-0013  福岡県福岡市博多区博多駅東１丁目 19 番 18 号 

TEL  092-483-1900 

FAX  092-483-1905 
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